
AV Pre Tuner

AV8801

取扱説明書



2

ご使用になる前に

正しく安全にお使いいただくため、ご使
用の前に必ずよくお読みください。
この取扱説明書および製品への表示では、製
品を安全に正しくお使いいただき、あなたや
他の人々への危害や財産への損害を未然に防
止するために、いろいろな絵表示をしていま
す。その絵表示と意味は次のようになってい
ます。
内容をよく理解してから本文をお読みくださ
い。

絵表示の例
図の中や近傍に具体的な禁止内容が

描かれています。

記号は注意（危険・警告を含む）を
促す内容があることを告げるものです。

感電注意

分解禁止

電源プラグを
コンセントから抜く

記号は禁止の行為であることを
告げるものです。

記号は行為を強制したり指示したりする
内容を告げるものです。

ご使用は正しい電源電圧で
表示された電源電圧以外で使用しないで
ください。
火災・感電の原因となります。必ず実施

電源コードは大切に
電源コードを傷つけたり、破損したり、
加工したりしないでください。また、重
いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ
たりすると電源コードが破損し、火災・
感電の原因となります。
電源コードが傷んだら、すぐに販売店に
交換をご依頼ください。

必ず実施

電源プラグの刃および刃の付近
にほこりや金属物が付着してい
るときは
電源プラグをコンセントから抜いて、乾
いた布で取り除いてください。そのまま
使用すると火災・感電の原因となります。

必ず実施

万一異常が発生したら、
電源プラグをすぐに抜く
●	煙や異臭、異音が出たとき
●	落としたり、破損したりしたとき
●	機器内部に水や金属類、燃えやすいも
のなどが入ったとき

そのまま使用すると、火災・感電の原因となりま
す。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、
必ず電源プラグをコンセントから抜いて、安全を
確認してから販売店にご連絡ください。
お客様による修理などは危険ですので絶対におや
めください。

電源プラグを
コンセント
から抜く

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

風呂・シャワー室では
使用しない
火災・感電の原因となります。

水場での
使用禁止

乾電池は充電しない
電池の破裂・液漏れにより、火災・けが
の原因となります。

禁止

この機器の上に花瓶・植木鉢・
コップ・化粧品・薬品や水など
が入った容器、および小さな金
属物を置かない
こぼれたり、中に入ったりした場合、火
災・感電の原因となります。

水ぬれ
禁止

安全上のご注意

内部に水などの液体や異物を入
れない
機器内部に水などの液体や金属類、燃え
やすいものなどを差し込んだり、落とし
込んだりしないでください。
火災・感電の原因となります。
特にお子様のいるご家庭ではご注意くだ
さい。

禁止

分解禁止

水滴や水しぶきのかかるところ
に置かない
雨天・降雪中・海岸・水辺での使用は特
にご注意ください。
水がかかったり、濡れた状態で使用する
と火災、感電の原因となります。

水ぬれ
禁止

火や炎を近づけない
本機の上でろうそくを灯す・タバコの灰
皿を使用するなどの火や炎の発生してい
るものを置かないでください。
火災の原因となります。

火気禁止

雷が鳴り出したら
機器や電源プラグには触れないでくださ
い。
感電の原因となります。接触禁止

使用中、使用直後に高温となる部
分には触らない
使用中、使用直後は上面や高温注意マー
クの面には触れないでください。
機器の放熱のために高温となっており、触
れた場合にやけどをする恐れがあります。

高温注意

接触禁止

ねじを外したり、
分解や改造したりしない
内部には電圧の高い部分がありますの
で、火災・感電の原因となります。
内部の点検・調整・修理は販売店にご依
頼ください。

お買い上げいただきありがとうございます。お読みになったあとは、いつでも見られるところに大切に保管してください。
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注意

通風孔をふさがない
内部の温度上昇を防ぐため、通風孔が開
けてあります。次のような使いかたはし
ないでください。内部に熱がこもり、火
災の原因となることがあります。

●	あお向けや横倒し、逆さまにする
●	押し入れ・専用のラック以外の本箱など風通しの
悪い狭い場所に押し込む

●	テーブルクロスをかけたり、じゅうたん・布団の上
に置いたりして使用する

禁止

禁止

禁止

禁止

必ず実施

禁止

長時間音が歪んだ状態で
使用しない
スピーカーが発熱し、火災の原因となるこ
とがあります。

不安定な場所に置かない
ぐらついた台の上や傾いたところなど不安
定な場所に置かないでください。落ちたり
倒れたりして、けがの原因となることがあ
ります。

次のような場所には置かない
火災・感電の原因となることがあります。
●	調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気
があたるようなところ

●	湿気やほこりの多いところ
●	直射日光のあたるところや暖房器具の
近くなど高温になるところ

壁や他の機器から
少し離して設置する
放熱をよくするために、他の機器との間は
少し離して置いてください。ラックなどに
入れるときは、機器の天面や背面から少し
隙間をあけてください。内部に熱がこもり、
火災の原因となることがあります。

ヘッドホンを使用するときは
音量を上げすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間続
けて聴くと、聴力に悪い影響を与えること
があります。

電源プラグを
コンセント
から抜く

移動させるときは
まず電源を切り、必ず電源プラグをコンセン
トから抜き、外部の接続コードを外してから
おこなってください。コードが傷つき、火災・
感電の原因となることがあります。

禁止

電源プラグを
コンセント
から抜く

注意

重いものをのせない
機器の上に重いものや外枠からはみ出るよ
うな大きなものを置かないでください。バラ
ンスがくずれて倒れたり、落下したりして、
けがの原因となることがあります。

長期間の外出・旅行のとき、
またはお手入れのときは
安全のため必ず電源プラグをコンセントから
抜いてください。火災・感電の原因となる
ことがあります。

5 年に一度は内部の掃除を
販売店などにご相談ください。内部にほこ
りがたまったまま、長い間掃除をしないと火
災や故障の原因となることがあります。

特に、湿気の多くなる梅雨期の前におこなうと、より
効果的です。なお、内部の掃除費用については販売
店などにご相談ください。

禁止

この機器に乗ったり、
ぶら下がったりしない
特に幼いお子様のいるご家庭では、ご注意
ください。倒れたり、壊れたりして、けが
の原因となることがあります。

安全上のご注意

電源コードを
熱器具に近付けない
コードの被ふくが溶けて、火災・感電の原
因となることがあります。禁止

電源プラグを抜くときは
電源コードを引っ張らずに必ずプラグを持っ
て抜いてください。コードが傷つき、火災・
感電の原因となることがあります。禁止

濡れた手で電源プラグを
抜き差ししない
感電の原因となることがあります。

ぬれ手禁止

電源プラグを
コンセント
から抜く

すぐにコンセントから電源プラグを
抜くことができるように設置する
電源のスイッチを切ってもコンセントからは
完全に遮断されていません。
万一の事故防止のため、本機をコンセント
の近くに置き、すぐにコンセントから電源
プラグを抜くことができるようにしてくださ
い。

電源コードは確実に接続し、
束ねたまま使用しない
電源コードを接続するときは接続口に確実
に差し込んでください。差し込みが不完全
な場合、火災・感電の原因となることがあ
ります。
根元まで差し込んでもゆるみがあるコンセ
ントには接続しないでください。その場合、
販売店や電気工事店にコンセントの交換を
依頼してください。

また、電源コードは束ねたまま使用しないでください。
発熱し、火災の原因となることがあります。

必ず実施

禁止

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が軽傷を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

付属の電源コードを使用する
他の機器の電源コードを本機に使用しない
でください。
また、付属の電源コードは本機以外には使
用しないでください。
電流容量などの違いにより火災・感電の原
因となることがあります。禁止

注意

禁止

必ず実施

必ず実施

必ず実施

電源を入れる前には
音量を最小にする
突然大きな音が出て、聴力障害などの原
因となることがあります。

電池を使用するときは
●	極性表示に注意し、表示のとおりに正し
く入れる。

●	指定以外の電池は使用しない。
●	新しい電池と古い電池を混ぜて使用しな
い。

●	電池は火のそばや直射日光のあたると
ころ、暖房器具などの高温の場所に置
かないでください。

●	不要になった乾電池を廃棄するときはお住まいの
地域の条例に従って処理してください。

間違えると電池の破裂・液漏れにより、火災・けがや
周囲を汚損する原因となることがあります。

機器の接続は説明書をよく読んで
からおこなう
テレビ・オーディオ機器・ビデオ機器など
の機器を接続する場合は、電源を切り、各々
の機器の取扱説明書に従っておこなってく
ださい。

また、接続には指定のコードを使用してください。指
定以外のコードを使用したり、コードを延長したりする
と発熱し、やけどの原因となることがあります。
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使用上のご注意

設置について
本機内部の放熱をよくするために、壁や他の機器との間は、十
分に離して設置してください。

z z

z

壁

z

	z 30cm以上

携帯電話使用時のご注意
本機の近くで携帯電話をご使用になると、雑音が入る場合があ
ります。携帯電話は本機から離れた位置で使用してください。

お手入れについて
•	キャビネットや操作パネル部分の汚れは、やわらかい布で軽
く拭き取ってください。化学ぞうきんをご使用の際は、その
注意書きに従ってください。

•	ベンジンやシンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本機
に付着すると、変質や変色の原因になりますので使用しない
でください。

付属品を確認する
ご使用の前にご確認ください。

q	簡単セットアップガイド.	................................................1
w	CD-ROM（取扱説明書）	...................................................1
e	安全にお使いいただくために	.........................................1
r	保証書（梱包箱に貼り付けています）	..............................1
t	製品のご相談と修理・サービス窓口のご案内	................1
y	電源コード【本機専用】...	..................................................1
u	リモコン（RC019SR）	......................................................1
i	単4形乾電池.	.....................................................................2
o	FM室内アンテナ	..............................................................1
Q0	セットアップマイク	.........................................................1
	 （ACM1HB）

o Q0

uy

結露（つゆつき）について
本機を寒いところから急に暖かいところに移動させたり、本機
を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりすると、内部
（動作部）に水滴が付くことがあります（結露）。結露したまま本
機を使用すると、正常に動作せず、故障の原因となることがあ
ります。結露した場合は、本機の電源を切ったまま 1～2時
間放置してから使用してください。

ステレオ音のエチケット
•	隣近所への配慮（おもいやり）を十分にいた
しましょう。

•	特に静かな夜間は、小さな音でも通りやす
いものです。夜間の音楽鑑賞には、特に気
を配りましょう。
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本機の特長

電流帰還アンプ搭載
プリアンプには高速の電流帰還方式の増幅回路を採用し、
ブルーレイディスクプレーヤーなどの HDオーディオ対応
機器からの信号を忠実に増幅します。また、高速の電流帰
還アンプは自然な音場空間を再現します。

アナログ映像信号 (SD 解像度 ) を 4K の信号にアッ
プスケーリングするデジタルビデオプロセッサー搭載
本機には、アナログ映像やSD（標準画質）映像を 4K（3840
× 2160 ピクセル）にてHDMI への出力を可能にする 4Kビ
デオアップスケーリング機能を搭載しています。これにより
本機とテレビの接続がHDMI ケーブル 1本で済むだけでな
く、どの映像ソースでもHD画質に迫る精細な映像を再現
することができます。

音質に悪影響を与えるジッターと位相ノイズを低減す
る“ハイブリット PLL ジッターリデューサー”を搭載
本機に搭載されている“ハイブリットPLL ジッターリデュー
サー”によって、音の定位が向上されることで、自然な音場
を再現します。

マルチゾーン機能 4 ソース、4 ゾーン出力搭載
本機はマルチゾーン機能を搭載していますので、メインゾー
ンを含めた 4つの部屋で、別々の音楽ソースを楽しむこと
ができます。

ゾーン 4 用の HDMI 出力を装備
本機はゾーン 4の部屋でも映像と音声が楽しめるゾーン 4
用の HDMI 出力を装備しています。メインゾーンとは異な
る映像ソースをお楽しみいただけます。

11.2 チャンネル XLR バランス出力を装備
本機には、外部からのノイズの影響を受け難いバランス出
力端子を装備しています。
バランス入力端子を装備したパワーアンプと接続すること
で、より高品位な音声の伝送を可能にします。

インターネットラジオなどのネットワーク機能に加
え、AirPlay® 機能を搭載 (v79 ページ )
インターネットラジオを聴いたり、パソコンに保存している
音楽ファイルを再生したり、テレビに写真を映したりする
など、さまざまな再生をお楽しみいただけます。
また、 本 機は AirPlay 機 能も搭 載していますので、
iPhone®/iPad®/iPod	touch®や iTunes®の音楽をネッ
トワークを通して本機で再生できます。

iPad、iPhonez1 や Android スマートフォンで本
機の基本的な操作がおこなえる“Marantz R

リ モ ー ト ・

emote 
A
ア プ リ

pp”に対応
“Marantz	R

リ モ ー ト ・

emote	A
ア プ リ

pp”は、iPad、iPhone、Android ス
マートフォンやAndroid タブレットで本機の電源のオン /
オフやボリュームコントロール、ソースの切り替えなどの基
本操作がおこなえるアプリケーションソフトです。

z1	“Marantz	R
リ モ ー ト ・

emote	A
ア プ リ

pp”を iTunes の App	Store か
らダウンロード (無料 ) してください。本機を LAN接
続し、同じネットワーク上にWi-Fi（無線 LAN) にて
iPhone/iPod	touch を接続する必要があります。

基本的な設定が簡単にできる“セットアップアシスタ
ント”メニュー
テレビ画面に表示する操作ガイドに沿って、簡単にスピー
カーの接続やネットワークの設定など基本的な設定がおこ
なえます。

操作性に優れたグラフィカル・ユーザー・インター
フェース
本機には、メニュー表示や階層ディレクトリーを視覚的に
わかりやすくした“グラフィカル・ユーザー・インターフェー
ス”を搭載しています。階層を表示させることで、自分が何
処にいて、何を設定しようとしているのかがわかりやすくな
り、操作性を向上させています。

さまざまなデジタル AV 機器を接続できる HDMI 端
子を装備（入力：7 系統、出力：3 系統）
本機には 7系統のHDMI 入力端子を装備しており、ブルー
レイディスクプレーヤー、ゲーム、HDビデオカメラなどの
さまざまなHDMI 端子搭載機器との接続ができます。

HDMI(3D、ARC、 D
デ ィ ー プ・

eep C
カ ラ ー

olor、“x.v.Color”、オー
トリップシンク、4K) および HDMI コントロール機能
対応 (v12 ページ )
本機は、HDMI の 3Dや ARC（A

オーディオ・

udio	R
リ タ ー ン・

eturn	C
チ ャ ン ネ ル

hannel）機
能以外に、4K（3840 × 2160 ピクセル）の映像信号が入力
された場合に、その映像のクオリティーをそのままテレビへ
出力するビデオパススルー機能、およびメニュー画面（GUI）
を 4K 映像画面に重ねて表示するGUI オーバーレイ機能に
も対応しています。

HDMI 2 系統による同時再生（メインゾーン）
本機には、2つのHDMI モニター出力を備えています。1つ
をプロジェクターに、もう 1つをテレビに接続し、信号を
同時に出力できます。
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本機の特長

iPhone や iPod の再生に対応した iPod/USB 端子搭
載 (v27 ページ )
iPod に付属の専用 USB ケーブルを本機の iPod/USB 端
子に接続すると、iPod の再生や、本機のリモコンで iPod の
操作ができます。

Audyssey DSX®
本機は Audyssey	DSX® プロセッサーを搭載していま
す。パワーアンプにフロントハイトスピーカーを接続して
Audyssey	DSX® 再生をおこなうことにより、より上下
の空間表現力を持った再生をお楽しみいただけます。また、
フロントワイドスピーカーを接続することで、よりワイドな
左右の空間表現力をもった再生をお楽しみいただけます。

DTS Neo:X
2 チャンネルソースや 7.1/5.1 マルチチャンネルソースを最
大 11.1 チャンネルのスピーカーで、より広がりある音場で
再生する技術です。

Audyssey LFC™
(Low Frequency Containment) 搭載
Audyssey	LFC™ は、隣や下の部屋に低音や振動が漏れ
ることを抑制します。リアルタイムに入力信号を解析して、
壁や床、天井を通り抜けるような低音を抑えると同時に、
音響心理的アプローチを用いた低域補正処理をおこなうこ
とで、隣や下の部屋に低音が響き渡ることなく、コンテン
ツ本来の低域を楽しめます。

独立した２本のサブウーハー出力と 
Audyssey Sub EQ HT™ 搭載
本機は、独立した２本のサブウーハー出力を備え、音量レ
ベルとリスナーまでの距離をそれぞれ個別に設定できます。
さらに、本機搭載の Audyssey	Sub	EQ	HT は、２本の
サブウーハー間の音量レベルと距離を補正し、Audyssey	
MultEQ®	XT	32 の信号処理をおこなうことで、迫力のあ
る低域サウンドを再現します。

InstaPrevue 機能搭載
入力切り替えをする前に、本機とHDMI 接続している複数
の機器の映像を一度に見渡しながら、お好みの映像を選ぶ
ことができます。また、視聴中のモニター画面に、他の機
器の映像をサブウィンドウで映し出す、ピクチャー・イン・
ピクチャー(PinP) も表示できます。

MHL(Mobile High-Definition Link) 機能を搭載
MHL対応モバイル端末で映像を出力しながら、本機から給
電することでモバイル端末の充電をおこなうことができま
す。また、本機からMHL 対応モバイル端末をコントロー
ルすることもできます。

M-XPort(marantz-eXtension Port) 
(v27 ページ )
拡張性に優れたマランツ独自のM

エム・

-X
エックスポート

Port を搭載しました。
ワイヤレスレシーバーRX101（ 別 売り ）を接 続して
B
ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth 機器（デジタルオーディオプレーヤー、携帯電話
など）の音楽ファイルを本機で再生できます。

リモートパワーコントロール機能
マランツ製パワーアンプMM7055 またはMM7025 と接
続し、本機の電源オン / スタンバイに連動してMM7055
またはMM7025 の電源がオン / スタンバイするリモート
パワーコントロール機能を搭載しています。
MM7055 またはMM7025 との接続は、アースループを作
らないグランド・フローティング接続とし、音質への影響
を極力抑えました。
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F 接続のしかた   v9ページ

F 設定のしかた   v38ページ

F 再生のしかた（基本操作）   v47ページ

F ネットワークについて   v64ページ

F リスニングモードを選ぶ（サウンドモード）   v81ページ

基本編
ここでは、本機の基本的な接続や操作方法について説明しています。
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知っておいてほしいこと
本機をお使いになる前に接続をしてください。
本機とお手持ちの映像機器の性能を十分に発揮してより高画質な映像再生と、より高音質の
オーディオ再生ができるホームシアターを実現するために、本機とテレビ、本機と各映像機器
との接続には HDMI ケーブルをお使いください。

 nHDMI 接続に対応している機器

接続する映像機器が HDMI 接続に対応していない場合は次の接続をおこなってください。

 nHDMI 接続に対応していない機器
本機では、DIGITAL AUDIO IN 端子、ANALOG AUDIO IN 端子と COMPONENT VIDEO IN
端子、VIDEO IN 端子に割り当てるソースを変更することができます。
端子の割り当てについての詳しい説明は 「端子に割り当てる入力ソースの変更について」
(v19 ページ ) を、設定方法は「入力端子の割り当て」(v129 ページ ) を、それぞれご
覧ください。

ご注意
•	4K 信号にアップスケーリング時、メニュー画面は本機と HDMI 接続しているテレビのみに表
示します。

•	すべての接続が終わるまで電源プラグをコンセントに差し込まないでください。ただし、“セッ
トアップアシスタント”（C	8 ページ）メニューを操作中は“セットアップアシスタント”メ
ニューの指示に従って接続してください。（“セットアップアシスタント”メニューを操作中、
入出力端子は通電しません。）

•	“セットアップアシスタント”（C	8 ページ）メニューを操作中は、接続する機器の電源をオ
フにしてください。

•	接続する機器の取扱説明書も必ずお読みください。
•	左右のチャンネルを確かめてから、正しく Lと L、RとRを接続してください。
•	接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでください。雑音の原因
となることがあります。

接続のしかた

nn HDMI 接続に対応している機器

v13 ページ v15 ページ v15 ページ

v15 ページ v15 ページ v15 ページ

v15 ページ

nn HDMI 接続に対応していない機器

v20 ページ v21 ページ v22 ページ

v23 ページ v24 ページ v25 ページ

v26 ページ v27 ページ v29 ページ

v30 ページ v31 ページ v32 ページ

v36 ページ

nn その他

v91 ページ v37 ページ
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知っておいてほしいこと

入力された映像信号を変換して出力する（ビデオコンバージョン機能）
本機には 3種類（HDMI、コンポーネントビデオ、ビデオ）の映像入力端子と 3種類（HDMI、コンポーネントビデオ、ビデオ）の
映像出力端子があります。
この機能は、本機に入力されたさまざまな方式の映像信号を、本機からテレビに出力する映像信号方式に自動的に変換して出力
するものです。

G メインゾーンでの映像信号の流れ H

	:	入力信号が 480i/576i	の場合

HDMI 端子

HDMI 信号 HDMI 信号

映像信号 映像信号

ビデオ端子

HDMI 対応
テレビ

HDMI 端子

ビデオ端子 ビデオ端子

HDMI 端子HDMI 端子

ビデオ端子

映像機器

本機

出力
入力
（IN）

出力
（MONITORnOUT） 入力

コンポーネント	
ビデオ端子

コンポーネント	
ビデオ端子

HDMI 非対応
テレビ

コンポーネント	
ビデオ端子

コンポーネント	
ビデオ端子

コンポーネントn
映像信号

コンポーネントn
映像信号

例えば、HDMI 対応のテレビと本機を 1本のHDMI ケーブルで接続すると、HDMI 映像信号以外の入力信号を自動的にHDMI 信
号に変換してHDMI 端子からテレビに出力します。一種類の映像信号のみを出力しますので、別の映像信号形式で出力する機器
の再生に切り替えても、本機からテレビに出力する映像信号は変わらないため、テレビの映像入力を切り替える必要がありませ
ん。そのうえ、本機に入力したアナログ映像信号 (ビデオ信号やコンポーネント映像信号 )は、解像度の高いデジタルのHDMI
映像信号に変換して出力するため、映像の品位も向上します。また、テレビがHDMI 接続に対応していない場合には、本機とテ
レビのビデオ信号をアナログ接続してください。本機はHDMI 入力信号をアナログビデオ信号に変換することができないため、
HDMI 機器から入力する場合はコンポーネントビデオ入力端子またはビデオ入力端子を使用してください。この場合は、本機に
入力したコンポーネント映像信号をビデオ信号に変換します。

•	本機で自動的に映像信号の変換をおこなわない場合は、次
の設定でこの機能を無効にします。
“ビデオコンバージョン”(v125 ページ )
•	テレビに出力する映像信号の解像度を変更する場合は、次
の設定で変更します。
“解像度”(v126 ページ )

必要に応じて設定してください

•	ビデオコンバージョン機 能は、NTSC、PAL、SCAM、
NTSC4.43、PAL-N、PAL-Mおよび PAL-60 のフォーマッ
トに準拠しています。

•	HDMI 対応テレビの解像度は、メニューの“ビデオ”⇨“HDMI
モニター1”または“HDMI モニター2”(v144 ページ ) で
確認できます。

ご注意
•	4K 信号にアップスケーリング時、メニュー画面は本機と
HDMI 接続しているテレビのみに表示します。

•	ゲーム機など特殊な映像信号を入力した場合、ビデオコン
バージョン機能が動作しないことがあります。
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知っておいてほしいこと

G ゾーン 4 での映像信号の流れ H

HDMI 端子

HDMI 信号 HDMI 信号

HDMI 対応
テレビ

HDMI 端子 HDMI 端子HDMI 端子

映像機器
本機

出力
入力
（IN）

出力
（ZONE4nMONITORnOUT） 入力

G ゾーン 2 での映像信号の流れ H

コンポーネントn
映像信号

コンポーネントn
映像信号

映像信号 映像信号

ビデオ端子

HDMI 対応
テレビ

コンポーネント	
ビデオ端子

コンポーネント	
ビデオ端子

コンポーネント	
ビデオ端子

コンポーネント	
ビデオ端子

ビデオ端子 ビデオ端子 ビデオ端子

映像機器
本機

出力
入力
（IN）

出力
（ZONE2nMONITORnOUT） 入力

ご注意
•	HDMI 信号をアナログ信号に変換することはできません。
•	HDMI	ZONE4 機能は、HDMI	1～6 入力端子のみ対応しま
す。HDMI	7 入力端子には対応していません。
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HDMI 接続に対応している機器を接続する
本機にはHDMI 対応機器を 10台 (7 入力 /3出力 )まで接続できます。
HDMI	ZONE4 出力端子にテレビを接続すると、HDMI	1～6入力端子に接続された機器の映
像や音声をゾーン 4(v107 ページ )で再生できます。

本機と接続する機器にHDMI 端子がある場合には、HDMI ケーブルでの接続をおすすめします。
HDMI ケーブルでの接続には、ほかの接続方法にはない次のメリットがあります。

•	音声と映像をデジタル信号で伝送することにより高品位な再生を実現
アナログの映像伝送で実現できなかったハイビジョン映像の伝送や、ブルーレイディスク
プレーヤーで採用された高音質音声フォーマット（Dolby	Digital	Plus、Dolby	TrueHD、
dts-HD、dts-HD	Master	Audio）の伝送ができます。
また、HDMI 接続では機器間の再生に必要な情報のやり取りもおこなわれます。それらの
情報を利用して著作権保護、テレビの解像度などの情報の認識、ARC機能、HDMI コント
ロール機能などを実現しています。

•	音声信号と映像信号を HDMI ケーブル 1 本で伝送
従来の接続では、接続する機器間を音声ケーブルと映像ケーブルを使用して接続する必要
がありましたが、HDMI 接続では、HDMI ケーブル 1本で音声信号と映像信号を伝送できま
す。これにより、ホームシアターシステムで煩雑になりやすい配線をすっきりさせること
ができます。

•	HDMI コントロール機能による相互コントロール (v98 ページ )
HDMI 接続している本機とHDMI 機器の電源、音量、入力切り替えなどの操作を連動し
ておこなうことができます。

•	その他に、3D 映像再生、C
コ ン テ ン ツ ・

ontent T
タ イ プ

ype、ARC 機能など、映像や音声に関する機能に対応
しています (v16 ページ )。

•	HDMI規格にはバージョンがあります。バージョンごとに対応できる機能や性能が異なります。
本機はHDMI 規格の ARC機能や 3D再生機能に対応しています。これらをお楽しみいただ
くためには、本機に接続するHDMI 機器も同じ規格であることが必要です。本機に接続する
機器のHDMI 規格のバージョンについては、それぞれの取扱説明書をご覧ください。

•	テレビによってはHDMI 接続での音声入力に対応していないものがあります。詳しくは、テ
レビの取扱説明書をご覧ください。

 n 本機とテレビをHDMI 接続する前にn(v13ページ )
 n 本機とテレビをHDMI 接続するn(v14ページ )

 n 本機と映像機器をHDMI 接続するn(v15ページ )

 n HDMI 機能n(v16ページ )
 n HDMI 接続に関する設定n(v17ページ )
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HDMI 接続に対応している機器を接続する

 nARC（A
オーデ ィ オ・

udionR
リ タ ー ン ・

eturnnC
チ ャ ン ネ ル

hannel）機能について
テレビの音声信号をHDMI ケーブルを経由して本機に伝送し、本機でテレビの音声を再生す
る機能です。
ARC機能のないテレビとのHDMI 接続では、本機に接続した再生機器の映像信号をテレビ
に伝送することはできても、テレビの音声を本機で再生することはできません。テレビ番組
をサラウンド音声で視聴したい場合などには、別途音声ケーブルの接続が必要になります。
これに対し、ARC機能のあるテレビとのHDMI 接続では、音声ケーブルの接続は不要です。
本機とテレビを接続するHDMI ケーブルを通して、テレビの音声信号を本機に入力すること
ができます。この機能により、テレビの音声を本機のサラウンド再生で楽しみいただけます。

ARC機能を使用するときは、HDMI対応の“イーサネット対応標準HDMIケーブル”または“イー
サネット対応ハイスピードHDMI ケーブル”で接続してください。
テレビ側の接続や設定方法については、テレビの取扱説明書をご覧ください。

ご注意
HDMI	ZONE4 出力端子は、ARC機能に対応していません。

GARC 機能のあるテレビとの接続 H

IN OUT

テレビの音声信号
テレビの音声

本機 スピーカーテレビ パワーアンプ

GARC 機能のないテレビとの接続 H

IN OUT

INOUT

テレビの音声信号

テレビの音声信号

光伝送ケーブル

テレビの音声

本機とテレビを HDMI 接続する前に
本機とHDMI 対応のテレビを接続する方法は 2とおりあります。
お手持ちのテレビに合わせた接続をおこなってください。

本機と接続するテレビが ARC 機能に対応していますか？

本機とテレビを HDMI 接続する	
(v14 ページ )

本機とテレビを HDMI 接続する 
(v14 ページ )

テレビを接続する (v20 ページ )

音声の接続を HDMI 接続以外の方法で
おこないます。

はい いいえ

+
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HDMI 接続に対応している機器を接続する

本機とテレビを HDMI 接続する
HDMI	ZONE4 出力端子にテレビを接続すると、HDMI	1～6入力端子に接続された機器の映像
や音声をゾーン 4(v107 ページ )で再生できます。

接続に使用するケーブル
音声＆映像ケーブル（別売り）

HDMI ケーブル

•	HDMI とは、デジタル映像信号とデジタル音声信号をHDMI ケーブル 1本で伝送できるイン
ターフェースです。

(ARC)
IN

HDMI

(ARC)
IN

HDMI

テレビ
（1 台目）

テレビ
（2 台目）

•	プレーヤーの解像度をテレビが対応している解像度に合わせてください。プレーヤーとテレビ
の解像度が合っていない場合、映像は出力されません。

•	本機とテレビをHDMI ケーブルで接続しても、テレビがHDMI 音声の再生に対応していない
場合は、映像信号のみテレビに出力します。「テレビを接続する」(v20 ページ ) の音声接
続をおこなってください。

ご注意
•	フロントパネルのHDMI	7/MHL端子は、HDMI	ZONE4 機能に対応していません。
•	HDMI 出力端子からの音声信号（サンプリング周波数、チャンネル数など）は、相手側の機器
が入力できるHDMI 音声の仕様に制限されることがあります。

•	本機をARC機能に対応していないテレビと接続する場合は、HDMIケーブルのほかに音声ケー
ブルが必要になります。接続方法は、「テレビを接続する」(v20 ページ ) をご覧ください。
また、ARC 機能については、「ARC（Audio Return Channel）機能について」(v13 ペー
ジ ) をご覧ください。

DVI-D端子付きの機器に接続するとき
デジタル信号による映像伝送には、DVI-D（Digital	Visual	Interface）方式もあります。これは、
主にパソコン用に開発されたもので、一部のAV機器 ( プロジェクターなど ) にも搭載されて
います。本機のHDMI 映像信号をDVI-D 映像入力対応の機器に出力する場合は、HDMI/DVI
変換ケーブルをお使いください。HDMI 映像信号をDVI 信号に変換します。
DVI-D 端子ではデジタル信号の高品位伝送はできますが、機器間によってはコピーガードなど
の問題で正しく動作しない場合があります。

ご注意
•	本機を DVI-D 端子付きの機器と接続する場合、音声は出力されません。「テレビを接続する」
(v20 ページ )の音声接続をおこなってください。

•	HDCPに対応していないDVI-D 機器には出力できません。
•	機器の組み合わせによって、映像が出力されない場合があります。

ARC機能対応のテレビを使用するときに必要な設定
ARC機能対応のテレビを使用する場合は、次の設定をおこなってください。

1“HDMI コントロール” (v124 ページ ) を“オン”に設定する。

2 ARC 機能対応のテレビを接続している HDMI MONITOR 端子の番号に合わせ
て、“コントロールモニター” (v124 ページ ) の設定をする。
ARC機能対応のテレビをHDMI	MONITOR	1 端子と HDMI	MONITOR	2 端子の両方
に接続している場合、ARC機能を同時に使用することはできません。



15

HDMI 接続に対応している機器を接続する

OUT
MHL

OUT
HDMI

G フロントパネル H

ビデオカメラ 
（1 台目）

モバイル機器 
（スマートフォン

など）

または

MHLケーブル

•	モバイル機器（スマートフォンなど）は、フロントパネルのHDMI	7/MHL 端子に接続してく
ださい。

•	本機とプレーヤーをHDMI ケーブルで接続した場合は、本機とテレビもHDMI ケーブルで接
続することをおすすめします。

•	本機をD
ディープ・

eep	C
カ ラ ー

olor 機能または 4K機能対応の機器と接続する場合は、“ハイスピードHDMI
ケーブル”または“イーサネット対応ハイスピードHDMI ケーブル”を使用してください。

•	プレーヤーの解像度をテレビが対応している解像度に合わせてください。プレーヤーとテレビ
の解像度が合っていない場合、映像は出力されません。

ご注意
•	フロントパネルのHDMI	7/MHL端子は、HDMI	ZONE4 機能に対応していません。
•	フロントパネルのHDMI	7/MHL端子は、InstaPrevue 機能に対応していません。
•	フロントパネルのHDMI	7/MHL端子は、4K信号に対応していません。

本機と映像機器を HDMI 接続する

接続に使用するケーブル
音声＆映像ケーブル（別売り）

HDMI ケーブル

OUT
HDMI

OUT
HDMI

OUT
HDMI

OUT
HDMI

OUT
HDMI

OUT
HDMI

ブルーレイ 
ディスク 

プレーヤー
DVD 

プレーヤー

セット 
トップ 

ボックス ゲーム機

G リアパネル H

メディア 
プレーヤー

ビデオカメラ 
（2 台目）
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HDMI 接続に対応している機器を接続する

HDMI 機能
本機は次のHDMI 機能に対応しています。

 n3D 機能
本機は、HDMI 規格の 3D（3次元）映像信号の入出力に対応しています。3D映像の再生には
本機のほかに、HDMI 規格の 3D機能に対応しているプレーヤーとテレビが必要です。また、
3D映像をご覧いただくには、別売りの 3Dメガネが必要です。

ご注意
•	3D映像を再生するときは、本機の取扱説明書と一緒に 3D映像機器の取扱説明書もご覧くだ
さい。

•	本機は3D映像コンテンツの再生中にメニュー画面や状態表示画面に映像を重ねて表示できま
す。ただし、一部の 3D映像コンテンツではメニュー画面や状態表示画面に映像を重ねて表
示できません。

•	3D情報がない 3D映像を入力した場合でも、本機のメニュー画面および状態表示画面を重ね
て表示できます。

•	テレビ側で 2D映像を 3D映像へ変換した場合、本機のメニュー画面および状態表示画面は
正しく表示できません。本機のメニュー画面および状態表示画面を正しく表示したい場合は、
テレビの 2D映像を 3D映像へ変換する設定をオフにしてください。

 n4K 機能
本機は、HDMI 規格の 4K（3840 × 2160 ピクセル）映像信号の入出力に対応しています。

本機を 4K機能対応の機器と接続する場合は、“ハイスピードHDMI ケーブル”または“イーサ
ネット対応ハイスピードHDMI ケーブル”を使用してください。

 nHDMI パススルー機能 (v124ページ )
本機の電源がスタンバイ状態のときでもHDMI 入力端子から入力された信号を、HDMI 出力
端子に接続されたテレビや他の機器に出力します。

 nHDMI コントロール機能 (v98ページ )
本機で外部機器を操作したり、外部機器から本機を操作したりすることができます。

ご注意
•	接続する機器や設定によっては、HDMI コントロール機能が動作しない場合があります。
•	HDMI コントロール機能に対応していないテレビやブルーレイディスクプレーヤー、DVDプ
レーヤーは操作できません。

•	HDMI	ZONE4 機能は、HDMI コントロール機能に対応していません。ゾーン 4の HDMI モ
ニターでHDMI コントロールをおこなう場合は、“コントロールモニター”（v124 ページ）を
“ZONE4”に設定してください。

 nC
コ ン テ ン ツ ・

ontent T
タ イ プ

ype 機能
HDMI 規格で追加された機能です。この機能は、出力映像の種類（コンテンツ情報）に適した
設定を自動でおこないます。

ご注意
本機では、メニューの“ビデオモード”(v125 ページ ) の設定が“オート”のときにC

コ ン テ ン ツ・

ontent	
T
タ イ プ

ype 機能が有効になります。

 nD
デ ィ ー プ・

eep C
カ ラ ー

olor 機能 (v174ページ )
D
ディープ・

eep	C
カ ラ ー

olor 機能対応の機器を接続するときは、“ハイスピードHDMI ケーブル”または“イー
サネット対応ハイスピードHDMI ケーブル”を使用してください。

 nAuto Lip Sync 機能 (v123、 176 ページ )
 n“x.v.Color”、sYCC601 color、Adobe RGB color および
Adobe YCC601 color 機能 (v174、 176 ページ )
 nHD オーディオフォーマット
 nARC (A

オ ー デ ィ オ・

udio R
リ タ ー ン ・

eturn C
チ ャ ン ネ ル

hannel） 機能 (v13ページ )

著作権保護システムについて
HDMI 接続を通してBDビデオやDVDビデオなどのデジタル映像と音声を再生するために
は、プレーヤーとテレビ、プレーヤーとAVアンプなどの双方がHDCP（High-bandwidth	
Digital	Content	Protection	System）と呼ばれる著作権保護システムに対応している必要
があります。HDCPはデータの暗号化と相手機器の認証からなるコピープロテクション技術
です。本機は、HDCPに対応しています。
•	HDCPに対応していない機器を接続した場合は、映像と音声を正しく出力できません。お
手持ちのテレビやプレーヤーなどについては、それぞれの取扱説明書をご覧ください。
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HDMI 接続に対応している機器を接続する

HDMI 接続に関する設定
必要に応じて設定してください。詳しくは、各参照ページをご覧ください。

 nHDMI 設定 (v123ページ )
HDMI の入出力信号に関する設定をします。
•	オートリップシンク •	バーチカルストレッチ •	パススルーソース
•	HDMI オーディオ出力 •	HDMI パススルー •	コントロールモニターz

•	ビデオ出力 •	HDMI コントロール z •	パワーオフコントロール
	zHDMI	ZONE4 機能はこの項目のみ対応しています。

ご注意
HDMI 入力端子から入力した音声信号を HDMI 接続しているテレビに出力するには、“HDMI
オーディオ出力”(v123 ページ )を“TV”に設定してください。
アナログ入力端子またはデジタル入力端子から入力した音声信号を、HDMI	MONITOR出力端
子から出力することはできません。
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HDMI 接続に対応していない機器を接続する
高品位な映像再生と高音質なサラウンド再生のために、本機とテレビ、本機と映像機器の接続にはHDMI ケーブルでの接続をお
すすめします	(v12 ページ 「HDMI 接続に対応している機器を接続する」)。
ここでは、お手持ちの機器がHDMI 接続に対応していない場合の接続について説明します。

各機器の接続のしかた

v20 ページ v21 ページ v22 ページ v23 ページ

v24 ページ v25 ページ v26 ページ v27 ページ

v29 ページ v30 ページ v31 ページ v32 ページ

v36 ページ

接続に使用するケーブル
映像ケーブル（別売り）

コンポーネントビデオ
ケーブル

ビデオケーブル

音声ケーブル（別売り）

同軸ケーブル

光伝送ケーブル

オーディオケーブル
R

L

R

L

XLRケーブル

ケーブル（別売り）

イーサネットケーブル
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端子に割り当てる入力ソースの変更について
本機では、HDMI	IN 端子、DIGITAL	AUDIO	IN 端子、COMPONENT	VIDEO	IN 端子、VIDEO	
IN 端子、AUDIO	IN およびBALANCED	XLR	IN 端子に割り当てるソースを変更することがで
きます。

ブルーレイディスクプレーヤーのデジタル音声接続を例に説明します。本機のリアパネルのデ
ジタル音声入力の端子にはブルーレイディスクプレーヤー用の入力端子の表示 (Blu-ray) があ
りません。しかし、DIGITAL	AUDIO	IN 端子部には“ASSIGNABLE”の表示があり、これらの
端子に割り当てるソースを変更できることを表しています。これらの端子にブルーレイディス
クプレーヤーを割り当てると、この端子をブルーレイディスクプレーヤー用として使うことがで
きます。本機の入力ソースを切り換えるときに“Blu-ray”を選ぶとこれらの端子に接続している
ソースを再生できます。

 n端子に割り当てる入力ソースの変更のしかた (v129ページ )

HDMI 接続に対応していない機器を接続する

バランス XLR 入力端子を接続する
本機はバランスXLR入力端子を装備しています。お使いの機器に音声出力端子としてバランス
XLR端子がある場合に使用してください。
バランスXLR入力端子を使用する場合は、“入力端子の割り当て”⇨“ANALOG”(v130 ペー
ジ )で“XLR”を割り当ててください。
お買い上げ時は、使用しない設定になっています。

GAV8801 バランス XLR 入力端子の PIN 配置について H

2 1
3

q	GND(グランド)
w	HOT(+)(ホット)
e	COLD(–)(コールド)
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テレビを接続する
•	ここではお手持ちのテレビがHDMI 接続に対応していない場合の接続方法を説明します。
HDMI 接続のしかたは、「HDMI 接続に対応している機器を接続する」(v12 ページ ) また
はテレビの取扱説明書をご覧ください。

•	本機でARC機能に対応していないテレビの音声を聴く場合は、光伝送ケーブルをお使いくだ
さい。

映像機器を接続する際には、「映像信号とモニター出力の関係」(v171 ページ )をご覧くださ
い。

a

s

s

VIDEOAUDIO

IN
VIDEOOPTICAL

OUT
COMPONENT VIDEO

Y PB PR

IN

テレビ

または

接続イラストの	 	部にも接続することができます。これらの端子に接続する場合は、
入力端子の設定が必要です。

a の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“DIGITAL”(v130 ページ ) で、“TV	AUDIO”に音声ケーブルを接
続する端子を割り当ててください。

s の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“ANALOG”(v130 ページ )で、“TV	AUDIO”に音声ケーブルを接
続する端子を割り当ててください。

HDMI 接続に対応していない機器を接続する
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接続イラストの	 	部にも接続することができます。これらの端子に接続する場合は、
入力端子の設定が必要です。

a の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“DIGITAL”(v130 ページ )で、“CBL/SAT”に音声ケーブルを接続
する端子を割り当ててください。

s の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“ANALOG”(v130 ページ ) で、“CBL/SAT”に音声ケーブルを接
続する端子を割り当ててください。

セットトップボックスを接続する 
（衛星チューナー/ ケーブルテレビチューナー）
ここではお手持ちの衛星チューナーやケーブルテレビチューナーがHDMI 接続に対応していな
い場合の接続方法を説明します。
HDMI 接続のしかたは、「HDMI 接続に対応している機器を接続する」(v12 ページ ) をご覧
ください。

a

s

RL

RL

VIDEOAUDIO

AUDIO

RL
OUT OUT

VIDEOCOMPONENT VIDEO

Y PB PR

OUTOUT
COAXIAL

衛星チューナー/ 
ケーブルテレビチューナー

または または

HDMI 接続に対応していない機器を接続する
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HDMI 接続に対応していない機器を接続する

DVD プレーヤーを接続する
ここではお手持ちのDVDプレーヤーがHDMI 接続に対応していない場合の接続方法を説明し
ます。
HDMI 接続のしかたは、「HDMI 接続に対応している機器を接続する」(v12 ページ ) をご覧
ください。

a

s

RL

RL

VIDEOAUDIO

AUDIO

RL
OUT OUT

VIDEOCOMPONENT VIDEO

Y PB PR

OUTOUT
COAXIAL

DVD プレーヤー

または または

接続イラストの	 	部にも接続することができます。これらの端子に接続する場合は、
入力端子の設定が必要です。

a の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“DIGITAL”(v130 ページ ) で、“DVD”に音声ケーブルを接続する
端子を割り当ててください。

s の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“ANALOG”(v130 ページ )で、“DVD”に音声ケーブルを接続する
端子を割り当ててください。
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HDMI 接続に対応していない機器を接続する

ブルーレイディスクプレーヤーを接続する
ここではお手持ちのブルーレイディスクプレーヤーがHDMI 接続に対応していない場合の接続
方法を説明します。
HDMI 接続のしかたは、「HDMI 接続に対応している機器を接続する」(v12 ページ ) をご覧
ください。

a

s

d

RL

RL

VIDEOAUDIO

AUDIO

RL
OUT

COMPONENT VIDEO

Y PB PR

OUT

ブルーレイディスクプレーヤー

HD	オーディオ (Dolby	TrueHD、DTS-HD、Dolby	Digital	Plus およびDTS	Express)	およ
びマルチチャンネル PCM	信号を再生する場合は、HDMI 接続をしてください	(v12 ページ 
「HDMI 接続に対応している機器を接続する」)。

接続イラストの	 	部にも接続することができます。これらの端子に接続する場合は、
入力端子の設定が必要です。

a の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“DIGITAL”(v130 ページ )で、“Blu-ray”に音声ケーブルを接続す
る端子を割り当ててください。

s の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“ANALOG”(v130 ページ ) で、“Blu-ray”に音声ケーブルを接続
する端子を割り当ててください。

d の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“VIDEO”(v130 ページ )で、“Blu-ray”に映像ケーブルを接続する
端子を割り当ててください。
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HDMI 接続に対応していない機器を接続する

ゲーム機を接続する
ここではお手持ちのゲーム機がHDMI	接続に対応していない場合の接続方法を説明します。
HDMI	接続のしかたは、「HDMI	接続に対応している機器を接続する」(v12 ページ ) をご覧
ください。

a

s

d f

RL

RL

AUDIO

AUDIO

RL
OUT

ゲーム機

接続イラストの	 	部にも接続することができます。これらの端子に接続する場合は、
入力端子の設定が必要です。

a の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“DIGITAL”(v130 ページ ) で、“GAME”に音声ケーブルを接続す
る端子を割り当ててください。

s の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“ANALOG”(v130 ページ )で、“GAME”に音声ケーブルを接続す
る端子を割り当ててください。

d の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“VIDEO”(v130 ページ ) で、“GAME”に映像ケーブルを接続する
端子を割り当ててください。

f の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“COMP”(v130 ページ ) で、“GAME”に映像ケーブルを接続する
端子を割り当ててください。
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HDMI 接続に対応していない機器を接続する

ビデオカメラを接続する
ここではお手持ちのビデオカメラがHDMI接続に対応していない場合の接続方法を説明します。
HDMI 接続のしかたは、「HDMI 接続に対応している機器を接続する」(v12 ページ ) をご覧
ください。

RL

RL

OUT

AUDIOVIDEO

VIDEO AUDIO

RL
OUT

ビデオカメラ
G フロントパネル H

a

s

d

G リアパネル H

本機のAUX1 入力端子にゲーム機を接続してもゲームを楽しむことができます。この場合は、
入力ソースを“AUX1”に設定してください。

ご注意
ゲーム機など特殊な映像信号を入力した場合、ビデオコンバージョン機能	(v10 ページ )	
が動作しない場合があります。この場合は、入力と同じモニター出力端子に接続してください。

接続イラストの	 	部にも接続することができます。これらの端子に接続する場合は、
入力端子の設定が必要です。

a の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“DIGITAL”(v130 ページ )で、“AUX1”に音声ケーブルを接続する
端子を割り当ててください。

s の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“ANALOG”(v130 ページ ) で、“AUX1”に音声ケーブルを接続す
る端子を割り当ててください。

d の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“COMP”(v130 ページ )で、“AUX1”に映像ケーブルを接続する端
子を割り当ててください。



26

HDMI 接続に対応していない機器を接続する

メディアプレーヤーを接続する
•	ここではお手持ちのビデオカメラがHDMI接続に対応していない場合の接続方法を説明します。
HDMI 接続のしかたは、「HDMI 接続に対応している機器を接続する」(v12 ページ ) をご
覧ください。

•	アナログ音声を録音する場合は、アナログ接続をしてください。

a

s

d

RL

RL

RL

RL

VIDEOAUDIO

AUDIO

RL
IN IN

VIDEO

VIDEOAUDIO

AUDIO

RL
OUT OUT

VIDEO

メディアプレーヤー

ご注意
本機を通して映像信号を録画する場合は、本機とプレーヤーをビデオケーブルで接続してくだ
さい。

接続イラストの	 	部にも接続することができます。これらの端子に接続する場合は、
入力端子の設定が必要です。

a の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“DIGITAL”(v130 ページ ) で、“MEDIA	PLAYER”に音声ケーブ
ルを接続する端子を割り当ててください。

s の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“ANALOG”(v130 ページ )で、“MEDIA	PLAYER”に音声ケーブ
ルを接続する端子を割り当ててください。

d の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“COMP”(v130 ページ ) で、“MEDIA	PLAYER”に映像ケーブル
を接続する端子を割り当ててください。
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iPod/USB 端子に iPod または USB メモリーを接続する
•	iPod や USBメモリー内の音楽を楽しむことができます。
•	操作のしかたは、「iPod を再生する」(v50 ページ ) または「USB メモリーを再生する」
(v53 ページ )をご覧ください。

すべての USB メモリーに対して、動作および電源の供給を保証するものではありません。
USB接続タイプのポータブルHDDで、ACアダプターを接続して電源が供給できるタイプのも
のをお使いになる場合は、ACアダプターのご使用をおすすめします。

ご注意
•	フロントパネルとリアパネルの USB 端子を同時に使用することはできません。ご使用になる
端子を選んで接続してください（v73 ページ）。

•	USBメモリーはUSBハブ経由では動作しません。
•	本機の iPod/USB端子とパソコンをUSBケーブルで接続して使用することはできません。
•	USBメモリーを接続するときに、延長ケーブルを使用しないでください。他の機器に電波障
害を引き起こす場合があります。

•	本機に iPhone を接続するときは、iPhone を本機から 20cm 以上離してください。iPhone	
を本機に近づけると、iPhone が電話を受信したときに、本機の音声出力にノイズが入ること
があります。

•	iPod の接続に 2m以上のUSBケーブル（別売り）を使用すると、音声が正しく再生できない
場合があります。その場合は、純正のUSBケーブルまたは 1m以下のケーブルをお使いくだ
さい。

HDMI 接続に対応していない機器を接続する

接続に使用するケーブル
本機と iPod を接続するときは、iPod に付属のUSBケーブルをお使いください。

USB メモリー

iPod

または

G フロントパネル H

USB メモリー

iPod

または

G リアパネル H
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対応しているniPod/iPhone

•	iPod classic

•	iPod nano

•	iPod touch

•	iPhone

HDMI 接続に対応していない機器を接続する
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HDMI 接続に対応していない機器を接続する

CD プレーヤーを接続する
CDを再生することができます。

a

s

RL

RL

AUDIO

AUDIO

RL
OUT

OPTICAL
OUT

CD プレーヤー

または

HD	オーディオ (Dolby	TrueHD、DTS-HD、Dolby	Digital	Plus およびDTS	Express)	およ
びマルチチャンネル PCM	信号を再生する場合は、HDMI 接続をしてください (v12 ページ 
「HDMI 接続に対応している機器を接続する」)。

接続イラストの	 	部にも接続することができます。これらの端子に接続する場合は、
入力端子の設定が必要です。

a の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“DIGITAL”(v130 ページ )で、“CD”に音声ケーブルを接続する端
子を割り当ててください。

s の端子に接続したいとき
“入力端子の割り当て”⇨“ANALOG”(v130 ページ )で、“CD”に音声ケーブルを接続する端
子を割り当ててください。
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HDMI 接続に対応していない機器を接続する

レコードプレーヤーを接続する
レコードを再生することができます。

•	本機は、MMカートリッジ付きのレコードプレーヤーに対応しています。MCカートリッジ付
きのレコードプレーヤーを接続される場合は、市販のMC	ヘッドアンプまたは昇圧トランス
を使用してください。

•	本機の入力ソースを“PHONO”にし、レコードプレーヤーを接続せずに音量を上げると、“ブー
ン”という雑音がスピーカーから出力される場合があります。

ご注意
本機の SIGNAL	GND端子は、安全アースではありません。雑音が多いときに接続すると、雑
音を低減できます。ただし、レコードプレーヤーによっては、アース線を接続すると逆に雑音
が大きくなることがあります。このような場合は、アース線を接続する必要はありません。

GND AUDIO
OUT

L R

レコードプレーヤー 
（MM カートリッジ）
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FM アンテナを接続する
•	本機に付属の FM室内アンテナを接続すると、FM放送を楽しむことができます。
•	アンテナを接続したあとに放送を受信し (v56 ページ 「FM放送を聴く」)、雑音の少ない
位置にテープなどで固定してください。

ご注意
•	2 つの FMアンテナを同時に接続しないでください。
•	放送を良好に受信できない場合は、屋外アンテナの設置をおすすめします。詳しくは、お買い
上げの販売店にお問い合わせください。

HDMI 接続に対応していない機器を接続する

FM屋外	
アンテナ

75Ω同軸	
ケーブル

FM室内アンテナ	
（付属）



32

ワイヤレスレシーバー（RX101）を接続する
•	本機にワイヤレスレシーバー(RX101、別売り )を接続することにより、B

ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth 機器の曲
を本機で再生できます。

•	この操作をおこなう場合は、入力ソースを“M-XPort”に切り替えてください (v47 ペー
ジ 「入力ソースを選ぶ」)。

•	本機はB
ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth プロファイルのA2DP規格に対応しています。
•	ワイヤレスレシーバーやお使いのB

ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth 機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

ご注意
•	お使いのB

ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth 機器を初めてワイヤレスレシーバーに接続する場合は、ペアリングをお
こなう必要があります。一度ペアリングが完了すると、接続操作をおこなうだけでB

ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth
機器とワイヤレスレシーバー間の通信が確立されます。ペアリングはB

ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth 機器ごとに
必要です。

•	ワイヤレスレシーバーを赤外線受信機として使用することもできます。この場合、「リモート
ロック機能」(v105 ページ )でリモコン信号の受信機能を無効に設定してください。

ワイヤレスレシーバー	(RX101)

B
ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth 機器
(A2DP互換 )

リモコン

HDMI 接続に対応していない機器を接続する
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マルチチャンネル出力端子がある機器を接続する
•	本機にマルチチャンネル音声出力端子を持つ機器を接続すると、音楽や映画を楽しむことがで
きます。

•	7.1CH	IN 端子から入力されたアナログ信号を再生する場合は、“入力モード”(v132 ペー
ジ )を“7.1CH	IN”に設定してください。

•	映像信号は、ブルーレイディスクプレーヤーやDVDプレーヤーと同じように接続することが
できます	(v22 ページ 「DVD プレーヤーを接続する」、v23 ページ 「ブルーレイディ
スクプレーヤーを接続する」)。

L

L

L

L

R R

RR

L

L

R

R

CENTER

RL

FRONT

RL

AUDIO

SUB-
WOOFER

SURROUND
BACK

RL

SURROUND

マルチチャンネル出力端子を持つ機器
( ブルーレイディスクプレーヤー、

DVD プレーヤー、 
外部のデコーダーなど )
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パワーアンプを接続する
•	本機のプリアウト端子に別売りのパワーアンプを接続してく
ださい。

•	本機にはアンバランスRCAプリアウト端子とバランス XLR
プリアウト端子があります。お使いになるパワーアンプに合
わせて接続してください。パワーアンプに両方の端子がある
場合は、どちらか一方の端子に接続してください。

•	スピーカーは、パワーアンプに接続してください。
•	スピーカーの接続については、パワーアンプの取扱説明書を
ご覧ください。

•	ここでは、11.1 チャンネルのスピーカー接続方法を説明して
います。その他のスピーカー接続方法については、91 ペー
ジご覧ください。

GAV8801 バランス XLR プリアウト端子の PIN 配置について H

2 1
3

q	GND(グランド)
w	HOT(+)(ホット)
e	COLD(–)(コールド)

本機の PIN 配置は、ヨーロッパ方式を採用しています。
USA方式ではwがCOLD、eがHOTです。
本機にUSA方式の PIN 配置の機器を接続するときは、バラン
スケーブルの片方のプラグのwとeの配線を入れ替えてくだ
さい。

ご注意
HOT(ホット)またはCOLD(コールド)と GND（グランド）を
短絡して使用しないでください。

マランツ製パワーアンプ MM7055 および MM7025 との接続例

 nアンバランス RCA プリアウト端子の接続

SBL SBR

FL FR

C

SL SR

SW FWRFWL

FHRFHL

スピーカー
ケーブル		
( 別売り )

音声ケーブル		
( 別売り )

アンプ内蔵
サブウーハー

GMM7055H GMM7055H

GMM7025H
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パワーアンプを接続する

 nバランス XLR プリアウト端子の接続

SBL SBR

FL FR

C

SL SR

SW FWRFWL

FHRFHL

スピーカー
ケーブル		
(別売り)

音声ケーブル		
( 別売り )

アンプ内蔵
サブウーハー

GMM7055H

GMM7025H

GMM7055H
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ホームネットワーク（LAN）に接続する
本機はホームネットワーク（LAN）に接続して、次のさまざまな再生や操作をおこなうことがで
きます。また、本機はスイッチングハブの機能を搭載しています。本機のネットワークの接続
については、このページの説明をよく読んでおこなってください。

•	インターネットラジオやメディアサーバーなどのネットワークオーディオの再生
•	各種オンラインサービスからの楽曲の再生
•	AirPlay
•	ネットワークを経由した本機の操作

また、本機の改良などのためにファームウェアがアップデートしたときは、当社からネットワー
クを経由してアップデートをお知らせする情報を配信します。それにより最新版のファームウェ
アをダウンロードすることができます。
詳しくは、メニューの“アップデート”	(v145 ページ )をご覧ください。

ホームネットワーク（LAN) の接続が完了したら、ネットワーク設定が必要です。詳しくは、メ
ニューの“ネットワーク”(v137 ページ )をご覧ください。

インターネット

WAN 側へルータ

LAN 側ポートへLAN 側ポートへ

LAN ポート / 
イーサネット端子

LAN ポート / 
イーサネット端子

パソコン

NAS  
(Network Attached Storage)

モデム

上記の図は一例です。イーサネットケーブルはNETWORK端子の 1～4のいずれかに接続し
てください。

インターネットの接続については、ISP（インターネット・サービスプロバイダ）またはパソコ
ン関連販売店にお問い合わせください。

必要なシステム
 nブロードバンド回線によるインターネット接続
 nモデム
ブロードバンド回線と接続して、インターネットと通信をおこなうための機器です。
ルータと一体型のものもあります。

 nルータ
本機を使用するにあたって、次の機能が装備されているルータをおすすめします。
•	DHCPサーバー内蔵
LAN上の IP アドレスを自動的に割り振る機能です。

•	100BASE-TX スイッチ内蔵
複数の機器を接続するために、100Mbps 以上の速度で、スイッチングハブを内蔵している
ことをおすすめします。

ご注意
•	ルータは、本機のNETWORK端子のいずれか 1つの端子に接続してください。また、本機
とルータの接続にはイーサネットケーブルを 2本以上使用しないでください。

•	本機にハブを接続する場合は、１台のハブにつきイーサネットケーブルを１本のみで接続して
ください。2本以上のイーサネットケーブルで接続すると故障の原因になります。

•	NETWORK端子をハブとして使用する場合は、メニューの“ネットワーク”の設定 (v138
ページ )を“常時オン”にしてください（お買い上げ時の設定は“常時オン”です。）。

•	ループ検知機能は搭載されていません。
•	次のような接続はしないでください。

ルータ

ルータ

スイッチング
ハブ



37

電源コードを接続する
すべての接続が完了したら、電源プラグをコンセントに差し込みます。

家庭用の電源コンセントへ
（AC100V、50/60Hz） 電源コード（付属）

ご注意
•	すべての接続が終わるまで電源プラグをコンセントに差し込まないでください。ただし、“セッ
トアップアシスタント”（C	8 ページ）メニューを操作中は“セットアップアシスタント”メ
ニューの指示に従って接続してください。（“セットアップアシスタント”メニューを操作中、
入出力端子は通電しません。）

•	接続ケーブルは、電源コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでください。ハム音や雑
音の原因となることがあります。

 nイーサネットケーブル 
（CAT-5 以上を推奨）
•	STPタイプまたはScTPタイプのシールドイーサネットケーブルをお使いください。
•	イーサネットケーブルは、シールド付きのノーマルタイプをおすすめします。フラットタイ
プのケーブルやシールドされていないケーブルをご使用になると、ノイズが他の機器に影響
を及ぼす可能性があります。

•	本機はクロスケーブルに対応しています。

•	ネットワークの設定を手動でおこなうタイプの回線で、プロバイダ契約を結んでいる場合は、
メニューの“ネットワーク”	(v137 ページ )の設定をおこなってください。

•	ブロードバンドルータ（DHCP機能）をお使いの場合は、本機が自動的に IP アドレスなどの設
定をおこないます。

•	DHCP	機能のないネットワークに本機を接続してお使いになる場合は、メニューの	“ネット
ワーク”	(v137 ページ )で、IP アドレスなどの設定をおこなってください。

•	手動で設定する場合は、設定内容をネットワーク管理者に確認してください。

ご注意
•	インターネットに接続するには、ISPと契約する必要があります。
すでにブロードバンド回線を利用してインターネットに接続されている場合は、新たに契約す
る必要はありません。

•	ISP 業者によって使用できるルータの種類が異なります。詳しくは、ISP 業者またはパソコン
関連販売店にお問い合わせください。

•	当社では、お客様のネットワーク環境および接続機器に関する通信エラーや不具合については
一切責任を負いません。

•	本機はPPPoEに対応していません。PPPoEで設定するタイプの回線契約を結んでいる場合は、
PPPoE 対応のルータが必要です。

•	オーディオ再生をおこなう場合は、オーディオ再生対応のルータをお使いください。

ホームネットワーク（LAN）に接続する
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接続されたスピーカーやリスニングルームの音響特性を測
定し、 最 適な設 定を自 動 的におこないます。 この機 能を

“Audyssey® セットアップ”と呼びます。
測定は、リスニングエリア全体の複数の位置にセットアップマ
イクを設置しておこないます。最善の結果を得るためには、6
箇所以上（最大で 8 箇所）の測定をすることをおすすめします。
•	Audyssey®セットアップをおこなうと、Audyssey	MultEQ®	
XT	32/Audyssey	Dynamic	EQ®/Audyssey	Dynamic	
Volume® の機能 (v119、120 ページ ) が有効になりま
す。

•	手動でスピーカーの設定をしたい場合は、メニューの“スピー
カー”(v133 ページ )でおこなってください。

ご注意
•	できるだけ部屋を静かにしてください。騒音は測定の妨げと
なります。窓を閉め、電化製品（テレビ、ラジオ、エアコン、
蛍光灯など）の電源を切ってください。測定の際、これらの
製品による騒音の影響を受ける場合があります。

•	測定中、携帯電話はリスニングルーム以外の場所に置いてく
ださい。携帯電話の電波が測定を妨げる原因になることがあ
ります。

•	セットアップマイクは、Audyssey®セットアップが完了する
まで、絶対に抜かないでください。

•	測定中は、スピーカーとセットアップマイクの間に立ったり、
障害物を置いたりしないでください。正しい測定ができません。

•	測定中に大きなテストトーンを出力しますが、これは正常な
動作です。リスニングルーム内の騒音が大きいほどテストトー
ンの音量が大きくなります。

•	測定中にリモコンの	VOLUME dfまた
は本機の VOLUME を操作すると、測定
を中止します。

•	ヘッドホンを接 続している場 合、 測 定はできません。
Audyssey® セットアップをおこなう前に、ヘッドホンのプ
ラグを抜いてください。

設定のしかた
ここではお使いになるスピーカーに最適な設定を自動的におこ
なう“Audyssey®セットアップ”と、本機をホームネットワー
ク (LAN) に接続して使用できるようにする“ネットワーク”に
ついて説明します。
本機はホームネットワーク (LAN) を介して、パソコンに保存
している音楽ファイルやインターネットラジオの再生をお楽し
みいただけます。

 n スピーカーを接続するn(v91ページ )

 n スピーカーを設定する（Audyssey®セット
アップ）n(v38ページ )
 n ネットワークの設定をする（ネットワーク）n
(v46ページ )

 n 再生のしかた（基本操作）n(v47ページ )

 n リスニングモードを選ぶn（サウンドモード）n
(v81ページ )

 n 再生のしかた（応用操作）n(v98ページ )

スピーカーを設定する（Audyssey®セットアップ）

セットアップマイクの設置場所について

•	測定は、【例q】に示すようにリスニングエリア全体の複数の
位置に付属のセットアップマイクを設置しておこないます。
最善の結果を得るため、図のように 6箇所またはそれ以上（最
大で 8箇所）で測定することをおすすめします。

•	リスニング環境が【例w】に示すように狭い場合でも、リスニ
ングエリア全体の複数の位置で測定すると、より精度が高い
設定ができます。

FL SW C FR

SRSL *M

FL SW C FR

SRSL *M

（ 	:	測定ポイント）

G 例 qH G 例 wH

（ 	:	測定ポイント）

FL フロントスピーカー（左） SW サブウーハー
FR フロントスピーカー（右） SL サラウンドスピーカー（左）
C センタースピーカー SR サラウンドスピーカー（右）

メインリスニングポイント（*Ｍ）について
メインリスニングポイントとは、最もリスナーが座る位置ま
たは一人で視聴するときに座る位置です。Audyssey® セッ
トアップをはじめる前に、セットアップマイクをメインリスニ
ングポイントに設置してください。Audyssey	MultEQ®	XT	
32 は、この位置から測定した値を用いて、スピーカーの距離、
レベル、極性およびサブウーハーの最適なクロスオーバー周波
数を計算します。
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2 サブウーハーの設定をする
次の設定ができるサブウーハーをお使いの場合の
み、この設定をおこなってください。

詳しくは、お使いのサブウーハーの取扱説明書をご覧くださ
い。
 n ダイレクトモード機能があるサブウーハーをお使い
の場合
ダイレクトモード機能を“オン”にして、音量とクロスオー
バー周波数の設定を無効にしてください。

 n ダイレクトモード機能がないサブウーハーをお使い
の場合
次のように設定してください。

•	音量の設定：“12時”の位置
•	クロスオーバー周波数の設定：“最大 /最高周波数”
•	ローパスフィルターの設定：“オフ”
•	スタンバイモードの設定：“オフ”

ご注意
サブウーハーを同時に２本使用する場合は、Audyssey®セッ
トアップをはじめる前に、メニューの“サブウーハーレベル”	
(v136 ページ ) でサブウーハーの音量を調節してくださ
い。サブウーハーの音量は個別に設定できません。

1 付属のセットアップマイクを準備する
セットアップマイクを三脚またはスタンドに取り付
けて、メインリスニングポイントに設置する。
セットアップマイクを設置する場合は、受音部をリスニ
ング時の耳の高さにあわせて調節してください。

受音部
セットアップマイク

三脚やスタンドがない場合は、背もたれのない椅子などに設
置してください。

ご注意
•	セットアップマイクを手で持ちながら測定しないでくださ
い。

•	セットアップマイクを座席の背もたれや壁の近くに置くと、
音の反響で正しい測定ができない場合があります。

スピーカーを設定する（Audyssey®セットアップ）

3 ゾーンモードの設定

ZONE SELECT を押して、“MAIN”に切り替える。

ZONE SELECT を押す

ご注意
リモコンをプリセットコード登録 (v147 ページ ) して使
用している場合は、AVP を押して、リモコンをAVP操作モー
ドにしてから操作してください。

AudysseynSubnEQnHT™についてn
Audyssey	Sub	EQ	HT™は、２本のサブウーハー間の音量レ
ベルと距離を補正し、Audyssey	MultEQ®	XT	32の信号処理
をおこなうことで、迫力のある低域サウンドを再現します。
	z 	Audyssey	Sub	EQ	HT™をおこなうためには、「“チャンネルセレ
クト”の設定」(v94 ページ )で“測定 (2台 )”を選んでください。
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スピーカーを設定する（Audyssey®セットアップ）

4 セットアップマイクを本体の SETUP MIC 端子に
接続する。

Audysseyセットアップ

チャンネルセレクト

スタート

本機は部屋の音響特性を測定し、最適なスピーカーの設定を
自動で行います。
必要であれば、下記の設定をおこなってください。

セットアップマイクを接続する
と、テレビに次のセットアップ
画面を表示します。

G 本体のディスプレイ H

*AUDYSSEY SETUP

Start

•	“チャンネルセレクト”で、測定しないチャンネルをあらかじ
め設定すると、測定時間を短縮することができます。操作
のしかたは、「“チャンネルセレクト”の設定」(v94 ペー
ジ )の手順 3～9をおこなってください。

このステップでは、スピーカー接続の有無や大きさ、チャンネ
ルレベル、距離およびクロスオーバー周波数を自動的に計算し
ます。また、リスニングエリア内の音響歪みを補正します。

7“テスト開始”を選び、ENTER を押す。
サブウーハーの音量を測定します。

•	サブウーハーの音量が不適切な場合は、エラーメッセージ
が表示されます。「サブウーハーレベルのエラーメッセージ
と調節のしかた」(v45 ページ ) でサブウーハーの音量
を調節してください。

•	測定には数分間かかります。
•	測定を中止したい場合は、ENTER を押して“キャンセル”を
選んでください。

8 検出されたスピーカーを表示します。

•	次の図は、フロントスピーカー/センタースピーカー/サブ
ウーハー/サラウンドスピーカー/サラウンドバックスピー
カーを検出したときの表示例です。

Audysseyセットアップ

再検出 次へ

スピーカーの検出結果

フロント
センター
サブウーハー
サラウンド
S.バック
フロントハイト
フロントワイド

:有り
:有り
:2台
:有り
:2台
:無し
:無し

ご注意
接続しているスピーカーが表示されない場合は、スピーカー
が正しく接続されていないことが考えられます。スピーカー
の接続を確認してください。

9“次へ”を選び、ENTER を押す。

5“スタート”を選び、ENTER を押
す。

Audysseyセットアップ

戻る 次へ

フロントパネルのドアを開いて、マイクを接続してください。

6“次へ”を選び、ENTER を押す。
サブウーハーの音量設定画面を表示します。

Audysseyセットアップ

戻る 次へ

サブウーハーの電源を入れてください。
ご使用のサブウーハーに音量調節がある場合は、
サブウーハーのボリュームを半分の位置にしてください。
また、ご使用のパワーアンプの電源を入れてください。

VOLUMEPOWER
ON

OFF MIN MAX

スピーカー検出と測定（メイン）準備
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スピーカー検出と測定（メイン）	（つづき）

スピーカーを設定する（Audyssey®セットアップ）

•	このステップでは、メインリスニングポイント以外の複数の
箇所（2～8箇所）を測定します。

•	メインリスニングポイントの1箇所のみでも測定可能ですが、
複数の箇所を測定すると、リスニングエリア内の音響歪みの
補正精度をより高くすることができます。

10 2 箇 所 目にセットアップマイ
クを移動させ、“次へ”を選び、
ENTER を押す。
2 箇所目の測定をはじめます。
最大 8箇所まで測定できます。

Audysseyセットアップ

キャンセル

フロント左スピーカーの測定中です...

Audysseyセットアップ

解析
戻る

次へ

マイクを2箇所目のリスニングポイントに耳と同じ高さで設置し、
"次へ"を選択してください...

•	3 箇所目以降のリスニングポイントの測定を省略する場合
は、uiで“解析”を選んで ENTER を押し、手順 13へ進ん
でください。

•	2 箇所目を再測定したい場合は、uiで“再検出”を選び、
ENTER を押してください。

11手順 10 をくり返して 3～8 箇所を測定する。
8 箇所目の測定が完了すると、“測定が完了しました。”を表
示します。

Audysseyセットアップ

再検出
解析

測定が完了しました。

測定 （2～8 箇所目）

ご注意
テレビ画面に“注意 !”が表示された場合
「エラーメッセージについて」(v44 ページ ) をご覧くださ
い。関連する項目を確認し、必要な対処をおこなってくださ
い。
エラーが解決したら、再び“Audyssey® セットアップ”をは
じめからおこなってください。

1つ前の画面に戻るとき
“戻る”を選び、ENTER を押す。

測定を中止するとき
q BACKを押して、ポップアップ画面を表示させる。
w oを押して“はい”を選び、ENTERを押す。

再度スピーカーを設定するとき
手順 4以降の操作をおこなってください。
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スピーカーを設定する（Audyssey®セットアップ）

13ui を押して確認したい項目
を選び、ENTER を押す。

Audysseyセットアップ

距離
スピーカー構成

レベル
クロスオーバー周波数

保存

結果を確認してください。
保存するには、“保存”を選択してください。

•	サブウーハーなどでは、実際の距離と異なる値に設定される
場合があります。

•	他の項目を確認したいときは、BACK を押してください。

ご注意
•	接続している状態と異なる結果や“注意 !”が表示された場合
は、「エラーメッセージについて」(v44 ページ ) をご覧く
ださい。エラーが解決したら、再度Audyssey®セットアッ
プをはじめからおこなってください。

•		スピーカーの位置や向きを変えた場合は、最適なイコライ
ザーの補正を得るために、再びAudyssey®セットアップを
おこなってください。

14“保存”を選び、ENTER を押す。
測定結果を保存します。

Audysseyセットアップ
保存中です。しばらくお待ちください。

50%

Audysseyセットアップ

距離
スピーカー構成

レベル
クロスオーバー周波数

保存

結果を確認してください。
保存するには、“保存”を選択してください。

•	保存には 20秒程度かかります。
•	測定結果の保存中は“保存中です。しばらくお待ちくださ
い。”を表示します。保存が終了すると、“保存しました。こ
れで、Audyssey	セットアップは完了です。マイクを抜いて
ください。”を表示します。

ご注意
測定結果の保存中は、絶対に電源を切らないでください。

解析結果の確認 保存解析

12“解析”を選び、ENTER を押す。
測定結果を自動的に解析し、リスニングルームにおける
各スピーカーの特性を決定します。

Audysseyセットアップ
測定が完了しました。測定結果を解析中です。
しばらくお待ちください。

50%

•	解析には数分間かかります。
接続するスピーカーの数と測定箇所が多くなるほど、解析に
要する時間は長くなります。
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スピーカーを設定する（Audyssey®セットアップ）

終了

15本体の SETUP MIC 端子からセットアップマイク
を抜く。

Audysseyセットアップ

Next

保存しました。
これで、Audyssey セットアップは完了です。
マイクを抜いてください。

16Audyssey Dynamic Volume® の設定をする。

Audysseyセットアップ

はい
いいえ

Dynamic Volume機能を使用できます。この機能を使用すると、
コンテンツの音量レベルの変化を自動的に調整することができます。

Dynamic Volume機能を有効にしますか?

•	Dynamic	Volume は、本機に入力した音声レベルを常にモ
ニタリングしながら最適な出力音量に調節する機能です。
テレビ番組の再生中にコマーシャルの音が急に大きく再生さ
れる場合などに、音のダイナミック感や明瞭感を損なうこと
なく適切な音量調節を自動的におこないます。
 n DynamicnVolumeの設定をするとき
•	uを押して“はい”を選び、ENTER を押す。
自動的に“Medium”モードになります (v120 ページ )。
 n DynamicnVolumeの設定をしないとき
•	iを押して“いいえ”を選び、ENTER を押す。

ご注意
Audyssey®セットアップをおこなったあとに、スピーカーの
接続やサブウーハーの音量を変更しないでください。変更した
場合は、最適なイコライザーの補正効果を得るために、再び
Audyssey®セットアップをおこなってください。
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エラーメッセージについて

ご注意
•	スピーカーの設置や測定環境などによりAudyssey® セットアップを完了できなかった場合に、エラーメッセージを表示します。エラーメッセージが表示された場合は、関連する項目を確認し、必要な
対処をおこなってください。エラーが解決したら、再びAudyssey®セットアップをはじめからおこなってください。

•	再測定後も、接続している状態と異なる結果やエラーメッセージが表示された場合は、接続を間違えている可能性があります。必ず本機の電源を切り、スピーカーの接続を確かめ、最初から測
定をやり直してください。

•	スピーカーの接続を確認するときは、必ず電源を切ってください。

エラーメッセージ（例） エラーの内容 エラーの処理方法
Audysseyセットアップ

再測定

注意！ : 正しく接続されていることを確認してください

マイクが挿されていないか、スピーカーがありません

•	接続しているセットアップマイクが壊れているか、付属以外のセッ
トアップマイクを接続している。

•	接続しているすべてのスピーカーが検出されない。

•	付属のセットアップマイクを、本体の SETUP	MIC 端子に接続し
てください。

•	スピーカーの接続を確認してください。

Audysseyセットアップ

再測定

注意！ 

雑音が大きすぎるため、測定ができません

•	部屋の騒音が大きいため、正しい測定ができない。

•	スピーカーやサブウーハーの音量が小さいため、正しい測定ができ
ない。

•	騒音を発生する機器の電源を切るか、機器を遠ざけてください。
•	周囲がより静かなときに再度おこなってください。
•	スピーカーの設置や向きを確認してください。
•	サブウーハーの音量を調節してください。

Audysseyセットアップ

再測定

注意！ : 正しく接続されていることを確認してください

フロント右 :無し

•	表示されたスピーカーが検出されない。
( 左の画面は、フロント右スピーカーが検出できないことをあらわ
します。)

•	表示されたスピーカーの接続を確認してください。

Audysseyセットアップ

再測定 スキップ逆位相について

注意！ : 正しく接続されていることを確認してください

フロント右 :逆位相

•	表示されたスピーカーの位相が逆である。
( 左の画面は、フロント右スピーカーの位相が逆になっていること
をあらわします。)

•	表示されたスピーカーの極性を確認してくだ
さい。

•	スピーカーや部屋の環境によっては、正しく
接続してもエラーメッセージが表示される場
合があります。このような場合は、o	pを押
して“スキップ”を選び、ENTER を押してくだ
さい。

スピーカーを設定する（Audyssey®セットアップ）
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1“サブウーハーレベルの調節”を
選び、ENTER を押す。
サブウーハーレベルの測定をはじめ
ます。
測定を開始すると、“測定中 ...”を表
示します。
約 3～5秒すると、レベル表示部に
測定レベル値を表示します。

60.0dB

測定中...

レベル表示が約75dBになるように、サブウーハー本体の音量を
調節してください。

VOLUME

MIN MAX

Audysseyセットアップ

戻る 次へ

--.-dB

測定中...

レベル表示が約75dBになるように、サブウーハー本体の音量を
調節してください。

VOLUME

MIN MAX

Audysseyセットアップ

戻る 次へ

赤色

•	測定レベル値が 72～78dB以外のときには、レベル表示部
が赤色になります。

•	測定を中止する場合は、“戻る”を選び ENTER を押してくだ
さい。

スピーカーを設定する（Audyssey®セットアップ）

2 お手持ちのサブウーハーで、測定レベルが 72～
78dB 以内になるように調節する。

75.0dB

VOLUME

MIN MAX

Audysseyセットアップ

戻る 次へ

測定中...

レベル表示が約75dBになるように、サブウーハー本体の音量を
調節してください。

緑色

•	測定レベル値が 72～78dB以内になると、レベル表示部が
緑色になります。

3 測定レベル値が72～78dB以内になったら、“次へ”
を選び、ENTER を押す。

サブウーハーを 2 台お使いになる場合は、手順 2、3 をくり
返して、サブウーハー1 とサブウーハー2 のレベルが 72～
78dB以内になるように調節してください。

 nサブウーハーレベルのエラーメッセージと調
節のしかた
Audyssey セットアップ測定での各サブウーハーチャンネ
ルの最適なレベルは、75dB	です。
サブウーハーレベルの測定 (v38 ページ	“スピーカーを
設定する（Audyssey® セットアップ）”) で、サブウーハー
レベルが 72～78dB以外のときにエラーメッセージを表示
します。
アンプ（アクティブ型）を内蔵したサブウーハーを使用する
場合は、サブウーハーチャンネルのレベルが 72～78dBの
範囲内になるように、サブウーハーの音量を調整してくだ
さい。

G エラーメッセージ H

Audysseyセットアップ

戻る サブウーハーレベルの調節スキップ

サブウーハー1の音量が大きすぎます。
サブウーハーに音量調節機能がある場合は、“サブウーハーレベルの調節”
を選択して、サブウーハー本体の音量を調節してください。

サブウーハーに音量調節機能がない場合は、“スキップ”を選択してください。
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測定結果の確認
Audyssey® セットアップをおこなったあとに、測定結果やイコライザーの種類を確認できま
す。

1 SETUP を押して､ テレビ画面にメニューを表示させる。

2 ui を押して“スピーカー”⇨“Audyssey® セットアップ”を選び、ENTER また
は p を押す。

3 ui を押して“測定結果の確認”を選び、ENTER を押す。

Audysseyセットアップ

チャンネルセレクト
測定結果の確認

再設定

スタート

本機は部屋の音響特性を測定し、最適なスピーカーの設定を
自動で行います。
必要であれば、下記の設定をおこなってください。

測定結果の確認

距離
レベル

クロスオーバー周波数

スピーカー構成

イコライザー

結果を確認してください。

4 ui を押して確認したい項目を選び、ENTER を押す。
スピーカーごとに測定結果を表示します。

スピーカー構成 スピーカーの構成を確認します。

距離 スピーカーの距離を確認します。

レベル スピーカーのチャンネルレベルを確認します。

クロスオーバー周波数 スピーカーのクロスオーバー周波数を確認しま
す。

イコライザー イコライザーの補正カーブを確認します。

•	“イコライザー”を選んだ場合は、uiを押して確認したい補正カーブ（“Audyssey”または
“Audyssey	Flat”）を選んでください。
uiを押すと、各スピーカーの表示を切り替えることができます。

5 o または BACK を押す。
確認画面に戻ります。手順 2をくり返しおこなってください。

Audyssey®セットアップの設定値に戻すとき
“再設定”で“はい”を選ぶと、各設定を手動で変更した場合でもAudyssey®セットアップの測
定結果（MultEQ®	XT	32 が当初計算した値）に戻すことができます。

スピーカーを設定する（Audyssey®セットアップ） ネットワークの設定をする
（ネットワーク）

本機をホームネットワーク（LAN）に接続して、インターネットラジオやパソコンに保存されて
いる音楽ファイルや静止画像（JPEG）ファイルを再生することができます。

1 イーサネットケーブルを接続する (v36 ページ 「ホームネットワーク（LAN）
に接続する」)。

2 本機の電源を入れる (v47 ページ )。
本機はDHCP機能によって自動的にネットワークの設定をおこないます。
DHCP 機能がないネットワークに接続するときは、メニューの“接続の設定”（v139
ページ）をおこなってください。
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再生のしかた（基本操作）

 n 設定のしかたn(v38ページ )

 n 本機の電源を入れるn(v47ページ )
 n 入力ソースを選ぶn(v47ページ )
 n 主音量を調節するn(v48ページ )
 n 一時的に音を消す（ミューティング）n
(v48ページ )

 n ブルーレイディスクプレーヤー
やDVDプレーヤーを再生するn(v48
ページ )
 n SupernAudionCDを再生するn(v48
ページ )
 n CDプレーヤーを再生するn(v49ページ )
 n iPod を再生するn(v50ページ )
 n USBメモリーを再生するn(v53ページ )
 n FM放送を聴くn(v56ページ )

 n インターネットラジオを聴くn
(v64ページ )
 n パソコンやNASに保存されているファイルを
再生するn(v67ページ )
 n オンラインサービスを利用するn
(v71ページ )
 n 便利な機能n(v73ページ )
 n AirPlay 機能n(v79ページ )

 n リスニングモードを選ぶn（サウンドモード）n
(v81ページ )

再生のしかた（応用操作）n(v98 ページ )

知っておいてほしいこと
再生する前に、あらかじめ各機器との接続や本機の設定をおこ
なってください。

再生するときは、接続した機器の取扱説明書もご覧ください。

本機の電源を入れる
ON/STANDBY X を押して、 本 機
の電源を入れる。

本体のX ON/STANDBY を押しても電源を入れることができま
す。

 n本機の電源をスタンバイにする
ON/STANDBY Xを押す。

G スタンバイ時の本体の電源表示 H
•	通常のスタンバイ時：赤色
•	メニューの“HDMI パススルー”または“HDMI コントロー
ル”	(v124 ページ )の設定が“オン”のとき：橙色

•	メニューの“ネットワーク”	(v138 ページ ) の設定が
“常時オン”のとき：橙色
•	MHL対応モバイル端末を充電しているとき：橙色

入力ソースを選ぶ
再生する入力ソース選択ボタン

（CBL/SAT, DVD, Blu-ray, AUX1, 
M-XP, TUNER, GAME, AUX2, 
PHONO, iPod/USB, MEDIA 
PLAYER, CD, NETWORK または
INTERNET RADIO）を押す。
入力ソースをダイレクトに選べます。

次の操作方法でも入力ソースを選ぶことができます。

 n本体の操作で入力ソースを選ぶ
INPUT SELECTOR を回す。
•	INPUT SELECTOR を回すと、入力ソースが次の順序で切
り替わります。

M-XPort

GAME AUX1 AUX2

MEDIA
PLAYER

iPod/USBFMNETWORK CDTV AUDIO

PHONO

Blu-rayDVDCBL/SAT
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主音量を調節する
VOLUME df を押して、音量を調
節する。
•	メニューの“表示方法”(v119 ペー
ジ )の設定により、音量の表示方式が
異なります。

 n“表示方法”の設定 (v119ページ )nがn
“0～98”のとき
G調節できる範囲 H	 0.0 	 0.5n～98.0
 n“表示方法”の設定 (v119ページ )が
“–79.5dB～18.0dB”のとき
G調節できる範囲 H	 –n–n–.– 	 –79.5dBn～18.0dB

•	入力信号やチャンネルレベルの設定などにより、調節でき
る範囲が異なります。

本体の VOLUME を回しても、主音量を調節できます。

一時的に音を消す（ミューティング）
MUTE : を押す。
•	ディスプレイの“MUTE”表示が点滅し
ます。

•	テレビ画面に:を表示します。

•	メニューの“ミューティングレベル”	(v119 ページ ) で設
定したレベルまで音量が減衰します。

•	ミューティングを解除するときは、再度 MUTE :を押して
ください。ミューティング中に主音量を調節しても解除しま
す。

知っておいてほしいこと ブルーレイディスクプレーヤーや
DVDプレーヤーを再生する
ブルーレイディスクプレーヤーとDVDプレーヤーの再生のし
かたを説明します。

1 再生の準備をする。
q	テレビやサブウーハー、プレー
ヤーの電源を入れる。

w	テレビの入力を、本機の入力に設
定する。

e	プレーヤーにディスクを入れる。

2 ON/STANDBY X を押して、本
機の電源を入れる。

3 Blu-rayまたはDVDを押して、再生するプレーヤー
の入力ソースに切り替える。

4 ブルーレイディスクプレーヤーまたは DVD プレー
ヤーを再生する。

•	あらかじめプレーヤーの設定（言語設定や字幕設定など）を
おこなってください。

SupernAudionCDを再生する
Super	Audio	CDの再生のしかたを説明します。

1 再生の準備をする。
q	サブウーハー、プレーヤーの電源

を入れる。
w	プレーヤーにディスクを入れる。

2 ON/STANDBY X を押して、本
機の電源を入れる。

3 メニューの“入力端子の割り当て”(v129 ペー
ジ ) の設定をする。
再生する入力ソースに、HDMI 端子を割り当てる。
（例：DVD）

4 入力ソース選択ボタン（例：DVD）を押して、手順
3 で割り当てた入力ソースに切り替える。

5 メニューの“入力モード”(v132 ページ ) で、入
力モードを“オート”に設定する。

•	“入力モード”のお買い上げ時の設定は、“オート”です。

6 本機に接続した機器を再生する。
ディスプレイの 表示が点灯します。

Super	Audio	CD を再生する場合は、DSD信号を PCM信号
に変換してからアナログ信号に変換します。
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CDプレーヤーを再生する
CDプレーヤーの再生のしかたを説明します。

1 再生の準備をする。
q	サブウーハー、プレーヤーの電源
を入れる。

w	プレーヤーにディスクを入れる。

2 ON/STANDBY X を押して、本
機の電源を入れる。

3 CD を押して、 入 力ソースを
“CD”に切り替える。

4 CD プレーヤーを再生する。



50

iPod を再生する
iPod に付属の iPod ケーブルを使用して、iPod を本機の
iPod/USB 端子に接続すると、iPod の音楽を楽しむことがで
きます。
本機で再生できる iPod は、「iPod/USB 端子に iPod または
USBメモリーを接続する」(v27 ページ )をご覧ください。

iPod の音楽を聴く
iPod の表示モードには、“From	iPod”と“On-Screen”があり
ます。
お買い上げ時の設定は、iPod の画面を見ながら直接 iPod 本体
を操作する“From	iPod”です。
iPod の情報をテレビ画面に表示させて操作する“On-Screen”
に変 更したい場 合は、「 オペレーションモードの設 定	
（iPod ブラウズモード）」(v51 ページ )をご覧ください。

1 iPod ケーブルを使って iPod を
接 続する場 合は本 機の iPod/
USB 端 子に接 続する (v27
ページ )。

2 ON/STANDBY X を 押 し て、
本機の電源を入れる。

3 iPod/USB を押して、入力ソー
スを“iPod/USB”に切り替え
る。
本体のディスプレイに“From	iPod”
を表示します。

•	テレビの画面には何も表示しません。

4 iPod の画 面を見ながら直 接
iPod 本体を操作して音楽を再
生する。

 niPhone、iPod touch、iPad の音楽ファイ
ルを本機で再生する (v79 ページ )
 niTunes の音楽を本機で再生する 
(v79 ページ )

オプションメニューでできる操作
OPTION ボタンを押すと、現在操作できる機能のメニューをテ
レビ画面に表示します。この中から操作したい機能を選んで操
作してください。簡単に目的の機能を探して操作できます。

 n 使用するUSBポートを設定するn(USB端子
の選択 )n(v73ページ )

 n オペレーションモードの設定n
（iPodブラウズモード）n(v51ページ )

 n リピート再生をする（リピート）n
(v52ページ )

 n ランダム再生をする（ランダム）n
(v52ページ )

 n 視聴環境に合わせて画質を調整するn
（ピクチャーモード）n(v77ページ )

 n AllnZonenStereo 機能n(v78ページ )
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iPod を再生する

 nオペレーションモードの設定 
（iPod ブラウズモード）
iPod の各種リストや再生中の表示をテレビ画面に表示しま
す。
ここでは、“On-Screen”で iPod の曲を再生するまでの手順
を説明します。

1 iPod/USB を押して、入力ソースを“iPod/USB”
に切り替える。

2 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

3“iPod ブラウズモード”を選び、ENTER を押す。
“iPod ブラウズモード”画面を表示します。

オプション

USB端子の選択
iPodブラウズモード
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

4 o p を押して“On-Screen”を
選び、ENTER を押す。
iPod 画面を表示します。

iPodブラウズモード

On-Screen

•	本体のディスプレイには、半角英数字と一部の記号の
み表示することができます。対応していない文字は、	
“.	（ピリオド）”に置き換えて表示します。
•	“From	iPod”と“On-Screen”の操作一覧は次のとおりで
す。

表示モード FromniPod On-Screen

再生できる
ファイル

音楽ファイル P P

映像ファイル z

操作できる
ボタン

リモコン
（本機）

P P

iPod P

	z音声のみ再生します。

5 ui を押して項目を選び、ENTER または p を押
して再生したいファイルを選ぶ。

6 ENTER、p または 1 を押す。
再生をはじめます。

 n音質を調節する（M-DAX）
メニューの“M-DAX”(v118 ページ ) で設定してくださ
い。
“M-DAX”機能を使用すると、圧縮前の音に近い状態に復元
し、同時に低音域の量感の補正もおこなうため、より豊か
な再生ができます。お買い上げ時の設定は、“オフ”です。

 n画面の表示時間を変更する
メニューの“再生画面”(v127 ページ ) で設定してくだ
さい。お買い上げ時の設定は、“常時オン”です。
“オートオフ”に設定すると、操作して 30 秒後にオンスク
リーン表示をオフにします。
画面表示が消えているときにuio	pを押すと、元の画面
に戻ります。

 nディスプレイ表示を切り替える
“iPod ブラウズモード”を“On-Screen”に設定した状態で
再生しているときに、本体の STATUS を押す。
ボタンを押すたびにタイトル名、アーティスト名、アルバム
名などを切り替えて表示します。

ご注意
•	iPod の種類またはソフトウェアのバージョンによっては、機
能の一部が動作しない場合があります。

•	万一 iPod のデータが消失または損傷しても、当社は一切責
任を負いません。
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iPod を再生する

 nリピート再生をする（リピート）

1“iPod ブラウズモード”を“On-Screen”に設定し
ているときに OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 ui を押して“リピート”を選び、ENTER を押す。

OPTION

iPod

Now Playing

00:06 100%

タイトル
アーティスト
アルバム

前へ オプション一時停止
次へ戻る

オプション

USB端子の選択
リピート
ランダム
iPodブラウズモード
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

3 o p を押してリピート再生モードを選ぶ。

OPTION

iPod

Now Playing

00:06 100%

タイトル
アーティスト
アルバム

前へ オプション一時停止
次へ戻る

リピート

すべて

•	o	pを押すたびに、次の順序でリピート再生モードが切り
替わります。

オフ 1曲

すべて

オフ リピート再生モードを解除します。
1曲 再生中の曲をリピート再生します。
すべて 現在再生中のフォルダにあるすべての曲をリピート

再生します。

4 ENTER を押す。
再生画面に戻ります。

 nランダム再生をする（ランダム）

1“iPod ブラウズモード”を“On-Screen”に設定し
ているときに OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 ui を押して“ランダム”を選び、ENTER を押す。

OPTION

iPod

タイトル

Now Playing

アーティスト
アルバム

00:06 100%

前へ オプション一時停止
次へ戻る

オプション

USB端子の選択
リピート
ランダム
iPodブラウズモード
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

3 o p を押してランダム再生モードを選ぶ。

OPTION

iPod

Now Playing

00:06 100%

タイトル
アーティスト
アルバム

前へ オプション一時停止
次へ戻る

ランダム

オフ

•	o	pを押すたびに、次の順序でランダム再生モードが切り
替わります。

オフ オン

オフ ランダム再生モードを解除します。
オン ランダム再生モードを有効にします。

4 ENTER を押す。
再生画面に戻ります。

ランダム再生は、曲の再生が終わるたびにすべての曲からラン
ダムに再生する曲を選びます。そのため、同じ曲を続けて再生
する場合があります。

 niPod 再生時に使用できるボタン
操作ボタン 機能

CH/PAGE df ページ検索

INFO
入力ソース名 /音量 /	
サウンドモード名などの	

情報表示

OPTION

USB端子の選択 /
リピート再生 /	
ランダム再生 /

iPod ブラウズモードの切り替え /
ピクチャーモード /
All	Zone	Stereo

uio p
カーソル操作 /	

オートサーチ（頭出し、ui）/	
マニュアルサーチ（長押し、ui）

ENTER
（短押し） 確定

ENTER
（長押し） 停止

BACK リターン
SETUP セットアップメニュー

3 一時停止
1 再生 /一時停止

2 停止
8 9 オートサーチ（頭出し）

6 7
（長押し）

マニュアルサーチ	
（早戻し /早送り）
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USBメモリーを再生する
USBメモリーに保存されている音楽ファイルや静止画像を再生できます。

知っておいてほしいこと
•	本機は、マスストレージクラスおよびMTP（Media	Transfer	Protocol）に対応している
USBメモリーのみ再生できます。

•	USBメモリーは、FAT16 または FAT32 フォーマットに対応しています。
•	本機で対応しているMP3ファイルの規格は、MPEG-1	Audio	Layer-3 です。
•	本機で再生できるファイルの種類や仕様は、次のとおりです。

G 再生できるファイルの種類 H
再生できるファイルの種類 USBメモリーz1

WMA	(Windows	Media	Audio) Pz2

MP3	(MPEG-1	Audio	Layer-3) P

WAV P

MPEG-4 AAC Pz3

FLAC	(Free	Lossless	Audio	Codec) P

JPEG P

ALAC	(Apple	Lossless	Audio	Codec) P

z1	 USBメモリーについて
•	MP3	ID3 タグ（バージョン 2.）に対応しています。
•	本機では、MP3	ID3 タグのバージョン 2.3 または 2.4 を使用して、アートワークを表示できます。
•	WMA	METAタグに対応しています。
•	アルバムアートの画素サイズ（ピクセル）が 500 × 500（WMA/MP3/WAV/FLAC）または 349 ×
349（MPEG-4	AAC）を超えている場合は、正しく再生できないことがあります。

•	WAVフォーマットの量子化ビット数は、16または 24ビットです。
•	FLACフォーマットの量子化ビット数は、16または 24ビットです。

z2	 MTPに対応した一部のポータブルプレーヤーでは、著作権保護のあるファイルを再生できます。
z3	 著作権保護のないファイルのみ再生できます。
	 インターネット上の有料音楽サイトからダウンロードしたコンテンツには著作権保護がかかっていま

す。また、パソコンでCDなどからリッピングする際にWMAでエンコードすると、パソコンの設定
により著作権保護がかかる場合があります。

ご注意
本機が対応していない形式のファイルは表示しません。

G 再生できるファイルの仕様 H
サンプリング周波数 ビットレート 拡張子

WMA	(Windows	Media	Audio) 32/44.1/48kHz 48～192kbps .wma

MP3	(MPEG-1	Audio	Layer-3) 32/44.1/48kHz 32～320kbps .mp3

WAV 32/44.1/48/88.2/96/	
176.4/192	kHz

– .wav

MPEG-4 AAC 32/44.1/48kHz 16～320kbps
.aac/
.m4a/
.mp4

FLAC 
(Free	Lossless	Audio	Codec)

32/44.1/48/88.2/96/	
176.4/192	kHz

– .flac

ALAC		
(Apple	Lossless	Audio	Codec)z

32/44.1/48/88.2/96kHz – .m4a

	z 	Copyright	[2012]	[D&M	Holdings.	Inc.]
Apache	License	Version	2.0(「本ライセンス」)に基づいてライセンスされます。このファイルを使用
するためには、本ライセンスに従わなければなりません。本ライセンスのコピーは下記のURLから入手
できます。
http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

 n再生可能な最大ファイル数とフォルダ数
本機で表示できるフォルダやファイルの制限数は次のとおりです。

メディア
項目 USBメモリー

メモリーの容量 FAT16	:	2GB、FAT32	:	2TB

フォルダの階層数 z1 8 階層

フォルダ数 500

ファイル数 z2 5000

z1	 制限数にはルートフォルダを含みます。
z2	 USBメモリーの容量やファイルサイズにより、許容ファイル数が変わる場合があります。
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USB メモリーに保存されているファイ
ルを再生する

1 USB メモリーを iPod/USB 端子に接続する 
(v27 ページ )。

2 iPod/USB を押して、入力ソースを“iPod/USB”
に切り替える。

D&M1
D&M2
D&M3
Music1
Music2
Music3
Music4

OPTION

USB [1/9]

オプション

3 ui を押して検索項目または
フォルダを選び、ENTER または
p を押す。

4 ui を押してファイルを選び、
ENTER、p または 1 を押す。
再生をはじめます。

USBメモリーを再生する

 n音質を調節する （M-DAX）
メニューの“M-DAX”	(v118 ページ ) で設定してくださ
い。
“M-DAX”機能を使用すると、圧縮前の音に近い状態に復元
し、同時に低音域の量感の補正もおこなうため、より豊か
な再生ができます。お買い上げ時の設定は、“オフ”です。

 n1 つ前の画面に戻る
oまたは BACK を押す。

 n画面の表示時間を変更する
メニューの“再生画面”(v127 ページ ) で設定してくだ
さい。お買い上げ時の設定は、“常時オン”です。
“オートオフ”に設定すると、操作して 30 秒後にオンスク
リーン表示をオフにします。
画面表示が消えているときにuio	pを押すと、元の画面
に戻ります。

•	MP3形式の音楽ファイルで、アルバムアートのデータを持っ
ている場合は、音楽ファイルを再生中に、アルバムアートを
表示させることができます。

•	USBメモリーが複数のパーティーションに分かれている場合
は、先頭のパーティーションのみ再生します。

ご注意
•	USB メモリーを本機と接続して使用しているときに、万一
USBメモリーのデータが消失または損傷した場合、当社は一
切責任を負いません。

•	USBメモリーはUSBハブ経由では動作しません。
•	すべてのUSBメモリーに対して、動作および電源の供給を
保証するものではありません。USB接続タイプのポータブル
HDDで、ACアダプターを接続して電源が供給できるタイプ
のものをお使いになる場合は、ACアダプターのご使用をおす
すめします。

•	本機の iPod/USB端子とパソコンをUSBケーブルで接続し
て使用することはできません。

オプションメニューでできる操作
OPTION ボタンを押すと、現在操作できる機能のメニューをテ
レビ画面に表示します。この中から操作したい機能を選んで操
作してください。簡単に目的の機能を探して操作することがで
きます。

 n 使用するUSBポートを設定するn(USB端子
の選択 )n(v73ページ )

 n キーワードでコンテンツを検索するn
（テキスト検索）n(v73ページ )

 n リピート再生をする（リピート）n
(v74ページ )

 n ランダム再生をする（ランダム）n
(v74ページ )

 n 音楽とお好みの写真を同時に再生するn
（スライドショー）n(v76ページ )

 n 静止画像を順番に再生するnn
（スライドショーの再生間隔）n(v76ページ )

 n AllnZonenStereo 機能n(v78ページ )
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USBメモリーを再生する

 nUSB メモリー再生時に使用できるボタン
操作ボタン 機能

CH/PAGE df ページ検索

INFO
入力ソース名 /音量 /	
サウンドモード名などの	

情報表示

OPTION

USB端子の選択 /	
テキスト検索 /	
リピート再生 /	
ランダム再生 /	
スライドショー/	

スライドショーの再生間隔 /	
All	Zone	Stereo

uio p
カーソル操作 / 

オートサーチ（頭出し、ui）
ENTER

（短押し） 確定

ENTER
（長押し） 停止

BACK リターン
SETUP セットアップメニュー

3 一時停止
1 再生 /一時停止

2 停止
8 9 オートサーチ（頭出し）



56

FM放送を聴く
アンテナの接続については、「FM アンテナを接続する」
(v31 ページ )をご覧ください。

受信のしかた
FM放送局を受信するモードには、本機が自動的に受信できる
放送局を探して受信する“オート”モードと、ボタン操作で周波
数を切り替えて受信する“マニュアル”モードがあります。お買
い上げ時の設定は“オート”モードです。そのほかにも受信周波
数の数字を入力して受信する“ダイレクトチューニング”があり
ます。
“オート”モードでは、受信状態が良くない放送局は受信できま
せん。その場合は“マニュアル”モードまたは“ダイレクトチュー
ニング”で受信してください。

FM 放送を聴く

1 TUNER を押して、入力ソースを“FM”に切り替え
る。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

FM 76.00MHz

Now Playing

チューニング プリセット オプション

G 本体のディスプレイ H

01 FM  76.00MHz

2 TUNE + または TUNE – を押して、聴きたい放送
局を選ぶ。
受信可能な放送局が見つかるまでスキャンします。放
送局が見つかると自動的にスキャンを停止して受信しま
す。

 nFAVORITE STATION ボタンに登録する 
(v75 ページ )

オプションメニューでできる操作
OPTION ボタンを押すと、現在操作できる機能のメニューをテ
レビ画面に表示します。この中から操作したい機能を選んで操
作してください。簡単に目的の機能を探して操作することがで
きます。

 n 受信周波数を入力して受信するnn
（ダイレクトチューニング）n(v58ページ )

 n 聴いている放送局をプリセットするnn
（プリセットメモリー）n(v60ページ )

 n 受信モードを変更する（チューニングモード）n
(v57ページ )

 n 自動でラジオ放送を選局し自動でプリセットするn
（オートプリセットメモリー）n(v59ページ )

 n プリセットした放送局に名前をつけるnn
（プリセットネーム）n(v61ページ )

 n プリセットした放送局をスキップするn
（プリセットスキップ）n(v62ページ )

 n AllnZonenStereo 機能n(v78ページ )
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FM放送を聴く

 n受信モードを変更する（チューニングモード）
FM放送局の受信モードを変更します。“オート”モードで
自動的に放送局を受信できないときは、“マニュアル”モード
に変更し、手動で放送局を受信してください。

1 TUNER を押して、入力ソース
を“FM”に切り替える。

2 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示しま
す。

3 ui を押して“ チュ ーニング
モード”を選び、ENTER を押す。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

オプション

ダイレクトチューニング
プリセットメモリー
チューニングモード
オートプリセットメモリー
プリセットネーム
プリセットスキップ
All Zone Stereo オン

G 本体のディスプレイ H

*OPTION

Tune Mode

4 o p を押してチューニングモードを選び、ENTER
を押す。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

チューニングモード

オート

G 本体のディスプレイ H

Mode

•     Auto     –

オート 自動で放送局を受信します。
マニュアル 手動で放送局を受信します。

5 TUNE + または TUNE – を押して、聴きたい放送
局を選ぶ。
ボタンを押すたびに、周波数が段階的に切り替わります。

マニュアルチューニング中に TUNE + または TUNE – を押し続
けると、連続的に受信周波数が変わります。

 n画面の表示時間を変更する
メニューの“再生画面”(v127 ページ ) で設定してくだ
さい。お買い上げ時の設定は、“常時オン”です。
“オートオフ”に設定すると、操作して 30 秒後にオンスク
リーン表示をオフにします。
画面表示が消えているときにuio	pを押すと、元の画面
に戻ります。



58

FM放送を聴く

 n受信周波数を入力して受信する  
（ダイレクトチューニング）
ダイレクトに周波数を入力し、放送局を受信します。

1 TUNER を押して、入力ソースを“FM”に切り替え
る。

2 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

3 ui を押して“ダイレクト
チューニング”を選び、ENTER を
押す。
ダイレクトチューニング画面を表示
し、ディスプレイの“–”が点滅しま
す。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

オプション

ダイレクトチューニング
プリセットメモリー
チューニングモード
オートプリセットメモリー
プリセットネーム
プリセットスキップ
All Zone Stereo オン

G 本体のディスプレイ H

*OPTION

Direct Tune

4 ui または 0 ~ 9 を押して数字を選び、p を押す。
周波数入力画面を表示します。

G テレビ画面 H

STEREO AUTO

FM

DIRECT TUNE

Now Playing

入力 決定

FM --.- MHz

G 本体のディスプレイ H

*OPTION

Direct Tune

FM  --.- MHz

DIRECT TUNE

•	oを押すと、1つ前に入力した周波数を取り消すことができ
ます。

5 手順 4 をくり返し、聴きたい放送局の周波数を入
力する。

6 入力が完了したら、ENTER を押す。
放送局を受信します。
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FM放送を聴く

放送局をプリセットする

 n自動でラジオ放送を選局し自動でプリセット
する （オートプリセットメモリー）
最大 56局までプリセットできます。
ただし、“プリセットメモリー”後に“オートプリセットメモ
リー”をおこなった場合、“プリセットメモリー”で設定して
いた放送局に上書きします。

1 TUNER を押して、入力ソースを“FM”に切り替え
る。

2 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

3 ui を押して“オートプリセットメモリー”を選び、
ENTER を押す。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

オプション

ダイレクトチューニング
プリセットメモリー
チューニングモード
オートプリセットメモリー
プリセットネーム
プリセットスキップ
All Zone Stereo オン

G 本体のディスプレイ H

*OPTION

Auto Preset

4 ENTER を押す。
自動で放送局を受信し、プリセットをはじめます。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

スタート

オートプリセットメモリー

G 本体のディスプレイ H

  Auto Preset

     Start

•	プリセットが完了すると“完了しました”を約 5秒間表示し、
オプションメニュー画面が消灯します。
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 n聴いている放送局をプリセットする  
（プリセットメモリー）
手動でお好みの放送を選局し、プリセットします。
最大 56局までプリセットできます。

1 プリセットしたい放送局を受信する。

2 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

3 ui を押して“ プリセットメモリー”を選び、
ENTER を押す。
すでにプリセットされているチャンネルリストを表示し
ます。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

オプション

ダイレクトチューニング
プリセットメモリー
チューニングモード
オートプリセットメモリー
プリセットネーム
プリセットスキップ
All Zone Stereo オン

G 本体のディスプレイ H

*OPTION

Preset Memory

FM放送を聴く

4 ui または 0 ~ 9 を押してプリセットしたいチャン
ネルを選び、ENTER を押す。
現在受信している放送局をプリセットします。

•	続けて他の放送局をプリセットする場合は、手順 1～4を
おこなってください。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

CH1にプリセットメモリーしました

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

1           FM 76.00MHz

プリセットメモリー

2           FM 83.00MHz
3           FM 89.00MHz
4           FM 90.00MHz
5           FM 90.00MHz
6           FM 90.00MHz
7           FM 90.00MHz
8           FM 90.00MHz

G 本体のディスプレイ H

01 FM  76.00MHz

   FM  90.00MHz

01 FM  90.00MHz

    Stored

“プリセットスキップ”	(v62 ページ ) に設定した放送局
はチャンネル番号がグレー表示になっていますが、放送局は
プリセットできます。
グレー表示のチャンネル番号にプリセットをすると、ハイライ
ト表示に変わり、“プリセットスキップ”が“オン”になります。

チャンネル お買い上げ時の設定

1～8
76.00	/	83.00	/	89.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/	
90.00	/	90.00MHz

9～16
90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/		
90.00	/	90.00	/	90.00MHz

17～24
90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/		
90.00	/	90.00	/	90.00MHz

25～32
90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/		
90.00	/	90.00	/	90.00MHz

33～40
90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/		
90.00	/	90.00	/	90.00MHz

41～48
90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/		
90.00	/	90.00	/	90.00MHz

49～56
90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/	90.00	/		
90.00	/	90.00	/	90.00MHz

プリセットした放送局を聴く

CH/PAGE df または 0 ~ 9 を押し
て、プリセットしたチャンネルを選
ぶ。

G 本体のディスプレイ H

01 FM  76.00MHz
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 nプリセットした放送局に名前をつける  
（プリセットネーム）
プリセットした放送局に名前をつけたり、変更したりでき
ます。
8文字まで入力できます。

1 TUNER を押して、入力ソースを“FM”に切り替え
る。

2 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

3 ui を押して“プリセットネーム”を選び、ENTER
を押す。
プリセットネーム画面を表示します。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

オプション

ダイレクトチューニング
プリセットメモリー
チューニングモード
オートプリセットメモリー
プリセットネーム
プリセットスキップ
All Zone Stereo オン

G 本体のディスプレイ H

*OPTION

Preset Name

FM放送を聴く

4 o p を押して名前をつけたい放送局のグループを
選ぶ。

•	o	pを押すたびに、次の順序でグループが切り替わります。

1 – 8 9 – 16 25 – 3217 – 24

41 – 4849 – 56 33 – 40

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

1-8

プリセットネーム

1      FM 76.00MHz
プリセットグループ

2      FM 83.00MHz
3      FM 89.00MHz
4      FM 90.00MHz
5      FM 90.00MHz
6      FM 90.00MHz
7      FM 90.00MHz
8      FM 90.00MHz

G 本体のディスプレイ H

NAME [ 1- 8]

Group    • 1- 8–

5 ui を押して名 前をつけたい放 送 局を選び、
ENTER を押す。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

プリセットネーム

1      FM 76.00MHz
プリセットグループ 1-8

2      FM 83.00MHz
3      FM 89.00MHz
4      FM 90.00MHz
5      FM 90.00MHz
6      FM 90.00MHz
7      FM 90.00MHz
8      FM 90.00MHz

G 本体のディスプレイ H

NAME [ 1- 8]

 1 FM  76.00MHz

6 ui を押してネームラベルを選び、ENTER を押す。
プリセットネームの編集画面を表示します。

•	“初期化”を選ぶと周波数表示に戻ります。

7 文字を入力して、 O K  を押す。

•	文字の入力方法については、	114 ページをご覧ください。

8 BACK を 3 回押す。
再生画面に戻ります。
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 nプリセットした放送局をスキップする 
（プリセットスキップ）
選局するとき、表示させない放送局をグループごとまたは
放送局ごとにあらかじめ設定できます。
プリセットスキップを設定すると、お好みの放送局だけの
表示になりますので選局するときに便利です。

1 TUNER を押して、入力ソースを“FM”に切り替え
る。

2 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

3 uiを押して“プリセットスキップ”を選び、ENTER
を押す。
プリセットスキップ画面を表示します。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

オプション

ダイレクトチューニング
プリセットメモリー
チューニングモード
オートプリセットメモリー
プリセットネーム
プリセットスキップ
All Zone Stereo オン

G 本体のディスプレイ H

*OPTION

Preset Skip

4-1 G スキップしたい放送局をグループごとに設定す
るとき H
q o p を押してスキップしたい放送局のグ

ループを選ぶ。
•	o	pを押すたびに、次の順序でグループが切り替
わります。

1 – 8 9 – 16 25 – 3217 – 24

41 – 4849 – 56 33 – 40

w u を押して“No.z - z をスキップ設定にし
ます”を選び、ENTER を押す。
選択したグループ“z	–	z”に含まれるすべての放
送局を表示しません。
(z	は選択しているグループ番号です。)

e BACK を押す。
G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

1-8

プリセットスキップ

1      FM 76.00MHz      オン
プリセットグループ

2      FM 83.00MHz      オン
3      FM 89.00MHz      オン
4      FM 90.00MHz      オン
5      FM 90.00MHz      オン
6      FM 90.00MHz      オン
7      FM 90.00MHz      オン
8      FM 90.00MHz      オン

No. 1－8をスキップ設定にします

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

1-8

プリセットスキップ

1      FM 76.00MHz      オン
プリセットグループ

2      FM 83.00MHz      オン
3      FM 89.00MHz      オン
4      FM 90.00MHz      オン
5      FM 90.00MHz      オン
6      FM 90.00MHz      オン
7      FM 90.00MHz      オン
8      FM 90.00MHz      オン

No. 1－8をスキップ設定にします

G 本体のディスプレイ H

SKIP [ 1- 8]

Set  1- 8to Skip

4-2 G スキップしたい放送局を放送局ごとに設定す
るとき H
q o p を押してスキップしたい放送局のグ

ループを選ぶ。
•	o	pを押すたびに、次の順序でグループが切り替
わります。

1 – 8 9 – 16 25 – 3217 – 24

41 – 4849 – 56 33 – 40

w ui を押して、スキップしたい放送局を選
ぶ。

e o p を押して、“スキップ”を選ぶ。
選択した放送局を表示しません。

r BACK を押す。
G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

1-8

プリセットスキップ

1      FM 76.00MHz      スキップ
プリセットグループ

2      FM 83.00MHz      オン
3      FM 89.00MHz      オン
4      FM 90.00MHz      オン
5      FM 90.00MHz      オン
6      FM 90.00MHz      オン
7      FM 90.00MHz      オン
8      FM 90.00MHz      オン

No. 1－8をスキップ設定にします

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

1-8

プリセットスキップ

1      FM 76.00MHz      オン
プリセットグループ

2      FM 83.00MHz      オン
3      FM 89.00MHz      オン
4      FM 90.00MHz      オン
5      FM 90.00MHz      オン
6      FM 90.00MHz      オン
7      FM 90.00MHz      オン
8      FM 90.00MHz      オン

No. 1－8をスキップ設定にします

G 本体のディスプレイ H

SKIP [ 1- 8]

 1  76.00M •Skp–

FM放送を聴く
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プリセットスキップを解除する

1 プリセットスキップ画面を表示中、o p を押してス
キップを解除したい放送局を含むグループを選ぶ。

2 ui を押して、スキップを解除したい放送局を選
ぶ。

G テレビ画面 H

TUNE+/-

STEREO AUTO

CH   /  OPTION

FM

Now Playing

FM 76.00MHz

チューニング プリセット オプション

プリセットスキップ

1      FM 76.00MHz      オン
プリセットグループ 1-8

2      FM 83.00MHz      オン
3      FM 89.00MHz      オン
4      FM 90.00MHz      オン
5      FM 90.00MHz      オン
6      FM 90.00MHz      オン
7      FM 90.00MHz      オン
8      FM 90.00MHz      オン

No. 1－8をスキップ設定にします

G 本体のディスプレイ H

SKIP [ 1- 8]

 1  76.00M •On –

3 o p を押して、“オン”を選ぶ。
スキップを解除します。

ご注意
グループごとのスキップ解除はできません。

FM放送を聴く

 nFM 放送を受信時に使用できるボタン
操作ボタン 機能

TV X テレビの電源オン /スタンバイ
TV INPUT テレビの入力切り替え

CH/PAGE df プリセットチャンネルの選択

INFO
入力ソース名 /音量 /	
サウンドモード名などの	

情報表示

OPTION

チューニングモードの切り替え	/	
受信周波数の入力	/	
プリセットメモリー	/	

オートプリセットメモリー	/	
プリセットネーム	/	
プリセットスキップ	/	
All	Zone	Stereo

uio p カーソル操作
ENTER 確定
BACK リターン
SETUP セットアップメニュー

TUNE +、– 選局（アップ /ダウン）
FAVORITE 

STATION 1～4 
（短押し）

呼び出し

FAVORITE 
STATION 1～4 
（長押し）

お気に入りリストへの追加

0～9
プリセットチャンネルの選択 /	

ダイレクト選局
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インターネットラジオを聴く
インターネットラジオとは、インターネット上に配信されてい
るラジオ放送です。世界中のインターネットラジオ放送を聴く
ことができます。

知っておいてほしいこと
本機で再生できる放送局の種類や仕様は、次のとおりです。

G 再生できる放送局の種類 H
再生できるファイルの種類 インターネットラジオ

WMA	(Windows	Media	Audio) P

MP3	(MPEG-1	Audio	Layer-3) P

G 再生できる放送局の仕様 H
サンプリング周波数 ビットレート 拡張子

WMA	(Windows	
Media	Audio)

32/44.1/48kHz 48～192kbps .wma

MP3	(MPEG-1	
Audio	Layer-3)

32/44.1/48kHz 32～320kbps .mp3

インターネットラジオを聴く

1 再生の準備をする。
q	ネットワーク環境を確認してから、本機の電源を入れ
る	(v36 ページ 「ホームネットワーク（LAN）に
接続する」)。

w	設定が必要な場合は、“接続の設定”(v139 ページ )
をおこなう。

2 NETWORK を押す。

•	INTERNET RADIO を押すと、 入 力ソースの“Internet	
Radio”をダイレクトに選択できます。

3 uio p を 押 し て“Internet 
Radio”を選び、ENTER を押す。

Favorites Internet Radio

Media Server

Network

4 ui を押して再生したい項目を選び、ENTER また
は p を押す。

Internet Radio [1/7]

日本
ラジオ局の検索
Podcastsの検索
お奨めのラジオ局
radiomarantz.com
最近再生した曲
文字列による検索

日本 日本の一般的なインターネットラジオ局
を表示します。

ラジオ局の検索 本機で受信できるすべてのインターネッ
トラジオ局を表示します。

Podcastsの検索 本機で受信できるポッドキャスト内のイ
ンターネットラジオ局を表示します。

お奨めのラジオ局 おすすめのインターネットラジオ局を表
示します。

radiomarantz.
com

vTuner でお気に入りに登録している
インターネットラジオ局を表示します。
vTuner でのお気に入り登録のしかたは、	
「vTuner でインターネットラジオ局をお
気に入り登録する」(v66 ページ ) を
ご覧ください。

最近再生した曲 最近再生したインターネットラジオ局を
表示します。最大 20局まで“最近再生し
た曲”へ自動的に記憶します。

文字列による検索 キーワード検索したインターネットラジ
オ局を表示します。文字の入力方法につ
いては、	114 ページをご覧ください。

5 インターネットラジオ局リストが表示されるまで、
手順 4 をくり返す。

6 ui を押してラジオ局を選び、ENTER または p を
押す。
バッファリングが“100％”表示になると、再生がはじま
ります。

ネットワークについて
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インターネットラジオを聴く

 n音質を調節する （M-DAX）
メニューの“M-DAX”	(v118 ページ )	 で設定してくだ
さい。
“M-DAX”機能を使用すると、圧縮前の音に近い状態に復元
し、同時に低音域の量感の補正もおこなうため、より豊か
な再生ができます。お買い上げ時の設定は“オフ”です。

 nディスプレイ表示を切り替える
本体の STATUS を押す。
ボタンを押すたびにタイトル名、放送局名などを切り替え
て表示します。

 n1 つ前の画面に戻る
oまたは BACK を押す。

 n画面の表示時間を変更する
メニューの“再生画面”(v127 ページ ) で設定してくだ
さい。お買い上げ時の設定は“常時オン”です。
“オートオフ”に設定すると、操作して 30 秒後にオンスク
リーン表示をオフにします。
uio	pを押すと、元の画面に戻ります。

•	インターネット上には数多くのインターネットラジオ局があ
り、各ラジオ局から配信される放送や楽曲のビットレートに
は高低さまざまなものがあります。
一般的に、ビットレートが高いほど高音質になりますが、通
信回線やサーバーの混雑具合によってはストリーミングして
いる音楽や音声が途切れやすくなります。逆にビットレート
が低ければ音質は低下しますが、途切れにくくなります。

•	放送局が混雑している場合や放送されていないときには、“ラ
ジオステーションのサーバーが混雑しています”または“接続
が途切れました”を表示します。

•	本機ではフォルダ名とファイル名をタイトルのように表示す
ることができます。ディスプレイ表示に対応していない文字
は、“.（ピリオド）”に置き換えて表示します。

ご注意
ラジオ局データベースサービスは、予告なく停止する場合があ
ります。

オプションメニューでできる操作
OPTION ボタンを押すと、現在操作できる機能のメニューをテ
レビ画面に表示します。この中から操作したい機能を選んで操
作してください。簡単に目的の機能を探して操作することがで
きます。

 n キーワードでコンテンツを検索するn
（テキスト検索）n(v73ページ )

 n オプションメニューからお気に入りに登録する
（お気に入りに登録）n(v75ページ )

 n 音楽とお好みの写真を同時に再生するn（スライ
ドショー）n(v76ページ )

 n 視聴環境に合わせて画質を調整するn
（ピクチャーモード）n(v77ページ )

 n AllnZonenStereo 機能n(v78ページ )

 n前回再生していたインターネットラジオ局を
再生する
本機は最後に再生していたインターネットラジオ局を記憶
します。他の入力ソースから INTERNET RADIO を押して
インターネットラジオの入力ソースに切り替えると、前回
聴いていたインターネットラジオの放送局を再生します。

INTERNET RADIO を押す。
入力ソースを“Internet	Radio”に切り替
え、前回再生していたインターネットラ
ジオ局を再生します。
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インターネットラジオを聴く

 nvTuner でインターネットラジオ局をお気
に入り登録する
世界中にはたくさんのインターネットラジオ局があり、本
機はそれらを受信できます。しかし、ラジオ局が多すぎる
ために聴きたい放送を探すのは大変です。そこで本機専用
のインターネットラジオ局検索ウェブサイト vTuner をお
使いください。お手持ちのパソコンを使用して、インター
ネットラジオ局の検索と登録ができます。本機では vTuner
に登録したラジオ局を再生できます。

1 本機の MAC アドレスを確認する (v138 ペー
ジ )。
プリセットネームの編集画面を表示します。
MACアドレス：																																																																											

•	MACアドレスは、vTuner のアカウント作成の際に必要に
なります。

2 お手持ちのパソコンから vTuner のサイト 
(http://www.radiomarantz.com) にアクセス
する。
vTuner のログイン画面を表示します。

3 本機の MAC アドレスを入力し、“Go”をクリック
する。
アカウント作成画面を表示します。

4 パソコンの E-mail アドレスと任意のパスワードを
入力する。
アカウントが登録され、ログインが可能になります。

5 アカウント情報 (E-mail アドレスとパスワード )
を入力し、ログインする。
vTuner のトップメニューを表示します。

6 お好みで検索条件 ( ジャンル / 地域 / 言語など )
を選ぶ。
条件に合わせたラジオ局リストを表示します。

•	キーワードを入力し、聴きたい曲を探すこともできます。

7 表示されたリストからお好みのラジオ局を選び、お
気に入り登録アイコンをクリックする。
お気に入りグループの作成画面を表示します。

8 お気に入りグループ名を入力し、“Go”をクリックす
る。
選択されたラジオ局が入ったお気に入りグループを新た
に作成します。

•	vTuner のお気に入りに登録したインターネットラジオ局
は、本機の“radiomarantz.com”(v64 ページ ) から再
生できます。

 nインターネットラジオ受信時に使用できるボタン
操作ボタン 機能

TV X テレビの電源オン /スタンバイ
TV INPUT テレビの入力切り替え

INTERNET RADIO 前回再生したラジオ局の再生
CH/PAGE df ページ検索

INFO
入力ソース名 /音量 /	
サウンドモード名などの	

情報表示

OPTION

テキスト検索 /	
お気に入りに登録 /	
スライドショー/	
ピクチャーモード /	
All	Zone	Stereo

uio p カーソル操作
ENTER

（短押し） 確定

ENTER
（長押し） 停止

BACK リターン
SETUP セットアップメニュー

2 停止
FAVORITE 

STATION 1～4 
（短押し）

呼び出し

FAVORITE 
STATION 1～4 
（長押し）

お気に入りリストへの追加
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パソコンやNASに保存されているファイルを再生する
本機では、パソコンやDLNA対応のネットワーク接続ストレージ（NAS）に保存されている音楽ファイルやプレイリスト (m3u、wpl) を再生できます。

知っておいてほしいこと
•	本機のネットワークオーディオ再生機能では、次の技術を利用してサーバーに接続します。
•	Windows	Media	Player	Network	Sharing	Service
•	Windows	Media	DRM10

•	本機で再生できるファイルの種類や仕様は、次のとおりです。

G 再生できるファイルの種類 H
再生できるファイルの種類 メディアサーバーz1

WMA	(Windows	Media	Audio) P

MP3	(MPEG-1	Audio	Layer-3) P

WAV P

MPEG-4 AAC Pz2

FLAC (Free	Lossless	Audio	Codec) P

JPEG P

ALAC	(Apple	Lossless	Audio	Codec) P

ネットワーク経由での音楽ファイルの再生には、そのフォーマットの配信に対応したサーバーまたはサー
バーソフトウェアが必要です。
z1	 メディアサーバーについて

•	MP3	ID3 タグ（バージョン 2.）に対応しています。
•	本機では、MP3	ID3 タグのバージョン 2.3 または 2.4 を使用して、アートワークを表示させること
ができます。

•	WMA	METAタグに対応しています。
•	アルバムアートの画素サイズ（ピクセル）が 500 × 500（WMA/MP3/WAV/FLAC）または 349 ×
349（MPEG-4	AAC）を超えている場合は、正しく再生できないことがあります。

•	WAVフォーマットの量子化ビット数は、16または 24ビットです。
•	FLACフォーマットの量子化ビット数は、16または 24ビットです。

z2	 著作権保護のないファイルのみ再生できます。
インターネット上の有料音楽サイトからダウンロードしたコンテンツには著作権保護がかかっていま
す。また、パソコンでCDなどからリッピングする際にWMAでエンコードすると、パソコンの設定
により著作権保護がかかる場合があります。

ご注意
本機が対応していない形式のファイルは表示されません。

G 再生できるファイルの仕様 H
サンプリング周波数 ビットレート 拡張子

WMA	(Windows	Media	Audio) 32/44.1/48kHz 48～192kbps .wma

MP3	(MPEG-1	Audio	Layer-3) 32/44.1/48kHz 32～320kbps .mp3

WAV 32/44.1/48/88.2/96/	
176.4/192	kHz

– .wav

MPEG-4 AAC 32/44.1/48kHz 16～320kbps
.aac/
.m4a/
.mp4

FLAC 
(Free	Lossless	Audio	Codec)

32/44.1/48/88.2/96/	
176.4/192	kHz

– .flac

ALAC	
(Apple	Lossless	Audio	Codec)z

32/44.1/48/88.2/96kHz – .m4a

	z 	Copyright	[2012]	[D&M	Holdings.	Inc.]
Apache	License	Version	2.0(「本ライセンス」)に基づいてライセンスされます。このファイルを使用
するためには、本ライセンスに従わなければなりません。本ライセンスのコピーは下記のURLから入手
できます。
http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0
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パソコンやNASに保存されているファイルを再生する

メディアの共有設定をおこなう
パソコンやNASに保存されている音楽ファイルをネットワー
ク上で共有するための設定をおこないます。

 nパソコンに保存したメディアを共有する
メディアサーバーを使用する場合には、事前に必ずこの設
定をおこなってください。

WindowsnMedianPlayern12n(Windowsn7)
を使用する場合

ご注意
次の手順は、コントロールパネルの表示方法を“カテゴリ”にし
てからおこなってください。

1 パソコン上の“コントロールパネル”から“ネット
ワークとインターネット”⇨“ホームグループと共有
に関するオプションの選択”を選ぶ。

2“ピクチャ、ミュージック、およびビデオを同じホー
ムネットワーク上にあるすべてのデバイスにスト
リーム配信する”をチェックし、“メディアストリー
ミングオプションの選択”を選ぶ。

3“AV8801”のドロップダウンリストで“許可”を選
ぶ。

4“この PC とリモート接続のメディアプログラム”の
ドロップダウンリストで“許可”を選ぶ。

5“OK”をクリックして終了する。

WindowsnMedianPlayern11を使用する場合

1 パソコンで Windows Media Player 11 を起動
する。

2“ライブラリ”から“メディアの共有”を選ぶ。

3“メディアを共有する”をチェックして“AV8801”
を選び、“許可”をクリックする。

4 手順 3 と同様に、メディアコントローラーとして
使用したい機器 ( 他のパソコンやモバイル端末 ) の
アイコンを選び、“許可”をクリックする。

5“OK”をクリックして終了する。

NASに保存したメディアを共有する
本機およびメディアコントローラーとして使用したい機器（他
のパソコンやモバイル端末）が NAS にアクセスできるよう、
NAS の設定を変更してください。詳しくは、お使いの NAS
に付属の取扱説明書をご覧ください。
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パソコンやNASに保存されているファイルを再生する

パソコンや NAS に保存されているファ
イルを再生する
音楽ファイル、画像ファイルおよびプレイリストを再生できま
す。

1 再生の準備をする。
q	ネットワーク環境を確認してから、本機の電源を入れ
る	(v36ページ 「ホームネットワーク（LAN）に
接続する」)。

w	設定が必要な場合は、“接続の設定”(v139ページ)
をおこなう。

e	パソコンの準備をする	(vパソコンの取扱説明書)。

2 NETWORK を押す。

3 uio p を 押 し て“Media 
Server”を選び、ENTERを押す。

Favorites Internet Radio

Media Server

Network

4 ui を押して再生したいファイルのあるサーバー
を選び、 ENTER または p を押す。

5 ui を押して検 索 項 目またはフォルダを選び、
ENTER または p を押す。

6 ファイルが表示されるまで、手順 4 をくり返す。

7 ui を押してファイルを選び、ENTER または p を
押す。
バッファリングが“100％”表示になると、再生がはじま
ります。

 n音質を調節する （M-DAX）
メニューの“M-DAX”	(v118 ページ ) で設定してくださ
い。
“M-DAX”機能を使用すると、圧縮前の音に近い状態に復元
し、同時に低音域の量感の補正もおこなうため、より豊か
な再生ができます。お買い上げ時の設定は、“オフ”です。

 nディスプレイ表示を切り替える
本体の STATUS を押す。
ボタンを押すたびにタイトル名、アーティスト名およびアル
バム名を切り替えて表示します。

 n1 つ前の画面に戻る
oまたは BACK を押す。

 n画面の表示時間を変更する
メニューの“再生画面”(v127 ページ ) で設定してくだ
さい。お買い上げ時の設定は“常時オン”です。
“オートオフ”に設定すると、操作して 30 秒後にオンスク
リーン表示をオフにします。
uio	pを押すと、元の画面に戻ります。

•	WMA（Windows	Media	Audio）、MP3、MPEG-4AAC の
ファイルで、アルバムアートのデータを持っている場合は、
音楽ファイルを再生中にアルバムアートを表示させることが
できます。

•	WMA ファイルのアルバムアートは、Windows	Media	
Player（バージョン 11以上）を使用することで表示できます。

•	Windows	Media	Player（バージョン 11 以上）などのトラ
ンスコードに対応したサーバーをご使用になる場合は、WMA	
Lossless ファイルを再生できます。

ご注意
•	静止画像（JPEG）ファイルのサイズによっては、画像が表示
されるまでに時間がかかる場合があります。

•	曲の表示順は、サーバーの仕様によって異なります。サーバー
の仕様によって、曲の表示順がアルファベット順にならない
場合は、頭文字での検索が正しく動作しないことがあります。
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オプションメニューでできる操作
OPTION ボタンを押すと、現在操作できる機能のメニューをテ
レビ画面に表示します。この中から操作したい機能を選んで操
作してください。簡単に目的の機能を探して操作することがで
きます。

 n キーワードでコンテンツを検索するn
（テキスト検索）n(v73ページ )

 n リピート再生をする（リピート）n
(v74ページ )

 n ランダム再生をする（ランダム）n
(v74ページ )

 n オプションメニューからお気に入りに登録する
（お気に入りに登録）n(v75ページ )

 n 音楽とお好みの写真を同時に再生するn
（スライドショー）n(v76ページ )

 n 静止画像を順番に再生するnn
（スライドショーの再生間隔）n(v76ページ )

 n 視聴環境に合わせて画質を調整するn
（ピクチャーモード）n(v77ページ )

 n AllnZonenStereo 機能n(v78ページ )

 nメディアサーバー内のファイルを再生時に使
用できるボタン

操作ボタン 機能
TV X テレビの電源オン /スタンバイ

TV INPUT テレビの入力切り替え
CH/PAGE df ページ検索

INFO
入力ソース名 /音量 /	
サウンドモード名などの	

情報表示

OPTION

テキスト検索 /	
リピート再生 /	
ランダム再生 /	

お気に入りに登録 /	
スライドショー/	

スライドショーの再生間隔 /	
ピクチャーモード /	
All	Zone	Stereo

uio p
カーソル操作 /  

オートサーチ（頭出し、ui）
ENTER

（短押し） 確定

ENTER
（長押し） 停止

BACK リターン
SETUP セットアップメニュー

3 一時停止
1 再生 /一時停止

2 停止
8 9 オートサーチ（頭出し）
FAVORITE 

STATION 1～4 
（短押し）

呼び出し

FAVORITE 
STATION 1～4 
（長押し）

お気に入りリストへの追加
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オンラインサービスを利用する
本機は、次のオンラインサービスの再生に対応しています。

 nFlickr について (v71ページ )
2004 年に開始されたオンラインの写真共有サービスです。
本機では、Flickr ユーザーが公開した写真を閲覧することが
できます。アカウントは必要ありません。
自分で撮影した写真を Flickr のサーバーにアップロードす
るためにはアカウントが必要です。
詳しくは、Flickr のホームページをご覧ください。
http://www.flickr.com/

Flickr サイト上の写真を閲覧する
任意のユーザーが共有している写真や Flickr 上のすべての写
真を閲覧することができます。

 n任意のユーザーが共有している写真を閲覧する

1 再生の準備をする。
q	ネットワーク環境を確認してから、本機の電源を入れ
る	(v36ページ 「ホームネットワーク（LAN）に
接続する」)。

w	設定が必要な場合は、“接続の設定”(v139ページ)
をおこなう。

2 NETWORK を押す。

3 uio p を押して“Flickr”を
選び、ENTER を押す。

Favorites Internet Radio

Media Server

Network

4 ui を 押 し て“Add Flickr Contact”を 選 び、
ENTER または p を押す。

OPTION

Flickr [1/2]

Add Flickr Contact
All Content

オプション

5“Contact”に追加したい s
ス ク リ ー ン・

creen n
ネ ー ム

ame ( 閲覧し
たいユーザー名 ) を入力する。

•	文字の入力方法については、114ページをご覧ください。

6“Contact”を入力後、 O K  を押す。
s
スクリーン・

creen	n
ネ ー ム

ame が“Contact”に登録され、Flickr のトップ
画面に手順 5で入力した s

スクリーン・

creen	n
ネ ー ム

ame を表示します。

•	存在しない s
スクリーン・

creen	n
ネ ー ム

ame を入力すると、“入力したコンタ
クトが見つかりませんでした”を表示します。s

スクリーン・

creen	n
ネ ー ム

ame
を確認し、正しく入力してください。

7 ui を押してフォルダを選び、ENTER または p を
押す。
Favorites ご指定のユーザーのお気に入り写真を表示

します。

Photostream 公開している写真一覧を表示します。

PhotoSets フォルダ（写真アルバム）リストを表示しま
す。

Contacts ご指定のユーザーがコンタクト登録してい
る s

スクリーン・

creen	n
ネ ー ム

ame を表示します。

Removenn
thisnContact

ご指定のユーザーをコンタクトから削除しま
す。

Addnthisn
Contact

ご指定のユーザーをコンタクトに追加しま
す。

8 ui を押してファイルを選び、ENTER または p を
押す。
選択したファイルを表示します。

 n1 つ前の画面に戻る
oまたは BACK を押す。

オプションメニューでできる操作
OPTION ボタンを押すと、現在操作できる機能のメニューをテ
レビ画面に表示します。この中から操作したい機能を選んで操
作してください。簡単に目的の機能を探して操作することがで
きます。

 n 静止画像を順番に再生するnn
（スライドショーの再生間隔）n(v76ページ )

 n 視聴環境に合わせて画質を調整するn
（ピクチャーモード）n(v77ページ )

 n AllnZonenStereo 機能n(v78ページ )
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 nFlickr 上のすべての写真を閲覧する

1 ui を押して“All Content”を選び、ENTER また
は p を押す。

OPTION

Flickr [1/2]

Add Flickr Contact
All Content

オプション

2 ui を押してフォルダを選び、ENTER または p を
押す。

Interestingness コメントやお気に入り登録の履歴から、
人気のある写真を表示します。

Recent 最近投稿された写真を表示します。

Searchnbyntext キーワードで写真を検索します。

3 ui を押してファイルを選び、ENTER または p を
押す。
選択したファイルを表示します。

ご注意
写真のファイルフォーマットによっては、閲覧できないものが
あります。

 nFlickr 再生時に使用できるボタン
操作ボタン 機能

TV X テレビの電源オン /スタンバイ
TV INPUT テレビの入力切り替え

CH/PAGE df ページ検索

INFO
入力ソース名 /音量 /	
サウンドモード名などの	

情報表示
OPTION スライドショー

uio p
カーソル操作 /  

オートサーチ（頭出し、ui）
ENTER

（短押し） 確定

ENTER
（長押し） 停止

BACK リターン
SETUP セットアップメニュー

2 停止
FAVORITE 

STATION 1～4 
（短押し）

呼び出し

FAVORITE 
STATION 1～4 
（長押し）

お気に入りリストへの追加
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便利な機能
ここではNETWORKソースやUSBソースの便利な機能の操
作方法を説明します。各機能説明のタイトルの下にあるソース
名は、その機能が有効なソースをあらわします。

 n 使用するUSBポートを設定するn(USB端子
の選択 )n(v73ページ )

 n キーワードでコンテンツを検索するn
（テキスト検索）n(v73ページ )

 n リピート再生をする（リピート）n
(v74ページ )

 n ランダム再生をする（ランダム）n
(v74ページ )

 n お気に入り機能n(v75ページ )

 n 音楽とお好みの写真を同時に再生するn
（スライドショー）n(v76ページ )

 n 静止画像を順番に再生するnn
（スライドショーの再生間隔）n(v76ページ )

 n 視聴環境に合わせて画質を調整するn
（ピクチャーモード）n(v77ページ )

 n AllnZonenStereo 機能n(v78ページ )

キーワードでコンテンツを検索する 
（テキスト検索）

USB 	 Internet Radio 	 Media Server

1 リスト画面を表示中に OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 ui を押して“テキスト検索”を選び、ENTER を押
す。
キーボード入力画面を表示します。

OPTION

USB [1/9]

D&M1
D&M2
D&M3
Music1
Music2
Music3
Music4

オプション

ランダム
スライドショーの再生間隔
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

オプション

USB端子の選択
テキスト検索
リピート

3 検索したいインターネットラジオ局またはファイル
の頭文字を入力して、 O K  を押す。

•	文字の入力方法については、114ページをご覧ください。

“テキスト検索”では表示されているリストの中からインター
ネットラジオ局またはファイルを検索します。

ご注意
リストによっては、“テキスト検索”できない場合があります。

 n検索したコンテンツを再生する
ui を押して再生したいコンテンツ
を選び、ENTER または p を押す。
再生をはじめます。

使用する USB ポートを設定する 
(USB 端子の選択 )

iPod 	 USB

1 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 ui を押して“USB 端子の選択”を選び、ENTER
を押す。

OPTION

USB

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

前へ オプション一時停止
次へ戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

オプション

USB端子の選択
リピート
ランダム
スライドショー
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

3 o p で使用する USB ポートを選ぶ。

OPTION

USB

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

前へ オプション一時停止
次へ戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

USB端子の選択

フロント

•	o	pを押すたびに、次の順序でUSB端子の選択モードが
切り替わります。

フロント リア

フロント フロントパネル側のUSBポートを使用します。
リア リアパネル側のUSBポートを使用します。

4 ENTER を押す。
再生画面に戻ります。
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リピート再生をする（リピート）
USB 	 Media Server

1 コンテンツの再生中に OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 ui を押して“リピート”を選び、ENTER を押す。

OPTION

USB

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

前へ オプション一時停止
次へ戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

オプション

USB端子の選択
リピート
ランダム
スライドショー
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

3 o p を押してリピート再生モードを選ぶ。

OPTION

USB

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

前へ オプション一時停止
次へ戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

リピート

オフ

•	o	pを押すたびに、次の順序でリピート再生モードが切り
替わります。

オフ 1曲

すべて

オフ リピート再生モードを解除します。
1曲 再生中の曲をリピート再生します。
すべて 現在再生中のフォルダにあるすべての曲をリピート

再生します。

4 ENTER を押す。
再生画面に戻ります。

ランダム再生をする（ランダム）
USB 	 Media Server

1 コンテンツの再生中に OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 ui を押して“ランダム”を選び、ENTER を押す。

OPTION

USB

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

前へ オプション一時停止
次へ戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

オプション

USB端子の選択
リピート
ランダム
スライドショー
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

3 o p を押してランダム再生モードを選ぶ。

OPTION

USB

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

前へ オプション一時停止
次へ戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

ランダム

オフ

•	o	pを押すたびに、次の順序でランダム再生モードが切り
替わります。

オフ オン

オフ ランダム再生モードを解除します。
オン ランダム再生モードを有効にします。

4 ENTER を押す。
再生画面に戻ります。

ランダム再生は、曲の再生が終わるたびにすべての曲からラン
ダムに再生する曲を選びます。そのため、同じ曲を続けて再生
する場合があります。



75

便利な機能

お気に入り機能
お気に入りコンテンツの登録には、次の2つの方法があります。
q	オプションメニューからお気に入りに登録する
w	FAVORITE STATIONボタンに登録する

 nオプションメニューからお気に入りに登録す
る（お気に入りに登録）

Internet Radio 	 Media Server

お気に入りのコンテンツは“Internet	Radio”や“Media	
Server”のソースから合計 100件まで登録できます。

1 コンテンツの再生中に OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 ui を押して“お気に入りに登録”を選び、ENTER
を押す。
“お気に入りに登録しました”を表示し、再生中のコンテ
ンツをお気に入りに登録します。

OPTION

Internet Radio

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

オプション
戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

お気に入りに登録
スライドショー
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

オプション

•	登録が完了すると再生画面に戻ります。

“お気に入りに登録”に登録したコンテンツを再生す
る

1 NETWORK を押す。

2 uio pを押して“Favorites”
を選び、ENTER を押す。

Internet Radio

Media Server

Favorites

Network

3 ui を押して再 生したいコンテンツを選び、
ENTER または p を押す。
再生をはじめます。

 nFAVORITE STATION ボタンに登録する
最大 4種類のコンテンツを登録できます。

ご注意
•	すでに登録済みの番号に登録すると、前に登録されていた内
容は消去されますのでご注意ください。

•	次の操作をおこなうと、メディアサーバーのデータベースが
更新され、登録された音楽ファイルが再生できなくなる場合
があります。
•	メディアサーバーを停止し、再起動した場合
•	メディアサーバーで音楽ファイルを削除または追加した場
合

コンテンツの再生中に、FAVORITE 
STATION 1～4 のいずれかのボタン
を 3 秒以上長押しする。
押されたボタンにコンテンツを登録しま
す。

FAVORITE STATION ボタンに登録できる内容は、入力ソース
によって異なります。

入力ソース 登録できる内容

FM ラジオ局

Internet Radio コンテンツのトップリスト /	
インターネットラジオ局

Media Server コンテンツのトップリスト /曲

Flickr コンテンツのトップリスト

Favorites コンテンツのトップリスト

FAVORITE STATIONボタンに登録したコンテンツを
再生する
FAVORITE STATION ボタンを押すだけでコンテンツを簡単に
呼び出せます。

コンテンツを登 録した FAVORITE 
STATION 1～4 のいずれかのボタン
を押す。
再生をはじめます。

•	FAVORITE STATION 1～4 ボタンを押すと、自動的に AVP
操作モードになります。

•	FAVORITE STATION 1～4 には、あらかじめインターネット
ラジオ局が登録されています。ただし、放送局側の都合によっ
ては再生できない場合があります。
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 nお気に入りに登録したコンテンツを削除する  
（お気に入りから削除）

1 NETWORK を押す。

2 uio pを押して“Favorites”
を選び、ENTER を押す。

Internet Radio

Media Server

Favorites

Network

3 ui を押してお気に入りから削除したいコンテン
ツを選び、OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

4 ui を押して“ お気に入りから削 除 ”を選び、
ENTER を押す。
“お気に入りから削除しました”を表示し、選択したコン
テンツをお気に入りから削除します。

OPTION

Favorites

オプション

Radio Algerienne Chaine 1
FM West 84.2 

オプション

お気に入りから削除
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

•	登録が完了すると、元の画面に戻ります。

音楽とお好みの写真を同時に再生する 
（スライドショー）

USB 	 Internet Radio 	 Media Server

1 静止画像を再生する。
•	USBメモリーの静止画像を再生する (v54ページ)。
•	Flickr の静止画像を再生する (v71 ページ )。

2 音楽ファイルを再生するか、インターネットラジ
オ局を受信する (v64、 69 ページ )。

3 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

4 ui を押して“スライドショー”を選び、ENTER を
押す。
オプションメニュー画面が消灯し、再生していた写真を
表示します。

OPTION

USB

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

前へ オプション一時停止
次へ戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

オプション

USB端子の選択
リピート
ランダム
スライドショー
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

静止画像を順番に再生する  
（スライドショーの再生間隔）
USB メモリーやメディアサーバーに保存された静止画像
(JPEG) ファイル、および Flickr サイト上の写真のスライド
ショー再生ができます。また、表示時間を設定することもでき
ます。

USB 	 Media Server 	 Flickr

1 リスト画面を表示中に OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 uiを押して“スライドショーの再生間隔”を選び、
ENTER を押す。

OPTION

USB [1/9]

D&M1
D&M2
D&M3
Music1
Music2
Music3
Music4

オプション

ランダム
スライドショーの再生間隔
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

オプション

USB端子の選択
テキスト検索
リピート

3 o p を押して、表示時間を設定する。

•	o	pを押すたびに、次の順序で表示時間が切り替わります。

オフ 5s 10s 15s

20s60s 30s

オフ スライドショーの再生をしません。

5s～60s 	スライドショーで再生するときの画像 1枚あたりの表
示時間を設定します。

4 ENTER を押す。
スライドショーの再生画面になります。

本機では、フォルダに保存されている画像の向きで静止画像
（JPEG）ファイルを再生します。
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便利な機能

3 o p を押してピクチャーモードを選ぶ。

OPTION

Internet Radio

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

オプション
戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

ピクチャーモード

スタンダード

•	o	pを押すたびに、次の順序でピクチャーモードが切り替
わります。

オフ ムービースタンダード

カスタム ビビッドストリーミング

オフ 本機による画質調整をおこないません。
スタンダード リビングルームの視聴環境に適した標準の

モードです。
ムービー シアタールームなどの暗い部屋で映画を見る

のに適したモードです。
ビビッド ゲームなどのグラフィック画面に対して、よ

り明るく、鮮やかにするモードです。
ストリーミング 低ビットレートのビデオソースに適したモー

ドです。
カスタム 画質調整を手動で設定します。

4 ENTER を押す。
再生画面に戻ります。

視聴環境に合わせて画質を調整する 
（ピクチャーモード）

CBL/SAT 	 DVD 	 Blu-ray 	 GAME 	 AUX1 	 AUX2 	 MEDIA PLAYER 	
USB 	 Internet Radio 	 Media Server 	 Flickr 	 CD z

		
TV AUDIO z

z	HDMI、コンポーネントビデオまたはビデオ端子のいずれか
を割り当てている場合に設定できます。

1 コンテンツの再生中に OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 ui を押して“ピクチャーモード”を選び、ENTER
を押す。

OPTION

Internet Radio

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

オプション
戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

お気に入りに登録
スライドショー
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

オプション
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 nAll Zone Stereo 機能を解除する (All 
Zone Stereo オフ )

1 All Zone Stereo で再生中に OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

2 ui を押して“All Zone Stereo オフ ”を選び、
ENTER を押す。

OPTION

Internet Radio

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

オプション
戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

お気に入りに登録
スライドショー
ピクチャーモード
All Zone Stereo オフ

オプション

All	Zone	Stereo 機能は次の操作をしたときも解除されます。
•	メインゾーンの電源をオフにする
•	メインゾーンの入力ソースを変更する
•	サウンドモードを変更する

ご注意
“HDMI オーディオ出力”の設定 (v123 ページ ) が“TV”の
場合は、All	Zone	Stereo 機能は使用できません。

便利な機能

All Zone Stereo 機能
メインゾーンで再生している音楽をマルチゾーン ( ゾーン 2/
ゾーン 3) でも同時に再生することができます。
ホームパーティのときに各部屋で同時に同じ音楽を楽しみたい
場合や、家全体でBGMを流したい場合に便利です。

 nAll Zone Stereo 機能を使用する (All 
Zone Stereo オン )
All	Zone	Stereo 機能はすべてのソースで設定できます。

設定をおこなう前に、あらかじめAll	Zone	Stereo 機能を使
用したいマルチゾーン (ゾーン 2/ ゾーン 3) の電源をオンに
する必要があります。

1 ZONE SELECT を押して、“MAIN”に切り替える。

2 OPTION を押す。
オプションメニュー画面を表示します。

3 ui を 押 し て“All Zone 
Stereo オン”を選び、ENTER を
押す。
マルチゾーン (ゾーン 2/ ゾーン 3)
の入力ソースがメインゾーンと同じ
入力ソースに切り替わり、All	Zone	
Stereo モードでの再生がはじまり
ます。

OPTION

Internet Radio

Now Playing

00:06 100%

MP3 128kbps

オプション
戻る

タイトル
アーティスト
アルバム

お気に入りに登録
スライドショー
ピクチャーモード
All Zone Stereo オン

オプション
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AirPlay 機能
iTunes のミュージックライブラリを本機で再生することがで
きます。
また、iPhone、iPod	touch、iPad	の Apple	Remote	アプリ z

を使って、どの部屋からでも iTunes	のミュージックライブラ
リをコントロールすることができます。

	zApp	Store	から無料でダウンロードできます。

 niPhone、iPod touch、iPad の音楽ファイ
ルを本機で再生する
iPhone、iPod	touch、iPad を iOS	4.2.1 以上にアップデー
トすると、iPhone、iPod	touch、iPad の曲を本機へダイレ
クトにストリーミングすることができます。

1 iPhone、iPod touch または iPad の Wi-Fi 設定
をする。

•	詳しくは、お使いの機器の取扱説明書をご覧ください。

2 iPhone、iPod touch、iPad のミュージックまたは
iPod アプリを起動する。
iPhone、iPod	touch または iPad の画面に	 	を表示し
ます。

3 AirPlay アイコン  をタップする。

4 再生したいスピーカー（機器）をクリックする。

marantz AV8801

ご注意
AirPlay 機能を使用して再生する場合は、iPhone、iPod	
touch、iPad または iTunes で設定している音量レベルで出力
します。
再生する前に、iPhone、iPod	touch、iPad または iTunes の音
量を最小にしてから適切な音量に調節してください。

 niTunes の音楽を本機で再生する

1 本機と同じネットワークに接続しているパソコン
に、iTunes10 以降をインストールする。

2 本機の電源を入れる。
あらかじめ、本機の“ネットワーク”(v138 ページ )
設定を“常時オン”にしてください。

ご注意
“ネットワーク”を“常時オン”に設定している場合は、スタン
バイ時の待機電力を多く消費します。

3 iTunes を起動し、画面右下の AirPlay アイコン
 をクリックして、本機を選ぶ。

4 iTunes で曲を選んで再生する。 
本機で再生をはじめます。

複数のスピーカー（機器）を選択する
ご家庭にある本機以外のAirPlay 対応のスピーカー（機器）で
iTunes の曲を再生することができます。

1 AirPlay アイコン  をクリックして、“複数のス
ピーカー”を選ぶ。

2 再生したいスピーカー（機器）をクリックする。

マスター音量

複数のスピーカー

マイコンピューター
このコンピューター

marantz AV8801
AirPlay デバイス
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 n本機のリモコンで iTunes の再生操作をお
こなう
本機のリモコンで、iTunes の曲の再生や一時停止、頭出し
操作ができます。

1 メニューの“編集”⇨“設定”を選ぶ。

2 iTunes の設定のウィンドウで“デバイス”を選ぶ。

3“リモートスピーカーから iTunes のコントロール
を許可する”にチェックを入れ、“OK”をクリックす
る。

OK キャンセル?

デバイス

一般 再生 共通 Store ペアレンタル 詳細

削除してバックアップ作成（B）...

デバイスのバックアップ:

同期の履歴をセット（H）

すべてのRemoteを解除（G）

iPod, iPhone, および iPadを自動的に同期しない（P）

次の条件を満たすときに警告（W）：このコンピュータ内の データが変更されたとき５％以上

リモートスピーカーからiTunesのコントロールを許可する（L）

iTunesにペアリングされているRemoteはありません。

デバイス

•	AirPlay の操作中は、メニュー画面に	
	を表示します。

•	AirPlay の再生を開始すると、本機の
入力ソースは自動的に“NETWORK”に
切り替わります。

•	本機のoを押すか他の入力ソースに切り替えると、AirPlay の
再生が停止します。

•	本体の STATUS を押すと、曲名とアーティスト名を確認する
ことができます。

•	iTunes	の使用方法は、iTunes	の“ヘルプ”をご覧ください。
•	画面は、OS	やソフトのバージョンによって異なる場合があり
ます。

AirPlay 機能
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リスニングモードを選ぶ （サウンドモード）
本機ではさまざまなサラウンド再生やステレオ再生をお楽しみ
いただけます。

ブルーレイディスクやDVDはもちろん、デジタル放送やネッ
ト配信の映画や音楽の多くのコンテンツには、マルチチャンネ
ルの音声フォーマットが採用されています。
本機では、それらのほとんどがマルチチャンネル音声フォー
マットの再生に対応しています。また、２チャンネルステレオ
音声などのマルチチャンネル音声以外の音声フォーマットもサ
ラウンド再生がおこなえます。

本機では入力された音声フォーマットと現在のスピーカーの設
置環境から、再生できるすべてのサウンドモードを自動的にリ
ストアップして画面に表示します。そのため、サウンドモード
を選ぶための専門的な知識がなくても正しいサラウンドモード
を選ぶことができます。さまざまなサラウンド再生をお試しい
ただいた中から、最もお好みのサラウンド再生をお楽しみくだ
さい。

G 例 H	MOVIE を長押ししたとき

MOVIE SOUND

STEREO
DOLBY PLIIx MOVIE
DTS NEO:X CINEMA
MULTI CH STEREO

VIRTUAL

表示するサウンドモードには、2チャンネル再生のステレオモー
ドも含んでいます。

ディスクに収録されている音声フォーマットはディスクのジャ
ケットをご覧ください。

リスニングモードを選ぶ

1 機器を再生する（v48～69 ページ )。

2 MOVIE、MUSIC ま た は GAME
を長押しして、リスニングモード
を選ぶ。
それぞれのモードに合わせて選択で
きるサウンドモードを自動的にリス
トアップして表示します。

•	MOVIE、	MUSIC または GAME を長押
しするたびに、リスニングモードが切
り替わります。

リスニングモードを映画やテレ
ビ番組の再生に適したモードに
切り替えます。

リスニングモードを音楽の再生に適したモードに切り
替えます。

リスニングモードをゲームの再生に適したモードに切
り替えます。

•	MOVIE、MUSIC	または	GAME	を押すと、それぞれのモー
ドの選択できるリスニングモードを表示します。MOVIE、
MUSIC または GAME を押すたびに、リスニングモードが切
り替わります。

•	この一覧を表示中にuiでリスニングモードを選択するこ
ともできます。

•	MOVIE、MUSIC または GAME のボタンは、それぞれのボ
タンで最後に選んだサウンドモードを記憶します。MOVIE、
MUSIC または GAME を押すと、前回再生したときと同じサ
ウンドモードを呼び出します。

•	前回選んだサウンドモードに対応していないコンテンツを再
生した場合は、そのコンテンツにとって最もスタンダードな
サウンドモードを自動的に選びます。

ダイレクト /DSD ダイレクト再生
ソースに収録されている音声のまま再生するモードです。

1 機器を再生する (v48～69 ページ )。

2 PURE を押して“DIRECT”また
は“DSD DIRECT”を選ぶ。
ダイレクト再生をはじめます。

“DSD	DIRECT”はダイレクトモードでDSD信号を再生して
いるときに表示します。
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ピュアダイレクト再生
ダイレクト再生モードよりもさらに高音質の再生をおこなう
モードです。
本体のディスプレイをオフにして、アナログビデオ回路を停止
します。これにより、音質に影響を与えるノイズ源を抑えます。

1 機器を再生する (v48～69 ページ )。

2 PURE を押して、“PURE 
DIRECT”を選ぶ。
ディスプレイが消灯し、ピュアダイ
レクト再生をはじめます。

ダイレクト /DSDダイレクト再生モードおよびピュアダイレク
ト再生モードのとき、次の設定はできません。
•	トーンコントロール (v118 ページ )
•	M-DAX(v118 ページ )
•	MultEQ®	XT	32(v119 ページ )
•	Dynamic	EQ(v120 ページ )
•	Dynamic	Volume(v120 ページ )

ご注意
•	HDMI	信号を再生しているときは、ピュアダイレクト再生
モードでも映像を出力します。

•	ピュアダイレクト再生モード中は、メニュー画面を表示しま
せん。

•	ピュアダイレクト再生モード中は、ディスプレイが消灯し、
通電されていない状態と同様になります。

オートサラウンド再生
このモードでは、入力されるデジタル信号の種類を検出し、自
動的にそれぞれに対応した再生モードに切り替えます。

1 機器を再生する (v48～69 ページ )。

2 PURE を押して、“AUTO”を選
ぶ。
オートサラウンド再生をはじめま
す。

本体の PURE を押してもオートサラウンドモードを選べます。

リスニングモードを選ぶ
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リスニングモードを選ぶ

 nリスニングモード
•	MOVIE、MUSIC、GAME または PURE ボタンで、下記のリスニングモードが選べます。
•	メニューの“サラウンドパラメーター”(v116 ページ )で音場効果を調節すると、よりお好みのサウンドでお楽しみいただけます。

操作 
ボタン 入力信号 リスニングモード

2 チャンネル z1

STEREO
AUTO	z2
DOLBY	PLgx	Movie	z3
DOLBY	PLgx	Movie	A-DSXz5
DOLBY	PLg	Moviez3/
DOLBY	PLg	Movie	A-DSXz5
DOLBY	PLgz	Height	z3
DTS	NEO:X	Cinemaz6
MULTI	CH	STEREO
VIRTUAL

マルチ	
チャンネル z4

STEREO
AUTO	z2

Dolby	Digital

DOLBY	DIGITAL/
DOLBY	DIGITAL	A-DSXz5
DOLBY	DIGITAL	EX
DOLBY	DIGITAL	+	PLgx	Movie
DOLBY	DIGITAL	+	PLgz
DOLBY	DIGITAL	+	NEO:X	Cinema

Dolby	
TrueHD

DOLBY	TrueHD/
DOLBY	TrueHD	A-DSXz5
DOLBY	TrueHD	+	EX
DOLBY	TrueHD	+	PLgx	Movie
DOLBY	TrueHD	+	PLgz
DOLBY	TrueHD	+	NEO:X	Cinema

Dolby	Digital	
Plus

DOLBY	DIGITAL	Plus/
DOLBY	DIGITAL	Plus	A-DSXz5
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	EX
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	PLgx	Movie
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	PLgz
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	NEO:X	Cinema

DTS

DTS	SURROUND/
DTS	SURROUND	A-DSXz5
DTS	ES	DSCRT	6.1
DTS	ES	MTRX	6.1
DTS	96/24
DTS	+	PLgx	Movie
DTS	+	PLgz
DTS	+	NEO:X	Cinema

操作 
ボタン 入力信号 リスニングモード

DTS-HD	/		
DTS	Express

DTS-HD	HI	RES/
DTS-HD	HI	RES	A-DSXz5
DTS-HD	MSTR/
DTS-HD	MSTR	A-DSXz5
DTS	Express/
DTS	Express	A-DSXz5
DTS-HD	+	PLgx	Movie
DTS-HD	+	PLgz
DTS-HD	+	NEO:X	Cinema

PCM/DSD	
マルチ	
チャンネル

MULTI	CH	IN/
MULTI	CH	IN	A-DSXz5
MULTI	CH	IN	7.1
MULTI	IN	+	Dolby	EX
MULTI	IN	+	PLgx	Movie
MULTI	IN	+	PLgz
MULTI	IN	+	NEO:X	Cinemaz6

MPEG-2	
AAC

MPEG-2	AAC
MPEG-2	AAC	A-DSXz5
MPEG-2	AAC	+	Dolby	EX
MPEG-2	AAC	+	PLgx	Movie
MPEG-2	AAC	+	PLgz
MPEG-2	AAC	+	NEO:X	Cinema

マルチ	
チャンネル z4

MULTI	CH	STEREO
VIRTUAL

z1	 2 チャンネルには、アナログ入力も含みます。
z2	 AUTOモードを選択した場合、入力信号に対応したサウンドモー

ドで再生します。
z3	 2 チャンネルソースを 5.1、7.1、9.1 または 11.1 チャンネルで再

生するモードです。ヘッドホン使用時や、フロントスピーカーの
みのスピーカー構成のときには選択できません。

z4	 入力信号の音声フォーマットやチャンネル数によっては、選択で
きないリスニングモードがあります。詳しくは、「入力信号の種類
と対応するサウンドモード」(v168 ページ )をご覧ください。

z5	 このモードはAudyssey	DSX®処理により、5.1 チャンネルのサ
ラウンドに新しいチャンネルを追加して再生します。

	 “Audyssey	DSX®”(v121 ページ ) で“ハイト”を選んだ場合
はフロントハイトチャンネルを追加し、“ワイド”を選んだ場合はフ
ロントワイドチャンネルを追加して再生します。“ワイド/ハイト”
を選んだ場合はフロントハイトチャンネルとフロントワイドチャ
ンネルを追加して再生します。

z6	 DSD信号入力時には選択できません。
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リスニングモードを選ぶ

操作 
ボタン 入力信号 リスニングモード

DTS-HD	/		
DTS	
Express

DTS-HD	HI	RES/
DTS-HD	HI	RES	A-DSXz5
DTS-HD	MSTR	/
DTS-HD	MSTR	A-DSXz5
DTS	Express	/
DTS	Express	A-DSXz5

DTS-HD	+	PLgx	Music
DTS-HD	+	PLgz
DTS-HD	+	NEO:X	Music

PCM/DSD	
マルチ	
チャンネル

MULTI	CH	IN/
MULTI	CH	IN	A-DSXz5
MULTI	CH	IN	7.1
MULTI	IN	+	Dolby	EX
MULTI	IN	+	PLgx	Music
MULTI	IN	+	PLgz
MULTI	IN	+	NEO:X	Musicz6

MPEG-2	
AAC

MPEG-2	AAC
MPEG-2	AAC	A-DSXz5
MPEG-2	AAC	+	Dolby	EX	
MPEG-2	AAC	+	PLgx	Music
MPEG-2	AAC	+	PLgz
MPEG-2	AAC	+	NEO:X	Music

マルチ	
チャンネル z4

MULTI	CH	STEREO
VIRTUAL

操作 
ボタン 入力信号 リスニングモード

2 チャンネル
z1

STEREO
AUTO	z2
DOLBY	PLgx	Movie	z3
DOLBY	PLgx	Movie	A-DSXz5
DOLBY	PLg	Movie	z3/
DOLBY	PLg	Movie	A-DSXz5
DOLBY	PLgz	Height	z3
DTS	NEO:X	Music	z3	z6/
DTS	NEO:X	Music	A-DSXz5
MULTI	CH	STEREO
VIRTUAL

マルチ	
チャンネル z4

STEREO
AUTO	z2

Dolby	
Digital

DOLBY	DIGITAL/
DOLBY	DIGITAL	A-DSXz5
DOLBY	DIGITAL	EX
DOLBY	DIGITAL	+	PLgx	Music
DOLBY	DIGITAL	+	PLgz
DOLBY	DIGITAL	+	NEO:X	Music

Dolby	
TrueHD

DOLBY	TrueHD/
DOLBY	TrueHD	A-DSXz5
DOLBY	TrueHD	+	EX
DOLBY	TrueHD	+	PLgx	Music
DOLBY	TrueHD	+	PLgz
DOLBY	TrueHD	+	NEO:X	Music

Dolby	
Digital	Plus

DOLBY	DIGITAL	Plus/
DOLBY	DIGITAL	Plus	A-DSXz5
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	EX
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	PLgx	Music
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	PLgz
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	NEO:X	Music

DTS

DTS	SURROUND/
DTS	SURROUND	A-DSXz5
DTS	ES	DSCRT	6.1
DTS	ES	MTRX	6.1
DTS	96/24
DTS	+	PLgx	Music
DTS	+	PLgz
DTS	+	NEO:X	Music

z1	 2 チャンネルには、アナログ入力も含みます。
z2	 AUTOモードを選択した場合、入力信号に対応したサウンドモー

ドで再生します。
z3	 2 チャンネルソースを 5.1、7.1、9.1 または 11.1 チャンネルで再

生するモードです。ヘッドホン使用時や、フロントスピーカーの
みのスピーカー構成のときには選択できません。

z4	 入力信号の音声フォーマットやチャンネル数によっては、選択で
きないリスニングモードがあります。詳しくは、「入力信号の種類
と対応するサウンドモード」(v168 ページ )をご覧ください。

z5	 このモードはAudyssey	DSX®処理により、5.1 チャンネルのサ
ラウンドに新しいチャンネルを追加して再生します。

	 “Audyssey	DSX®”(v121 ページ ) で“ハイト”を選んだ場合
はフロントハイトチャンネルを追加し、“ワイド”を選んだ場合はフ
ロントワイドチャンネルを追加して再生します。“ワイド/ハイト”
を選んだ場合はフロントハイトチャンネルとフロントワイドチャ
ンネルを追加して再生します。

z6	 DSD信号入力時には選択できません。



85

リスニングモードを選ぶ

操作 
ボタン 入力信号 リスニングモード

2 チャンネル
z1

STEREO
AUTO	z2

DOLBY	PLgx	Gamez3
DOLBY	PLgx	Game	A-DSXz5

DOLBY	PLg	Gamez3/
DOLBY	PLg	Game	A-DSXz5

DOLBY	PLgz	Heightz3

DTS	NEO:X	Gamez3	z6

MULTI	CH	STEREO
VIRTUAL

マルチ	
チャンネル z4

STEREO
AUTO	z2

Dolby	
Digital

DOLBY	DIGITAL/
DOLBY	DIGITAL	A-DSXz5

DOLBY	DIGITAL	EX
DOLBY	DIGITAL	+	PLgz
DOLBY	DIGITAL	+	NEO:X

Dolby	
TrueHD

DOLBY	TrueHD/
DOLBY	TrueHD	A-DSXz5

DOLBY	TrueHD	+	EX
DOLBY	TrueHD	+	PLgz
DOLBY	TrueHD	+	NEO:X	Game

Dolby	
Digital	Plus

DOLBY	DIGITAL	Plus/
DOLBY	DIGITAL	Plus	A-DSXz5

DOLBY	DIGITAL	Plus	+	EX
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	PLgz
DOLBY	DIGITAL	Plus	+	NEO:X	Game

DTS

DTS	SURROUND/
DTS	SURROUND	A-DSXz5

DTS	ES	DSCRT	6.1
DTS	ES	MTRX	6.1
DTS	96/24
DTS	+	PLgz
DTS	+	NEO:X	Game

操作 
ボタン 入力信号 リスニングモード

DTS-HD	/		
DTS	
Express

DTS-HD	HI	RES/
DTS-HD	HI	RES	A-DSXz5

DTS-HD	MSTR/
DTS-HD	MSTR	A-DSXz5

DTS	Express/
DTS	Express	A-DSXz5

DTS-HD	+	PLgz
DTS-HD	+	NEO:X	Game

PCM/DSD	
マルチ	
チャンネル

MULTI	CH	IN/
MULTI	CH	IN	A-DSXz5

MULTI	CH	IN	7.1
MULTI	IN	+	Dolby	EX
MULTI	IN	+	PLgz
MULTI	IN	+	NEO:X	Gamez6

MPEG-2	
AAC

MPEG-2	AAC
MPEG-2	AAC	A-DSXz5
MPEG-2	AAC	+	Dolby	EX	
MPEG-2	AAC	+	PLgx	Game
MPEG-2	AAC	+	PLgz
MPEG-2	AAC	+	NEO:X	Game

マルチ	
チャンネル z4

MULTI	CH	STEREO
VIRTUAL

すべて PURE	DIRECT
DSD以外 DIRECT
DSD DSD	DIRECT

z1	 2 チャンネルには、アナログ入力も含みます。
z2	 AUTOモードを選択した場合、入力信号に対応したサウンドモー

ドで再生します。
z3	 2 チャンネルソースを 5.1、7.1、9.1 または 11.1 チャンネルで再

生するモードです。ヘッドホン使用時や、フロントスピーカーの
みのスピーカー構成のときには選択できません。

z4	 入力信号の音声フォーマットやチャンネル数によっては、選択で
きないリスニングモードがあります。詳しくは、「入力信号の種類
と対応するサウンドモード」(v168 ページ )をご覧ください。

z5	 このモードはAudyssey	DSX®処理により、5.1 チャンネルのサ
ラウンドに新しいチャンネルを追加して再生します。

	 “Audyssey	DSX®”(v121 ページ ) で“ハイト”を選んだ場合
はフロントハイトチャンネルを追加し、“ワイド”を選んだ場合はフ
ロントワイドチャンネルを追加して再生します。“ワイド/ハイト”
を選んだ場合はフロントハイトチャンネルとフロントワイドチャ
ンネルを追加して再生します。

z6	 DSD信号入力時には選択できません。

テレビ画面およびディスプレイの表示について

DOLBY D +  PL z

     Blu-ray

q

e

w

q	使用するデコーダーをあらわします。
•	DOLBY	DIGITAL	Plus デコーダーは、“DOLBY	D	+”と表
示します。

w サラウンドバックスピーカーから出力する音声を生成する
デコーダーをあらわします。

•	“+	PLgz”はフロントハイトスピーカーからのフロントハイ
ト音声をあらわします。

e	再生中の入力ソース名を表示します。

AACソースの再生について
•	AAC放送再生中に再生チャンネル数などの放送内容が切り
替わった場合、音声が途中で途切れる場合があります。

•	テレビやデジタルチューナーなどによっては、AAC出力が“オ
フ”になっていたり、AAC信号を PCM信号に変換する設定に
なっていたりする場合があります。テレビやデジタルチュー
ナーなどの設定画面で、デジタル音声やAAC出力の設定をご
確認ください。詳しくは、各機器の取扱説明書をご覧ください。
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リスニングモードを選ぶ

 nリスニングモードの種類について
ドルビーリスニングモード

リスニングモードの種類 説明
DOLBY	PLgxz1 Dolby	PLgx デコーダーを使用して、2	チャンネルソースをサラウンドバック

チャンネルを加えた 6.1/7.1	チャンネルのサラウンドサウンドで再生するモー
ドです。
サラウンドバックチャンネルによって、Dolby	Pro	Logic	gに比べ、より包囲
感が向上します。
映画再生に適した“Movie”モード、音楽再生に適した“Music”モードおよび
ゲームに最適な“Game”モードがあります。

DOLBY	PLg Dolby	PLgデコーダーを使用して、2チャンネルソースを自然で臨場感のある
5.1 チャンネルのサラウンドサウンドで再生するモードです。

DOLBY	PLgzz2 Dolby	PLgzデコーダーを使用して、2	チャンネルソースをフロントハイトチャ
ンネルを加えた 7.1	チャンネルのサラウンドサウンドで再生するモードです。
フロントハイトチャンネルの追加によって、垂直方向の表現が豊かになり、立
体感が向上します。

DOLBY	DIGITAL Dolby	Digital で収録されたディスクの再生に適したモードです。
DOLBY	DIGITAL	EXz1 Dolby	Digital	EX	デコーダーを使用して、Dolby	Digital	ソースをサラウンド

バックチャンネルを加えた 6.1/7.1	チャンネルのサラウンドサウンドで再生す
るモードです。
サラウンドバックチャンネルが加わることにより、空間表現力や定位感が向上
します。

DOLBY	TrueHD Dolby	TrueHDで収録されたディスクの再生に適したモードです。
DOLBY	DIGITAL	Plus Dolby	Digital	Plus で収録されたディスクの再生に適したモードです。

z1	 メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”設定が“無し”以外のときに選べます。
z2	 メニューの“スピーカー構成”⇨“フロントハイト”設定が“無し”以外のときに選べます。

DTSリスニングモード

リスニングモードの種類 説明
DTS	NEO:Xz1 DTS	NEO:X デコーダーを使用して、2チャンネルソースや 5.1/6.1/7.1 チャ

ンネルのサラウンドソースを最大 11.1 チャンネルのサウンドで再生するマト
リクスデコード技術です。
音楽再生に適した“Music”モード、映画再生に適した“Cinema”モードおよび
ゲームに最適な“Game”モードがあります。　

DTS	SURROUND DTSで収録されたディスクの再生に適したモードです。
DTS	ES	DSCRT	6.1z2 DTS-ES で収録されたディスクの再生に適したモードです。

ディスクリート方式で追加されたサラウンドバックチャンネルを独立したチャ
ンネルとして再生します。
すべてのチャンネルが独立しているため、360 度の空間表現力や定位感が拡大
します。

DTS	ES	MTRX6.1z3 DTS-ES	で収録されたディスクの再生に適したモードです。
ソフトを収録時、マトリクスエンコードにより、サラウンド左 /サラウンド右
チャンネルに追加されたサラウンドバックチャンネルを、本機のマトリクスデ
コーダーによってサラウンド左 /サラウンド右 /サラウンドバックの各チャン
ネルにデコードして再生します。

DTS	96/24 DTS	96/24 で収録されたディスクの再生に適したモードです。
DTS-HD DTS-HDで収録されたディスクの再生に適したモードです。
DTS	Express DTS	Express で収録されたディスクの再生に適したモードです。

z1	 このモード、はDSD信号入力時には選べません。
z2	 このモードは、サラウンドバックスピーカーを 1本のみ使用し、フロントハイトスピーカーおよびフロ

ントワイドスピーカーを使用していない場合に選択できます。
z3	 メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”の設定が“無し”以外のときに選べます。

PCM/DSDマルチチャンネルリスニングモード

リスニングモードの種類 説明
MULTI	CH	IN このモードは、マルチチャンネルのPCMソースを入力しているときに選べます。

AACリスニングモード

リスニングモードの種類 説明
MPEG2	AAC このモードは、地上デジタル放送や BSデジタル放送などでMPEG-2	AAC

が配信されているときに選べます。
MPEG-2	AACにより高音質音楽番組やマルチチャンネル音声の映画など、臨
場感あふれるサラウンド再生が楽しめます。
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AudysseynDSX®リスニングモード

リスニングモードの種類 説明
Audyssey	DSX®	
(A-DSX)z

このモードは、5.1 チャンネルシステムに新しいチャンネル (フロントワイドま
たはフロントハイト )を作り出して再生します。フロントワイド、フロントハ
イトチャンネルの追加により、より立体感や臨場感のあるサラウンド効果を体
感できます。

	z 	このモードは“Audyssey	DSX®”（v121 ページ）で“ワイド /ハイト”、“ハイト”または“ワイド”に設
定しているときに表示します。

オリジナルリスニングモード

リスニングモードの種類 説明
MULTI	CH	STEREO ステレオサウンドをすべてのスピーカーで楽しむモードです。

フロントスピーカー（左 /右）と同じ音声を、サラウンドスピーカー（左 /右）お
よびサラウンドバックスピーカー（左 /右）から同じレベルでそれぞれ再生しま
す。

VIRTUAL フロントスピーカーやヘッドホンでサラウンド効果を楽しむモードです。

AUTOリスニングモード

リスニングモードの種類 説明
AUTO こ の モ ー ド で は、Dolby	Digital、Dolby	TrueHD、Dolby	Digital	Plus、

DolbyDigital	EX、DTS、DTS-HD、DTS-ES、PCM( マルチチャンネル )など、
入力されるデジタル信号の種類を検出し、自動的にそれぞれに対応した再生
モードに切り替えます。
入力信号がアナログや PCM(2 チャンネル )の場合は、ステレオ再生をおこな
います。

リスニングモードを選ぶ

ステレオリスニングモード

リスニングモードの種類 説明
STEREO 音質調節ができるステレオ再生用のモードです。トーンを調節できます。

•	フロントスピーカー（左 /右）とサブウーハーから音声を出力します。
•	マルチチャンネル信号を入力しているときは、2チャンネルの音声にダウン
ミックスして再生します。

ダイレクトリスニングモード

リスニングモードの種類 説明
DIRECT/DSD	DIRECT ソースに収録されている音声のまま再生するモードです。
PURE	DIRECT ”DIRECT”モードよりもさらに高音質の再生をおこなうモードです。

これにより、音質に影響を与えるノイズ源を抑えます。
音質に影響する次の回路の動作を停止します。
•	本体のディスプレイ表示回路（ディスプレイが消灯します。）
•	アナログビデオ入出力回路
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F スピーカーの設置 / 接続 / 設定をする（応用）   v89ページ

F 接続のしかた（応用接続）   v96ページ

F 再生のしかた（応用操作）   v98ページ

F ゾーン 2/ ゾーン 3/ ゾーン 4（別の部屋）での再生   v107ページ

F  詳細設定のしかた   v110ページ

F  リモコンで外部機器を操作する   v147ページ

応用編
ここでは、本機をより使いこなすことができる機能や操作について説明しています。
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スピーカー設定の流れ

スピーカーを設置する

スピーカーを接続するn(v91 ページ )

スピーカーを設定するn(v94 ページ )

スピーカーを設置する
お使いになるスピーカーの本数に応じて、スピーカーシステム
を決定し、各スピーカーおよびサブウーハーを部屋に設置しま
す。本書では例として、代表的な設置方法を説明します。

本機は、サラウンド空間により一層の広がりや奥行きを
表 現する Audyssey	DSX®（v174 ページ ）、Dolby	
Pro	Logic	gz（v175 ページ ）および DTS	Neo:X	
(v175 ページ )に対応しています。
Audyssey	DSX®をご使用になる場合は、フロントワイ
ドスピーカーまたはフロントハイトスピーカーを設置して
ください。
Dolby	Pro	Logic	gz をご使用になる場合は、フロントハ
イトスピーカーを設置してください。

各スピーカーを設置する高さは、次のイラストを目安にしてく
ださい。ただし、正確に合わせる必要はありません。

z1

z2
45˚

サラウンドスピーカー

60～90cm

G 側面から見た図 H

フロントハイト
スピーカー
•	やや下に向ける

1	m以上

サラウンドバック
スピーカー
•	やや下に向ける

フロント	
スピーカー

フロントワイド
スピーカー

z1	 Dolby	Pro	Logic	gz 推奨
z2	 Audyssey	DSX®推奨

スピーカーの設置 / 接続 / 設定をする（応用）



90

標準的なスピーカーの配置
Audyssey	DSX®をご使用になる場合は、フロントワイドス
ピーカーまたはフロントハイトスピーカーを設置してくださ
い。
Dolby	Pro	Logic	gz をご使用になる場合は、フロントハイト
スピーカーを設置してください。

FHRFHL

FL FR

SL SR

FWL FWR

SW
1

SW
2

C

SBL SBR

z1
z2

z3

z
5z

4

リスニング
ポイント

z1	 22°～30°	 z2	 22°～45°	 z3	 55°～60°	
z4	 90°～110°	 z5	 135°～150°	

G 各スピーカーの呼称について H
FL フロントスピーカー（左） SBL サラウンドバックスピーカー（左）

FR フロントスピーカー（右） SBR サラウンドバックスピーカー（右）

C センタースピーカー FHL フロントハイトスピーカー（左）

SW サブウーハー FHR フロントハイトスピーカー（右）

SL サラウンドスピーカー（左）FWL フロントワイドスピーカー（左）

SR サラウンドスピーカー（右）FWR フロントワイドスピーカー（右）

スピーカーを設置する

6.1チャンネルのスピーカーを設置するとき

FL FR

C

SB

SL SR

SW

z1z2

リスニングポイント

z1	 22°～30° z2	 90°～110°

5.1チャンネルのスピーカーを設置するとき

FL FR
SW

C

SL SR

z1

z2

リスニングポイント

z1	 22°～30° z2	 120°
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スピーカーを接続する

マランツ製パワーアンプ MM7055 お
よび MM7025 との接続例

 n 標準的な接続n(v91ページ )
 n 6.1チャンネル（サラウンドバックスピーカー）
接続n(v92ページ )
 n 5.1チャンネル接続n(v92ページ )
 n 2.1チャンネル接続n(v93ページ )

知っておいてほしいこと
最大 11.2 チャンネルはアンバランス RCA 端子または XLR
バランス端子のいずれかを使用して接続できます。
アンバランス RCA端子を使用する場合は、MM7055 または
MM7025 にある入力切替スイッチを“UNBALANCED”に設
定してください。
バランス XLR 端 子を使用する場合は、MM7055 または
MM7025 にある入力切替スイッチを“BALANCED”に設定し
てください。
ここでは、アンバランスRCA端子を使用する場合の接続方法
について説明します。

標準的な接続
あらかじめすべてのスピーカーを接続しておくと、サラウンドモードや入力信号に応じて、自動的にサラウンドバック、フロン
トハイトまたはフロントワイドスピーカーを切り替えて音声を再生します。

SBL SBR

FL FR

C

SL SR

SW FWRFWL

FHRFHL

GMM7055H GMM7055H

GMM7025H
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スピーカーを接続する

5.1 チャンネル接続

FL FR

C

SL SR

SW

GMM7055H

6.1 チャンネル（サラウンドバックスピーカー）接続
サラウンドバックスピーカーを 1本だけ使用する場合は、パワーアンプのSBL端子に接続して
ください。
このときのスピーカー設置については、	「6.1 チャンネルのスピーカーを設置するとき」
(v90 ページ )をご覧ください。

FL FR

C

SB

SL SR

SW

GMM7055

GMM7025
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スピーカーを接続する

2.1 チャンネル接続

FL FR

CSW

GMM7025H

 nサブウーハーを 2 台接続する場合
本機にはサブウーハーを 2台接続することができます。
サブウーハーを 2台接続する場合は、“スピーカー構成”(v134 ページ ) の設定で“サブ
ウーハー”を“2台”に設定してください。
サブウーハー1とサブウーハー2のレベルおよび距離は個別に設定できます。
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スピーカーを設定する
あらかじめスピーカーを設置し、本機にパワーアンプ、スピーカーおよびテレビを接続してください。

“Audyssey®セットアップ”の測定前に、次の設定をおこなうことができます。
•	使用するチャンネルを設定する (チャンネルセレクト )
使用しないチャンネルをあらかじめ設定すると、設定したチャンネルの測定をスキップして、測定時間を短縮することができます。また、サブウーハーやサラウンドバックスピーカーの本数を
変更することもできます (v94 ページ 「“チャンネルセレクト”の設定」)。

 nプリアウト端子からの音声出力について
プリアウトチャンネル

アンバランスRCAプリアウト端子（UNBALANCED	RCA	PRE	OUT） FL/FR C SW1/SW2 SL/SR SBL/SBR FHL/FHR FWL/FWR

バランスXLRプリアウト端子（BALANCED	XLR	PRE	OUT） FL/FR C SW1/SW2 SL/SR SBL/SBR FHL/FHR FWL/FWR

音声出力 フロント センター
サブウーハー1/
サブウーハー2

サラウンド サラウンドバック フロントハイト フロントワイド

1 ゾーンモードの設定

ZONE SELECT を押して、“MAIN”に切り替える。

ZONE SELECT を押す

ご注意
リモコンをプリセットコード登録 (v147 ページ ) して使
用している場合は、AVP を押して、リモコンをAVP操作モー
ドにしてから操作してください。

2 セットアップマイクを接続する。

Audysseyセットアップ

チャンネルセレクト

スタート

本機は部屋の音響特性を測定し、最適なスピーカーの設定を
自動で行います。
必要であれば、下記の設定をおこなってください。

セットアップマイクを接続すると、
テレビに次のセットアップ画面を	
表示します。

3 “チャンネルセレクト”の設定

ui を押して“ チャンネルセレクト ”を選び、
ENTER を押す。

チャンネルセレクト
サブウーハー
サラウンドバック
フロントハイト

測定(1台)
測定(2台)
測定

フロントワイド 測定

Audysseyセットアップ

チャンネルセレクト

スタート

本機は部屋の音響特性を測定し、最適なスピーカーの設定を
自動で行います。
必要であれば、下記の設定をおこなってください。
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スピーカーを設定する

4 ui を押してチャンネルを選
び、ENTER を押す。

サブウーハー 	/	 サラウンドバック 	/	 フロントハイト 	/	

フロントワイド

5 o p を押して測定するサブウーハーの本数を選び、
ENTER を押す。

測定n
（2台）

サブウーハーを 2 台測定するときに設定します
(Audyssey	Sub	EQ	HT™)。

測定n
（1台）

サブウーハーを 1台測定するときに設定します。

スキップ サブウーハーを測定しないときに設定します。

6 o p を押して測定するサラウンドバックスピー
カーの本数を選び、ENTER を押す。

測定n
（2台）

サラウンドバックスピーカーを 2台測定するとき
に設定します。

測定n
（1台）

サラウンドバックスピーカーを 1台測定するとき
に設定します。

スキップ サラウンドバックスピーカーを測定しないときに
設定します。

7 o p を押してフロントハイトチャンネルを測定す
るか設定し、ENTER を押す。

測定 フロントハイトスピーカーを測定するときに設定
します。

スキップ フロントハイトスピーカーを測定しないときに設
定します。

8 o p を押してフロントワイドチャンネルを測定す
るか設定し、ENTER を押す。

測定 フロントワイドスピーカーを測定するときに設定
します。

スキップ フロントワイドスピーカーを測定しないときに設
定します。

9 o または BACK を押す。
40 ページの	 準備 	の手順 5へ進む。

ご注意
Audyssey® セットアップをおこなったあとに、スピーカーの接続や
サブウーハーの音量を変更しないでください。もし変更した場合には、
再びAudyssey®セットアップをおこなってください。
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接続のしかた（応用接続）

リモートコントロール端子に接続する

本機や外部機器を操作する
•	赤外線受信機を本機に接続すると、付属のリモコンで本機や外部機器を操作できます。
•	この操作をおこなう場合、「リモートロック機能」(v105 ページ ) でリモコン信号の受信機
能を無効に設定してください。

RC OUT

赤外線受信機

ご注意
赤外線送受信機を接続しない場合は、必ずリモコン信号の受信機能を有効に設定してください。
無効に設定すると、リモコンの操作ができなくなります。

マランツ製機器をリモート接続する
•	リモート接続に対応しているマランツ製機器をお使いの場合は、赤外線受信機は必要ありませ
ん。

•	モノラルケーブルを使用してREMOTE	CONTROL	IN/OUT端子に機器を接続するだけでリ
モコン信号を転送できます。

•	この接続をおこなう場合は、本機と接続する機器の背面に装備されているリモートコントロー
ルスイッチを“EXTERNAL”または“EXT.”に設定してください。

•	マランツ製パワーアンプ（一部のモデルを除く）をこれらのいずいれかの端子に接続すると、本
機のX ON STANDBY ボタンに連動して、パワーアンプの電源がオン /スタンバイします。

EXTERNAL INTERNAL EXTERNAL INTERNAL EXTERNAL INTERNAL

REMOTE
CONTROL

OUTIN

REMOTE
CONTROL

OUTIN

REMOTE
CONTROL

OUTIN

REMOTE
CONTROL

OUT IN

REMOTE
CONTROL

OUT IN

CDレコーダー DVDプレーヤー CDプレーヤー

MM7025
MM7055
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外部のコントロール機器と接続する

RS-232C 端子
外部のコントロール機器を接続すると、外部のコントロール機器から本機をコントロールでき
ます。

外部のコントロール機器

あらかじめ次の確認をしてください。
q 本機の電源を入れる。
w 外部のコントロール機器で、本機の電源を切る。
e 本機がスタンバイ状態になる。

DC OUT 端子
DC	IN 端子を持っている機器を本機に接続すると、その機器の電源を本機の操作に連動させて
オン /スタンバイすることができます。
本機のDC	OUT端子からは、最大 12V/150mAの電気信号を出力します。

12 V/150 mA トリガー対応機器

ご注意
•	DC	OUT 端子の接続には、モノラルのミニプラグケーブルを使用してください。ステレオミ
ニプラグケーブルは使用しないでください。

•	接続する機器のトリガー許容入力レベルが 12V/150mAよりも大きいときや短絡状態のとき
は、DC	OUT端子を使用できません。このような場合は、本機の電源を切ってからDC	OUT
端子の接続を外してください。
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設定のしかたn(v38 ページ )

再生のしかた（基本操作）n(v47 ページ )

リスニングモードを選ぶn（サウンドモード）n
(v81 ページ )

 n HDMI コントロール機能n(v98ページ )
 n InstaPrevue機能n(v100ページ )
 n スリープタイマー機能n(v101ページ )
 n ウェブコントロール機能n(v102ページ )
 n デュアルバックアップメモリー機能n
(v104ページ )
 n フロントキーロック機能n(v104ページ )
 n リモートロック機能n(v105ページ )
 n イルミネーションライトを点灯 /消灯させるn
(v106ページ )
 n 各種メモリー機能n(v106ページ )

再生のしかた（応用操作）

HDMI コントロール機能
本機と HDMI コントロール機能対応のテレビやプレーヤーを
HDMI ケーブルで接続し、それぞれの機器のHDMI コントロー
ル機能の設定を有効にすると、機器間で相互に制御することが
できます。

 nHDMI コントロール機能でできること
•	テレビの電源オフ操作に連動して、本機の電源をオフにで
きます。

•	テレビの操作で、音声を出力する機器の切り替えができま
す。
テレビの音声出力の設定操作にて「アンプから音声を出力す
る」の設定操作をおこなうと、アンプの電源をオンにするこ
とができます。

•	テレビの音量調節操作で、本機の音量の調節ができます。
•	テレビの入力の切り替え操作に連動して、本機の入力ソー
スの切り替えができます。

•	プレーヤーを再生すると、本機の入力ソースがそのプレー
ヤーの入力ソースに切り替わります。

•	本機の入力ソースを“TV AUDIO”にすると、テレビの音
声を本 機で再 生できます (v13 ページ 「ARC（Audio 
Return Channel）機能について」)。

•	メニューの“HDMI コントロール” (v124 ページ ) を“オ
ン”に設定している場合、本機の電源がスタンバイ状態の
ときでも HDMI 入力端子から入力された信号を、HDMI 出
力端子に接続されたテレビや他の機器に出力します（パスス
ルー機能）。

ARC 機能に対応していないテレビの音声を本機で再生す
る場合は、光デジタルまたはアナログ接続をしてください	
(v13 ページ )。

 n設定のしかた

1 本機の HDMI コントロール機能を有効にする。
メニューの“HDMI コントロール”	(v124 ページ ) を
“オン”に設定してください。

2 HDMI ケーブルで接続しているすべての機器の電源
を入れる。

3 HDMI ケーブルで接 続しているすべての機 器の
HDMI コントロール機能を有効にする。

•	接続している機器の設定については、各機器の取扱説明書
をご覧ください。

•	いずれかの機器の電源プラグを抜いた場合は、手順 2、3を
おこなってください。

4 テレビの入力を、本機に接続した HDMI 入力に切
り替える。

5 本機の入力を HDMI 入力のソースに切り替えて、
プレーヤーの映像が正しく映るかを確認する。

6 テレビの電源をスタンバイにすると、本機とプレー
ヤーの電源もスタンバイになることを確認する。
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HDMI コントロール機能

HDMI コントロール機能が正しく動作しない場合は、次の点を
ご確認ください。
•	テレビやプレーヤーがHDMIコントロール機能に対応しているか。
•	メニューの“HDMI コントロール”	(v124 ページ ) の設定
が“オン”になっているか。

•	メニューの“パワーオフコントロール”	(v125 ページ ) の
設定が“すべて”または“ビデオ”になっているか。

•	メニューの“コントロールモニター”設定	(v124 ページ )
がテレビを接続したモニター出力になっているか。

•	HDMI 対応テレビを2台接続しているときに、メニューの“コ
ントロールモニター”	(v124 ページ ) の設定が HDMI コ
ントロールをおこなうテレビに設定されているか。

•	本機に接続しているすべての機器のHDMI コントロール機能
の設定は正しいか。

ご注意
•	メニューの“HDMI コントロール”を“オン”に設定していると
きは、スタンバイ時の待機電力を多く消費します。

•	HDMI コントロール機能は、HDMI コントロール機能対応の
テレビが動作の制御をおこないます。HDMI コントロール機
能を使用するときは、必ずテレビを接続してください。

•	接続しているテレビやプレーヤーによっては、動作しない機
能があります。あらかじめ各機器の取扱説明書をご覧くださ
い。

•	メニューの“パワーオフコントロール”を“オフ”に設定してい
る場合は、接続しているテレビの電源がスタンバイになって
も、本機の電源はスタンバイになりません。

•	HDMI 機器の接続を追加するなど、接続に関する変更をおこ
なうと、連動操作が初期化される場合があります。このよう
な場合は設定をやり直してください。

•	メニューの“HDMI コントロール”（v124 ページ）を“オン”
に設定している場合は、“入力端子の割り当て”（v129 ペー
ジ）の設定で“TV	AUDIO”にHDMI 端子を割り当てることは
できません。

•	次の操作をおこなうと、連動操作が初期化される場合があり
ます。その場合には、手順 2、3をおこなってください。
•	メニューの“入力端子の割り当て”⇨“HDMI”設定（v129
ページ）の変更

•	メニューの“ビデオ出力”(v124 ページ )の設定変更
•	HDMI で接続している機器の接続変更や機器の増加

•	HDMI	ZONE4 機能は、HDMI コントロール機能に対応して
いません。

•	ARC機能、パワーオフコントロール機能およびボリュームコ
ントロール機能は、HDMI	ZONE4 機能に対応していません。

•	メニューの“HDMI コントロール”設定が“オン”のときに、
HDMI	ZONE4 機能を使用すると、HDMI	ZONE4 機能が十
分に機能しない場合があります。

•	ゾーン 4 の電源がオンで“HDMI	 コントロール”の設定
(v124 ページ ) が“オン”、“コントロールモニター”の設
定が“モニター	1”または“モニター	2”のとき (v124 ペー
ジ )に次の動作をします（下記の動作は一例です）。
•	メインゾーンで使用しているテレビの電源がオフのときに、
ゾーン 4 で選択しているプレーヤーの再生が開始すると、
メインゾーンで使用しているテレビの電源がオンになりま
す。このとき、メインゾーンで選択している入力ソースが
ゾーン 4で選択している入力ソースに切り替わります。

•	メインゾーンおよびゾーン 4 で使用しているテレビを
HDMI 接続して再生中、メインゾーンで使用しているテレ
ビの電源をオフにすると、本機およびプレーヤーの電源も
オフになります。

•	メインゾーンおよびゾーン 4で同じ入力ソースを選択して
いる場合、メインゾーンで使用しているテレビ側でプレー
ヤーの再生を停止させると、プレーヤーの再生が停止し、
ゾーン 4で再生中の映像も停止します。

•	ゾーン 4 の電源がオンで“HDMI コントロール”の設定
(v124 ページ )が“オン”、“コントロールモニター”の設定
が“ZONE4”のとき (v124 ページ )に次の動作をします。
•	ゾーン 4で使用しているテレビの電源がオフのときに、メ
インゾーンで選択しているプレーヤーの再生が開始すると、
ゾーン 4 で使用しているテレビの電源がオンになります。
このとき、ゾーン 4で選択している入力ソースがメインゾー
ンで選択している入力ソースに切り替わります。

•	メインゾーンおよびゾーン 4 で使用しているテレビを
HDMI 接続して再生中、ゾーン 4で使用しているテレビの
電源をオフにすると、本機およびプレーヤーの電源もオフ
になります。

•	メインゾーンおよびゾーン 4で同じ入力ソースを選択して
いる場合、ゾーン 4で使用しているテレビ側でプレーヤー
の再生を停止させると、プレーヤーの再生が停止し、メイ
ンゾーンで再生中の映像も停止します。
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InstaPrevue機能
メイン画面に小さなサブ画面を表示し、本機に接続している
HDMI 入力の再生映像をプレビューすることができます。ま
た、各映像入力を一つの画面にまとめて表示でき、Blu-ray や
DVD、GAMEなどの入力切り替えが、サブ画面で確認しなが
ら選択できます。

InstaPrevue 機能は、HDMI1～6 端子に対応しています。
HDMI7/MHL端子には対応していません。

入力ソースを切り替える
サブ画面を確認しながらお好みの入力ソースに本機を切り替え
ます。

1 ZONE SELECT を押して、
“MAIN”に切り替える。

2 InstaPrevue を押す。
メイン画面（現在の入力映像）とサ
ブ画面（その他の入力映像）を表示
します。

3 uio p でサブ画面からお好
みの入力ソースを選び、ENTER
を押す。

リモコンにプリセット登録 (v147 ページ ) をして他の機器
の操作をする場合には、入力ソース選択ボタンを押して、入力
ソースを選んでください。

サブ画面の表示方法を設定する
サブ画面を 5つ表示させるか、1つだけ表示させるかを設定で
きます。

1 サブ画面を表示中に OPTION
を押す。
InstaPrevue の設定画面を表示し
ます。

2“HDMI インプット”を選んだ状
態のときに o p を押して、サ
ブ画面の表示方法を選ぶ。
全画面 サブ画面を 5つ表示します。

1画面 サブ画面を 1つだけ表示します。

3 OPTION を押して、設定を確定する。

サブ画面の表示位置を変更する
サブ画面の表示位置をお好みの位置に変更できます。

1 サブ画面を表示中に OPTION
を押す。
InstaPrevue の設定画面を表示し
ます。

2 i を押して“位置”を選び、o p
でサブ画面を表示したい位置を
選ぶ。

•	サブ画面を表示できる位置は、“HDMI インプット”の設定に
よって異なります。
 n“HDMIインプット”の設定がn“全画面”のとき

下 上

左右

•	お買い上げ時の設定は“下”です。

 n“HDMIインプット”の設定がn“1画面”のとき

左下 左上

右上右下

•	お買い上げ時の設定は“左下”です。

3 OPTION を押して、設定を確定する。

ご注意
•	InstePrevue 機能はメイン画面にHDMI 信号を入力している
ときに使用できます。ただし、コンピューター解像度の映像
信号や一部の 3Dビデオ信号を再生中は使用できません。

•	InstaPrevue 機能はゾーン 4の HDMI モニター出力では使
用できません。また、ゾーン 4の電源をオンにしているとき
は使用できません。
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スリープタイマー機能
•	設定した時間が経過すると、自動的に電源をスタンバイにす
ることができます。視聴しながら、おやすみになるときに便
利です。

•	スリープタイマー機能は、ゾーンごとに設定できます	
(v109 ページ 「スリープタイマー機能」)。( ここではメイ
ンゾーンの設定のしかたを説明します。)

1 ZONE SELECT を押して、
“MAIN”に切り替える。

2 SLEEP を押して、スリープ時間を設定する。
ディスプレイの	 	表示が点灯します。

•	SLEEP を押すたびに、スリープ時間が次の順序で切り替わり
ます。

Off 10 min 20 30 40 50

6080 7090100110120

•	本体の SLEEP を押してもリモコンと同様に操作できます。

スリープタイマーの残り時間を確認する
SLEEP を押す。
ディスプレイに“Sleep	:	zmin”を表示します。
	z  残り時間

スリープタイマーを解除するとき
SLEEP を押して、“Off”を選ぶ。
ディスプレイの	 	表示が消灯します。

本機の電源がスタンバイになると、スリープタイマーの設定を
解除します。

ご注意
スリープタイマー機能では、本機に接続した機器の電源は切れ
ません。接続した機器の電源を切る場合は、接続した機器側で
スリープタイマーの設定をおこなってください。	
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ウェブコントロール機能
ブラウザに表示されるウェブコントロール画面を使用して、本
機を操作できます。

•	ウェブコントロール機能をお使いになるには、本機と PC
がネットワークに正しく接続されている必要があります
(v36 ページ 「ホームネットワーク（LAN）に接続する」)。

•	セキュリティソフトなどの設定により、パソコンから本機に
アクセスできないことがあります。そのような場合には、セ
キュリティソフトの設定を変更してください。

1 メニューの“ネットワーク”(v138 ページ ) の設
定を“常時オン”にする。

2 メニューの“情報”(v138 ページ ) で、本機の
IP アドレスを確認する。

ネットワーク/情報
フレンドリーネーム
DHCP
IPアドレス
MACアドレス

現在のネットワーク設定の情報を表示します

marantz AV8801
オン
192.168.100.19
000678-000000

IP アドレスを確認

3 ブラウザを起動する。

4 ブラウザのアドレスに、本機の IP アドレスを入力
する。
例えば、本機の IP	アドレスが“192.168.100.19”の場合
は、“http://192.168.100.19/”と入力してください。

http://192.168.100.19/index.asp

INDEX

File Edit View Tools HelpFavorites

marantz AV8801
Web Controller

MAIN ZONE

40.0CBL/SAT

Setup Menu

ZONE2

ZONE3

20Blu-ray

CBL/SAT

Web Controller Config.

Setup Menu

ZONE4

GAME

q

q	IP アドレスを入力します。
•	ブラウザのブックマーク機能で本機の IP アドレスを登録
しておくと、次回からブックマーク機能を使用してウェ
ブコントロール画面を表示できます。ただし、DHCPサー
バーをご使用の場合は、“ネットワーク”（v138 ペー
ジ）の設定が“スタンバイ時オフ”のときに電源をオン /オ
フすると、IPアドレスが変更になりますのでご注意くださ
い。

5 トップメニューが表示されたら、操作したいメ
ニューをクリックする。

http://192.168.100.19/index.asp

INDEX

File Edit View Tools HelpFavorites

marantz AV8801
Web Controller

MAIN ZONE

40.0CBL/SAT

Setup Menu

ZONE2

ZONE3

20Blu-ray

CBL/SAT

Web Controller Config.

Setup Menu

ZONE4

GAME

w

e

r

w	操作するゾーンを選択するときにクリックします	
(vG 例 1H)。

e	セットアップメニューを操作するときにクリックします
(vG 例 2H)。

r	ウェブコントロール画面の設定を変更するときにクリック
します (vG 例 3H)。
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6 操作する。
G 例 1Hメインゾーンコントロール画面

ZONE CONTROL
NETWORK
iPod/USB
FM

RELOAD
Add To Your Favorite

MAIN ZONE SLEEP

40.0

marantz AV8801

CBL/SAT

FAVORITE STATION

STEREO

CBL/SAT DVD GAME

AUX-1 AUX-2 MEDIA PLAYER

FM CD PHONO

NETWORK iPod/USB

Blu-ray

TV AUDIO

Internet Radio

1 2 3 4

MOVIE

AUTO SOUND STEREO

MUSIC GAME PURE

M-XPort

u

t

i

y

o

Q0
Q1

Q4

Q2
Q3

Q5

t	各操作をおこなうときにクリックします。
各操作画面になります (vG 例 4H)。

y	本機の電源操作時にクリックします。
u	最新の情報に更新するときにクリックします。
通常は操作するたびに、最新の情報に切り替わります。本
体側で操作された場合は、画面は更新されませんので、ク
リックしてください。

i	ブラウザの“Favorites”に登録するときにクリックします。
誤って、操作していないゾーンのメニュー操作をおこなわ
ないように、ゾーンごとに設定画面をブラウザのお気に入
りなどに登録することをおすすめします。

o	主音量を調節するときに“<”、“>”または音量表示をク
リックします。

Q0	“v”をクリックし、スリープタイマー機能を設定します。
Q1	選択中の入力ソース名を表示します。
Q2	ボタンをクリックすると、入力ソースが切り替わります。
Q3	お気に入りのコンテンツを登録します。
Q4	サウンドモードを表示します。
Q5	ボタンをクリックするとサウンドモードが切り替わりま
す。

G 例 2Hセットアップメニュー画面

VIDEOAUDIO
PICTURE ADJUST

HDMI SETUP

OUTPUT SETTINGS

VIDEO
INPUTS
SPEAKERS
NETWORK
USER ACCOUNT
GENERAL

INFORMATION

FIRMWARE

SAVE

LOAD

Picture Mode Streaming

Auto Lip Sync ON

*****

OFF
HDMI Audio Out AVP TV

i/p Scaler Analog OFF

ANALOG VIDEO OUT

ON SCREEN DISPLAY

MAIN ZONE ZONE3

Resolution Auto 480p/576p 1080i 720p 1080p 1080p:24Hz 4K
Aspect Ratio 16:9 4:3

HDMI Control

Video Output

ON OFF
HDMI Pass Through ON OFF

Last DVD Blu-ray CBL/SAT GAME AUX1 AUX2 MEDIA PLAYER

Vertical Stretch ON OFF
Auto(Dual) Monitor1 Monitor2

Pass Through Source
Control Monitor

*****Power Off Control
Q6

Q8

Q7

Q6	設定したいメニューをクリックします。
	 右側の表示が各設定画面になります。
Q7	設定を保存するときには“SAVE”、設定を呼び出すときに
は“LOAD”をクリックします。

Q8	設定項目をクリックして確定します。

G 例 3Hウェブコントロール画面

Top Menu Link Setup ON OFF

Web Controller Config.

Back Top Menu

Q9

W0

Q9	トップメニューのリンク設定をするときに“ON”をクリッ
クします。
設定すると、各操作画面からトップメニューに戻ります。
(お買い上げ時の設定：“OFF”)

W0	トップメニューに戻るときに、クリックします。

G 例 4Hネットワークオーディオ操作画面

ZONE CONTROL
NETWORK
iPod/USB
FM

RELOAD

40.0

NETWORK (MAIN ZONE)

Network

8 921/3

Favorites Internet Radio

Media Server

W1

W2

W3

W1	前の画面に戻るときにクリックします。
W2	操作したいコンテンツをクリックします。
W3	コンテンツの操作に使用します。

ウェブコントロール機能
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デュアルバックアップメモリー機能
•	本機は電源を切った状態でも設定した各種内容を記憶し、いつでもその設定を呼び出せます。
•	デュアルバックアップメモリー機能は、記憶した内容をさらに別のメモリーエリアに書き込み、
バックアップしていつでもその設定を呼び出せます（バックアップ）。

SETUP

DISPLAY ZONE SELECT

 n設定した内容を記憶させる （バックアップ）
本機を記憶させたい状態に設定し、DISPLAY と ZONE SELECT を同時に 3 秒以上
押す。
ディスプレイに“MEMORY	SAVING”を表示し、設定した内容を記憶します。

ご注意
•	音量は記憶できません。
•	記憶させた内容に上書きすると、前に記憶させた内容は消去されます。

 n記憶させた内容を呼び出す （リカバリー）
SETUP と ZONE SELECT を同時に 3 秒以上押す。
ディスプレイに“MEMORY	LOAD”を表示し、記憶させた内容を呼び出します。

ご注意
•	記憶させたデータが存在しない場合は、“NO	BACKUP”を表示し、記憶させた内容を呼び出せ
ません。

•	音量は記憶できないため、お買い上げ時の設定になります。

フロントキーロック機能
本機を誤って操作してしまうことを防ぐために、フロントパネルのボタン操作を無効にするこ
とができます。

X ON/STANDBY

BACK ui ENTER

 nすべてのボタン操作を無効にする

1 本 機の電 源がスタンバイ状 態のときに、BACK と ENTER を押しながら、 
X ON/STANDBY を押す。

2 ui を押して、“FP/VOL LOCK On”を選ぶ。

3 ENTER を押して、設定を確定する。
X ON/STANDBY 以外のボタン操作が無効になります。

 nVOLUME 以外のすべてのボタン操作を無効にする

1 本 機の電 源がスタンバイ状 態のときに、BACK と ENTER を押しながら、 
X ON/STANDBY を押す。

2 ui を押して、“FP LOCK On”を選ぶ。

3 ENTER を押して、設定を確定する。
X ON/STANDBY および VOLUME 以外のボタン操作が無効になります。
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 nフロントキーロック機能を解除する

1 本 機の電 源がスタンバイ状 態のときに、BACK と ENTER を押しながら、 
X ON/STANDBY を押す。

2 ui を押して、“FP LOCK zOff”を選ぶ。
（zは現在の設定モードです。）

3 ENTER を押して、設定を確定する。
フロントキーロック機能を解除します。

フロントキーロック機能の設定が有効でも、リモコンによる操作は可能です。

フロントキーロック機能 リモートロック機能
•	本機に赤外線受信機を接続しない場合は、リモートロック機能を無効に設定してください。有
効に設定すると、リモコンの操作ができなくなります。

•	お買い上げ時は無効に設定されています。

X ON/STANDBY

BACK ui ENTER

 nリモコンの受信機能を無効にする

1 本 機の電 源がスタンバイ状 態のときに、BACK と ENTER を押しながら、 
X ON/STANDBY を押す。

2 ui を押して、“RC LOCK On”を選ぶ。

3 ENTER を押して、設定を確定する。
リモコン信号の受信機能が無効になります。

 nリモコンの受信機能を有効にする

1 本 機の電 源がスタンバイ状 態のときに、BACK と ENTER を押しながら、 
X ON/STANDBY を押す。

2 ui を押して、“RC LOCK zOff”を選ぶ。
（zは現在の設定モードです。）

3 ENTER を押して、設定を確定する。
リモコン信号の受信機能が有効になります。
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各種メモリー機能

パーソナルメモリープラス機能
前回使用していたときの設定内容（入力モード、HDMI 出力モード、サウンドモード、MultEQ®	
XT	32、Dynamic	EQ、Dynamic	Volume やオーディオディレイなど）を入力ソースごとに記憶
します。

サラウンドパラメーター、トーンコントロールの設定および各スピーカーの音量は、サウンド
モードごとに記憶します。

ラストファンクションメモリー
スタンバイにする直前の各種設定を記憶します。
再び電源を入れると、スタンバイにする直前の設定になります。

イルミネーションライトを点灯 /消灯させる
•	メインディスプレイの周囲の照明を点灯または消灯させることができます。
•	お買い上げ時の設定は“オン”です。

DISPLAY

本機を記憶させたい状態に設定し、DISPLAY を 3 秒以上押す。
•	再度設定を変更したい場合は、同じ操作を再度おこなってください。
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ゾーン 2/ ゾーン 3/ ゾーン 4（別の部屋）での再生
•	本機を操作してメインゾーン（本機のある部屋）以外の部屋（ゾーン 2、ゾーン 3またはゾーン
4）で、音声を楽しむことができます。

•	メインゾーン、ゾーン 2、ゾーン 3およびゾーン 4で同時に同じソースを再生することはもち
ろん、別々のソースを再生することもできます。

•	HDMI	ZONE4 出力端子にテレビを接続すると、HDMI	1～6入力端子に接続された機器の映
像や音声をゾーン 4で再生できます（HDMI ZONE4 機能）。

ゾーン 2で選んだ入力ソースの音声は、録音用（メディアプレーヤー出力端子）端子からも出力
します。

ご注意
HDMI	ZONE4 機能には、次の制限事項があります。
•	メインゾーンとゾーン 4で同じ入力ソースを選択すると、音声再生の制限や映像が途切れる
場合があります。

•	メインゾーンとゾーン 4で使用しているテレビの解像度により、映像が出力されない場合があ
ります。この場合は、プレーヤー側でテレビの解像度を設定してください。

•	HDMI	ZONE4 には、次の設定は反映されません。
•	画質調整 •	ビデオコンバージョン •	アスペクト比
•	オートリップシンク •	i/p スケーラー •	セットアップメニュー画面
•	ビデオモード •	プログレッシブモード

音声出力
マルチチャンネル再生をおこなうメインゾーン以外の他の部屋で 2チャンネルの音声を再生す
ることができます。次の 2通りの方法があります。いずれかを選んでください。
•	音声出力によるゾーン再生（PRE	OUT）
外部アンプを使用します。

音声出力によるゾーン再生 (PRE OUT)

 n音声接続（ゾーン 2、ゾーン 3）
本機のゾーン 2およびゾーン 3の音声出力端子の音声をゾーン 2およびゾーン 3のアンプ
に出力し、そのアンプで再生します。

AUX IN AUX IN

R L R L

メインゾーン

ゾーン 2 ゾーン 3

本機

パワーアンプパワーアンプ

音声の接続については、雑音が発生しないように高品質のピンプラグケーブルのご使用をおす
すめします。

ご注意
ゾーン 2およびゾーン 3では、HDMI 端子、COAXIAL 端子またはOPTICAL 端子から入力さ
れたデジタル音声信号の再生はできません。ゾーン2およびゾーン3の再生をおこなう場合は、
アナログ接続をするか、ネットワークや iPod/USBからおこなってください。	
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ビデオ出力

映像接続
本機のゾーン 4映像出力の映像をゾーン 4のテレビで再生します。

HDMI
IN

メインゾーン ゾーン 4

本機 テレビ

本機のゾーン 2映像出力の映像をゾーン 2のテレビで再生します。

VIDEO
IN

CONPONENT 
VIDEO IN

メインゾーン ゾーン 2

本機

または

テレビ

•	メニューの“アナログビデオ出力”（v126 ページ）を“ZONE3”に設定すると、メインゾーン
のCOMPONENT	VIDEO	OUT端子とVIDEO	MONITOR	OUT端子をゾーン 3用として使
用できます。

•	ゾーン4のHDMI モニターでHDMIコントロールをおこなう場合は、“コントロールモニター”
（v124 ページ）を“ZONE4”に設定してください。
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スリープタイマー機能
•	設定した時間が経過すると、自動的に電源をスタンバイにす
ることができます。ゾーン2またはゾーン3で視聴しながら、
おやすみになるときに便利です。

•	スリープタイマー機能は、ゾーンごとに設定できます。

1 ZONE SELECT を 押 し て、
“ZONE2”、“ZONE3” ま た は
“ZONE4”に切り替える。

2 SLEEP を押して、スリープ時間
を設定する。

•	SLEEP を押すたびに、スリープ時間が次の順序で切り替わ
ります。

Off 10 min 20 30 40 50

6080 7090100110120

•	本体の SLEEP を押しても、リモコンと同じように操作でき
ます。

スリープタイマーの残り時間を確認する
SLEEP を押す。
ディスプレイに“Z2	Sleep	:	zmin”、“Z3	Sleep	:	zmin”または
“Z4	Sleep	:	zmin”を表示します。

	z  残り時間

スリープタイマーを解除するとき
SLEEP を押して、“Off”を選ぶ。

本機をスタンバイにしたり、ゾーン 2またはゾーン 3の電源
をオフにしてもスリープタイマーを解除します。

ご注意
スリープタイマー機能では、本機に接続した機器の電源は切れ
ません。接続した機器の電源を切る場合は、接続した機器側で
スリープタイマーの設定をおこなってください。

再生

1 ZONE SELECT を 押 し て、
“ZONE2”、“ZONE3” ま た は
“ZONE4”に切り替える。

入力ソース選択
ボタン

2 X ON/STANDBY を 押 し て、
ゾーン 2、ゾーン 3 またはゾー
ン 4 の電源を入れる。

•	電源がスタンバイ状態のときに	入力
ソース選択ボタンを押しても、電源が
オンになります。

•	X ON/STANDBY を押すと、ゾーン 2、
ゾーン 3またはゾーン 4の電源がオフ
になります。

•	本体の ZONE2 ON/OFF、ZONE3 ON/OFF
または ZONE4 ON/OFF を押しても、
ゾーン 2、ゾーン 3またはゾーン 4の
電源をオン /オフすることができます。

3 入力ソース選択ボタンを押して、再生する入力ソー
スを選ぶ。
選択した入力ソースの音声を、ゾーン 2、ゾーン 3または
ゾーン 4のスピーカーに出力します。

•	本体の INPUT SELECTOR を押した後に ZONE SELECT を回
しても、入力ソースの選択ができます。

メインゾーンとゾーン 2、メインゾーンとゾーン 3またはメイ
ンゾーンとゾーン 4の電源がオンのときにメインゾーンの電源
だけをオフにすることができます。手順 1でメインゾーンを選
び、X	ON/STANDBY を押してください。

音量の調節
VOLUME dfを押して、音量を調節する。

G 調節できる範囲 H	 0n～n40n～n98

( メニュ ーの“ 表 示 方 法 ”の設 定 (v119 ページ ) が
“0～	98”のとき )

G 調節できる範囲 H –n–n– 	 –79dBn～n–40dBn～n18dB

（メニューの“表示方法”の設定 (v119 ページ )が“-79.5dB	
-	18.0dB”のとき）
•	お買い上げ時は、“音量の上限”(v119 ページ ) を“70
（–10dB）”に設定しています。

本体の ZONE SELECT を押したあとに VOLUME を回しても、
ゾーン 2またはゾーン 3の音量を調節することができます。

ご注意
ゾーン 4では、VOLUME dfでの音量調節はできません。

一時的に音を消す（ミューティング）
MUTE :を押す。
メニューの“ミューティングレベル”（v142 ページ）で設定
したレベルまで音量が減衰します。
ミューティングを解除するときは、もう一度 MUTE :を押
してください。
•	ゾーン 2またはゾーン 3の電源をオフにしても、ミューティ
ングを解除できます。

•	メニューの“ゾーン 2 の設定”または“ゾーン 3 の設定”
（v142 ページ）でゾーン 2 またはゾーン 3 のトーンや音
量を調節することができます。

•	All	Zone	Stereo 機能を使用すると、ホームパーティのとき
など、メインゾーンで再生している音楽をマルチゾーン(ゾー
ン 2/ ゾーン 3) でも同時に楽しむことができます (v78
ページ 「All	Zone	Stereo 機能」)。
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メニューn一覧
メニューの操作をおこなうときは、本機にテレビを接続し、テレビ画面にメニューを表示させてから操作してください。
本機はお買い上げ時の設定をおすすめの設定にしてあります。お使いのシステムやお好みに合わせて本機をカスタマイズすることができます。

詳細設定のしかた

設定項目 詳細項目 内　容 参照ページ

オーディオ

ダイアログエンハンサー センターチャンネルのせりふ部分の周波数帯域
を調節し、せりふを強調して聴きやすくします。

116

サブウーハーレベル サブウーハーの音量を調節します。 116
サラウンドパラメーター 音場効果を調節します。 116
トーンコントロール トーンを調節します。 118
M-DAX MP3、WMA（Windows	Media	Audio）や

MPEG-4	AAC	などの圧縮オーディオを再生す
るときに、低域や高域を拡張して、より豊かな
再生をします。

118

オーディオディレイ 映像と音声のタイミングがずれているときに、
音声の出力タイミングを調節します。

118

音量 メインゾーン（本機のある部屋）の音量に関する
設定をします。

119

バイリンガルモード AACソースやドルビーデジタルの二重音声の出
力内容を設定します。

119

Audyssey Audyssey	MultEQ®	XT	32、Audyssey	
Dynamic	EQ®と Audyssey	Dynamic	
Volume®の設定をします。

119

グラフィック EQ グラフィックイコライザーを使用して、各ス
ピーカーの音色を調節します。

121

ビデオ

画質調整 映像の画質を調節します。 123
HDMI 設定 HDMIの映像/音声出力に関する設定をします。 123
ビデオ出力の設定 画面に関する設定をします。 125
アナログビデオ出力 COMPONENT	VIDEO	MONITOR	OUT端子

およびVIDEO	MONITOR	OUT端子を使用す
るゾーンを割り当てます。

126

オンスクリーンディスプレ
イ

オンスクリーンディスプレイに関する設定をし
ます。

127

TV フォーマット お使いになるテレビに合わせて出力する映像信
号方式を設定します。

127

設定項目 詳細項目 内　容 参照ページ

入力ソース

入力端子の割り当て 入力端子の割り当てを変更します。 129
入力ソース名の変更 選択した入力ソースの表示名を変更します。 131
使用ソースの選択 使用しない入力ソースを表示しないように設定

します。
131

ソースレベル 音声入力の再生レベルを補正します。 131
オーディオ入力の選択 入力モードとデコードモードを設定します。 132
映像の選択 今聴いている音声に好きな映像を組み合わせて

再生します。
132

スピーカー

Audyssey® セットアップ 接続されたスピーカーやリスニングルームの音
響特性を測定し、最適な設定を自動的におこな
います。

38、 94

マニュアルセットアップ スピーカーを手動で設定する場合や
Audyssey®セットアップで測定した内容を変
更するときにおこなってください。

134

ネットワーク

情報 ネットワークの情報を表示します。 138
ネットワーク 電源がスタンバイ状態でのネットワーク機能の

設定をします。
138

フレンドリーネームの編集 “フレンドリーネーム”とは、ネットワーク上に
表示される本機の名称です。フレンドリーネー
ムをお好みによって変更できます。

138

診断 ネットワークの接続を確認します。 140
メンテナンスモード 当社のサービスエンジニアやカスタムインス

トーラーからメンテナンスを受けるときに使用
します。

140
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設定項目 詳細項目 内　容 参照ページ

一般

言語 テレビ画面に表示する言語を設定します。 142
ゾーン 2 の設定 ゾーン 2で再生する音声の設定をします。 143
ゾーン 3 の設定 ゾーン 3	で再生する音声の設定をします。
ゾーン名の変更 画面に表示されるゾーンの表示名を、お好みの

名前に変更します。
143

トリガーアウト 1 DC	OUT	1 を動作させる条件を選びます。 143
トリガーアウト 2 DC	OUT	2 を動作させる条件を選びます。 143
オートスタンバイ 音声や映像の入力がない状態で本機を設定した

時間操作しないと、自動的にスタンバイ状態に
なります。スタンバイ状態になる前には、本体
のディスプレイとメニュー画面に“オートスタン
バイ”を表示します。

143

フロントディスプレイ 本体のディスプレイに関する設定をします。 143
情報 本機の設定状態や入力信号などの情報を表示し

ます。
144

ファームウェア ファームウェアの最新アップデート情報の確認
や更新の実施、およびアップデートとアップグ
レードの通知メッセージを表示するかしないか
の設定をします。

145

セットアップロック 設定した内容を変更できないようにロックしま
す。

146

セットアップ 
アシスタント

テレビ画面の案内に沿って基本的な設置 /接続 /設定をおこないます。 C	8

メニューn一覧
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メニュー画面の表示例
代表例を説明します。

【例 1】
メニュー選択画面（トップメニュー）

セットアップメニュー
オーディオ

ビデオ

入力ソース

スピーカー

ネットワーク

一般

セットアップアシスタント

オーディオ
ダイアログエンハンサー
サブウーハーレベル
サラウンドパラメーター
トーンコントロール
M-DAX
オーディオディレイ
音量
Audyssey
グラフィックEQ

せりふ部分の周波数帯域を調節し、せりふを強調して
聴きやすくします

q	選択中の設定アイコン
w	GUI メニューの設定アイコン一覧

e

w

e 選択中の設定項目名
r	選択中の設定項目のガイドテキスト

uiを押して“オーディオ”
を選び、p を押す。

（または、ENTER を押す。）

q

r

【例 2】
Audyssey® セットアップ画面 （イラスト付き）

Audysseyセットアップ

チャンネルセレクト
測定結果の確認

再設定

スタート

本機は部屋の音響特性を測定し、最適なスピーカーの設定を
自動で行います。
必要であれば、下記の設定をおこなってください。

y

t	選択中の設定アイコン
y	操作ガイドテキスト
u	イラスト
i	設定項目名

t

i u

ご注意
コンピューター解像度（例：VGA）の映像または一部の 3Dビ
デオコンテンツを再生中にメニューを操作すると、再生映像は
メニュー画面の映像に切り替わります。



113

テレビ画面とディスプレイの表示について
テレビ画面とディスプレイの表示について、代表的な例を説明します。

テレビ画面 ディスプレイ 説　明

トップメニューの表示
セットアップメニュー
オーディオ

ビデオ

入力ソース

スピーカー

ネットワーク

一般

セットアップアシスタント

w

*SETUP MENU

Audiow

q	SETUPを押して、メニュー画面を表示し
ます。

w	テレビ画面：選択中の行を表示します。
ディスプレイ：選択中の項目を表示しま
す。

•	設定したい項目に移動するときは、uiを
押します。

設定を変更するときの表示
DIGITAL ANALOGHDMI COMP VIDEO

入力ソース/入力端子の割り当て

初期化
CBL/SAT
DVD
Blu-ray
GAME
MEDIA PLAYER
TV AUDIO
AUX1
AUX2
CD

1
2
3
4
5
-

Front
6
-

1
2
3
4
6
-

Front
-
5

1
2
3
-
-
-
-
-
-

1
2
-
-
3
-

Front
-
-

COAX1
COAX2

-
-
-

OPT1
-
-

OPT2

HDMI入力端子の割り当てを変更します

q

DIGITAL ANALOGHDMI COMP VIDEO

入力ソース/入力端子の割り当て

初期化
CBL/SAT
DVD
Blu-ray
GAME
MEDIA PLAYER
TV AUDIO
AUX1
AUX2
CD

1
2
3
4
5
-

Front
6
-

1
2
3
4
6
-

Front
-
5

1
2
3
-
-
-
-
-
-

1
2
-
-
3
-

Front
-
-

COAX1
COAX2

-
-
-

OPT1
-
-

OPT2

HDMI入力端子の割り当てを変更します

e

ENTER を押す。

	

*INPUT ASSIGN

CBL/SAT [HDMI1 ] q

*INPUT ASSIGN

CBL/SAT •HDMI1 – e

ENTER を押す。

q	テレビ画面：選択中の行を表示します。
ディスプレイ：選択中の項目を表示します。

•	設定したい項目に移動するときは、uiを押します。
w	ENTERを押して、設定したい項目を選びます。

e	設定を変更できる項目には、項目名の両端に	0 1 を表示し
ます。o	pを押して、設定を変更します。

お買い上げ時の設定に戻すときのn
表示

DIGITAL ANALOGHDMI COMP VIDEO

入力ソース/入力端子の割り当て

初期化
CBL/SAT
DVD
Blu-ray
GAME
MEDIA PLAYER
TV AUDIO
AUX1
AUX2
CD

1
2
3
4
5
---

Front
6
-

1
2
3
4
6
---

Front
-
5

1
2
3
-
-
-
-
-
-

1
2
-
-
3
-

Front
-
-

COAX1
COAX2

-
---
---

OPT1
-
-

OPT2

設定を初期値に戻します

設定を初期値に戻しますか？

はい いいえ
w

ENTER を押す。

DIGITAL ANALOGHDMI COMP VIDEO

入力ソース/入力端子の割り当て

初期化
CBL/SAT
DVD
Blu-ray
GAME
MEDIA PLAYER
TV AUDIO
AUX1
AUX2
CD

1
2
3
4
5
-

Front
6
-

1
2
3
4
6
-

Front
-
5

1
2
3
-
-
-
-
-
-

1
2
-
-
3
-

Front
-
-

COAX1
COAX2

-
-
-

OPT1
-
-

OPT2

設定を初期値に戻します

q

*INPUT ASSIGN

Reset? •Cancel w

*INPUT ASSIGN

Defaultq

ENTER を押す。

q	uを押して“初期化”または“Default”を選び、	ENTERを押しま
す。

w	oを押して“はい”または“Reset”を選び、ENTERを押します。
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文字入力について
本機は、次の画面に表示する名前をお好みに合わせて変更でき
ます。
•	テキスト検索	(v73 ページ )
•	プリセットネーム	(v61 ページ )
•	入力ソース名の変更	(v131 ページ )
•	フレンドリーネームの編集	(v138 ページ )
•	ゾーン名の変更	(v138 ページ )
•	ネットワーク機能に関する文字入力
(v64、71、73、139 ページ )

キーボード画面で名前を入力する
テレビ画面に表示される文字を選んで、文字を入力します。

 n入力のしかた

1 文字の入力をおこなう画面を表
示 す る (v110 ペ ー ジ 「 メ
ニュー 一覧」)。

2 変更したい文字を選ぶ。
q uio p を押して  または  を選

ぶ。
w ENTER を押して、変更したい文字にカーソルを

合わせる。
ENTERを押すたびに、カーソルが1文字ずつ移動します。

3 uio p を押して入力したい文字を選び、ENTER
を押す。

•	入力できる文字の種類は、次のとおりです。

G 英大文字 / 数字 / 記号 H
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
0123456789
! “ # $ % & ’ ( ) z + , ; < = >
G 英小文字 / 数字 / 記号 H
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
0123456789
. @ - _ / : ~ ? [ \ ] ^ ’ { ¦ }

4 手順 2、3 をくり返して、名前を変更する。

5 uio p を押して O K  を選び、ENTER を
押す。
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オーディオ
音声に関する設定をします。

メニューの操作のしかた

1 ZONE SELECT を押して、“MAIN”に切り替える。

2 SETUP を押す。
テレビ画面にメニューを表示します。

3 ui を押して、設定または操作したいメニューを選ぶ。

4 ENTER または p を押して、設定を確定する。

•	前の項目に戻るときは、oまたは BACK を押してください。
•	メニューを終了するときは、メニュー表示中に SETUP を押してくださ
い。メニュー表示が消えます。

“オーディオ”メニューでできること

ダイアログエンハンサーn(v116ページ )

サブウーハーレベルn(v116ページ )

サラウンドパラメーターn(v116ページ )

トーンコントロールn(v118ページ )

M-DAXn(v118ページ )

オーディオディレイn(v118ページ )

音量n(v119ページ )

バイリンガルモードn(v119ページ )

Audysseyn(v119ページ )

グラフィックEQn(v121ページ )
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サラウンドパラメーター お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

サラウンド音声の音場効果をお好みにあわせて調節できます。
調節できる項目（パラメーター）は、再生している信号や選択しているサウンドモードによって
異なります。調節できる各項目については、	「サウンドモードとパラメーター一覧表」(v165
ページ )をご覧ください。

ご注意
•	設定項目の中には再生停止中に設定できないものがあります。設定は再生中におこなってくだ
さい。

•	サウンドモードが“PURE	DIRECT”のとき、サラウンドパラメーターは設定できません。

設定項目 設定内容
ホームシアターEQ
映画のせりふの高域成分をや
わらげ、聴きやすくします。

オン	:	“ホームシアターEQ”を使用します。
オフ	:	“ホームシアターEQ”を使用しません。

ラウドネスマネージメント
Dolby	TrueHDソースのと
きに設定できます。“ダイナ
ミックレンジ圧縮”で設定し
た内容で出力するか、ディス
クに記録されている音声のダ
イナミックレンジを圧縮せず
にそのまま出力するかを設定
します。

オン	:	“ダイナミックレンジ圧縮”の設定および“ダイアログノーマライゼー
ション”(v144 ページ )で設定した内容で出力します。
オフ	:	“ダイナミックレンジ圧縮”の設定および“ダイアログノーマライゼー
ション”(v144 ページ )が無効になり、ディスクに記録されている信号
をそのまま出力します。

ダイナミックレンジ圧縮
ダイナミックレンジ（静かな
音と大きな音のレベル差）を
圧縮します。

オート	:	再生するソースによってダイナミックレンジの圧縮を自動でオン/	
オフします。
弱	/	中	/	強	:	ダイナミックレンジの圧縮量を設定します。
オフ	:	ダイナミックレンジを圧縮しません。

	“オート”はDolby	TrueHDソースのときのみ設定できます。

低音の位相補正
Blu-ray	disc などマルチ
チャンネルで収録されている
コンテンツでは、低音 (LFE)
が遅れて収録されている場合
があります。本機能を使用す
ると、この低音 (LFE) の遅
れを補正します。

0ms～16ms

	ディスクによって低音 (LFE) の遅れが異なります。お好みで設定して
ください。

ダイアログエンハンサー お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

センターチャンネルのせりふ部分の周波数帯域を調節し、せりふを強調して聴きやすくします。

設定項目 設定内容
エンハンサー 弱	/	中	/	強	:	せりふを強調します。

オフ	:	せりふを強調しません。

サブウーハーレベル お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

サブウーハーの音量を調節します。

設定項目 設定内容
サブウーハー
サブウーハー出力のオン /オ
フを設定します。

オン	:	サブウーハーを使用します。
オフ	:	サブウーハーを使用しません。

ご注意
サウンドモードが“DIRECT”または“PURE	DIRECT”モード (v81
ページ ) で、メニューの“サブウーハーモード”	(v136 ページ ) の設定
が“LFE+	メイン”のときに設定できます。

サブウーハー1レベル
サブウーハー1の音量を調節
します。

–12dB～+12dBn(0dB)

サブウーハー2レベル
サブウーハー2の音量を調節
します。

–12dB～+12dBn(0dB)

オーディオ
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設定項目 設定内容
センター幅
センターチャンネルから出力
されるせりふをフロント左右
のチャンネルに振り分け、前
方の音場イメージを広げま
す。サウンドモードがDolby	
PLgx の“Music”モードのと
きに設定できます。

0～7n(3)

	数値が小さくなるほど、せりふはセンターチャンネル集中します。数
値が大きくなるほど、フロント左右チャンネルに振り分けられ、前方
の音場イメージが広がります。

Height ゲイン
フロントハイトチャンネルの
音量をコントロールします。

弱	:	フロントハイトチャンネルの音量を小さくします。
通常	:	フロントハイトチャンネルを標準音量で出力します。
強	:	フロントハイトチャンネルの音量を大きくします。

ご注意
“Height ゲイン”は、次の設定のときに表示します。
•	メニューの“スピーカー構成”⇨“フロントハイト”の設定（v134 ペー
ジ）が“無し”以外のとき

•	サウンドモードが“PLgz”または PLgz	のデコーダーを使用しているとき
初期化
“サラウンドパラメーター”の
設定をお買い上げ時の設定に
戻します。

はい	:	お買い上げ時の設定に戻します。
いいえ	:	お買い上げ時の設定に戻しません。

	“初期化”を選んで ENTER を押すと、“サラウ
ンドパラメーターの設定を初期値に戻します
か？”というメッセージが表示されますので、
“はい”または“いいえ”を選び、ENTER を押し
てください。

オーディオ

設定項目 設定内容
LFE
低域信号（LFE）レベルを調節
します。

nn“入力モード”(v132ページ )の設定が、“7.1CHnIN”以外のとき
–10dB～0dB

nn“入力モード”(v132ページ )の設定が、“7.1CHnIN”のとき
0dB	/	5dB	/	10dB	/	15dB

	各ソースを正しく再生するために、次の値に設定することをおすすめ
します。
•	Dolby	Digital ソース：“0dB”
•	DTSの映画ソース：“0dB”
•	DTSの音楽ソース：“–10dB”

センターゲイン
センターチャンネルから出力
されるせりふをフロント左右
のチャンネルに振り分け、前
方の音場イメージを広げま
す。サウンドモードがDTS	
NEO:X のときに設定できま
す。

0.0～1.0n(0.3)

パノラマ
フロント左右チャンネルの音
場をサラウンドチャンネルま
で拡大し、前方の音場イメー
ジを広げます。サウンドモー
ドがDolby	PLgの“Music”
モードのときに設定できま
す。

オン :	設定します。
オフ	:	設定しません。

ディメンション
音場イメージの中心を前方ま
たは後方にシフトし、再生
バランスを調節します。サウ
ンドモードがDolby	PLgの
“Music”モードのときに設定
できます。

0～6n(3)

	数値が小さくなるほど、サラウンド音場は後方に移動し、数値が大き
くなるほど、サラウンド音場は前方に移動します。
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M-DAX
MP3、WMA（Windows	Media	Audio）やMPEG-4	AACなどの圧縮オーディオフォーマット
は、人間の耳には聞こえにくい部分の信号を省いてデータ量を減らしています。“M-DAX”は、
圧縮処理をするときに省かれた信号を生成し、圧縮する前の音に近い状態に復元する機能です。
同時に低音域の量感の補正もおこないますので、圧縮オーディオ信号をより豊かに再生するこ
とができます。

設定項目 設定内容
モード
“M-DAX”のモードを設定し
ます。

オフ	:	“M-DAX”を使用しません。
強n :	 高域が極端に少ない圧縮音声ソースに対して、最適なモードです
(64kbps 以下 )。
中	 :	圧縮音声全般に対して、低域と高域を適切に補正します（96kbps 以
下 )。
弱	 :	 高域が十分にある圧縮音声ソースに対して、最適なモードです
（96kbps 以上 )。

•	アナログ入力やPCM信号（サンプリング周波数=	44.1/48	kHz）が入力
されたときに設定できます。

•	“M-DAX”の設定は、入力ソースごとに記憶します。
•	“オフ”以外に設定すると、ディスプレイのM-DAX表示が点灯します。
•	サウンドモードが“DIRECT”または“PURE	DIRECT”のときは設定でき
ません。

•	本体の M-DAX を押しても設定できます。
本体の M-DAX を押すたびに、M-DAXのモードが次の順序で切り替わり
ます。

オフ 弱

中強

オーディオディレイ お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

映像を見ながら、音声の出力を遅らせる時間を調節します。

設定内容
0ms～200ms

•	メニューの“オートリップシンク”(v123 ページ ) の設定が“オン”のとき、およびオートリップシン
ク対応のテレビを接続しているときは、0	～	100ms の範囲で設定できます。

•	“オーディオディレイ”の設定は、入力ソースごとに記憶します。
•	メニューの“ビデオモード”(v125 ページ ) が“オート”または“ゲーム”のときは、ゲームモード用の
オーディオディレイ値を設定できます。

オーディオ

トーンコントロール お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

トーンを調節します。

設定項目 設定内容
トーンコントロール
トーンコントロール機能の
“オン”と“オフ”の設定をし
ます。

オン	:	低音や高音のトーンを調節できます。
オフ	:	トーンを調節せずに再生します。

	メニューの“Dynamic	EQ”	(v120 ページ ) の設定が“オフ”のとき
に設定できます。

ご注意
•	“トーンコントロール”の設定は、ゾーン 2とゾーン 3には反映しません。
•	サウンドモードが“DIRECT”または“PURE	DIRECT”モードのとき、
トーンの調節はできません。

低音
低音を調節します。

–6dB～+6dBn(0dB)

	メニューの“トーンコントロール”の設定が“オン”のときに設定できま
す。

高音
高音を調節します。

–6dB～+6dBn(0dB)

	メニューの“トーンコントロール”の設定が“オン”のときに設定できま
す。
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音量 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

メインゾーン（本機のある部屋）の音量に関する設定をします。

設定項目 設定内容
表示方法
音量の表示方法を設定しま
す。

0～98	:	0	( 最小 )～98の範囲で表示します。
–79.5dB～18.0dB	:	---dB（最小）、–79.5dB～18.0dBの範囲で表示
します。

•	“表示方法”を設定すると、“音量の上限”や“電源オン時の音量”の表示方
法も切り替わります。

•	“表示方法”の設定は、すべてのゾーンに対して適用します。
音量の上限
音量の上限を設定します。

60n(–20dB)	/	70n(–10dB)	/	80n(0dB)
オフ	:	音量の上限を設定しません。

電源オン時の音量
電源をオンにしたときの音量
を設定します。

前回の音量	:	前回使用したときの音量になります。
消音	:	常に消音状態になります。
1～98n(–79dB～18dB)	:	設定した音量になります。

ミューティングレベル
ミューティング時の音量の減
衰量を設定します。

消音	:	消音状態になります。
–40dB	:	現在の音量から 40dB下げて再生します。
–20dB	:	現在の音量から 20dB下げて再生します。

バイリンガルモード お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

AACソースやドルビーデジタルの二重音声の出力内容を設定します。

設定内容
主音声：主音声のみ出力します。
副音声：副音声のみ出力します。
主 /副：主音声は左チャンネルから、副音声は右チャンネルから出力します。
主+副：主音声と副音声をミックスして出力します。

	このモードは、二重音声のソースを再生中のみ有効です。

Audyssey お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

Audyssey	MultEQ®	XT	32、Audyssey	Dynamic	EQ®、Audyssey	Dynamic	Volume®、
Audyssey	LFC™および Audyssey	DSX®の設定をします。これらの設定は、Audyssey®
セットアップをおこなったあとに設定できます。
Audyssey 技術に関する詳細な情報については、	174 ページをご覧ください。

ご注意
Audyssey®セットアップをおこなっていない場合、またはAudyssey®セットアップをおこ
なったあとにスピーカーの設定を変えると、Dynamic	EQや Dynamic	Volume を選択できませ
ん。
この場合は、再度 Audyssey® セットアップをおこなうか、“再設定”	(v46 ページ )	をお
こなってAudyssey®セットアップ後の設定に戻してください。

設定項目 設定内容
MultEQ®nXTn32
MultEQ®	XT	32 は、
Audyssey®セットアップの
測定結果に基づき、リスニン
グ環境における時間特性と周
波数特性の両方を補正しま
す。
3種類の補正カーブから選択
します。“Audyssey”に設定
することをおすすめします。
MultEQ®	XT	32 の 設 定
は、Dynamic	EQ、Dynamic	
Volume や Audyssey	LFC
を動作させるために必要で
す。

Audyssey	:	すべてのスピーカーの周波数特性を最適に補正します。
AudysseynByp.L/R	 :	フロントスピーカー以外のスピーカーの周波数
特性を最適に補正します。
AudysseynFlat	:	すべてのスピーカーの周波数特性が均一になるように
補正します。
グラフィック EQ	 :	メニューの“グラフィック EQ”	(v121 ページ ) で
調節された周波数特性を適用します。
オフ	:	“MultEQ®	XT	32”を使用しません。

•	Audyssey® セットアップをおこなうと、“Audyssey”、“Audyssey	
Byp.	L/R”および“Audyssey	Flat”が選択できます。

•	Audyssey®セットアップ後は自動的に“Audyssey”になります。
•	“Audyssey”、“Audyssey	Byp.	L/R”または“Audyssey	Flat”を選んだ
ときは、ディスプレイの	 	表示が点灯します。

ご注意
ヘッドホン使用時、“MultEQ®	XT	32”の設定は自動的に“オフ”になりま
す。

“MultEQ®	XT	32”、“Dynamic	EQ”および“Dynamic	Volume”の設定は、入力ソースごとに
記憶します。
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設定項目 設定内容
DynamicnEQ
人間の聴覚や部屋の音響特
性を考慮し、音量レベルを下
げた際に発生する音質の低下
を防ぎます。
Dynamic	EQはMultEQ®	
XT	32 と連動して動作しま
す。

オン	:	Dynamic	EQを使用します。
オフ	:	Dynamic	EQを使用しません。

	
•	“オン”に設定すると、ディスプレイの	 	表示が点灯します。
•	本体の DYNAMIC EQ を押しても設定できます。DYNAMIC EQ を押す
たびに次の順序で切り替わります。

On Offオン オフ

ご注意
メニューの“Dynamic	EQ”の設定が“オン”のときは、“トーンコントロー
ル”	(v118 ページ )の調節はできません。

リファレンスn
オフセット
Audyssey	Dynamic	EQ®
は、一般的なフィルム（映画
など）のミキシングレベルを
リファレンスとしています。
音量レベルが 0dBから下げ
られた際にミキシング特性・
サラウンド効果を常にコンテ
ンツが作成された本来の特性
に自動的に維持します。し
かし、フィルムのリファレ
ンスはミュージックやテレビ
番組などフィルム以外のコ
ンテンツの作成には使用さ
れていない場合もあります。
Dynamic	EQは、フィルム
作成時に使用される標準のリ
ファレンスレベルを使用せず
に作成されたコンテンツに対
してオフセットレベルの設定
（5dB/10dB/15dB）が可能
です。右記が推奨の設定レベ
ルになります。

0dB（フィルムリファレンス）：お買い上げ時の設定です。映画などのコン
テンツに最適です。
5dB：クラッシック音楽のような非常に広いダイナミックレンジを持った
コンテンツに適しています。
10dB：ジャズなどの広めのダイナミックレンジを持ったミュージックコ
ンテンツやテレビ番組に適しています。
15dB：ポップやロックなどの非常に高い音量レベルのコンテンツや、圧
縮されたダイナミックレンジを持つコンテンツに適しています。

	メニューの“Dynamic	EQ”	(v120 ページ ) の設定が“オン”のとき
に設定できます。

設定項目 設定内容
DynamicnVolume
テレビや映画などで再生する
コンテンツ内における音量レ
ベルの変化（静かな音のシー
ンと大きな音のシーンの間な
ど）をお好みの音量設定値に
自動的に調節します。

Heavy	 :	音量レベルを最大に設定します。すべての音を一定の大きさに
します。
Medium	:	音量レベルを中間に設定します。平均的な音より大きな音と小
さな音を調節します。
Light	 :	音量レベルを最小に設定します。非常に大きな音と非常に小さな
音を調節します。
オフ	:	“Dynamic	Volume”を使用しません。

•	“Heavy”、“Medium”または“Light”に設定すると	 	表示が点灯
します。

•	Audyssey® セットアップ	(v38 ページ ) で“Dynamic	Volume”を
“はい”に設定した場合は、自動的に“Medium”になります。
•	本体の DYNAMIC VOL を押しても設定できます。DYNAMIC VOL を
押すたびに次の順序で切り替わります。

Off Heavy

MediumLight

オフ

AudysseynLFC™
低音周波数帯域を調節し、
隣の部屋に低音や振動が漏れ
ることを防ぎます。

オン	:	Audyssey	LFC™を使用します。
オフ	:	Audyssey	LFC™を使用しません。

	“Audyssey	LFC™”は、Audyssey®	セットアップが完了していない
場合は設定できません。

AboutnAudysseynLFC™nn
(LownFrequencynContainment) について

Audyssey	LFC™は、隣や下の部屋に低音や振動が漏れることを抑制
します。リアルタイムに入力信号を解析して、壁や床、天井を通り抜け
るような低音を抑えると同時に、音響心理的アプローチを用いた低域補
正処理をおこなうことで、隣や下の部屋に低音が響き渡ることなく、視
聴者はコンテンツ本来の低域を楽しめます。

抑制量
抑制する低域の量を調節しま
す。隣の部屋に低音が漏れる
のを防ぎたい場合は、より高
い値を設定してください。

1～7n(4)
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設定項目 設定内容
AudysseynDSX®
新たなチャンネルを追加し、
包み込むようなサラウンドサ
ウンドを提供します。

ワイド /ハイト：フロントワイドチャンネルおよびフロントハイトチャン
ネルを生成するAudyssey	DSX®を設定します。
ワイド：フロントワイドチャンネルを生成するAudyssey	DSX®を設定
します。
ハイト：フロントハイトチャンネルを生成するAudyssey	DSX®を設定
します。
オフ：Audyssey	DSX®を設定しません。

再生するHDオーディオソースに、フロントハイトチャンネルやフロント
ワイドチャンネルが含まれている場合は、“Audyssey	DSX®”は使用できま
せん。この場合、入力信号のままそれぞれのチャンネルを再生します。

ステージウィドス
フロントワイドスピーカー使
用時にサウンドステージの広
がりを調節します。

–10～+10	(0)

ステージハイト
フロントハイトスピーカー使
用時サウンドステージの高さ
を調節します。

–10～+10	(0)

•	“Audyssey	DSX®”は、フロントハイトスピーカーまたはフロントワイ
ドスピーカーをご使用のときに設定できます。

•	“Audyssey	DSX®”は、センタースピーカーを使用しているときに有効で
す。

•	“Audyssey	DSX®”はサラウンドモードが PLgz	Height 以外のスタン
ダードモードのときに有効です。

AudysseynDynamicnSurroundnExpansionn（A-DSX）について
Audyssey	DSX®	は、既存の 5.1ch システムに新しいチャンネルを加
えることによりサラウンド効果・印象を高め、より大きなサラウンド空
間を実現する新しいサラウンド拡張技術です。人間の聴覚特性の研究で、
サラウンド効果を高める要素として大きく 2つのポイントがあげられま
す。最も重要なポイントは臨場感のあるサラウンド空間の構成にはフロ
ント（前方向）部分に横の広がり（ワイドチャンネル）を作ることです。次
に重要なポイントとしてはサラウンド空間に奥行き感を作る為には認知
（聴くことが）出来る音響信号でフロント（前方向）部分に高さの広がり
（ハイトチャンネル）を作ることとされています。
Audyssey	DSX®	はこの２つの重要な要素からワイドチャンネル、ハ
イトチャンネルそれぞれペアで作り出します。また Audyssey	DSX®
は単純にチャンネルを追加するだけではなく、既存のフロントやサ
ラウンド、サラウンドバックとの組み合わせることで更に効果を高
める“S

サ ラ ウ ン ド ・

urround	E
エンベ ロ ー プ メ ン ト・

nvelopment	P
プ ロ セ ッ シ ン グ

rocessing”という技 術を開 発し
Audyssey	DSX®の中に取り入れています。

グラフィック EQ お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

グラフィックイコライザーを使用して、各スピーカーの音色を調節します。
“グラフィック EQ”は、“MultEQ®	XT	32”(v119 ページ ) の設定が“グラフィック EQ”の
ときに設定できます。

設定項目 設定内容
スピーカーの選択方法
スピーカーの音色の調節を
個々におこなうか、まとめて
おこなうかを選びます。

すべて	:	すべてのスピーカーの音色を一緒に調節します。
左 /右	:	左右のスピーカーの音色を一緒に調節します。
各スピーカー	:	スピーカーごとに音色を調節します。

EQ調節
周波数帯域ごとの音色を調
節します。“スピーカーの選
択方法”で選んだスピーカー
を調節します。

q	スピーカーを選択する。
w	調節する周波数帯を選択する。
63Hz	/	125Hz	/	250Hz	/	500Hz	/	1kHz	/	2kHz	/	4kHz	/	
8kHz	/	16kHz
•	“左 /右”や“各スピーカー”を選んだときは、調節するスピーカーを選
んでください。

e	レベルを調節する。
–20.0dB～+6.0dB	(0.0dB)

カーブコピー
MultEQ®	XT	32 の
“Audyssey	Flat”	
(v119 ページ )	の補正
カーブをコピーします。

はい	:	コピーをします。
いいえ	:	コピーをしません。

•	“カーブコピー”は、Audyssey®セットアップをおこなったあとに表示し
ます。

•	“カーブコピー”を選んで ENTER を押すと、““Audyssey	Flat”の補正
カーブをコピーしますか ?”というメッセージが表示されますので、“はい”
または“いいえ”を選び、ENTER を押してください。

初期化
“グラフィック EQ”で設定し
た内容をお買い上げ時の設定
に戻します。

はい	:	お買い上げ時の設定に戻します。
いいえ	:	お買い上げ時の設定に戻しません。

	“初期化”を選んで ENTER を押すと、“設定を
初期値に戻しますか ?”というメッセージが表
示されますので、“はい”または“いいえ”を選
び、ENTER を押してください。
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映像に関する設定をします。

ご注意
本設定は、HDMI	ZONE4 機能を使用中は設定できません (“HDMI コントロール”	および“コン
トロールモニター”は除く )。

メニューの操作のしかた

1 ZONE SELECT を押して、“MAIN”に切り替える。

2 SETUP を押す。
テレビ画面にメニューを表示します。

3 ui を押して、設定または操作したいメニューを選ぶ。

4 ENTER または p を押して、設定を確定する。

•	前の項目に戻るときは、oまたは BACK を押してください。
•	メニューを終了するときは、メニュー表示中に SETUP を押してくださ
い。メニュー表示が消えます。

“ビデオ”メニューでできること

画質調整n(v123ページ )

HDMI 設定n(v123ページ )

ビデオ出力の設定n(v125ページ )

アナログビデオ出力n(v126ページ )

オンスクリーンディスプレイn(v127ページ )

TVフォーマットn(v127ページ )
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画質調整 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

映像の画質を調節します。
設定はお買い上げ時のままにしておくことをおすすめします。まずは、テレビ側でディスプレイ
の画質調整をおこない、微調整をおこないたい場合のみ、このメニューを使用してください。
入力ソースが	 CBL/SAT 	 DVD 	 Blu-ray 	 GAME 	 AUX1 	 AUX2 	 MEDIA PLAYER 	 iPod/USB 	

NETWORK 	のときに設定できます。
•	上記以外の入力ソースでは、メニューの“ビデオセレクト”を選択しているときに設定できま
す。この場合、元の入力ソースの設定を呼び出します。

•	メニューの“ビデオコンバージョン”(v125 ページ )の設定が“オン”のときに設定できます。
•	“TV	AUDIO”および“CD”は、各入力ソースに“HDMI”、“COMP”または“VIDEO”(v129、
130 ページ )を割り当てているときに設定できます。

設定項目 設定内容
ピクチャーモード
ビデオ信号や視聴環境に合
わせて、お好みのピクチャー
モードを選んでください。

スタンダード	:	リビングルームの視聴環境に適した標準のモードです。
ムービー	 :	シアタールームなどの暗い部屋で映画を見るのに適したモード
です。
ビビッド	 :	ゲームなどのグラフィック画面に対して、より明るく、鮮やか
にするモードです。
ストリーミング	:	低ビットレートのビデオソースに適したモードです。
カスタム	:	画質調整を手動でおこないます。
オフ	:	本機による画質調整をおこないません。

•	OPTION を押してオプションメニューの“ピクチャーモード”(v77
ページ )から設定することもできます。

•	お買い上げ時の設定は次の通りです。
•	入力ソースが“NETWORK”または“iPod/USB”のとき	:	ストリーミング
•	入力ソースが“NETWORK”および“iPod/USB”以外のとき	:	オフ

コントラスト
映像の明暗の差を調節しま
す。

–6n–n+6n(0)

	“コントラスト”は、“ピクチャーモード”の設定が“カスタム”のときに設
定できます。

ブライトネス
映像の明るさを調節します。

0n–n+12

	“ブライトネス”は、“ピクチャーモード”の設定が“カスタム”のときに設
定できます。

色の濃さ
色の濃さを調節します。

–6n–n+6n(0)

	“色の濃さ”は、“ピクチャーモード”の設定が“カスタム”のときに設定で
きます。

設定項目 設定内容
色合い
緑色と赤色のバランスを調節
します。

–6n–n+6n(0)

	“色合い”は、“ピクチャーモード”の設定が“カスタム”のときに設定でき
ます。

ノイズ除去
映像全体のノイズを軽減しま
す。

弱n/n中n/n強n/nオフ

	“ノイズ除去”は、“ピクチャーモード”の設定が“カスタム”のときに設定
できます。

エンハンサー
映像の輪郭を強調します。

0n–n+12

	“エンハンサー”は、“ピクチャーモード”の設定が“カスタム”のときに設
定できます。

ご注意
•	“画質調整”は、4Kのビデオ信号入力時は設定できません。
•	HDMI	MONITOR	OUT	1、HDMI	MONITOR	OUT	2、COMPONENT	VIDEO	OUTおよび
VIDEO	MONITOR	OUT端子にテレビを同時に接続して、コンポーネントビデオ信号または
ビデオ信号を入力している場合、“ピクチャーモード”⇨“ストリーミング”、“ノイズ除去”	およ
び“エンハンサー”の設定は、HDMI 接続しているテレビのみに効果があります。

HDMI 設定 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

HDMI の映像出力や音声出力に関する設定をします。

設定項目 設定内容
オートリップシンク
出力する音声と映像の時間の
ずれを自動的に補正します。

オン	:	補正します。
オフ	:	補正しません。

HDMI オーディオ出力
HDMIの音声の出力先を設定
します。

AVP	 :	パワーアンプに接続したスピーカーで再生します。(音声は本機の
プリアウト端子から出力されます。)
TV	:	本機に接続したテレビで再生します。

•	HDMI 音声出力を“TV”に設定することで、HDMI 入力端子からの音声信
号をHDMI 出力端子に出力することができます。
アナログ入力端子やデジタル入力端子（Coaxial/Optical/7.1CH	IN）か
ら入力される音声信号を、HDMI 出力端子に出力することはできません。

•	HDMI コントロール機能が動作しているときは、本機に接続したテレビ
の音声設定を優先します	(v98 ページ 「HDMI コントロール機能」)。
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設定項目 設定内容
ビデオ出力
HDMI のモニター出力を設定
します。

オート (デュアル )：HDMI	MONITOR	1 またはHDMI	MONITOR	2 端
子に接続されたテレビを自動的に認識して使用します。
モニター1：HDMI	MONITOR	1 端子に接続されたテレビを常に使用しま
す。HDMI	MONITOR	2 端子に接続されたテレビからは映像を出力しま
せん。
モニター2：HDMI	MONITOR	2 端子に接続されたテレビを常に使用しま
す。HDMI	MONITOR	1 端子に接続されたテレビからは映像を出力しま
せん。

•	HDMI	MONITOR	1 およびHDMI	MONITOR	2 端子にテレビを接続し
た場合、	“解像度”の設定 (v126 ページ ) が“オート”のときは、両方
のテレビが対応している解像度で出力します。

•	メニューの“解像度”設定（v126 ページ）が“オート”以外のときは、“ビ
デオ”⇨“HDMI モニター1”および“HDMI モニター2”（v144 ページ）
で、ご使用のテレビが対応している解像度を確認してください。

•	本体の HDMI OUT を押しても設定できます。HDMI OUT を押すたびに
次の順序で切り替わります。

Auto (Dual) Monitor 1

Monitor 2

オート(デュアル) モニター1

モニター2

ご注意
接続しているモニターによっては、“オート（デュアル）”に設定すると正しく
表示されない場合があります。このようなときは、“モニター1”または“モ
ニター2”を選んでください。

バーチカルストレッチ
映像信号を垂直方向に伸張
するかしないかの設定をしま
す。

オン	:	映像信号を垂直方向に伸張します。
オフ	:	映像信号を垂直方向に伸張しません。

	“バーチカルストレッチ”は、“i/p	スケーラー”（v125 ページ）	の設
定が“オフ”以外のときに動作します。

HDMI パススルー
本機がスタンバイのときに、
入力されているHDMI 信号
をHDMI モニターへ出力す
る設定をします。

オン	:	本機がスタンバイのときでも、入力されているHDMI 信号をHDMI
モニターへ出力します。
オフ	 :	本機がスタンバイのときに、入力されている HDMI 信号を HDMI
モニターへ出力しません。

ご注意
“HDMI パススルー”を“オン”に設定している場合は、スタンバイ時の待機
電力を多く消費します。長期間本機を使用しない場合は、電源コードをコ
ンセントから抜くことをおすすめします。

ビデオ

設定項目 設定内容
HDMInコントロール
HDMI 接続したHDMI	コン
トロール対応機器と連動して
操作できます。

オン	:	HDMI コントロール機能を使用します。
オフ	:	HDMI コントロール機能を使用しません。

•	HDMIコントロール機能に対応していない機器と接続した場合は、“HDMI
コントロール”を“オフ”に設定してください。

•	接続した機器の設定方法は、各機器の取扱説明書をご覧ください。
•	HDMI コントロール機 能については、「HDMI コントロール機 能 」
(v98 ページ )	をご覧ください。

ご注意
•	“HDMI コントロール”を“オン”に設定している場合は、スタンバイ時の

待機電力を多く消費します。長期間本機を使用しない場合は、電源コー
ドをコンセントから抜くことをおすすめします。

•	HDMI コントロール機能は、HDMI コントロール機能対応のテレビが動作
の制御をおこないます。HDMI コントロール機能を使用するときは、必
ずテレビを接続してください。

•	“HDMI コントロール”の設定を変更した場合は、変更後必ず接続機器の
電源を切り、電源を入れ直してください。

パススルーソース
電源がスタンバイのときに、
HDMI信号を入力するHDMI	
端子を設定します。

最後のソース	:	前回使用していた入力ソースのままスタンバイします。
CBL/SATn /nDVDn /nBlu-rayn /nGAMEn /nAUX1n /nAUX2n /n
MEDIAnPLAYERn/nCD	 :	それぞれの入力端子に割り当てた入力ソース
のままスタンバイします。

	“パススルーソース”は、“HDMI コントロール”の設定が“オン”、または
“HDMI パススルー”の設定が“オン”のときに設定できます。

コントロールモニター
HDMI コントロール機能を動
作させる HDMI モニターを
選びます。

モニター1：HDMI モニター1を使用してHDMI コントロールをおこない
ます。
モニター2：HDMI モニター2を使用してHDMI コントロールをおこない
ます。
ZONE4：ゾーン 4の HDMI モニターを使用してHDMI コントロールを
おこないます。

•	“コントロールモニター”は、メニューの“HDMI コントロール”⇨“コント
ロール”設定（v124 ページ）が“オン”のときに設定できます。

•	ARC機能は、“コントロールモニター”で設定したHDMI モニター1また
はHDMI モニター2のいずれかの端子に対してのみ動作します。
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ビデオ

設定項目 設定内容
パワーオフコントロール
本機と外部機器の電源オフを
連動します。

すべて	 :	本機の入力ソースに関わらず、テレビの電源をオフにすると、自
動的に本機の電源がスタンバイになります。
ビデオ	 :	本機の入力ソースが CBL/SAT	/	DVD	/	Blu-ray	/	GAME	/		
AUX1	/	AUX2	/	MEDIA	PLAYER	/	CD	/	TV	AUDIO で“HDMI”、
“COMP”または“VIDEO”(v129、130 ページ ) のいずれかが割り当て
られているときに、テレビの電源をオフにすると、自動的に本機の電源が
スタンバイになります。
オフ	:	本機はテレビの電源に連動しません。

	“パワーオフコントロール”は、メニューの“HDMI コントロール”が“オ
ン”のときに設定できます。

ビデオ出力の設定 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

画面に関する設定をします。

	z 	“CBL/SAT”、“DVD”、“Blu-ray”、“GAME”、“AUX1”、“AUX2”、“MEDIA	PLAYER”、“CD”および“TV	
AUDIO”は、各入力ソースに“HDMI”、“COMP”または“VIDEO”（v129、130 ページ）を割り当てて
いるときに設定できます。

“ビデオ出力の設定”は、4Kのビデオ信号入力時は設定できません。

設定項目 設定内容
ビデオモード
映像コンテンツの種類に合わ
せて映像処理のしかたを設定
します。

CBL/SAT z
	 DVD z

	
Blu-ray z

	 GAME z
		

AUX1 z
	 AUX2 z

	
MEDIA PLAYER z 

CD z
	 TV AUDIO z

オート	:	HDMI	のコンテンツ情報に基づく映像処理を自動でおこないます。
ゲーム	:	ゲームコンテンツに適した映像処理をおこないます。
ムービー	:	通常の映像処理をおこないます。

•	“ビデオモード”の設定が“オート”の場合は、入力されたコンテンツに応
じてモードが切り替わります。

•	同じソースを同じ部屋で、メインゾーン（音声と映像）とゾーン 2（音声の
み）の両方を使用して再生すると、メインゾーンの音声とゾーン 2	の音声
がずれて聞こえることがありますが、故障ではありません。このような
場合は、“ゲーム”モードに設定すると、タイミングのずれを少なく抑える
ことができます。

設定項目 設定内容
ビデオコンバージョン
入力された映像信号を接続さ
れたテレビに合わせて自動的
に変換します	(v10 ペー
ジ 「入力された映像信号を
変換して出力する（ビデオコ
ンバージョン機能）」)。

CBL/SAT z
	 DVD z

	
Blu-ray z

	 GAME z
		

AUX1 z
	 AUX2 z

	
MEDIA PLAYER z 

CD z
	 TV AUDIO z

オン	:	入力された映像信号を変換します。
オフ	:	入力された映像信号を変換しません。

•	ゲーム機などの非標準ビデオ信号を入力した場合、ビデオコンバージョ
ン機能が動作しない場合があります。このような場合は、“ビデオコンバー
ジョン”を“オフ”に設定してください。

•	“ビデオコンバージョン”を“オフ”に設定すると、ビデオコンバージョン
機能は動作しませんので、本機とテレビの接続に同じ種類の映像ケーブ
ルを使用してください。

i/p スケーラー
入力ソースの解像度を設定し
た解像度に変換します。

CBL/SAT z
	 DVD z

	
Blu-ray z

	 GAME z
		

AUX1 z
	 AUX2 z

	
MEDIA PLAYER z 

iPod/USB 	 CD z
	

NETWORK 	 TV AUDIO z
	

アナログ	:	アナログ映像入力信号に対して、i/p スケーラー機能を使用しま
す。
アナログn&nHDMIn :	アナログ映像入力信号とHDMI 入力信号に対して、	
i/p スケーラー機能を使用します。
HDMI	:	HDMI	映像入力信号に対して i/p スケーラー機能を使用します。
オフ	:	i/p スケーラー機能を使用しません。

•	“	アナログ&HDMI”および“HDMI”は、HDMI 入力端子を割り当てている
入力ソースに対して設定できます。

•	各入力端子が割り当てられている入力ソースによって、設定項目が異な
ります。

•	i/p	スケーラー機能は、入力された信号が“x.v.Color”、3D、sYCC601	
color、Adobe	RGB	color、	Adobe	YCC601	color およびコンピュータ
解像度のときは効果がありません。
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設定項目 設定内容
解像度
出力する解像度を設定しま
す。
“解像度”の設定は、アナロ
グビデオ入力時と HDMI 入
力時にそれぞれの HDMI	出
力に対しておこなえます。

CBL/SAT z
	 DVD z

	
Blu-ray z

	 GAME z
		

AUX1 z
	 AUX2 z

	
MEDIA PLAYER z 

iPod/USB 	 CD z
	

NETWORK 	 TV AUDIO z
	

オート	 :	HDMI	MONITOR 出力端子に接続しているテレビのパネル画素
数を自動的に検出し、適切な解像度で出力します。
480p/576pn/n1080in/n720pn/n1080pn/n1080p:24Hzn/n4Kn:		
出力したい解像度を選びます。

•	“i/p	スケーラー”（v125 ページ）	の設定が“オフ”以外のときに設定で
きます。

•	“i/p	スケーラー”（v125 ページ）	の設定が“アナログ&HDMI”のとき
は、アナログ映像入力信号とHDMI	映像入力信号の解像度をそれぞれ設
定できます。

•	1080p/24Hz の映像をお楽しみいただくときは、1080p/24Hz	の映像信
号に対応しているテレビをお使いください。

•	“1080p:24Hz”に設定すると、フィルムソース（24Hz）のときに、フィル
ムライクな映像を楽しむことができます。ビデオソースやミックスソース
の場合は、“1080p”に設定することをおすすめします。

•	50Hz の信号を 1080p/24Hz へ変換することはできません。
1080p/50Hz の解像度で出力します。

プログレッシブモード
映像素材に最適なプログレッ
シブモードを選択します。

CBL/SAT z
	 DVD z

	
Blu-ray z

	 GAME z
		

AUX1 z
	 AUX2 z

	
MEDIA PLAYER z 

CD z
	 TV AUDIO z

オート	:	映像の素材を自動的に検出し、適切なモードを設定します。
ビデオ	:	ビデオ素材の再生に適しています。
ビデオ&フィルム	 :	ビデオ素材や 30フレームのフィルム素材の再生に適
しています。

		“i/p	スケーラー”（v125 ページ）	の設定が“オフ”以外のときに設
定できます。

ビデオ

設定項目 設定内容
アスペクト比
HDMI	 端子へ出力する、映
像信号のアスペクト比（縦横
比）を設定します。

CBL/SAT z
	 DVD z

	
Blu-ray z

	 GAME z
		

AUX1 z
	 AUX2 z

	
MEDIA PLAYER z 

iPod/USB 	 CD z
	

NETWORK 	 TV AUDIO z
	

16:9 :	16：9	のアスペクト比で出力します。
4:3n:	16:9 のテレビの画面左右に黒帯をつけて 4:3 のアスペクト比で出力
します (ただし、480ｐ /576 ｐ出力時は除きます )。

	“i/p	スケーラー”（v125 ページ）	の設定が“オフ”以外のときに設定
できます。

	z 	“CBL/SAT”、“DVD”、“Blu-ray”、“GAME”、“AUX1”、“AUX2”、“MEDIA	PLAYER”、“CD”および“TV	
AUDIO”は、各入力ソースに“HDMI”、“COMP”または“VIDEO”（v129、130 ページ）を割り当てて
いるときに設定できます。

アナログビデオ出力 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

COMPONENT	VIDEO	MONITOR	OUT端子およびVIDEO	MONITOR	OUT端子を使用す
るゾーンを割り当てます。

設定項目 設定内容
ゾーン MAINnZONE	 :	COMPONENT	VIDEO	MONITOR	OUT 端 子および

VIDEO	MONITOR	OUT端子をメインゾーンで使用します。
ZONE3	 :	COMPONENT	VIDEO	MONITOR	OUT端子およびVIDEO	
MONITOR	OUT端子をゾーン 3で使用します。
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オンスクリーンディスプレイ お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

オンスクリーンディスプレイに関する設定をします。

設定項目 設定内容
音量 下	:	画面下に表示します。

上	:	画面上に表示します。
オフ	:	表示しません。

	主音量表示が映画の字幕に重なって見づらい場合は、“上”に設定してく
ださい。

情報
サウンドモードの変更や入力
ソースの切り替え時に一時的
に操作の状態を表示します。
これらの各状態表示をするか
しないかの設定をします。

オン	:	表示します。
オフ	:	表示しません。

再生画面
入力ソースが“NETWORK”、
“iPod/USB”または“FM”の
とき、各メニューの表示時間
を設定します。

常時オン	:	常に表示します。
オートオフ	:	約 30 秒間表示します。

ビデオ

TV フォーマット お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

お使いになるテレビに合わせて出力する映像信号方式を設定します。

設定項目 設定内容
フォーマット NTSC	:	NTSC方式で出力します。

PAL	:	PAL 方式で出力します。

“フォーマット”は、次の操作でも設定できます。このとき、メニュー画面
は表示しません。ディスプレイの表示を見ながら設定してください。
1.	本機の電源が入っているときに、本体のoと ZONE SELECT を同時に
3秒以上長押しする。
ディスプレイに“zVideo	Format<	NTSC	>”を表示します。

2.	本体のo	pを押して、映像信号方式を選ぶ。
3.	本体の ENTER を押して、設定を終了する。

ご注意
接続されたテレビの映像方式と異なる方式に設定すると、映像は正しく表
示されません。
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入力ソース
現在選択している入力ソースに関する設定をします。
•	設定を変更しなくてもお使いいただけます。必要に応じて設定してください。

メニューの操作のしかた

1 ZONE SELECT を押して、“MAIN”に切り替える。

2 SETUP を押す。
テレビ画面にメニューを表示します。

3 ui を押して、設定または操作したいメニューを選ぶ。

4 ENTER または p を押して、設定を確定する。

•	前の項目に戻るときは、oまたは BACK を押してください。
•	メニューを終了するときは、メニュー表示中に SETUP を押してくださ
い。メニュー表示が消えます。

知っておいてほしいこと

 n本書内の入力ソースの表示について
本書では、各項目で設定できる入力ソース名を次のようにあらわしています。

CBL/SAT 	 DVD 	 Blu-ray 	 GAME 	 AUX1 	 AUX2 	 MEDIA PLAYER 	 iPod/USB 	 CD 	 FM 	
NETWORK 	 TV AUDIO 	 M-XPort 	 PHONO

ご注意
メニューの“使用ソースの選択”	(v131 ページ )で、“使用しない”に設定した入力ソースは選
べません。	

“入力ソース”メニューでできること

入力端子の割り当てn(v129ページ )

入力ソース名の変更n(v131ページ )

使用ソースの選択n(v131ページ )

ソースレベルn(v131ページ )

オーディオ入力の選択n(v132ページ )

映像の選択n(v132ページ )
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設定項目 設定内容
HDMI
入力ソースに割り当てられて
いるHDMI	入力端子を変更
するときに設定します。

CBL/SAT 	 DVD 	
Blu-ray 	 GAME 	
AUX1 	 AUX2 	

MEDIA PLAYER 	 CD 	
TV AUDIO

1	/	2	/	3	/	4	/	5	/	6	/	Frontn :	選択した入力ソースに、いずれかの
HDMI	入力端子を割り当てます。
ー	:	選択した入力ソースにHDMI 入力端子を割り当てません。

•	各入力ソースのお買い上げ時の設定は、次のとおりです。

入力ソース CBL/SAT DVD Blu-ray GAME AUX1

お買い上げ時
の設定

1 2 3 4 Front

入力ソース AUX2
MEDIA 
PLAYER

CD TV AUDIO

お買い上げ時
の設定

6 5 ー ー

•	“HDMI”で割り当てた映像信号と、メニューの“入力端子の割り当て”⇨
“DIGITAL”で割り当てた音声信号を組み合わせて再生する場合は、“入力
モード”（v132 ページ）を“デジタル”に設定してください。

•	HDMI 接続したテレビにはアナログ端子およびデジタル端子から入力さ
れた音声信号を出力できません。

•	メニューの“HDMI	コントロール”（v124 ページ）を“オン”に設定して
いる場合は、“TV	AUDIO”に“HDMI”を割り当てることはできません。

入力ソース

入力端子の割り当て
本機の音声端子にはお買い上げ時の設定で“CBL/SAT”などの入力ソースが割り当てられてい
ます。お買い上げ時の設定どおりに接続をおこなうと、入力ソース切り替えボタンを押すだけで、
接続した機器の音声や映像を簡単に再生できます。
お買い上げ時の設定と異なる接続をおこなう場合は、この項目で設定を変更する必要がありま
す。

“入力端子の割り当て”メニュー画面の表示例
この画面は、メニューの“入力ソース”⇨“各入力ソース”⇨“入力端子の割り当て”を選択したと
きに表示します。
この“入力端子の割り当て”メニューでは、①各入力ソースに対して、お買い上げ時の設定で割
り当てられている②HDMI 入力端子、③デジタル入力端子、④アナログ入力端子、⑤コンポー
ネント入力端子および⑥ビデオ入力端子を変更できます。

DIGITAL ANALOGHDMI COMP VIDEO

入力ソース/入力端子の割り当て

初期化
CBL/SAT
DVD
Blu-ray
GAME
MEDIA PLAYER
TV AUDIO
AUX1
AUX2
CD

1
2
3
4
5
-

Front
6
-

1
2
3
4
6
-

Front
-
5

1
2
3
-
-
-
-
-
-

1
2
-
-
3
-

Front
-
-

COAX1
COAX2

-
-
-

OPT1
-
-

OPT2

HDMI入力端子の割り当てを変更します

w e r t y

q

“入力端子の割り当て”メニューの操作のしかた

1 uio p を押して、設定したい項目へカーソルを移動させ、
ENTER を押す。

2 o p を押して、入力端子を割り当てる。

3 ENTER を押して、設定を確定する。
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設定項目 設定内容
DIGITAL
入力ソースに割り当てられて
いるデジタル入力端子を変更
するときに設定します。

CBL/SAT 	 DVD 	
Blu-ray 	 GAME 	
AUX1 	 AUX2 	

MEDIA PLAYER 	 CD 	
TV AUDIO

COAX1	/	COAX2	/	OPT1	/	OPT2	:	選択した入力ソースにデジタ
ル入力端子を割り当てます。
ー	:	選択した入力ソースにデジタル入力端子を割り当てません。

•	各入力ソースのお買い上げ時の設定は、次のとおりです。

入力ソース CBL/SAT DVD Blu-ray GAME AUX1

お買い上げ時
の設定

COAX 1 COAX 2 ー ー ー

入力ソース AUX2
MEDIA 
PLAYER

CD TV AUDIO

お買い上げ時
の設定 ー ー OPT 2 OPT 1

ANALOG
入力ソースに割り当てられて
いるアナログ音声入力端子を
変更するときに設定します。

CBL/SAT 	 DVD 	
Blu-ray 	 GAME 	
AUX1 	 AUX2 	

MEDIA PLAYER 	 CD 	
TV AUDIO

1	/	2	/	3	/	4	/	5	/	6	/	Front	/	XLR	:	選択した入力ソースにアナロ
グ入力端子を割り当てます。
ー	:	選択した入力ソースにアナログ入力端子を割り当てません。

•	各入力ソースのお買い上げ時の設定は、次のとおりです。

入力ソース CBL/SAT DVD Blu-ray GAME AUX1

お買い上げ
時の設定

1 2 3 4 Front

入力ソース AUX2
MEDIA 
PLAYER

CD TV AUDIO

お買い上げ
時の設定 ー 6 5 ー

COMP
（コンポーネントビデオ）
入力ソースに割り当てられて
いるコンポーネントビデオ入
力端子を変更するときに設定
します。

CBL/SAT 	 DVD 	
Blu-ray 	 GAME 	
AUX1 	 AUX2 	

MEDIA PLAYER 	 CD 	
TV AUDIO

1	/	2	/	3	 :	選択した入力ソースにコンポーネントビデオ入力端子を割り
当てます。
ー	 :	選択した入力ソースにコンポーネントビデオ入力端子を割り当てませ
ん。

•	各入力ソースのお買い上げ時の設定は、次のとおりです。

入力ソース CBL/SAT DVD Blu-ray GAME AUX1

お買い上げ時
の設定

1 2 3 ー ー

入力ソース AUX2
MEDIA 
PLAYER

CD TV AUDIO

お買い上げ時
の設定 ー ー ー ー

入力ソース

設定項目 設定内容
VIDEO
入力ソースに割り当てられて
いるビデオ入力端子を変更す
るときに設定します。

CBL/SAT 	 DVD 	
Blu-ray 	 GAME 	
AUX1 	 AUX2 	

MEDIA PLAYER 	 CD 	
TV AUDIO

1	/	2	/	3	/	Front	:	選択した入力ソースにビデオ入力端子を割り当てま
す。
ー	:	選択した入力ソースにビデオ入力端子を割り当てません。

•	各入力ソースのお買い上げ時の設定は、次のとおりです。

入力ソース CBL/SAT DVD Blu-ray GAME AUX1

お買い上げ
時の設定

1 2 ー ー Front

入力ソース AUX2
MEDIA 
PLAYER

CD TV AUDIO

お買い上げ
時の設定 ー 3 ー ー

初期化
“入力端子の割り当て”の設
定をお買い上げ時の設定に戻
します。

はい	:	お買い上げ時の設定に戻します。
いいえ	:	お買い上げ時の設定に戻しません。

	“初期化”を選んで ENTER を押すと、“設定を
初期値に戻しますか ?”というメッセージが表
示されますので、“はい”または“いいえ”を選
び、ENTER を押してください。
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入力ソース名の変更
選択した入力ソースの表示名を変更します。
お使いの機器の入力ソース名と本機の入力ソース名が異なっている場合に便利です。お好みに
合わせて変更できます。変更後は、本体のディスプレイとメニュー画面にその名前を表示しま
す。

設定内容
CBL/SAT	/	DVD	/	Blu-ray	/	GAME	/	AUX1	/	AUX2	/	MEDIAnPLAYER	/	CD	/	TVnAUDIO	/	
M-XPort	/	PHONO	:	選択した入力ソースの表示名を変更します。
•	12 文字まで入力できます。
•	文字の入力方法については、114ページをご覧ください。
初期化 :	変更した入力ソース名をお買い上げ時の設定に戻します。
•	はい	:	お買い上げ時の設定に戻します。
•	いいえ	:	お買い上げ時の設定に戻しません。

	“初期化”を選んで ENTER を押すと、“入力ソースの名前を初期値に戻します
か？”というメッセージが表示されますので、“はい”または“いいえ”を選び、
ENTER を押してください。

使用ソースの選択 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

使用しない入力ソースを表示しないように設定します。

設定内容
CBL/SAT	/	DVD	/	Blu-ray	/	GAME	/	AUX1	/	AUX2	/	MEDIAnPLAYER	/	iPod/USB	/	nn
CD	/	FM	/	Favorites	/	InternetnRadio	/	Flickr	/	TVnAUDIO	/	M-XPort	/	PHONO	:	使用
しない入力ソースを選びます。
•	使用する	:	選んだ入力ソースを使用します。
•	使用しない	:	選んだ入力ソースを使用しません。

ご注意
•	各ゾーンで使用している入力ソースの設定はできません。
•	“使用しない”に設定した入力ソースは、入力ソース選択ボタンを操作しても選べません。

ソースレベル お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

選択した入力ソースの音声入力の再生レベルを補正します。
ソースによって再生レベルに差があるときなどに設定してください。

設定項目 設定内容
ソースレベル

iPod/USB 	 FM 	
NETWORK

–12dB～+12dBn(0dB)

アナログ入力

CBL/SAT 	 DVD 	
Blu-ray 	 GAME 	
AUX1 	 AUX2 	

MEDIA PLAYER 	 CD 	
TV AUDIO 	 PHONO

–12dB～+12dBn(0dB)

	メニューの“入力端子の割り当て”(v129 ページ ) の設定で、
“ANALOG”を割り当てた入力ソースに対しては、アナログ入力レベル
とデジタル入力レベルを別々に調節できます。

デジタル入力

CBL/SAT 	 DVD 	
Blu-ray 	 GAME 	
AUX1 	 AUX2 	

MEDIA PLAYER 	 CD 	
TV AUDIO

–12dB～+12dBn(0dB)

	メニューの“入力端子の割り当て”(v129 ページ ) の設定で、
“DIGITAL”を割り当てた入力ソースに対しては、アナログ入力レベル
とデジタル入力レベルを別々に調節できます。
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オーディオ入力の選択 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

各入力ソースの音声入力モードとデコードモードを設定します。
選択できる入力モードは、入力ソースによって異なります。

設定項目 設定内容
入力モード
各入力ソースの音声入力モー
ドを設定します。
通常は、“オート”に設定する
ことをおすすめします。

オート	:	本機に入力されている信号を自動的に検出して再生します。
HDMI	:	HDMI 入力端子からの入力信号のみを再生します。
デジタル	:	デジタル入力端子からの入力信号のみを再生します。
アナログ	:	アナログ入力端子からの入力信号のみを再生します。
7.1CHnIN	:	7.1CH	IN 端子からの入力信号のみを再生します。

•	“デジタル”は、メニューの“入力端子の割り当て”(v130 ページ ) で
デジタル入力端子（Coaxial/Optical）を割り当てた入力ソースのときに
選択できます。

•	入力ソースが“AUX2”および“TV	AUDIO”のとき、“アナログ”はアナログ
音声入力端子を割り当てているときのみ選べます。	

•	デジタル信号を正しく入力すると、ディスプレイの	 	表示が点灯しま
す。 	表示が点灯しない場合は、“入力端子の割り当て”	(v130 ペー
ジ )や接続を確認してください。

•	メニューの“HDMI コントロール”(v124 ページ ) の設定が“オン”で、
HDMI	MONITOR 端子に ARC 対応テレビを接続している場合、入力
ソースが“TV	AUDIO”のときの入力モードはARC固定になります。

•	入力モードが“7.1CH	IN”に設定されているときは、サウンドモードは設
定できません。

デコードモード
入力ソースの音声をデコード
するモードを設定します。

CBL/SAT 	 DVD 	
Blu-ray 	 GAME 	
AUX1 	 AUX2 	

MEDIA PLAYER 	 CD 	
TV AUDIO

オート：デジタル入力信号の種類を識別し、自動的にデコードして再生し
ます。
PCM：PCM信号が入力されたときだけ、デコードして再生します。
DTS：DTS信号が入力されたときだけ、デコードして再生します。

•	メニューの“入力端子の割り当て”(v129 ページ ) の設定で、“HDMI”
または“DIGITAL”に割り当てた入力ソースのときに選択できます。

•	通常は、“オート”に設定してください。“PCM”や“DTS”は、それぞれの
入力信号を再生するときに設定してください。

映像の選択 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

今聴いている音声に好きな映像を組み合わせて再生します。

設定項目 設定内容
ビデオセレクト
各入力ソースの音声入力モー
ドを設定します。
通常は、“オート”に設定する
ことをおすす	めします。

入力ソース	:	入力ソースの映像と音声を再生します。
CBL/SAT	 /	DVD	 /	Blu-ray	 /	GAME	 /	AUX1	 /	AUX2	 /	n
MEDIAnPLAYER	/	CD	/	TVnAUDIO	:	見たい映像の入力ソースを選
びます。今聴いている音声に、選択した入力ソースの映像を組み合わせて
再生します。入力ソースごとに設定できます。

	“CBL/SAT”、“DVD”、“Blu-ray”、“GAME”、“AUX1”、“AUX2”、
“MEDIA	PLAYER”、“CD”および“TV	AUDIO”は、各入力ソースに
“COMP”または“VIDEO”を割り当てているときのみ選べます。

ご注意
•	HDMI	入力信号は選べません。
•	メニューの“使用ソースの選択”（v131 ページ）で、“使用しない”に設
定した入力ソースは選べません。
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Audyssey® セットアップの設定内容を変更するときに設定します。
•	Audyssey® セットアップをおこなったあとにスピーカーの設定を変えると、Audyssey 
MultEQ® XT 32、Audyssey Dynamic EQ® および Audyssey Dynamic Volume® の
選択ができなくなります (v119、120 ページ )。

•	設定を変更しなくてもお使いいただけます。必要に応じて設定してください。

メニューの操作のしかた

1 ZONE SELECT を押して、“MAIN”に切り替える。

2 SETUP を押す。
テレビ画面にメニューを表示します。

3 ui を押して、設定または操作したいメニューを選ぶ。

4 ENTER または p を押して、設定を確定する。

•	前の項目に戻るときは、oまたは BACK を押してください。
•	メニューを終了するときは、メニュー表示中に SETUP を押してくださ
い。メニュー表示が消えます。

“スピーカー”メニューでできること

Audyssey®セットアップ（v38、94ページ）

マニュアルセットアップn(v134ページ )
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マニュアルセットアップ お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

スピーカーを手動で設定する場合やAudyssey®セットアップで測定した内容を変更するとき
におこなってください。
•	Audyssey® セットアップをおこなったあとにスピーカーの設定を変えると、Audyssey	
MultEQ®	XT	32、Audyssey	Dynamic	EQ®およびAudyssey	Dynamic	Volume®の選
択ができなくなります	(v119 ページ )。

•	設定を変更しなくてもお使いいただけます。必要に応じて設定してください。

設定項目 設定内容
スピーカー構成
スピーカーのあり・なしや低
音域再生能力によるスピー
カーの大きさの分類を選びま
す。

ご注意
“大”と“小”の選択は、スピー
カーの外形で判断せずに、メ
ニューの“クロスオーバー周
波数”(v136 ページ )	で
設定した周波数を基準とした
低域再生能力で判断してく
ださい。

フロント	:	フロントスピーカーの大きさを設定します。
•	大	:	低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用します。
•	小	:	低音域の再生能力が十分でない小型スピーカーを使用します。

•	“サブウーハー”の設定が“無し”の場合、“フロント”の設定は自動的に“大”
になります。

•	“フロント”の設定が“小”の場合、“センター”、“サラウンド”、“S. バック”、
“フロントハイト”および“フロントワイド”を“大”に設定することはでき
ません。
センター	:	センタースピーカーの有無や大きさを設定します。
•	大	:	低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用します。
•	小	:	低音域の再生能力が十分でない小型スピーカーを使用します。
•	無し	:	センタースピーカーを使用しません。

	“フロント”の設定が“小”の場合、“大”は表示しません。

サブウーハー	:	サブウーハーの有無を設定します。
•	2台	:	2 つのサブウーハーを使用します。
•	1台	:	1 つのサブウーハーを使用します。
•	無し	:	サブウーハーを使用しません。

	“フロント”の設定が“小”の場合、“サブウーハー”の設定は自動的に“1
台”になります。

サラウンド	:	サラウンドスピーカーの有無や大きさを設定します。
•	大	:	低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用します。
•	小	:	低音域の再生能力が十分でない小型スピーカーを使用します。
•	無し	:	サラウンドスピーカーを使用しません。

•	“サラウンド”の設定が“大”のとき“、“S. バック”、“フロントハイト”およ
び“フロントワイド”を“大”に設定できます。

•	“サラウンド”の設定が“無し”のとき“、“S. バック”、“フロントハイト”お
よび“フロントワイド”の設定は自動的に“無し”になります。

設定項目 設定内容
スピーカー構成
（つづき）

S. バックn:	サラウンドバックスピーカーの有無や大きさを設定します。
•	大	:	低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用します。
•	小	:	低音域の再生能力が十分でない小型スピーカーを使用します。
•	無し	:	フロントハイトスピーカーを使用しません。

•	2台	:	サラウンドバックスピーカーを 2	本使用します。
•	1台	 :	サラウンドバックスピーカーを１本のみ使用します。この設定を
選んだときは、サラウンドバックスピーカーを左（L）チャンネルに接続し
てください。
フロントハイト	:	フロントハイトスピーカーの有無や大きさを設定します。
大	:	低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用します。
小	:	低音域の再生能力が十分でない小型スピーカーを使用します。
無し	:	フロントハイトスピーカーを使用しません。
フロントワイド：フロントワイドスピーカーの有無や大きさを設定します。
•	大：低音域を十分に再生できる大型スピーカーを使用します。
•	小：低音域の再生能力が十分でない小型スピーカーを使用します。
•	無し：フロントワイドスピーカーを使用しません。

スピーカー
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設定項目 設定内容
レベル
各スピーカーから出力される
テストトーンの音量が同じに
なるように設定します。

テストトーン開始	:	テストトーンを出力します。
•	フロント左 /	F. ハイト左	/	センター	/	F. ハイト右	/	フロント右	/	F. ワ
イド右	/	サラウンド右	/	S. バック右 z1 /	S. バック左 z1	/	サラウン
ド左	/	F. ワイド左	/	サブウーハー1z2	/	サブウーハー2z2	/	サブウー
ハー1+2z3	:	テストトーンを出力するスピーカーを選びます。

z1	 メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”（v134 ページ）の設定
が“1台”のときは、“S. バック”を表示します。

z2	 メニューの“スピーカー構成”⇨“サブウーハー”（v134 ページ）の
設定が“1台”のときは、“サブウーハー”を表示します。

z3	“サブウーハー1+2”を選択すると、サブウーハー1とサブウーハー2
の音量を同時に調節できます。

•	–12.0dB～+12.0dBn(0.0dB)	:	音量を調節します。

“レベル”の設定は、すべてのサウンドモードに対して調節した値を反映
します。

ご注意
•	メニューの“スピーカー構成”(v134 ページ )で、“無し”に設定したス
ピーカーは表示しません。

•	本体のPHONES端子にヘッドホンを挿入している場合は、“レベル”を表
示しません。
初期化	:	“レベル”で設定した内容をお買い上げ時の設定に戻します。
•	はい	:	お買い上げ時の設定に戻します。
•	いいえ	:	お買い上げ時の設定に戻しません。

	“初期化”を選んで ENTER を押すと、“音量レ
ベル設定を初期値に戻しますか？”というメッ
セージが表示されますので、“はい”または“い
いえ”を選び、ENTER を押してください。

スピーカー

設定項目 設定内容
距離
リスニングポイントからス
ピーカーまでの距離を設定し
ます。
あらかじめリスニングポイン
トから各スピーカーまでの距
離を測定しておいてくださ
い。

単位	:	距離の単位を設定します。
•	メートル	/	フィート
ステップ	:	距離の最小可変幅を設定します。
•	0.1m	/	0.01m
•	1ft	/	0.1ft
初期化n:	“距離”で設定した内容をお買い上げ時の設定に戻します。
•	はい	:	お買い上げ時の設定に戻します。
•	いいえ	:	お買い上げ時の設定に戻しません。

	“初期化”を選んで ENTER を押すと、“距離の
設定を初期値に戻しますか？”というメッセー
ジが表示されますので、“はい”または“いいえ”
を選び、ENTER を押してください。

フロント左	/	フロント右	/	F.ハイト左	/	F.ハイト右	/	F.ワイド左	/	F.ワ
イド右n/nセンター	/	サブウーハー1z1	/	サブウーハー2z1	/	サラウンド
左	/	サラウンド右	/	S. バック左 z2	/	S. バック右 z2	:	：距離を設定する
スピーカーを選びます。
z1	 メニューの“スピーカー構成”⇨“サブウーハー”（v134 ページ）の

設定が“1	台”のときは、“サブウーハー”を表示します。
z2	 メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”（v134 ページ）の設定

が“1	台”のときは、“S.	バック”を表示します。

•	0.00m～18.00m	/	0.0ft～60.0ft	:	距離を設定します。

•	メニューの“スピーカー構成”（v134 ページ）の設定により、選択でき
るスピーカーが異なります。

•	お買い上げ時の設定	:
フロント左	/	フロント右	/	F.ハイト左	/	F.ハイト右	/	F.ワイド左	/	F.ワ
イド右	/	センター	/	サブウーハー1	/	サブウーハー2	:	3.60 メートル
（12.6 フィート）
サラウンド左	/ サラウンド右	/	S. バック左	/	S. バック右	:	3.00 メート
ル（10.0 フィート）

•	各スピーカーに設定した距離の差は、6.00 メートル（20.0 フィート）以下
になるように設定してください。

ご注意
メニューの“スピーカー構成”	(v134 ページ ) で、“無し”に設定したス
ピーカーは表示しません。
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設定項目 設定内容
クロスオーバー周波数
各チャンネルからサブウー
ハーに出力する低音域信号の
上限の周波数を設定します。
クロスオーバー周波数は、ス
ピーカーの低音域の再生能
力に合わせて設定してくださ
い。

スピーカーの選択方法	 :	クロスオーバー周波数の設定方法を選択します。
スピーカーのクロスオーバー周波数については、スピーカーの取扱説明書
をご覧ください。
•	すべて	 :	すべてのスピーカーのクロスオーバー周波数を同時に設定しま
す。

•	スピーカー別	:	スピーカーごとにクロスオーバー周波数を設定します。

次の設定は“スピーカーの選択方法”の設定が“スピーカー別”のときに設定
できます。
•	すべて	/	フロント	/	センター	/	サブウーハー	/	サラウンドn/	S.バックn/		
フロントハイトn/	フロントワイド	 :	スピーカーごとにクロスオーバー周
波数を設定します。

•	40Hz	/	60Hz	/	80Hz	/	90Hzn/n100Hz	/	110Hz	/	120Hz	/		
150Hz	/	200Hz	/	250Hz	:	クロスオーバー周波数を設定します。

•	“クロスオーバー周波数”は、メニューの“低音”⇨“サブウーハーモード”
(v136 ページ )の設定が“LFE+メイン”のとき、または“小”に設定し
ているスピーカーがあるときに設定できます。

•	クロスオーバー周波数は、通常“80Hz”に設定してください。ただし、小
型スピーカーをご使用になる場合は、より高い周波数に設定することを
おすすめします。

•	“小”に設定しているスピーカーからは、クロスオーバー周波数以下の音
声をカットして出力します。カットした低音域は、サブウーハーまたは
フロントスピーカーから出力します。

•	メニューの“サブウーハーモード”(v136 ページ ) の設定により、“ス
ピーカー別”で設定できるスピーカーが異なります。
•	“LFE”の場合は、“スピーカー構成”で“小”に設定しているスピーカーの
設定ができます。“大”に設定しているスピーカーのときは、“フルバン
ド”が表示され、設定できません。

•	“LFE+ メイン”の場合は、スピーカーの大きさに関係なく設定ができま
す。

設定項目 設定内容
低音
サブウーハーや LFE信号の
低音域再生に関する設定をし
ます。

サブウーハーモード	:	サブウーハーで再生する低音域信号を設定します。
•	LFE	 :	サブウーハー用の信号に、スピーカーの大きさを“小”に設定して
いるチャンネルの低音域信号を加えて出力します。

•	LFE+メイン	 :	サブウーハー用の信号に、すべてのチャンネルの低音域
信号を加えて出力します。

•	“サブウーハーモード”は、メニューの“スピーカー構成”⇨“サブウー
ハー”(v134 ページ )の設定が“有り”のときに設定できます。

•	音楽ソースや映画ソースを再生して、量感のある低音域が得られるモー
ドを選んでください。

•	常にサブウーハーから低音域を出力したい場合は、“LFE+メイン”に設定
してください。

ご注意
メニューの“スピーカー構成”⇨“フロント”と“センター”の設定が“大”で、
なおかつ“サブウーハーモード”の設定が“LFE”の場合は、入力信号やサウ
ンドモードによってサブウーハーから音声が出力されない場合があります。
LFE用ローパスフィルター	:	LFE信号の再生帯域を設定します。サブウー
ハーでの再生周波数を変更する場合に設定します。
•	80Hz	 /	90Hz	 /	100Hz	 /	110Hz	 /	120Hz	 /	150Hz	 /	
200Hz	/	250Hz
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ネットワーク
本機をホームネットワーク (LAN) に接続して使用できるようにするためには、ネットワークの
設定をおこなう必要があります。
DHCPでホームネットワーク(LAN)を構築している場合は、“DHCP”を“オン”に設定します（お
買い上げ時の設定のまま使用してください）。これにより、ホームネットワーク (LAN) を使用
できるようになります。
各機器に IP アドレスを割り当てている場合は、“IP アドレス”の設定で本機に IP アドレスを割
り当て、ゲートウェイアドレスやサブネットマスクなど、お使いのホームネットワーク (LAN)
に関する情報を入力する必要があります。

メニューの操作のしかた

1 ZONE SELECT を押して、“MAIN”に切り替える。

2 SETUP を押す。
テレビ画面にメニューを表示します。

3 ui を押して、設定または操作したいメニューを選ぶ。

4 ENTER または p を押して、設定を確定する。

•	前の項目に戻るときは、oまたは BACK を押してください。
•	メニューを終了するときは、メニュー表示中に SETUP を押してくださ
い。メニュー表示が消えます。

“ネットワーク”メニューでできること

情報n(v138ページ )

ネットワークn(v138ページ )

フレンドリーネームの編集n(v138ページ )

接続の設定n(v139ページ )

診断n(v140ページ )

メンテナンスモードn(v140ページ )
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情報
ネットワークの情報を表示します。

設定内容

フレンドリーネーム	/	DHCP=オンまたはオフ	/	IP アドレス	/	MACアドレス

	MACアドレスは、vTuner のアカウント作成の際に必要になります。

ネットワーク お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

電源がスタンバイ状態でのネットワーク機能の設定をします。

設定内容
スタンバイ時オフ	:	スタンバイ時に、ネットワーク機能を停止します。
常時オン	 :	スタンバイ時でも、ネットワーク機能を停止しません。ネットワーク対応のコントローラーを
使用して本機を操作できます。

•	ウェブコントロール機能は、“ネットワーク”の設定が“常時オン”の設定で使用してください。
•	“常時オン”に設定すると、本機の電源がスタンバイ状態のときでも、各NETWORK端子をハブとして
使用することができます。

ご注意
“ネットワーク”を“常時オン”に設定している場合は、スタンバイ時の待機電力を多く消費します。

ネットワーク

フレンドリーネームの編集
フレンドリーネームとは、ネットワーク上に表示される本機の名称です。フレンドリーネーム
をお好みによって変更できます。

設定項目 設定内容
編集
フレンドリーネームを編集し
ます。

•	お買い上げ時のフレンドリーネームは、“marantz	AV8801”です。
•	63 文字まで入力できます。	
•	文字の入力方法については、114ページをご覧ください。

初期化
編集したフレンドリーネーム
をお買い上げ時の設定に戻し
ます。

はい	:	設定をお買い上げ時の設定に戻します。
いいえ	:	設定をお買い上げ時の設定に戻しません。

	“初期化”を選んで ENTER を押すと、“フレン
ドリーネームを初期値に戻しますか？”という
メッセージが表示されますので、“はい”または
“いいえ”を選び、ENTER を押してください。
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ネットワーク

接続の設定 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

有線 LANの設定をします。
“接続の設定”は、DHCP機能のないネットワークに接続する場合のみ設定してください。

設定内容

ネットワーク
情報
ネットワーク
フレンドリーネームの編集
接続の設定
診断
メンテナンスモード

ネットワーク接続に関する設定を行います

q

		

DHCP
-IPアドレス
-サブネットマスク

プロキシ

保存
キャンセル

-アドレス
-ポート

-デフォルトゲートウェイ
-プライマリーDNS
-セカンダリーDNS

ネットワーク設定を手動で構成します

オフ
192.168.000.001
255.255.255.000
255.255.255.000
000.000.000.000
000.000.000.000

オフ
000.000.000.000

00000

ネットワーク/接続の設定 e

y

i

t

Q1

w

Q1o

r

Q0

u

q	メニューの“ネットワーク”で“接続の設定”を選び、ENTER を押す。
w	uiを押して“DHCP”を選び、ENTERを押す。
e	o	pを押して“オフ”を選び、ENTERを押す。
r	uiを押して“IPアドレス”を選び、ENTERを押す。

•	IP アドレス	 :	 入力する IP アドレスは下記の範囲で設定してください。	
下記以外の IP アドレスではネットワークオーディオ機能を使用することが
できません。
CLASS	A:	10.0.0.1	–	10.255.255.254
CLASS	B:	172.16.0.1	–	172.31.255.254
CLASS	C:	192.168.0.1	–	192.168.255.254

t	uio	pを押してアドレスを入力し、ENTER を押す。
y	uiを押して設定する項目を選び、ENTER を押す。

•	サブネットマスク	 :	xDSL モデムやターミナルアダプターを直接本機に接続
している場合は、プロバイダから書面などで通知されたサブネットマスクを
入力します。通常は 255.255.255.0 が入ります。

•	デフォルトゲートウェイ	 :	ゲートウェイ（ルータ）に接続している場合は、その IP アドレスを入力し
ます。

•	プライマリーDNS、セカンダリーDNS	 :	プロバイダから書面などで通知されたDNSアドレスが
1つの場合は、“プライマリーDNS”に入力してください。2つ以上の場合は、1つを“セカンダリー
DNS”に入力してください。

設定内容

u	uiを押して“プロキシ”を選び、ENTER を押す。
•	プロキシ	;	インターネットにプロキシサーバーを経由して接続する場合に設定します。
プロキシの設定は、契約しているプロバイダや社内のネットワークなどプロキシサーバーを経由してイ
ンターネットに接続している場合のみおこなってください。

i	o	pを押して“アドレス”または“ネーム”を選び、ENTERを押す。
オン（アドレス）	:	アドレスで入力する場合に選びます。
オン（ネーム）	:	ドメイン名で入力する場合に選びます。

o	iを押して“アドレス”または“ネーム”を選び、ENTER を押す。
手順iで“アドレス”を選んだ場合：uio	pを押してプロキシサーバーのアドレスを入力し、
ENTER を押す。
手順iで“ネーム”を選んだ場合：キーボード入力画面 (v114 ページ ) でドメイン名を入力し、

O K を選ぶ。
•	文字の入力方法については、114ページをご覧ください。

Q0	iを押して“ポート”を選び、ENTER を押す。	uio	pを押してプロキシサーバーのポート
番号を入力し、ENTER を押す。
設定が完了します。

Q1	iを押して“保存”を選び、ENTER を押す。
再生画面に戻ります。

•	ブロードバンドルータ（DHCP機能）をお使いの方は、本機の初期設定でDHCP機能が“オン”になって
いますので、“IP アドレス”と“プロキシ”の設定は必要ありません。

•	DHCP機能のないネットワークに本機を接続してお使いになるときには、ネットワークの設定をおこな
う必要があります。この場合、ネットワークに関する知識が必要となります。詳しくは、ネットワーク
管理者などにお問い合わせください。

•	インターネットに接続できない場合は、再度接続や設定を確認してください	(v36 ページ )。
•	インターネットの接続についてわからない場合は、ISP（インターネット・サービスプロバイダ）またはパ
ソコン関連販売店にお問い合わせください。

•	IP アドレスの入力中に設定をキャンセルしたいときは、“キャンセル”を選び ENTERを押してください。
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ネットワーク

診断
ネットワークの接続を確認します。

設定項目 設定内容
ケーブル接続
LANポートの接続の確認を
します。

OK	:	接続されました。
エラー	 :	イーサネットケーブルが接続されていません。接続を確認してく
ださい。

ルーターアクセス
本機からルータまでの通信の
確認をします。

OK	:	アクセスされました。
エラー	 :	ルータとの通信に失敗しました。ルータの設定を確認してくださ
い。

インターネットアクセス
本機からインターネット
(WAN) のアクセス可否の確
認をします。

OK	:	接続されました。
エラー	 :	インターネットへの接続に失敗しました。インターネットの接続
環境またはルータの設定を確認してください。

メンテナンスモード
当社のサービスエンジニアやカスタムインストーラーからメンテナンスを受けるときに使用しま
す。

設定内容

ご注意
当社のサービスエンジニアやカスタムインストーラーから指示があった場合のみご使用ください。
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一般

その他の設定をします。

メニューの操作のしかた

1 ZONE SELECT を押して、“MAIN”に切り替える。

2 SETUP を押す。
テレビ画面にメニューを表示します。

3 ui を押して、設定または操作したいメニューを選ぶ。

4 ENTER または p を押して、設定を確定する。

•	前の項目に戻るときは、oまたは BACK を押してください。
•	メニューを終了するときは、メニュー表示中に SETUP を押してくださ
い。メニュー表示が消えます。

“一般”メニューでできること

言語n(v142ページ )

ゾーン2の設定 /ゾーン3の設定n(v142ページ )

ゾーン名の変更n(v143ページ )

トリガーアウト1/トリガーアウト2n(v143ページ )

オートスタンバイn(v143ページ )

フロントディスプレイn(v143ページ )

情報n(v144ページ )

ファームウェアn(v145ページ )

セットアップロックn(v146ページ )
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一般

言語 お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

テレビ画面に表示する言語を設定します。

設定内容

日本語n/nEnglish

“言語”は、次の操作でも設定できます。この設定中は、メニュー画面を表示しません。ディスプレイの表
示を見ながら設定してください。
1.	本機の電源が入っているときに、本体のoと ZONE SELECT を同時に 3秒以上長押しする。
ディスプレイに“zVideo	Format<	NTSC	>”を表示します。

2.	本体のiを押して、“zGUI	Language<JAPANESE>”を選ぶ。
3.	本体のo	pを押して、言語を設定する。
4.	本体の ENTER を押して、設定を終了する。

ゾーン 2 の設定 / ゾーン 3 の設定
お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

マルチゾーン（ゾーン 2、ゾーン 3）で再生する音声の設定をします。

設定項目 設定内容
低音
低音のトーンを調節します。

–10dB～+10dBn（0dB）

高音
高音のトーンを調節します。

–10dB～+10dBn（0dB）

ハイパスフィルター
低音が歪んで聞こえるとき
に、低域成分をカットして出
力します。

オン：低域成分をカットして出力します。
オフ：低域成分をカットしません。

左レベル
左チャンネルの出力レベルを
調節します。

–12dB～+12dBn(0dB)

右レベル
右チャンネルの出力レベルを
調節します。

–12dB～+12dBn(0dB)

設定項目 設定内容
チャンネル
マルチゾーンから出力する信
号を設定します。

ステレオ：ステレオ信号を出力します。
モノラル：モノラル信号を出力します。

音量レベル
音量出力レベルを設定しま
す。

可変：本機やリモコンで音量の調節ができます。
40n(–40dB)：音量は常に 40	(–40dB) になります。外部のアンプで音
量を調節する場合に設定します。
80n(0dB)：音量は常に 80	(0dB) になります。外部のアンプで音量を調
節する場合に設定します。

音量の上限
音量の上限を設定します。

オフ	:	音量の上限を設定しません。
60n(–20dB)n/n70n(–10dB)n/n80n(0dB)

	メニューの“表示方法”（v119 ページ）の設定が“-79.5dB	-	
18.0dB”のときは、-79dB～18dBの範囲で表示します。

電源オン時の音量
ゾーン 2	の電源を入れたと
きの音量を設定します。

前回の音量	:	記憶している音量になります。
消音	:	常に電源を入れたときは消音状態になります。
1n–n98n(–79dBn–n18dB)	:	設定した音量になります。

	メニューの“表示方法”（v119 ページ）の設定が“-79.5dB	-	
18.0dB”のときは、-79dB～18dBの範囲で表示します。

ミューティングレベル
ミューティング時の音量の減
衰量を設定します。

消音	:	消音状態になります。
–40dB	:	現在の音量から 40dB	下げて再生します。
–20dB	:	現在の音量から 20dB	下げて再生します。
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ゾーン名の変更
画面に表示されるゾーンの表示名を、お好みの名前に変更します。

設定内容
メインゾーンn/nゾーン2n/nゾーン3n/nゾーン4
•	10	文字まで入力できます
•	文字の入力方法については、	114 ページをご覧ください。
初期化	:	編集したゾーン名をお買い上げ時の設定に戻します。
•	はい	:	お買い上げ時の設定に戻します。
•	いいえ	:	お買い上げ時の設定に戻しません。

	“初期化”を選んで ENTER を押すと、“設定を初期値に戻しますか ?”という
メッセージが表示されますので、“はい”または“いいえ”を選び、ENTER を押
してください。

トリガーアウト 1/ トリガーアウト 2
DC	OUT端子を動作させる条件を選びます。
DC	OUT端子の接続方法については、「DC	OUT端子」(v97 ページ )をご覧ください。

設定内容
nn ゾーン（メインゾーン /ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4）に対して設定するとき
“オン”に設定されたゾーンの電源に連動して、トリガーアウトが動作します。

nn 入力ソースに対して設定するとき
“オン”に設定された入力ソースが選ばれたときに、トリガーアウトが動作します。

	「ゾーンに対して設定するとき」で“オン”に設定されたゾーンに対して有効です。

nn HDMI モニターに対して設定するとき
“オン”に設定されたHDMI モニターが選ばれたときに、トリガーアウトが動作します。

	「ゾーンに対して設定するとき」で“メインゾーン”が“オン”、「入力ソースに対して設定するとき」で
“オン”に設定されている入力ソースが選ばれているときに有効です。

•	オン：出力の条件にします。
•	– – –：条件にしません。

オートスタンバイ お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

音声や映像の入力がない状態で本機を設定した時間操作しないと、自動的にスタンバイ状態に
なります。スタンバイ状態になる前には、本体のディスプレイとメニュー画面に“オートスタン
バイ”を表示します。

設定内容
30分	:	約 30 分後に本機をスタンバイ状態にします。
60分	:	約 60 分後に本機をスタンバイ状態にします。
オフ	:	自動的に本機をスタンバイ状態にしません。

フロントディスプレイ お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

本機のディスプレイに関する設定をします。

設定項目 設定内容
表示 オン	:	ディスプレイを常に点灯します。

オートオフ	:	状態表示以外はディスプレイを消灯します。
オフ	:	ディスプレイを消灯します。

	本体の DISPLAY を押しても、設定を変更できます。
DISPLAY を押すたびに、次の順序で設定が切り替わります。

オン オートオフ

オフ

ご注意
“表示”を“オフ”に設定すると、ディスプレイが消灯し、通電されていない
状態と同様になります。

チャンネルインジケーター
ディスプレイのチャンネル表
示を入力信号表示にするか、
出力信号表示にするか設定
します

出力	:	ディスプレイのチャンネル表示を出力信号表示として使用します。
入力	:	ディスプレイのチャンネル表示を入力信号表示として使用します。

一般
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情報
本機の設定状態や入力信号などの情報を表示します。

ご注意
この項目は、HDMI	ZONE4 機能に対応していません。

設定項目 設定内容

オーディオ
オーディオ入力信号の情報を
表示します。

サウンドモード	:	設定しているサウンドモード
入力信号	:	入力信号の種類
フォーマット	 :	入力信号のチャンネル数（フロント /	サラウンド /LFE	の
有無）
サンプリング周波数	:	入力信号のサンプリング周波数
オフセット	:	ダイアログノーマライゼーションの補正値
フラグ	 :	サラウンドバックチャンネルを含む信号を入力しているときに
表示します。入力信号が Dolby	Digital	EX、DTS-ES	Matrix のときは
“MATRIX”、DTS-ES	Discrete 信号などのときは“DISCRETE”を表示し
ます。

ダイアログノーマライゼーション機能について
Dolby	Digital、Dolby	Digital	Plus、Dolby	TrueHD、DTS ま た は
DTS-HDソースの再生中、自動的に動作します。
この機能は、プログラムソースごとに異なる標準信号レベルを自動的に補
正します。
補正値は、本体の STATUS を押しても確認できます。

   Dial.Norm

  Offset  - 4dB

数字は補正値です。変更できません。

ビデオ
HDMI 入出力信号やHDMI
モニターの情報を表示しま
す。

HDMI 信号情報
•	解像度	/	カラースペース	/	ビット数
HDMI モニター1/HDMI モニター2
•	インターフェース	/	対応解像度

設定項目 設定内容

ゾーン
各ゾーンの現在の設定状態を
表示します。

メインゾーン	 :	メインゾーンの設定状態を表示します。表示する内容は、
入力ソースによって異なります。
•	ゾーン名n/n選択ソースn/nネームn/nサウンドモードn/n入力モードn/nn
デコードモードn/nHDMIn/nデジタルn/nアナログn/nコンポーネントn/nn
ビデオn/nビデオセレクトn/nビデオモードn/nn
ContentnTypen/nビデオコンバージョンn/ni/p スケーラーn/n解像度n/nn
プログレッシブモードn/nアスペクトなど

ゾーン2/3/4	 :	ゾーン 2、ゾーン 3またはゾーン 4の設定状態を表示し
ます。
•	ゾーン名n/n電源n/n選択ソースn/n音量レベル

ご注意
ゾーン 4のときは、“音量レベル”を表示しません。

ファームウェア バージョン	:	現在のファームウェアのバージョン情報を表示します。

INFO を押すと、現在のソース名、音量およびサウンドモード名などを画面下側に表示します。

画面表示の例
•	状態表示画面
入力ソース切り替え時 音量調節時

SOURCE

VIDEOAUTO DTS

SOUND

DVD
CBL/SAT

DTS SURROUND 50.0

状態表示：	入力ソースの切り替えや音量調節時に、一時的に操作の状態を表示します。

ご注意
コンピューター解像度 (例：VGA) の映像または一部の 3Dビデオコンテンツの再生中は、状態表示画面
を表示できません。

一般
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一般

ファームウェア
ファームウェアの最新アップデート情報の確認や更新の実施、およびアップデートとアップグ
レードの通知メッセージを表示するかしないかの設定をします。

設定項目 設定内容
アップデート
ファームウェアをアップデー
トします。

ご注意
ファームウェアのアップ
デートをおこなったあと、
ネットワークに接続できな
い場合は、“ネットワーク”
(v137 ページ )の設定で
ネットワークに接続し直して
ください。

アップデートの確認	 :	ファームアップウェアが最新かどうかの確認ができ
ます。また、アップデートする場合のおよそのアップデート時間を確認で
きます。
アップデート開始	:	アップデートを実行します。
アップデートを開始すると、電源表示が赤色に点灯し、メニュー画面は
シャットダウンします。
アップデート中は、ディスプレイに経過時間を表示します。

•	アップデートに失敗しても、本機は自動的にアップデートを再試行しま
す。それでもアップデートできない場合は、下記のいずれかのメッセー
ジをディスプレイに表示します。このような場合は、設定やネットワー
ク環境の確認をおこなった上で、再度アップデートしてください。
ディスプレイ表示 説　明
Updatingnfail アップデートに失敗しました。
Loginnfailed サーバーへのログインに失敗しました。
Servernisnbusy サーバーが混雑しています。しばらく時間をおい

てから、やり直してください。
Connectionnfail サーバーへの接続に失敗しました。
Downloadnfail ファームウェアのダウンロードに失敗しました。

設定項目 設定内容
お知らせPOPUP
“アップデート”で最新の
ファームウェアがリリースさ
れている場合に、本機のメ
ニュー画面に通知メッセージ
を表示します。
“新機能の追加”でダウン
ロード可能なファームウェ
アがリリースされている場合
に、本機のメニュー画面に通
知メッセージを表示します。

アップデート	 :	通知メッセージは、電源オン時に約 20 秒間表示します。
この機能をご使用になるときは、インターネットブロードバンドに接続し
てください (v36 ページ )。
•	オン	:	アップデートの通知を表示します。
•	オフ	:	アップデートの通知を表示しません。

•	通知メッセージが表示されている間に“アップ
デートへ”を選んで ENTER を押すと、“アップ
デートの確認”画面を表示します。(“アップデー
ト”の詳細は、145ページ	をご覧ください。)

•	通知メッセージを閉じるには、“閉じる”を選んで
ENTER を押してください。

アップグレード	:	通知メッセージは、電源オン時に約 20秒間表示します。
この機能をご使用になるときは、インターネットブロードバンドに接続し
てください (v36 ページ )。
•	オン	:	アップグレードの通知を表示します。
•	オフ	:	アップグレードの通知を表示しません。

•	通知メッセージが表示されている間に“アップグレードへ”を選んで
ENTER を押すと、“新機能の追加”画面を表示します（“新機能の追加”の
詳細は、146ページをご覧ください。）。

•	通知メッセージを閉じるには、“閉じる”を選んで ENTER を押してくだ
さい。
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設定項目 設定内容
新機能の追加
本機にダウンロード可能な新
機能を表示し、アップグレー
ドします。

ご注意
新機能の追加をおこなったあ
と、ネットワークに接続でき
ない場合は、“ネットワーク”	
(v137 ページ )の設定で
ネットワークに接続し直して
ください。

アップグレードパッケージ	:	アップグレードする項目を表示します。
アップグレードステータス	 :	アップグレードによって追加された機能の一
覧を表示します。
アップグレード開始	:	アップグレードを実行します。
アップグレードを開始すると、電源表示が赤色に点灯し、メニュー画面を
シャットダウンします。アップグレード中は、ディスプレイに経過時間を
表示します。

•	アップグレードができなかった場合は、ディスプレイに“ファームウェア”
⇨“アップデート”(v145 ページ ) と同様のメッセージを表示します。
この場合は、ネットワーク環境を確認し、再度アップデートしてくださ
い。

	アップグレードをご利用になる場合の詳細については、当社ホーム
ページをご覧ください。
お手続きが完了すると、このメニューに“登録完了”と表示され、
アップグレードすることができます。お手続きされていない場合は、	
“-------”を表示します。
お手続きの際には、この画面に表示されている ID番号が必要になりま
す。
本体のoと SETUP を 3秒以上長押しすると、ID 番号をディスプレ
イに表示させることができます。

“アップデート”および“新機能の追加”をおこなったときのご注意
•	これらの機能を使用するためには、インターネットブロードバンドに接続できる環境と設定が必要です
(v36 ページ )。

•	アップデートやアップグレードが終わるまで、絶対に電源を切らないでください。
•	アップデートやアップグレードが完了するまでに、ブロードバンド接続でも 1時間程度の時間がかかり
ます。

•	一旦アップデートやアップグレードを開始すると、本機は完了するまで通常の操作ができなくなります。
また、本機に設定したパラメーターなどのバックアップデータを初期化する場合があります。

•	アップデートやアップグレード中に更新が失敗した場合は、本体のX ON/STANDBY を 5秒以上長押
しするか、電源コードを挿入し直してください。ディスプレイに“Update	Retry”を表示し、失敗したと
ころから更新を再開します。それでも失敗が続く場合は、ネットワークの環境を確認してください。

•	“アップデート”および“新機能の追加”に関する情報は、当社ホームページなどで告知する予定です。
•	“アップデート”や“新機能の追加”で利用可能な新しいファームウェアがリリースされるとメニュー画面に
通知メッセージを表示します。表示させたくない場合は、“お知らせPOPUP”⇨“アップデート”(v145
ページ )および“お知らせPOPUP”⇨“アップグレード”(v145 ページ )を“オフ”に設定してください。

一般

セットアップロック お買い上げ時の設定は、下線が付いている項目です。

設定した内容を変更できないようにロックします。

設定項目 設定内容
セットアップロック オン	:	設定した内容をロックします。

オフ	:	設定した内容をロックしません。

	設定を解除するときは、“セットアップロック”を“オフ”に設定してくだ
さい。

ご注意
“セットアップロック”を“オン”に設定すると、次の設定が変更できなくな
ります。また、次の設定に関連するボタンを操作すると、ディスプレイに
“Setup	Locked!”を表示します。
•	セットアップメニュー操作
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リモコンで外部機器を操作する
付属のリモコンに外部機器のプリセットコードを登録すると、お手持ちのテレビや再生機器 (ブルーレイディスクプレーヤーやDVDプレーヤーなど )の操作がおこなえます。

プリセットコードを登録する
付属のリモコンにプリセットコードを登録すると、お手持ちの
DVDプレーヤーやテレビなど各社の機器の操作ができるよう
になります。

 n機器の操作に使用できる主なボタン
q	DEVICE X
各機器の電源オン /オフを切り替えます。

w	uio	p、ENTER、BACK
各機器のメニュー操作をします。

e	MENU、INFO、OPTION、SETUP
各機器のメニューを表示します。

r	3、1、2、8、9、6、7
t	数字ボタン	（0～9、+10）
y	CH/PAGE df
u	TV X、TV INPUT
テレビの操作をおこないます。
このボタンは、どのモードのときでも有効です。

各 機 器のリモコン操 作の詳 細については、52、63、66、
70、72、55、152、151 ページをご覧ください。

ご注意
M-XP、TUNER、PHONO、iPod/USB、NETWORK お よ び
INTERNET RADIO にはプリセットコードを登録できません。

プリセットコードを登録する
プリセットコードの登録方法には、次の2つの方法があります。
q	4 桁のコードを入力する方法
w	コード表をスキャンする方法

 n4 桁のコードを入力する方法
入力するコードは、プリセットコード一覧表をご覧くださ
い。

1 プリセットコードを登録したい
入力ソース選択ボタンと SET を

表示が 2 回点滅するまで同時
に長押しする。
バックライトが点滅します。

ご注意
入力ソース切り替えボタンによって、登
録可能なグループ番号が決まっています
のでご注意ください（v149 ページ）。

2 0 ~ 9 を押して 4 桁のコードを
入 力する (v187 ページ 「 プ
リセットコード表」)。
設定が完了すると、リモコンのディ
スプレイに“OK”を表示します。

ご注意
リモコンのディスプレイに“NG”が表示
された場合は、手順 1と 2をくり返し、
同じコードをもう一度入力してくださ
い。

 nコード表をスキャンする方法

1 プリセットコードを登録したい
機器の電源を入れる。

2 プリセットコードを登録したい
入力ソース選択ボタンと SET を

表示が 2 回点滅するまで同時
に長押しする。
バックライトが点滅します。

3 リモコンを設定したい機器のリ
モコン受光部へ向け、CH/PAGE 
d と DEVICE X を交互にゆっ
くりと押す。
リモコンのディスプレイにプリセッ
トコードを表示します。

4 操作したい機器の電源がオフに
なったらボタンを押すのをやめる。

5 ENTER を押す。
設定が完了します。

•	メーカーによってはプリセットコードを数種類持っています。
動作しない場合は別のコードを入力してください。

•	お手持ちのAV機器がMarantz以外の製品の場合やプリセッ
トコードの登録をおこなっても操作できない場合は、他機の
リモコン信号を本機のリモコンに記憶させて使用することが
できます（v153 ページ 「他機のリモコンコードを記憶さ
せる」）。

ご注意
お手持ちの機器の形式や年式によって、操作できないボタンが
あります。
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プリセットコードを登録する

登録したプリセットコードを確認する

1 プリセットコードを登録したい
入力ソース選択ボタンと SET を

表示が 2 回点滅するまで同時
に長押しする。
バックライトが点滅します。

2 INFO を押す。
設定されたコードをリモコンのディ
スプレイに約 3	秒間表示します。

 nリモコンの操作モードについて
お買い上げ時のリモコンの入力ソース切り替えボタンは、本機の入力ソース切り替え操作のみをおこないます。このリモコン
で外部機器を操作するには、本機のリモコンの入力ソース切り替えボタンに、「プリセットコード表」(v187 ページ )から登
録したい機器を設定します。
設定のしかたは、「プリセットコードを登録する」(v147 ページ )をご覧ください。

このリモコンにプリセットコードを登録すると、リモコンの入力ソース切り替えボタンは次の 2つの操作ができるようになり
ます。

q	本機の入力ソースの切り替え（AVP操作モード）
w このリモコンのボタンに登録した機器を操作できるリモコンに切り替え（外部機器操作モード）

 n操作モードの切り替えかた

入力ソース選択ボタン
を押す。

w	外部機器操作	
モードz2

AVP を押す。

q	AVP操作	
モードz1

入力ソース選択
ボタン

z1	 本機を操作できるモードです。
z2	 このボタンを押すと、本機の入力ソースが切り替わると同時に、リモコンはそのボタンに登録している外部

機器の操作モードに切り替わります。
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 nリモコンの各入力ソース切り替えボタンに登録できる機器
このリモコンでは、それぞれの入力ソース切り替えボタンに登録できる機器の種類を次の表
のとおりに振り分けています。「プリセットコード表」(v187 ページ ) の機器名にあるプ
リセットコードを登録してください。

CBL/SAT、Blu-ray、GAME、MEDIAnPLAYER、DVD、AUX1、
AUX2、CDボタンに登録できるプリセットコード

入力ソース 
選択ボタン

お買い上げ時の 
プリセットモード 変更できるプリセット

AVP

CBL/SATグループ

BDグループ
DVDグループ

CBL/SATグループ
BDグループ
DVDグループ
CDグループ

CBL/SATグループ

BDグループ
DVDグループ

CBL/SATグループ
BDグループ
DVDグループ
CDグループ

CBL/SATグループ
BDグループ
DVDグループ
CDグループ

CDグループ

•	各ボタンの登録を取り消してお買い上げの状態に戻すには、そのボタンにAVPのコード“0000”を設定
してください。

プリセットコードを登録する

 nTV ボタンに登録できるプリセットコード
入力ソース 
選択ボタン

お買い上げ時の 
プリセットモード 変更できるプリセット

AVP TVグループ

•	プリセットコードを登録すると、TV AUDIO を押したときに、リモコンの“TV”表示が点灯します。

本機のメニュー操作をおこなう場合は、AVP を押して、リモコンをAVP操作モードに切り替え
てください。
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接続機器を操作する
入 力ソース選 択ボタンを押して、 入 力ソースを選ぶ (v47
ページ )。
•	リモコンの操作モードを次の表のように切り替えます。

入力ソース 
選択ボタン 本機の入力ソース

操作モード
リモコンで操作できる機器

– 本機（AVP操作）z2

z1 CBL/SAT CBL/SAT ボタンに登録している機器

z1 Blu-ray Blu-ray ボタンに登録している機器

z1 GAME GAME ボタンに登録している機器

z1 MEDIA	PLAYER MEDIA PLAYER ボタンに登録している機器

z1 DVD DVD ボタンに登録している機器

z1 AUX1 AUX1 ボタンに登録している機器

z1 AUX2 AUX2 ボタンに登録している機器

z1 CD CD ボタンに登録している機器

z1 TV	AUDIO TV AUDIO ボタンに登録している機器

z1	 このボタンにプリセットコードを登録すると、本機のリモコンでお手持ちの機器の操作がおこなえま
す。

z2	 このモードでは、FM、iPod、USBメモリーおよびネットワーク機能の操作が可能です。

FAVORITE STATION と InstaPrevue を押すと、自動的にAVP操作モードに移行します。

ご注意
リモコンがAVP操作モード以外のときに、下記の操作をおこなう場合は、AVP を押して、リ
モコンをAVP操作モードに切り替えてください。
•	SETUP を押して、本機のメニュー操作をおこなうとき
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機器を操作する
付属のリモコンは、本機以外のコンポーネント製品も操作でき
ます。

1 操 作したい機 器のプリセット
コードが登録してある入力ソー
ス選 択ボタンを押す（v150
ページ）。

2 機器を操作する。

•	詳しくは、各機器の取扱説明書をご覧
ください。

 nTV グループ（1 ＊＊＊）の操作 
( テレビ )

操作ボタン 機能

TV X
テレビの電源オン /	

スタンバイ
TV INPUT テレビの入力切り替え

CH/PAGE df
チャンネルの切り替え	
（アップ /ダウン）

 nDVD グループ（2 ＊＊＊）の操作 
（DVD プレーヤー/DVD レコーダー）

操作ボタン 機能
DEVICE X 電源オン /スタンバイ

DEVICE MENU メニュー表示
TV X テレビの電源オン /スタンバイ

TV INPUT テレビの入力切り替え
INFO 情報表示

OPTION サブメニュー、オプション
uio p カーソル操作
ENTER 確定
BACK リターン
SETUP セットアップメニュー
3 一時停止
1 再生
2 停止

8 9 オートサーチ（頭出し）

6 7 マニュアルサーチ
(早送り /早戻し )

0 ~ 9, +10
タイトルまたはチャプターの選択	/	

チャンネルの選択
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機器を操作する

 nCD グループ（3 ＊＊＊）の操作 
（CD プレーヤー/CD レコーダー）

操作ボタン 機能
DEVICE X 電源オン /スタンバイ

DEVICE MENU メニュー表示
TV X テレビの電源オン /スタンバイ

TV INPUT テレビの入力切り替え
ENTER 確定
3 一時停止
1 再生
2 停止

8 9 オートサーチ（頭出し）

6 7 マニュアルサーチ
(早送り /早戻し )

0 ~ 9, +10 トラックの選択

 nCBL/SAT グループ（4 ＊＊＊）の操作 
( 衛星チューナー（SAT）/ ケーブルテレビ

（CBL）/ メディアプレーヤー/IP テレビ /
セットトップボックス )

操作ボタン 機能
DEVICE X 電源オン /スタンバイ

DEVICE MENU メニュー表示
TV X テレビの電源オン /スタンバイ

TV INPUT テレビの入力切り替え

CH/PAGE df
チャンネルの切り替え	
（アップ /ダウン）

INFO 情報表示
uio p カーソル操作
ENTER 確定
BACK リターン
SETUP セットアップメニュー
3 一時停止
1 再生

8 9 オートサーチ（頭出し）

6 7 マニュアルサーチ
(早送り /早戻し )

0 ~ 9, +10 チャンネルの選択

 nBD グループ（5 ＊＊＊）の操作 
（ブルーレイディスクプレーヤー）

操作ボタン 機能
DEVICE X 電源オン /スタンバイ

DEVICE MENU メニュー表示
TV X テレビの電源オン /スタンバイ

TV INPUT テレビの入力切り替え
INFO 情報表示

OPTION トップメニュー
uio p カーソル操作
ENTER 確定
BACK リターン
SETUP セットアップメニュー
3 一時停止
1 再生
2 停止

8 9 オートサーチ（頭出し）

6 7 マニュアルサーチ
(早送り /早戻し )

0 ~ 9, +10
タイトルまたはチャプターの選択	/	

チャンネルの選択
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学習機能を操作する
•	お手持ちのAV機器がMarantz以外の製品の場合やプリセッ
トコードの登録をおこなっても操作できない場合は、他機の
リモコン信号を本機のリモコンに記憶させて使用することが
できます。

•	このリモコンは約 160 のリモコンコードを学習させることが
できます。

他機のリモコンコードを記憶させる

1 付属のリモコンと他機のリモコンのリモコン信号送
信部を向かい合わせ、約 5cm 離して置く。

5	cm

2 LEARN 表示が点滅するまで SET を長押しする。

3 入力ソース選択ボタンを押して
入力ソースを選ぶ。
リモコンのディスプレイに入力ソー
スを表示します。

ご注意
各入力ソース切り替えボタンにAVPプ
リセット (v149 ページ ) 以外のモー
ドをプリセット登録 (v147 ページ 
「プリセットコードを登録する」)してか
ら学習機能を使用してください。

4 学習させる本機のリモコンボタンを押す。
LEARN	表示が点灯します。

5 リモコンのディスプレイに“OK”が表示されるまで、
他機リモコンの登録したいボタンを押し続ける

•	リモコンのディスプレイに“NG”が表示された場合は、再度
手順 5	をおこなってください。リモコンのディスプレイに
再度“NG”が表示された場合は、正常に学習できない場合が
あります。このような場合は、機器専用のリモコンを使用
してください。

•	リモコンのメモリーがいっぱいの場合は、リモコンのディス
プレイに“FULL”を表示します。さらにリモコンコードを学
習させたい場合は、すでに学習済みの他のボタンを削除し
てください。

6 手順 4 と 5 を繰り返して、同じ入力ソースの他の
ボタンを学習させる。

7 手順 3 から 6 を繰り返して、他の入力ソースの他
のボタンを学習させる。

8 リモコンのプログラムが終わったら SET を押す。
LEARN表示が消灯し、学習モードを完了します。

•	リモコンによっては、記憶できない場合や記憶できても正し
く動作しない場合があります。このような場合は、機器の専
用リモコンを使用してください。

•	記憶させたボタンは、プリセットメモリーよりも優先して動
作します。不要な場合は、学習内容を初期化してください
(v154 ページ 「記憶させたリモコンコードを削除する」)。

•	記憶できるボタン数は、記憶させるリモコンによって変わり
ます。記憶できるボタン数がいっぱいの場合は、リモコンの
ディスプレイに“FULL”を表示します。

ご注意
•	ZONE SELECT、SET、AVP、ON/STANDBY	X、VOLUME	df、

FAVORITE STATION、SOUND MODEおよび入力ソース選択ボ
タンには、リモコンコードを学習させることはできません。

•	AVP操作モードのときには、リモコンコードを学習させるこ
とはできません。

•	電池の残量が少ない状態では学習手順を正しく操作できない
ことがあります。

•	学習モードで約 1分間どのボタンも押さないと、自動的に学
習モードを終了します。
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記憶させたリモコンコードを削除する
リモコンコードは、「ボタンごと」、「ソースごと」および「すべて
のソース」の 3つの方法で削除することができます。

 nボタンごとにリモコンコードを削除する

1 LEARN 表 示が点 滅するまで
SET を長押しする。

2 削除したい入力ソース選択ボタ
ンを押す。
リモコンのディスプレイに入力ソー
スを表示します。

3 ON/STANDBY X を押したまま
の状態で、削除したい学習済み
のボタンを 2 回押す。
リモコンのディスプレイに“ERASE”
を表示し、学習モードに戻ります。

•	通常モードに戻るには、SET を押してく
ださい。

 n入力ソースごとにリモコンコードを削除する

1 LEARN 表 示が点 滅するまで
SET を長押しする。

2 ON/STANDBY X を押したまま
の状態で、削除したい学習済み
のボタンを 2 回押す。
リモコンのディスプレイに“ERASE”
を表示し、学習モードに戻ります。

3 削除を続ける場合は ENTER を
押す。
表示が 2	回点滅した後、学習モー

ドに戻ります。

•	削除を止める場合は、ENTER を押さな
いでください。他のボタンを押してく
ださい。

•	通常モードに戻るには、SET を押してく
ださい。

学習機能を操作する

 nすべての入力ソースのリモコンコードを削除
する

1 LEARN 表 示が点 滅するまで
SET を長押しする。

2 ON/STANDBY X を押したまま
の状態で AVP を押す。
LEARN表示が点灯します。

3 削除を続ける場合は ENTER を
押す。
リモコンのディスプレイに“ERASE”
を表示し、学習モードに戻ります。

•	削除を止める場合は、ENTER を押さな
いでください。他のボタンを押してく
ださい。

•	通常モードに戻るには、SET を押してく
ださい。
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バックライトを設定する
リモコンの側面にあるライトボタンを押すと、リモコンのバッ
クライトが点灯します。点灯中に再度ボタンを押すと、バック
ライトがさらに 2秒間点灯します。
•	お買い上げ時の設定では、バックライトは点灯します。

バックライトを点灯しないように設定す
る
SET とライトボタンを 表示が 2
回点滅するまで長押しする。

ライトボタン

バックライトを点灯させる
SET とライトボタンを 表示が 2
回点滅するまで長押しする。

ライトボタン

リモコンを使用するゾーンを指定す
る

ZONE SELECT ボタンを押したときに、設定したゾーンのみリ
モコンで操作できるようになります。
•	お買い上げ時の設定は、“M234”です。

1 ZONE SELECT と SET を 3 秒
以上長押しする。

2 ui を押して使用するゾーンを
設定し、ENTER を押す。
リモコンのディスプレイに“SET”を
4回点滅表示し、通常の操作モード
に戻ります。

リモコンの 
ディスプレイ表示 使用するゾーン

M メインゾーンのみ

M2
メインゾーン /	
ゾーン 2

M23
メインゾーン /	
ゾーン 2/	
ゾーン 3

M234

メインゾーン /	
ゾーン 2/
ゾーン 3/
ゾーン 4
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F 各部の名前   v157ページ

F その他の情報   v164ページ

F 故障かな？と思ったら   v178ページ

F 保証と修理について   v182ページ

F 主な仕様   v183ページ

F 索引   v184ページ

情報編
ここでは本機に関するさまざまな情報を記載しています。
必要に応じてご覧ください。
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フロントパネル
各部のはたらきなど詳しい説明については、（	）内のページをご覧ください。

u ty r

q w e

q 電源表示（STANDBY）	····················································· (47)
G 電源表示の状態について H
•	電源オン：オフ
•	通常のスタンバイ時：赤色
•	“HDMI パススルー”または“HDMI コントロール ”	
(v124 ページ )の設定が“オン”のとき：橙色

•	“ネットワーク”(v138 ページ )の設定が	“常時オン”の
とき：橙色

•	MHL対応モバイル端末を充電しているとき：橙色

w 電源ボタン（X ON/STANDBY）	···································· (47)
本機のメインゾーンの電源をオン / スタンバイに切り替え
ます。

r 主音量調節つまみ（VOLUME）	······························(48、109)
t リモコン受光部	·······························································(163)
y メインディスプレイ	·······················································(159)
u 入力ソース切り替えつまみ 

（INPUT SELECTOR）	············································(47、109)

e ドア
ドアの中にあるボタンや端子をご使用になるときにドアの下
の部分を押すと、ドアが開きます。ドアの中にあるボタンや
端子を使用しないときに、ドアを閉めておくこともできます。
ドアの開閉の際に、指などを挟まないようご注意ください。

各部の名前
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フロントパネル

ドアを開いた状態
各部のはたらきなど詳しい説明については、（	）内のページをご覧ください。

Q2Q1 uyoQ4 Q3 iQ0

Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 W0 W1 W2 W3

tq w e r

q ヘッドホン端子（PHONES）
ヘッドホンのプラグを差し込むと、プリアウト端子から音が
出なくなります。

ご注意
ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げすぎないよう
にご注意ください。

w セットアップマイク端子（SETUP MIC）	················ (40、94)
e iPod/USB端子	································································· (27)
r HDMI7/MHL（AUX1）入力端子	····································· (15)
t AUX1入力端子（AUX1 INPUT）	····································· (25)
y セットアップボタン 

（SETUP）················· (113、115、122、128、133、137、141)
u エンターボタン 

（ENTER）	················ (113、115、122、128、133、137、141)

Q6 スリープタイマーボタン（SLEEP）	····················· (101、109)
Q7 HDMI出力切り替えボタン（HDMI OUT）	····················(124)
Q8 ディスプレイボタン（DISPLAY）	··································(143)
Q9 ステータスボタン（STATUS） 

	····································································· (51、65、69、144)
W0 ゾーン選択ボタン 

（ZONE SELECT）	···························· (39、78、94、109、155)

W1 ゾーン2用電源ボタン（ZONE2 ON/OFF）	··············· (109)
W2 ゾーン3用電源ボタン（ZONE3 ON/OFF）	··················(109)
W3 ゾーン4用電源ボタン（ZONE4 ON/OFF）	··············· (109)

i カーソルボタン（uio p） 
	·································· (113、115、122、128、133、137、141)

o バックボタン 
（BACK）	·············································· (54、65、69、71、182)

Q0 サブディスプレイ	···························································(160)
Q1 Dynamic Volumeボタン（DYNAMIC VOL）	············(120)
Q2 M-DAXボタン/表示	······················································（118）
Q3 ピュアダイレクトボタン/表示（PURE DIRECT）	········ (82)
Q4 Dynamic EQボタン（DYNAMIC EQ）	························(120)
Q5 サウンドモードボタン（SOUND MODE）	····················· (81)

•	ムービーボタン（MOVIE）
•	ミュージックボタン（MUSIC）
•	ゲームボタン（GAME）
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ディスプレイ

メインディスプレイ
入力ソース名、サウンドモード、設定値など、さまざまな情報を表示します。

 n通常表示

w eq

q	イルミネーションライト
本機の電源が入っているときに、周囲が青く
光ります。点灯しないように設定することも
できます（v106 ページ “イルミネーショ
ンライトを点灯 /消灯させる”）。

w	主音量表示
e	入力ソース表示

現在選択されている入力ソース名を表示しま
す。
メニューの“入力ソース名の変更”（v131
ページ）で入力ソース名を変更した場合は、
変更後の入力ソース名を表示します。

 nチューナー表示
入力ソースが“FM”のとき、放送局の受信状態により点灯します。

r t r	放送を受信したときに点灯します。
t	FMモード時、ステレオ放送を受信したとき

に点灯します。

 nスリープタイマー表示

y

y	スリープタイマーを設定しているときに点灯
します（v101 ページ）。

 nゾーン 2/ ゾーン 3/ ゾーン 4 電源表示

iu o u	ゾーン 2（別の部屋）の電源が入っているとき
に点灯します（v109 ページ）。

i	ゾーン 3（別の部屋）の電源が入っているとき
に点灯します（v109 ページ）。

o	ゾーン 4（別の部屋）の電源が入っているとき
に点灯します（v109 ページ）。
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サブディスプレイ

ty ruioQ0Q1

q w

e

q インフォメーションディスプレイ
入力ソース名、サウンドモード、設定値などを表示します。

w 入力/出力信号チャンネル表示
“チャンネルインジケーター”（v143 ページ）の設定に合
わせて入力または出力信号のチャンネルを表示します。
•	“出力”に設定しているとき（お買い上げ時の設定）
スピーカーから音声が出力されているときに点灯します。

•	“入力”に設定しているとき
デジタル信号が入力されているときに点灯します。
再生しているHDオーディオソースに拡張チャンネル（フ
ロント /センター/サラウンド /サラウンドバック /フロ
ントハイト /フロントワイド /LFE 以外のチャンネル）が
含まれる場合は、 表示が点灯します。

e 主音量表示
r ミュート表示

消音中に点灯します (v48 ページ )。

t スリープタイマー表示
スリープタイマーを設 定しているときに点 灯します
(v101、109 ページ )。

y マルチゾーン表示
ゾーン 2、ゾーン 3またはゾーン 4（別の部屋）の電源が入っ
ているときに点灯します（v109 ページ）。

u モニター出力表示
HDMI モニター出力の設定に合わせて点灯します。“オート
（デュアル）”に設定されているときは、接続状態に合わせて
点灯します。

i チューナー受信モード表示
入力ソースが“FM”のとき、放送局の受信状態により点灯し
ます。

STEREO：ステレオ放送を受信したときに点灯します。
TUNED： 放送を受信したときに点灯します。

o AUDYSSEY®表示
“MultEQ®	XT	32”	(v119 ペ ー ジ )、“Dynamic	EQ”	
(v120 ページ )、“Dynamic	Volume”	(v120 ページ )、
“Audyssey	DSX®”(v121 ページ ) または“Audyssey	
LFC™”(v120 ページ )	の設定が“オフ”以外のときに点灯
します。

Q0 デコーダー表示
Dolby または DTS 信号が入力されているとき、または
Dolby またはDTSデコーダーが動作しているときに点灯し
ます。

Q1 入力モード表示
各入力ソースの音声入力モードの設定により点灯します
(v132 ページ )。

ディスプレイ
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リアパネル
詳しい説明については、（	）内のページをご覧ください。

qw e r t y u i o Q0

Q1Q2Q3Q4Q5Q6Q7Q8Q9

q USB端子	··········································································· (27)
w DC OUT端子（DC OUT）	················································ (97)
e バランスXLR入力端子（BALANCED XLR IN） 

	············································ (20、21、22、23、24、25、26、29)

r リモートコントロール端子 
(REMOTE CONTROL)	·················································· (96)
将来的な拡張用端子です。

t FLASHER IN端子
コントロールBOXやその他のコントロール機器を使って、
本機をコントロールするときに使用します。

y M-XPort端子	··································································· (32)

u バランスXLRプリアウト端子 
（BALANCED XLR PRE OUT）	····································· (35)

i アンバランスRCAプリアウト端子 
（UNBALANCED RCA PRE OUT） 
	········································································(34、91、92、93)

o ビデオ端子(VIDEO)	·························· (20、21、22、26、108)
Q0 ACインレット（AC IN）	··················································· (37)
Q1 コンポーネントビデオ端子(COMPONENT VIDEO) 

	······························································ (20、21、22、23、108)

Q2 HDMI端子	························································· (14、15、108)
Q3 7.1チャンネル入力端子(7.1CH IN)	······························ (33)

Q4 アナログ音声端子 (ANALOG AUDIO) 
	··················································· (21、22、23、24、26、29、30)

Q5 FMアンテナ端子 (ANTENNA)	······································ (31)
Q6 アース端子(SIGNAL GND)	··········································· (30)
Q7 デジタル音声端子 

(DIGITAL AUDIO IN)	································(20、21、22、29)
Q8 RS-232C 端子	································································· (97)
Q9 ネットワーク端子 (NETWORK)	··································· (36)

ご注意
端子内部のピンには絶対に触れないでください。静電気を引き
起こし、故障の原因になることがあります。
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リモコン
各部のはたらきなど詳しい説明については、（	）内のページをご覧ください。

q

w
e

t

y

i

u

Q0

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

o

Q1

Q8

Q9

W3

Q7

W1

W0

W5

W4

W4

W2

r
q w e

q ディスプレイ
q	LEARN表示
w	インフォメーション表示
e	 表示

w AVP操作モードボタン	········································ (148、150)
e セットボタン(SET)	···································· (147、153、155)
r ゾーン選択ボタン 

(ZONE SELECT)	···························· (39、78、94、109、155)

t 機器操作ボタン 
(DEVICE X / DEVICE MENU)	························ (151、152)

y 入力ソース選択ボタン	············································(47、109)
u スリープタイマーボタン（SLEEP）	····················· (101、109)
i チャンネル選択／ページ検索ボタン(CH/PAGE df) 

	·····································(52、55、60、63、66、70、72、151、152)

o InstaPrevueボタン	······················································(100)
Q0 インフォメーションボタン(INFO)	······························(144)
Q1 カーソルボタン(uio p) 

	·································· (113、115、122、128、133、137、141)

Q2 バックボタン（BACK）	·································(54、65、69、71)
Q3 外部機器コントロールボタン（DEVICE CONTROL） 

	························································(52、55、66、70、72、151、152)
•	ポーズボタン (3)
•	プレイボタン (1)
•	ストップボタン (2)
•	スキップボタン (8、9)
•	サーチボタン (6、7)

 選局ボタン(TUNE +, –)	·········································· (56、57)

Q4 お気に入り登録ボタン 
(FAVORITE STATION 1～4)	······································ (75)

Q5 サウンドモードボタン（SOUND MODE）	····················· (81)
•	ムービーボタン（MOVIE）
•	ミュージックボタン（MUSIC）
•	ゲームボタン（GAME）
•	ピュアダイレクトボタン（PURE）

Q6 数字ボタン	···············································(58、60、147、151)
Q7 リモコン信号送信窓	·······················································(163)
Q8 電源操作ボタン(ON/STANDBY X)	····················(47、109)
Q9 テレビ操作ボタン(TV X / INPUT) 

	···························································· (66、70、72、152、151)

W0 ライトボタン···································································(155)
W1 音量調節ボタン（df）	··············································(48、109)
W2 ミュートボタン(MUTE :)	·································(48、109)
W3 オプションボタン（OPTION） 

	·················································(50、54、56、65、70、71、100)

W4 エンターボタン（ENTER）  
	·································· (113、115、122、128、133、137、141)

W5 セットアップボタン（SETUP） 
	·································· (113、115、122、128、133、137、141)
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乾電池の入れかた

q	裏ぶたを矢印の方向へ押
し下げて取り外す。

w	乾電池（2本）を乾電池収納
部の表示に合わせて正しく
入れる。

単4形乾電池

e	裏ぶたを元どおりにする。

ご注意
•	リモコンには単 4形乾電池をご使用ください。
•	リモコンを本機の近くで操作しても本機が動作しないときは、
新しい乾電池と交換してください。（付属の乾電池は動作確
認用です。早めに新しい乾電池と交換してください。）

•	乾電池は、リモコンの乾電池収納部の表示どおりにq側・w
側を合わせて正しく入れてください。

•	破損・液漏れの恐れがありますので、
•	新しい乾電池と使用済みの乾電池を混ぜて使用しないでく
ださい。

•	違う種類の乾電池を混ぜて使用しないでください。
•	乾電池は充電しないでください。
•	乾電池をショートさせたり、分解や加熱または火に投入さ
せたりしないでください。

•	電池を直射日光のあたるところや暖房器具の近くなど高温
になるところに置かないでください。

•	万一、乾電池の液漏れがおこったときは、乾電池収納部内に
ついた液をよく拭き取ってから新しい乾電池を入れてくださ
い。

•	リモコンを長期間使用しないときは、乾電池を取り出してく
ださい。

•	不要になった乾電池を廃棄するときは、お住まいの地域の条
例に従って処理をしてください。

•	充電式電池をお使いの場合、正しく動作しない場合がありま
す。

リモコンの使いかた
リモコンはリモコン受光部に向けてご使用ください。

30°30°

約 7m

ご注意
•	リモコン受光部に、直射日光やインバーター式蛍光灯の強い
光または赤外線があたると、誤動作をしたり、リモコンが操
作できなくなったりする場合があります。

•	3D映像機器を構成している各ユニット（モニター、3D視聴用
メガネ、3D信号伝送ユニットなど）間の信号の伝送を無線通
信（赤外線通信など）でおこなっている 3D映像機器をお使い
の場合、その無線通信の影響によって本機のリモコンが効か
なくなることがあります。そのときは 3D通信の各ユニット
の向きと距離を調節して、本機のリモコンの動作に影響がな
いことを確認してください。
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その他の情報

 n 登録商標についてn(v164ページ )
 n サラウンドn(v165ページ )
 n 映像信号とモニター出力の関係n(v171
ページ )
 n 用語の解説n(v174ページ )

登録商標について
本製品は、次の技術を採用しています。（順不同）

									

本 機は、Audyssey	Laboratories™ からのライセンス契約に基
づき製造されています。米国共同で外国特許審議中。Audyssey	
MultEQ®	XT	32、Audyssey	Dynamic	EQ®、Audyssey	Dynamic	
Volume® および Audyssey	DSX® は、Audyssey	Laboratories
の登録商標です。Audyssey	LFC™ は、Audyssey	Laboratories
の商標です。

					

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
Dolby、ドルビー、Pro	Logic およびダブルD記号は、ドルビーラボ
ラトリーズの商標です。

							

本機は DTS,	 Inc.	からのライセンス契約に基づき製造されています。
米国特許第5,956,674号、5,974,380号、5,978,762号、6,487,535
号、6,226,616 号、7,212,872 号、7,003,467 号、7,272,567 号、
7,668,723 号、7,392,195 号、7,930,184 号、7,333,929 号、
7,548,853 号、7,283,634 号その他、米国内および国外特許もしく
は特許出願物。DTS-HDのロゴ、シンボル、DTS-HDは、DTS,	Inc.
の商標です。DTS,	 Inc. 製品にはソフトウェアが含まれています。©	
DTS,	Inc. 版権所有。

HDMI、HDMI ロゴおよび High-Definition	Multimedia	 Interface
は、HDMI	Licensing,	LCCの商標または登録商標です。

InstaPrevue および InstaPrevue ロゴは、Silicon	Image,	Inc. の商
標または登録商標です。

									

“Made	 for	 iPod”	and	“Made	 for	 iPhone”	mean	 that	 an	
electronic	 accessory	 has	 been	 designed	 to	 connect	
specifically	 to	 iPod,	or	 iPhone,	 respectively,	and	has	been	
certified	 by	 the	 developer	 to	meet	 Apple	 performance	
standards.
Apple	 is	not	responsible	for	the	operation	of	this	device	or	
its	compliance	with	safety	and	regulatory	standards.	Please	
note	that	the	use	of	this	accessory	with	iPod,	or	iPhone,	may	
affect	wireless	performance.
AirPlay,	 the	AirPlay	 logo,	 iPad,	 iPhone,	 iPod,	 iPod	classic,	
iPod	nano,	 iPod	shuffle	and	 iPod	touch	are	 trademarks	of	
Apple	Inc.,	registered	in	the	U.S.	and	other	countries.
•	iPhone、	iPod、	iPod	classic、	iPod	nano、	iPod	shuffle および
iPod	touch は、著作権のないコンテンツまたは法的に複製、再生
を許諾されたコンテンツを個人が私的に複製、再生するために使用
許諾されるものです。著作権の侵害は法律上禁止されています。

MHL、MHL ロゴおよび Mobile	High-Definition	Link は、MHL	
LLCの商標または登録商標です。

Windows	Media	and	the	Windows	 logo	are	 trademarks	or	
registered	trademarks	of	Microsoft	Corporation	in	the	United	
States	and/or	other	countries.

This	 item	 incorporates	copy	protection	 technology	 that	 is	
protected	by	U.S.	patents	and	other	 intellectual	property	
rights	 of	 Rovi	 Corporation.	 Reverse	 engineering	 and	
disassembly	are	prohibited.
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サラウンド
本機に内蔵のデジタル信号処理回路のはたらきにより、プログラムソースを映画館と同じ臨場感でサラウンド再生をお楽しみいただけます。

サウンドモードとパラメーター一覧表
この表は、各サウンドモードのときに再生できるスピーカーと、各サウンドモードのときに調節できるサラウンドパラメーターを示したものです。

表の中の記号について
S	音声を出力するチャンネル、または設定できるサラウンドパラメーターを示します。
D	音声を出力するチャンネルを示します。ただし、メニューの“スピーカー構成”	(v134 ページ )の設定により出力するチャンネルが異なります。

サウンドモード		
(v81 ページ )

チャンネル出力 ダイアログ	
エンハンサー	
(v116
ページ )

サブウーハー
レベル		
(v116
ページ )

z1	 PURE	DIRECTモードで再生中、サラウンドパラメーターは
DIRECTモードと同様になります。

z2	 入力信号に含まれるチャンネルを出力します。
z3	 設定しているサウンドモード名に“+PLgz”が含まれているときに、

フロントハイトスピーカーから音声を出力します。サウンドモード
の確認のしかたは、81ページをご覧ください。

z4	 メニューの“Audyssey	DSX®”設定 (v121 ページ )が“ワイド /
ハイト”または“ハイト”のときに、フロントハイトスピーカーから音
声を出力します。

z5	 メニューの“Audyssey	DSX®”設定 (v121 ページ )が“ワイド /
ハイト”または“ワイド”のときに、フロントワイドスピーカーから音
声を出力します。

z6	 メニューの“サブウーハーモード”(v136 ページ )の設定が、
“LFE+メイン”のときに、サブウーハーから音声を出力します。

フロント	
左 / 右

センター
サラウンド	
左 / 右

サラウンド
バック	
左 / 右

フロント	
ハイト	
左 / 右

フロント	
ワイド	
左 / 右

サブウーハー

DIRECT/PURE DIRECT（2チャンネル）z1 S Dz6 Sz6

DIRECT/PURE DIRECT（マルチチャンネル）z1 S D D Dz2 Dz2 Dz2 D S
DSD DIRECT（2チャンネル）z1 S Dz6 Sz6

DSD DIRECT（マルチチャンネル）z1 S D D D S
7.1CH IN S D D D D S
STEREO S D S S
MULTI CH IN S D D D Dz3 D S S
MPEG2 AAC S D D D Dz3 D S S
DOLBY PRO LOGIC gz S D D D D D S S
DOLBY PRO LOGIC gx S D D D D S S
DOLBY PRO LOGIC g S D D D S S
DOLBY PRO LOGIC gx A-DSX S D D D Dz4 Dz5 D S S
DOLBY PRO LOGIC g A-DSX S D D Dz4 Dz5 D S S
DTS NEO:X S D D D D D D S S
Audyssey DSX® S D D D Dz4 Dz5 D S S
DOLBY DIGITAL S D D D Dz3 D S S
DOLBY DIGITAL Plus S D D Dz2 Dz2 Dz2 D S S
DOLBY TrueHD S D D Dz2 Dz2 Dz2 D S S
DTS SURROUND S D D D Dz3 D S S
DTS 96/24 S D D D Dz3 D S S
DTS-HD S D D Dz2 Dz2 Dz2 D S S
DTS Express S D D D Dz3 D S S
MULTI CH STEREO S D D D D D D S S
VIRTUAL S D S S
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サウンドモード		
(v81 ページ )

サラウンドパラメーター	(v116 ページ ) z1	 PURE	DIRECT	モードで再生中、サラウンドパラメーター
はDIRECT	モードと同様になります。

z7	 設定しているサウンドモード名に“+PLg	Music”または
“+NEO:X	Music”が含まれているときは、この設定はでき
ません。サウンドモードの確認のしかたについては、81
ページをご覧ください。

z8	 サウンドモードが“Movie”のときに設定できます。
z9	 この項目は、Dolby	TrueHD信号を再生時に選択できます。
z10	Dolby	TrueHD、Dolby	Digital	またはDTS	信号を再生時

に選択できます。
z11	この項目は、Dolby	Digital、DTS	またはDVD	オーディオを

再生時に選択できます。
z12	設定しているサウンドモード名に“+PLgz”が含まれていると

きに設定できます。サウンドモードの確認のしかたについて
は、81ページをご覧ください。

ホーム	
シアターEQ	
（v116
ページ）

ラウドネス	
マネージメント	

z9 
（v116
ページ）

ダイナミック	
レンジ圧縮		

z10 
(v116
ページ )

低音の	
位相補正	
z11	

(v116
ページ )

LFE	
z11	

（v117
ページ）

Height	
ゲイン		
z12	

(v117
ページ )

PRO	LOGIC	g/gx	Music モードのみ
NEO:X	

モードのみ

パノラマ	
(v117
ページ )

ディメン
ション	
(v117
ページ )

センター幅	
(v117
ページ )

センター
ゲイン	
(v117
ページ )

DIRECT/PURE DIRECT（2チャンネル）z1 S S
DIRECT/PURE DIRECT（マルチチャンネル）z1 S S S
DSD DIRECT（2チャンネル）z1

DSD DIRECT（マルチチャンネル）z1 S
7.1CH IN S
STEREO S S S S
MULTI CH IN Sz7 S S
MPEG2 AAC Sz7 S S
DOLBY PRO LOGIC gz S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx Sz8 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g Sz8 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx A-DSX Sz8 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g A-DSX Sz8 S S S S S
DTS NEO:X Sz8 S S S
Audyssey DSX® S S S S S
DOLBY DIGITAL Sz7 S S S S
DOLBY DIGITAL Plus Sz7 S S S S
DOLBY TrueHD Sz7 S S S S S
DTS SURROUND Sz7 S S S S
DTS 96/24 Sz7 S S S
DTS-HD Sz7 S S S
DTS Express Sz7 S S S
MULTI CH STEREO S S S S
VIRTUAL S S S S
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サウンドモード		
(v81 ページ )

トーン	
コントロール		

z13	
(v118
ページ )

Audyssey(v119 ページ )
M-DAX  
z15  

(v118
ページ )

z1	 PURE	DIRECT	モードで再生中、サラウンドパラメーターはDIRECT	モードと同様になります。
z13	メニューの“Dynamic	EQ”(v120 ページ )の設定が“オン”のときは、この項目を設定できません。
z14	メニューの“MultEQ®	XT	32”(v119 ページ )の設定が“オフ”または“グラフィック EQ”のとき、こ

の項目を設定できません。
z15	この項目は、入力信号がアナログ、PCM	48kHz または 44.1kHz のときに設定できます。

MultEQ®	
XT	32		
(v119
ページ )

Dynamic	
EQ	
z14	

(v120
ページ )

Dynamic		
Volume		
z14		

(v120
ページ )

Audyssey		
LFC™		
z14		

(v120
ページ )

Audyssey		
DSX®		
(v121
ページ )

DIRECT/PURE DIRECT（2チャンネル）z1

DIRECT/PURE DIRECT（マルチチャンネル）z1

DSD DIRECT（2チャンネル）z1

DSD DIRECT（マルチチャンネル）z1

7.1CH IN
STEREO S S S S S S
MULTI CH IN S S S S S S
MPEG2 AAC S S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gz S S S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx S S S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g S S S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx A-DSX S S S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g A-DSX S S S S S S S
DTS NEO:X S S S S S S
Audyssey DSX® S S S S S S S
DOLBY DIGITAL S S S S S S
DOLBY DIGITAL Plus S S S S S S
DOLBY TrueHD S S S S S S
DTS SURROUND S S S S S S
DTS 96/24 S S S S S S
DTS-HD S S S S S S
DTS Express S S S S S S
MULTI CH STEREO S S S S S S
VIRTUAL S S S S S S

サラウンド
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 n入力信号の種類と対応するサウンドモード
この表は、各サウンドモードのときに再生できる入力信号を示したものです。入力するソースの音声信号をご確認の上、サウンドモードを選んでください。

表の中の記号について
F	お買い上げ時に設定されているサウンドモードを示します。
S	選択できるサウンドモードを示します。

サウンドモード	
(v81 ページ )

ご注意

入力信号の種類とフォーマット

ANALOG

 PCM DTS-HD DTS DOLBY DOLBY DIGITAL Super Audio CD MPEG2 AAC

PCM  
（マルチ	
チャンネル）

PCM  
（2チャン	

ネル）

DTS-HD 
Master 
Audio

DTS-
HD High 

Resolution 
Audio

DTS 
EXPRESS

DTS ES 
DSCRT  

（フラグ	
あり）

DTS ES 
MTRX  

（フラグ	
あり）

DTS  
（5.1 チャン

ネル）

DTS  
96/24

DOLBY 
TrueHD

DOLBY 
DIGITAL 

Plus

DOLBY 
DIGITAL 

EX  
（フラグ	
あり）

DOLBY 
DIGITAL 

EX  
（フラグ	
なし）

DOLBY 
DIGITAL  

（5.1 チャン	
ネル）

DOLBY 
DIGITAL  

（2チャン	
ネル）

DSD
（マルチ	
チャンネル）

DSD
（2チャン	

ネル）

AAC  
（5.1 チャン	

ネル）

AAC  
（2.1 チャン	

ネル）

AAC  
（1+1チャン	

ネル）

DTS SURROUND

DTS-HD MSTR z1 F
DTS-HD HI RES z1 F
DTS ES DSCRT6.1 z2 F
DTS ES MTRX6.1 z2 F
DTS SURROUND z1 S S F
DTS 96/24 z1 F
DTS (–HD) + PLgx Movie z3 S S S S S
DTS (–HD) + PLgx Music z2 S S S S S
DTS (–HD) + PLgz z4 S S S S S S S
DTS EXPRESS z1 F
DTS (–HD) + NEO:X Cinema S S S S S S S
DTS (–HD) + NEO:X Music S S S S S S S
DTS (–HD) + NEO:X Game S S S S S S S
DTS NEO:X Cinema z1 S S S S
DTS NEO:X Music z1 S S S S
DTS NEO:X Game z1 S S S S
Audyssey DSX® S S S S S S S

z1	“Audyssey	DSX®”(v121 ページ )の設定が“ワイド /ハイト”、“ハイト”または“ワイド”の場合は、z1 が付いているサウンドモードにAudyssey	DSX®の効果が加わります。
z2	 このサウンドモードは、メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”（v134 ページ）の設定が“無し”のときは選べません。
z3	 このサウンドモードは、メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”（v134 ページ）の設定が“1台”または“無し”のときは選べません。
z4	 このサウンドモードは、メニューの“スピーカー構成”⇨“フロントハイト”（v134 ページ）の設定が“無し”のときは選べません。
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サウンドモード	
(v81 ページ )

ご注意

入力信号の種類とフォーマット

ANALOG

 PCM DTS-HD DTS DOLBY DOLBY DIGITAL Super Audio CD MPEG2 AAC

PCM  
（マルチ	
チャンネル）

PCM  
（2チャン	

ネル）

DTS-HD 
Master 
Audio

DTS-
HD High 

Resolution 
Audio

DTS 
EXPRESS

DTS ES 
DSCRT  

（フラグ	
あり）

DTS ES 
MTRX  

（フラグ	
あり）

DTS  
（5.1 チャン	

ネル）

DTS 
96/24

DOLBY 
TrueHD

DOLBY 
DIGITAL 

Plus

DOLBY 
DIGITAL 

EX  
（フラグ	
あり）

DOLBY 
DIGITAL 

EX  
（フラグ	
なし）

DOLBY 
DIGITAL  

（5.1 チャン	
ネル）

DOLBY 
DIGITAL  

（2チャン	
ネル）

DSD
（マルチ	
チャンネル）

DSD
（2チャン	

ネル）

AAC  
（5.1 チャン	

ネル）

AAC  
（2.1 チャン	

ネル）

AAC  
（1+1チャン	

ネル）

DOLBY SURROUND

DOLBY TrueHD z1 F
DOLBY DIGITAL+ z1 F
DOLBY DIGITAL EX z2 S S S
DOLBY (D+) (HD) +EX z2 S S
DOLBY DIGITAL z1 F F F
DOLBY (D) (D+) (HD) + PLgx Movie z3 S S S S S
DOLBY (D) (D+) (HD) + PLgx Music z2 S S S S S
DOLBY (D) (D+) (HD) + PLgz z4 S S S S S
DOLBY (D) (D+) (HD) + NEO:X Cinema S S S S S
DOLBY (D) (D+) (HD) + NEO:X Music S S S S S
DOLBY (D) (D+) (HD) + NEO:X Game S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx Movie z2 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx Music z2 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx Game z2 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx Movie A-DSX S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx Music A-DSX S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gx Game A-DSX S S S S S
DOLBY PRO LOGIC gz z4 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g Movie z1 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g Music z1 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g Game z1 S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g Movie A-DSX S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g Music A-DSX S S S S S
DOLBY PRO LOGIC g Game A-DSX S S S S S
Audyssey DSX® S S S S S

z1	“Audyssey	DSX®”	(v121 ページ )の設定が“ワイド /ハイト”、“ハイト”または“ワイド”の場合は、z1 が付いているサウンドモードにAudyssey	DSX®の効果が加わります。
z2	 このサウンドモードは、メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”（v134 ページ）の設定が“無し”のときは選べません。
z3	 このサウンドモードは、メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”（v134 ページ）の設定が“1台”または“無し”のときは選べません。
z4	 このサウンドモードは、メニューの“スピーカー構成”⇨“フロントハイト”（v134 ページ）の設定が“無し”のときは選べません。
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サラウンド

サウンドモード	
(v81 ページ )

ご注意

入力信号の種類とフォーマット

ANALOG

 PCM DTS-HD DTS DOLBY DOLBY DIGITAL Super Audio CD MPEG2 AAC

PCM  
（マルチ	
チャンネル）

PCM  
（2チャン	

ネル）

DTS-HD 
Master 
Audio

DTS-
HD High 

Resolution 
Audio

DTS 
EXPRESS

DTS ES 
DSCRT  

（フラグ	
あり）

DTS ES  
MTRX  

（フラグ	
あり）

DTS  
（5.1 チャン	

ネル）

DTS 
96/24

DOLBY 
TrueHD

DOLBY 
DIGITAL 

Plus

DOLBY 
DIGITAL 

EX 
 （フラグ	
あり）

DOLBY 
DIGITAL 

EX  
（フラグ	
なし）

DOLBY 
DIGITAL  

（5.1 チャン	
ネル）

DOLBY 
DIGITAL  

（2チャン	
ネル）

DSD
（マルチ	
チャンネ
ル）

DSD
（2チャン	

ネル）

AAC  
（5.1 チャン	

ネル）

AAC  
（2.1 チャン	

ネル）

AAC  
（1+1チャン	

ネル）

MULTI CH IN
MULTI CH IN z1 F S
MULTI CH IN + PLgx Movie z3 S S
MULTI CH IN + PLgx Music z2 S S
MULTI CH IN + PLgz z4 S S
MULTI CH IN + NEO:X Cinema S
MULTI CH IN + NEO:X Music S
MULTI CH IN + NEO:X Game S
MULTI CH IN + Dolby EX z2 S S
MULTI CH IN 7.1 z2 F (7.1)
Audyssey DSX® S S

MPEG-2 AAC
MPEG-2 AAC z1 F F
AAC + PLgx Movie z3 S
AAC + PLgx Music z2 S
AAC + PLgz z4 S
AAC + NEO:X Cinema S
AAC + NEO:X Music S
AAC + NEO:X Game S
AAC + Dolby EX z2 S

DIRECT
DIRECT S S Sz5 S S S S S S S S S S S S S S S S S S

PURE DIRECT
PURE DIRECT S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S

DSP SIMULATION
MULTI CH STEREO S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S
VIRTUAL S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S

STEREO
STEREO F S F S S S S S S S S S S S S S S S S S S

z1	“Audyssey	DSX®”	(v121 ページ )の設定が“ワイド /ハイト”、“ハイト”または“ワイド”の場合は、z1 が付いているサウンドモードにAudyssey	DSX®の効果が加わります。
z2	 このサウンドモードは、メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”（v134 ページ）の設定が“無し”のときは選べません。
z3	 このサウンドモードは、メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”（v134 ページ）の設定が“1台”または“無し”のときは選べません。
z4	 このサウンドモードは、メニューの“スピーカー構成”⇨“フロントハイト”（v134 ページ）の設定が“無し”のときは選べません。
z5	 AirPlay 再生時は、サウンドモードが“DIRECT”になります（お買い上げ時の設定）。
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映像信号とモニター出力の関係
メインゾーンのモニター出力

“ビデオn
コンバージョン”の

設定n
(v10 ページ )

入力端子 出力端子 メニュー表示

HDMI COMPONENT VIDEO HDMI COMPONENT VIDEO HDMI COMPONENT VIDEO

オン A A A A A A メニュー表示のみ

オン A A S S <VIDEO> S <VIDEO> S <VIDEO> S (VIDEO) S (VIDEO) S (VIDEO)

オン A S (1080p) A

S <COMPONENT>

S <COMPONENT>

A

S (COMPONENT)

A (COMPONENT)z2 Az2

オン A S (480p – 720p) A
S (COMPONENT)

A

オン A S (480i/576i) A S <COMPONENT> S (COMPONENT)

オン A S (1080p) S

S <VIDEO>

A (COMPONENT) A (VIDEO)

オンz1 A S (1080p) S A A S (VIDEO) S (VIDEO)

オン A S (480p – 720p) S
S <COMPONENT> S (COMPONENT) S (COMPONENT)

A (VIDEO)

オン A S (480i/576i) S S <COMPONENT> S (COMPONENT)

オン S A A

S <HDMI>

A
A

S (HDMI)

Az2
Az2

オン S A S S <VIDEO> A (VIDEO)z2

オン S S A
S <COMPONENT>

A
A (COMPONENT)z2

Az2

オン S S S
S <VIDEO>

A (VIDEO)z2

オンz3 A A S S <VIDEO> A S (VIDEO) A A (VIDEO)

オンz3 A S (1080p) A

S <COMPONENT> S <COMPONENT>

A

S (COMPONENT) A (COMPONENT)

Aオンz3 A S (480p – 720p) A

オンz3 A S (480i/576i) A

オンz3 A S (1080p) S

S <VIDEO> A (VIDEO)オンz3 A S (480p – 720p) S

オンz3 A S (480i/576i) S

オフ A A A

A

A
A

メニュー表示のみ

オフ A A S S <VIDEO>

オフ A S A
S <COMPONENT>

A

オフ A S S S <VIDEO>

オフ S A A

S <HDMI>

A
A

オフ S A S S <VIDEO>

オフ S S A
S <COMPONENT>

A

オフ S S S S <VIDEO>

S	 :	映像入力あり
A	 :	映像入力なし
z1	 HDMI モニターが接続されていないか、HDMI モニターの電源が入って

いないとき
z2	 HDMI モニターが接続されていないか、HDMI モニターの電源が入って

いないときに、メニューのみ表示します。
z3	 HDMI	MONITOR端子からアナログビデオ入力信号を出力するときの

“解像度”	(v126 ページ )の設定が“4K”のとき

S	< >	:	<	> の中の入力信号を出力します。
A	 :	映像出力なし

S	(	)	:	(	)	内の映像にスーパーインポーズ
A (	)	:	(	) 内の映像のみ出力
A	 :	映像またはメニューを出力します。
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映像信号とモニター出力の関係

ゾーンのモニター出力
入力端子 出力端子

HDMI COMPONENT VIDEO HDMInZONE4 COMPONENT(ZONE2) VIDEO(ZONE2)
A A A

A
A

A
A A S S <VIDEO>
A S A

S <COMPONENT>
A

A S S S <VIDEO>
S A A

S <HDMI>
A

A
S A S S <VIDEO>
S S A

S <COMPONENT>
A

S S S S <VIDEO>

S	 :	映像入力あり
A	 :	映像入力なし

S	< >	 :	<	>の中の入力信号を出力します。
A	 :	映像出力なし

ビデオコンバージョン機能は、NTSC、PAL、SCAM、NTSC4.43、PAL-N、PAL-Mおよび PAL-60 のフォーマットに準拠しています。

ご注意
•	本機は一部の 3Dビデオコンテンツまたはコンピューター解像度（例：VGA）の映像を再生中は、状態表示画面を表示しません。
•	一部の 3Dビデオコンテンツまたはコンピューター解像度（例：VGA）の映像を再生中にメニューを操作すると、再生中の映像がメニュー画面に切り替わります。このとき、メニューの背景に
再生映像を表示しません。
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映像信号とモニター出力の関係

映像信号解像度変換表
メニューの“ビデオコンバージョン”（v125 ページ）	を“オン”、“i/p	スケーラー”（v125 ページ）を“アナログ”、“アナログ&HDMI”または“HDMI”に設定した場合は、入力された映像信号の
解像度を別の解像度に変換して出力することができます（v10 ページ 「入力された映像信号を変換して出力する（ビデオコンバージョン機能）」）。
変換可能な映像信号の解像度とHDMI	出力解像度の関係は次の表のとおりです。

HDMIn出力
出力解像度

入力解像度
480i/576iz1 480p/576p 1080i 720p 1080p 1080p 24Hz 4Kz2

ビデオ入力 480i/576i S S S S S S S

コンポーネントビデオ入力

480i/576i S S S S S S Sz5
480p/576p – S S S S S Sz5
1080i – – S S S S Sz5
720p – – S S S S Sz5
1080p – – – – S S Sz5

HDMI 入力

480i/576i S S S S S S S
480p/576p – S S S S S S
1080i – – S S S S S
720p – – S S S S S
1080p 24Hz – – – – Sz3 Sz4 S
1080p – – – – S S S
4K – – – – – – Sz6

S	 メニューの“解像度”（v126 ページ）で設定された解像度で出力します。
 –	 入力された映像信号の解像度と同じ解像度で出力します。
z1	 メニューの“i/p	スケーラー”（v125 ページ）の設定が“オフ”のときのみ出力します。
z2	 3840 × 2160 ピクセル	（24/25/30Hz）の解像度で出力します。	
z3	 メニューの“解像度”（v126 ページ）を“オート”に設定し、1080p	24Hz	の映像信号に対応していないテレビを接続している場合。
z4	 メニューの“解像度”（v126 ページ）を“オート”に設定し、1080p	24Hz	の映像信号に対応しているテレビを接続している場合。
z5	 4K 信号にアップスケーリング時、メニュー画面は本機とHDMI 接続しているテレビのみに表示します。
z6	 入力された映像信号の解像度と同じ解像度で出力します。

ご注意
•	ビデオおよびコンポーネントビデオ出力信号には、入力された映像信号の解像度と同じ解像度で出力します。
•	HDMI	に入力される 4Kビデオ信号、3D	ビデオ信号、	コンピューター解像度、“	x.v.Color”、	sYCC601	color、	Adobe	RGB	color およびAdobe	YCC601	color	の映像信号は、入力された
映像信号の解像度と同じ解像度で出力します。

•	メニューの“ビデオモード”（v125 ページ）	を“ゲーム”に設定している場合、または“オート”に設定しゲームコンテンツを再生している場合は、入力された映像信号の解像度と同じ解像度
で出力します。

•	メニューの“解像度”（v126 ページ）	を“オート”に設定している場合、HDMI	出力端子に接続しているテレビのパネル画素数を自動的に検出し、上の表に従い適切な解像度で出力します。
•	HDMI 端子から入力された 1080p	24Hz の信号を 1080p	60Hz/1080p	50Hz に変換して出力した場合は、メニューの“TVフォーマット”(v127 ページ )の設定に従って出力します。
“NTSC”	の場合 –	1080p	60Hz で出力します。
“PAL”の場合	–	1080p	50Hz で出力します。
•	50Hz の HDMI 入力信号を 60Hz、または 60Hz の HDMI 入力信号を 50Hz に変換できません。
•	24Hz の HDMI 入力信号を 50Hz に変換できません。
•	本項目は、HDMI	ZONE4 機能には対応していません。
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用語の解説
A

A2DP 規格
A2DP は、ケーブルの代わりに無線通信を使
用するBluetooth の車載機器向けやAV機器
向けに定められたプロファイルの 1つです。
Adobe RGB color、Adobe YCC601 color
Adobe システムズ社が定義した色空間（カラー
スペース）のことです。従来のRGBよりも広い
色空間を持っているため、より鮮明で自然な映
像を表現することができます。
AirPlay
iTunes または iPhone/iPod	touch/iPad に
収録されているコンテンツを、ネットワーク経
由で対応する機器に転送（再生）する機能です。
ALAC(Apple Lossless Audio Codec)
アップル社が開発した音声データ可逆圧縮
方式のコーデックです。iTunes や iPhone、
iPod で再生できます。約 60～70％に圧縮さ
れたデータを完全に元通りのデータに再現しま
す。
App Store
アップル社が運営している iPhone や iPod	
touch 向けのアプリケーションソフトの販売
サイトです。
Audyssey Dynamic EQ®
Audyssey	Dynamic	EQ®は、人間の聴覚や
部屋の音響特性を考慮し、音量レベルを下げ
た際に発生する音質の低下を防ぐ技術です。
Audyssey	Dynamic	EQ® は、Audyssey	
MultEQ®	XT	32	技術と連動することにより
すべての音量レベルに対して最適なバランス
の音質をすべてのリスナーに提供します。

Audyssey Dynamic Surround Expansion 
(A-DSX)
Audyssey	DSX®	は、既存の 5.1ch システ
ムに新しいチャンネルを加えることによりサ
ラウンド効果・印象を高め、より大きなサラ
ウンド空間を実現する新しいサラウンド拡張
技術です。
人間の聴覚特性の研究で、サラウンド効果を
高める要素として大きく 2つのポイントがあ
げられます。最も重要なポイントは臨場感の
あるサラウンド空間の構成にはフロント（前方
向）部分に横の広がり（ワイドチャンネル）を作
ることです。次に重要なポイントとしてはサ
ラウンド空間に奥行き感を作る為には認知（聴
くことが）出来る音響信号でフロント（前方向）
部分に高さの広がり（ハイトチャンネル）を作
ることとされています。
Audyssey	DSX®	はこの２つの重要な要素か
らワイドチャンネル（Wide	channel）、ハイ
トチャンネル（Height	channel）それぞれペア
で作り出します。また Audyssey	DSX® は
単純にチャンネルを追加するだけではなく、
既存のフロントやサラウンド、サラウンドバッ
クとの組み合わせることで更に効果を高める
“S

サ ラ ウ ン ド ・

urround	E
エ ン ベ ロ ー プ メ ン ト・

nvelopment	P
プ ロ セ ッ シ ン グ

rocessing”とい
う技術を開発し Audyssey	DSX® の中に取
り入れています。
Audyssey Dynamic Volume®
Audyssey	Dynamic	Volume® は、テレビ
や映画など再生されるコンテンツ内における
音量レベルの変化（静かな音のシーンと大きな
音のシーンの間など）をユーザーの好みの音量
設定値に自動的に調節する技術です。
ま た、Audyssey	Dynamic	Volume® は、
Audyssey	Dynamic	EQ®の技術をアルゴリズ
ムの中に取り込むことにより音量レベルの調節
時やテレビチャンネルの切り替え時、ステレオ
コンテンツからサラウンドコンテンツなどの切
り替え時でも低域特性や音質バランス、サラウ
ンド効果、ダイアログの明瞭さを保っています。

Audyssey LFC™
(Low Frequency Containment)
Audyssey	LFCは、隣や下の部屋に低音や振
動が漏れることを抑制します。リアルタイム
に入力信号を解析して、壁や床、天井を通り
抜けるような低音を抑えると同時に、音響心
理的アプローチを用いた低域補正処理をおこ
なうことで、隣や下の部屋に低音が響き渡る
ことなく、視聴者はコンテンツ本来の低域を
楽しめます。
Audyssey MultEQ® XT 32
Audyssey	MultEQ®	XT	32 は、広いリスニ
ングエリア内のどのリスナーにも最適なリス
ニング環境を提供する補正技術です。
Audyssey	MultEQ®	XT	32 は、複数位置で
の測定に基づいて、時間特性と周波数特性の
双方を補正すると共に、全自動でサラウンド
システムセットアップを実行します。

B

B
ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth
携帯情報機器などで数m程度の機器間接続に
使われる短距離無線通信技術の一つです。
ノートパソコンや PDA、携帯電話などをケー
ブルを使わずに接続し、音声やデータをやり
とりすることができます。

D

D
デ ィ ー プ・

eep C
カ ラ ー

olor
HDMI がサポートしている映像技術です。通
常、RGBの各色を 8ビット (256 階調 ) ずつ
で表現するところを、10ビット(1024階調 )、
12 ビット (4096 階調 )、16 ビット (65536
階調 ) で表現することができるため、より高
精細な色の表現を可能にします。
HDMI 接続する機器の双方がDeep	Color に
対応している必要があります。

DLNA
DLNA および DLNA	CERTIFIED は D

デ ジ タ ル・

igital	
L
リ ビ ン グ・

iving	N
ネ ッ ト ワ ー ク・

etwork	A
ア ラ イ ア ン ス

lliance の 商 標 / サ ー
ビスマークです。 コンテンツには DLNA	
CERTIFIED®製品と適合しないものがある可
能性があります。
Dolby Digital
Dolby	Digital は、ドルビーラボラトリーズに
より開発されたマルチチャンネルデジタル信
号フォーマットです。
再生チャンネルは、フロント 3 チャンネル
（FL、FR、C）とサラウンド 2チャンネル（SL、
SR）、低音域専用の LFE チャンネルの合計
5.1 チャンネルで構成されています。
このため、チャンネル間のクロストークもな
く、音の遠近感、移動感、定位感など立体感
のある音場をリアルに再現することができま
す。AV ルームでの映画ソフト再生において
も、リアルで圧倒的な臨場感を生み出します。
Dolby Digital EX
Dolby	Digital	EX	は、ドルビー研究所とルー
カスフィルム社が共同で開発した音響フォー
マット“DOLBY	DIGITAL	SURROUND	EX”
を、家庭で楽しむためにドルビー研究所が提
案した6.1チャンネルのサラウンドフォーマッ
トです。
サラウンドバックチャンネルを含めた 6.1	
チャンネルでの音場再生により、空間表現力
や定位感が向上します。
Dolby Digital Plus
Dolby	Digital	Plus は、Dolby	Digital を改良
した信号フォーマットで、最大 7.1 チャンネ
ルのデジタルディスクリート音声対応ととも
に、データビットレートに余裕を持たせるこ
とにより音質の向上が図られています。従来
の Dolby	Digital に対して上位互換であるた
め、ソース信号や再生機器の状況に応じて、
より柔軟性の高い運用が可能となっています。
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Dolby Pro Logic g
Dolby	Pro	Logic	g は、ドルビーラボラト
リーズにより開発されたマトリクスデコード
技術です。
CDのような通常の音楽は 5チャンネルの信
号にエンコードし、優れた立体音域効果を発
揮します。
サラウンドチャンネルはステレオ化、フルバ
ンド化（周波数特性 20Hz～20kHz 以上）し、
あらゆるステレオ音源を臨場感豊かな立体音
像でお楽しみいただけます。
Dolby Pro Logic gx
Dolby	Pro	Logic	gx	は、Dolby	Pro	Logic	g
をさらに改良したマトリクスデコード技術で
す。2	チャンネルで記録された音声をデコー
ドし、自然な最大 7.1	チャンネルの音声を再
生できます。音楽再生に適した“Music”モー
ドと映画再生に適した“Movie”モード、ゲー
ムをお楽しみになるときに最適な“Game”
モードがあります
Dolby Pro Logic gz
Dolby	Pro	Logic	gz	は、ソースに収録されてい
る高いところで鳴っている「空間的な手がかり」を
持った音響成分から、フロント・ハイトチャン
ネル信号を生成し出力するデコード技術です。2
チャンネルソースや 7.1/5.1	マルチチャンネル
ソースなどのあらゆるソースに対応します。
リスニング空間の前方上の左右にハイトス
ピーカーを加えることで、映画 /	音楽 /	ゲー
ムなどの再生により一層の空間の広がり感や
奥行き感をお楽しみいただけます。
フロントハイトスピーカーは本棚などに設置で
きますので、サラウンドバックスピーカーのよ
うにフロアスペースを使わずに、より簡単に理
想的なサラウンド環境をつくることができます。

用語の解説

Dolby TrueHD
Dolby	TrueHD は、ドルビーラボラトリーズ
の高精細音声技術で、ロスレス符号化技術を
用いることによりマスター音声の忠実な再現
を可能としています。
このフォ ーマットはサンプリング周 波 数
96kHz/24bit では最大 8 チャンネル、サンプ
リング周波数 192kHz/24bit では最大 6 チャ
ンネルの音声に対応しており、特に音質を重視
したアプリケーションに採用されています。
DTS
Digital	Theater	System の略で、DTS社が開
発した、デジタル音声システムです。DTS対
応アンプなどと接続して再生すると、映画館
のような正確な音場定位と臨場感のある音響
効果が得られます。
DTS 96/24
DTS	96/24 は、DVD-Video 上でサンプリング
周波数 96kHz/ 量子化ビット数 24bit の高音質
再生を可能としたデジタル音声フォーマットで
す。チャンネル数は 5.1 チャンネルとなります。
DTS Digital Surround
DTS™	Digital	Surroundは、DTS社の標準デ
ジタルサラウンドフォーマットで、サンプリン
グ周波数が44.1kHzまたは48kHz、再生チャ
ンネル数が最大5.1チャンネルのデジタルディ
スクリートサラウンド音声フォーマットです。
DTS-ES™ Discrete 6.1
DTS-ES™	Discrete	6.1	は、DTS	デジタルサラ
ウンド音声に加えてサラウンドバックチャンネル
を追加した 6.1	 チャンネルのデジタルディスク
リート音声フォーマットです。デコーダーに応じ
て従来の 5.1	チャンネル音声としてデコードする
ことも可能です。
DTS-ES™ Matrix 6.1
DTS-ES™	Matrix	6.1 は、DTS デジタルサラウ
ンド音声にサラウンドバックチャンネルをマトリ
クスエンコードにて挿入した 6.1 チャンネル音声
フォーマットです。デコーダーに応じて従来の5.1
チャンネル音声としてコードすることも可能です。

DTS Express
DTS	Express は、 最 大 5.1 チャンネルの
24kbps～256kbps までのロービットレート
をサポートする音声フォーマットです。
DTS-HD
ブルーレイディスクのオプション音声として
採用された、従来の DTS をさらに高音質・
高機能化したデジタル音声技術です。多チャ
ンネル、高データ転送速度、高サンプリング
周波数や、ロスレス・オーディオ再生をサポー
トしています。ブルーレイディスクでは、最
大 7.1 チャンネルまで対応しています。
DTS-HD High Resolution Audio
DTS-HD	High	Resolution	Audio は、従来の
DTS、DTS-ES、DTS	96/24 フォーマットを改
良した信号フォーマットで、サンプリング周波
数の96kHz/48kHz対応に加えて最大7.1 チャ
ンネルのデジタルディスクリート音声に対応し
ています。余裕あるデータビットレートによっ
て高音質化を図るとともに、従来の DTS デジ
タルサラウンド 5.1 チャンネルのデータも含む
ため従来製品との完全な互換性を有しています。
DTS-HD Master Audio
DTS-HD	Master	Audio は、DTS 社のロスレ
ス音声フォーマットで、サンプリング周波数
96kHz/24bit では最大 8チャンネル、サンプリ
ング周波数 192kHz/24bit では最大 6チャンネ
ルに対応しています。また、従来のDTSデジタ
ルサラウンド 5.1 チャンネルのデータも含むた
め従来製品との完全な互換性を有しています。
DTS Neo:X
DTS	NEO:X デコーダーを使用して、2チャン
ネルソースや 5.1/6.1/7.1 チャンネルのサラ
ウンドソースを最大 11.1 チャンネルのサウン
ドで再生するマトリクスデコード技術です。音
楽再生に適した“Music”モードと映画再生に
適した“Cinema”モード、ゲームをお楽しみに
なるときに最適な“Game”モードがあります。

F

FLAC
可逆圧縮方式のフリーの音声ファイルフォー
マットです。可逆圧縮のため、原音からの音
質の劣化がありません。
FLAC のライセンスについては、次のとおり
です。

Copyright	(C)	2000,2001,2002,2003,2004,2005,200
6,2007,2008,2009		Josh	Coalson

Redistribution	and	use	in	source	and	binary	forms,	
with	or	without	modification,	are	permitted	provided	
that	the	following	conditions	are	met:
•	Redistributions	of	 source	code	must	 retain	 the	
above	copyright	notice,	this	list	of	conditions	and	
the	following	disclaimer.

•	Redistributions	 in	binary	form	must	reproduce	the	
above	copyright	notice,	this	list	of	conditions	and	
the	following	disclaimer	in	the	documentation	and/
or	other	materials	provided	with	the	distribution.

•	Neither	 the	name	of	 the	Xiph.org	Foundation	nor	
the	names	of	 its	 contributors	may	be	used	 to	
endorse	or	promote	products	derived	 from	 this	
software	without	specific	prior	written	permission.

THIS	 SOFTWARE	 IS	 PROVIDED	BY	 THE	COPYRIGHT	
HOLDERS	 AND	 CONTRIBUTORS	“AS	 IS”	 AND	 ANY	
EXPRESS	 OR	 IMPLIED	 WARRANTIES,	 INCLUDING,	
BUT	NOT	LIMITED	TO,	THE	 IMPLIED	WARRANTIES	OF	
MERCHANTABILITY	AND	FITNESS	FOR	A	PARTICULAR	
PURPOSE	ARE	DISCLAIMED.	 	 IN	NO	EVENT	SHALL	THE	
FOUNDATION	OR	CONTRIBUTORS	BE	LIABLE	FOR	ANY	
DIRECT,	 INDIRECT,	 INCIDENTAL,	SPECIAL,	EXEMPLARY,	
OR	CONSEQUENTIAL	DAMAGES	(INCLUDING,	BUT	NOT	
LIMITED	TO,	PROCUREMENT	OF	SUBSTITUTE	GOODS	
OR	SERVICES;	 LOSS	OF	USE,	DATA,	OR	PROFITS;	OR	
BUSINESS	 INTERRUPTION)	HOWEVER	CAUSED	AND	ON	
ANY	THEORY	OF	LIABILITY,	WHETHER	 IN	CONTRACT,	
STRICT	LIABILITY,	OR	TORT	(INCLUDING	NEGLIGENCE	OR	
OTHERWISE)	ARISING	 IN	ANY	WAY	OUT	OF	THE	USE	OF	
THIS	SOFTWARE,	EVEN	IF	ADVISED	OF	THE	POSSIBILITY	
OF	SUCH	DAMAGE.
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H

HDCP
機器間でデジタル信号を送受信する際に、信
号を暗号化し、コンテンツが不正にコピーさ
れるのを防止する著作権保護技術の1つです。
HDMI
High-Definition	Multimedia	 Interface の略
で、テレビやアンプなどと接続できる AV用
のデジタルインターフェースです。映像信号
と音声信号を 1本のケーブルで接続できます。

I

iTunes
アップル社が提供しているマルチメディアプ
レーヤーの名称です。
音楽をはじめとしてビデオなどのコンテンツ
を管理・再生することができます。AACをは
じめとしてWAV やMP3 など主要なファイ
ル形式に対応しています。

L

LFE
Low	Frequency	Effect の略で、低音部の効
果音を強調するための出力チャンネルです。
20Hz～120Hz の重低音を出力することで、サ
ラウンド音声に迫力を加えることができます。

M

MP3 (MPEG Audio Layer-3)
音声データ圧縮方式の 1つで、国際的な標準
規格です。映像圧縮方式の「MPEG-1」に採用
されています。音楽CD並の音質を保ったま
まデータ量を約 1/11 に圧縮できます。
MPEG (Moving Picture Experts Group)、 
MPEG-2、MPEG-4
デジタル圧縮形式として映像や音声を符号化
するために使用される規格群の名前です。ビ
デオの規格には、「MPEG-1	Video」、「MPEG-
2	Video」、「MPEG-4	Visual」、「MPEG-
4	AVC」などがあります。音声の規格には、
「MPEG-1	Audio」、「MPEG-2	Audio」、
「MPEG-4	AAC」などがあります。

用語の解説

MPEG-2 AAC
MPEG-2	AAC（Advanced	Audio	Coding）
は、MPEG（Moving	 Picture	 Experts	
Group）により開発されたマルチチャンネル音
声フォーマットです。
高音質・高圧縮率を確保できることが特長です。
MPEG-2	AAC により地上デジタル放送や
BS デジタル放送などで配信される高音質音
楽番組やマルチチャンネル音声の映画など、
臨場感あふれるサラウンド再生が楽しめます。

G 米国におけるパテントナンバー H
08/937,950
5848391
5,291,557
5,451,954
5	400	433
5,222,189
5,357,594
5	752	225
5,394,473
5,583,962
5,274,740
5,633,981
5	297	236
4,914,701
5,235,671
07/640,550

5,579,430
08/678,666
98/03037
97/02875
97/02874
98/03036
5,227,788
5,285,498
5,481,614
5,592,584
5,781,888
08/039,478
08/211,547
5,703,999
08/557,046
08/894,844

5,299,238
5,299,239
5,299,240
5,197,087
5,490,170
5,264,846
5,268,685
5,375,189
5,581,654
05-183,988
5,548,574
08/506,729
08/576,495
5,717,821
08/392,756

S

sYCC601 color
“x.v.Color”同様、これらのカラースペースは、
従来のRGBよりも広い色空間を定義します。

V

vTuner
インターネットラジオの無料オンラインコン
テンツサービスです。
本サービスに関するお問い合わせは、下記
vTuner のサイトまでお願い致します。
vTuner ホームページ：
http://www.radiomarantz.com

本製品は、Nothing	Else	Matters	Software	
and	BridgeCo の知 的 財 産 権により保
護されています。 当 該 技 術の本 製 品 以
外での使 用または配 布は、Nothing	Else	
MattersSoftwareand	BridgeCoの許諾がな
い限り禁止されています。

W

Windows Media DRM
マイクロソフト社が開発した著作権保護技術
です。
コンテンツプロバイダは、自らのコンテンツ
（“セキュアコンテンツ”）の完全性を保護する
ために、本デバイス（“WMDRM”）に内蔵され
たWindows	Media	用デジタル権管理技術
を使用し、当該コンテンツに対する自らの知
的財産権（著作権を含む）が悪用されないよう
にしています。
本デバイスは、セキュアコンテンツを再生す
るため、WMDRMソフトウェア（“WM-DRM	
ソフトウェア”）を使用しています。本デバ
イス内のWM-DRM ソフトウェアのセキュ
リティがあやうくなった場合、セキュアコン
テンツの所有者（“セキュアコンテンツオー
ナー”）は、マイクロソフト社が、セキュアコ
ンテンツをコピー・表示・再生する新たなラ
イセンスを得るWM-DRM ソフトウェアの
権利を取り消すよう要請することができます。
この取り消しは、保護されていないコンテン
ツを再生するWM-DRM ソフトウェアの能
力には影響がありません。インターネットま
たはパソコンからセキュアコンテンツのライ
センスをダウンロードするときはいつも、取
り消されたWM-DRM ソフトウェアのリス
トがデバイスに送られます。マイクロソフト
社は、セキュアコンテンツオーナーに代わっ
て、当該ライセンスとともに、取り消された
WM-DRMソフトウェアのリストをデバイス
にダウンロードすることができます。

Windows Media Player Ver.11
マイクロソフト社が無料で提供しているメ
ディアプレーヤーです。
Windows	Media	Player のバージョン 11以
降で作成されたプレイリストやWMA、DRM	
WMA、WAVファイルなどが再生可能です。
WMA (Windows Media Audio)
米国 Microsoft	Corporation によって開発
された音声圧縮技術です。
WMAデータは、Windows	Media®	Player	
Ver.7、7.1、Windows	Media®	Player	 for	
Windows®	XP、またはWindows	Media®	
Player	9	Series を使用してエンコード（符号
化）することができます。
WMA フ ァ イ ル は、 米 国 Microsoft	
Corporation より認証を受けたアプリケー
ションを使用してエンコードしてください。
もし、認証されていないアプリケーションを
使用すると、正しく動作しないことがありま
す。

X

x.v.Color
色の表現がより正確になり、自然で生き生き
とした映像を表現することが可能になります。
“x.v.Color”はソニーの登録商標です。

あ行

オートリップシンク
オートリップシンク機能対応のテレビと接続
すると、映像と音声のずれを自動的に補正し
ます。
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さ行

サンプリング周波数
サンプリングとは、音の波（アナログ信号）を
一定時間の間隔で刻み、刻まれた波の高さを
数値化（デジタル信号化）することです。
1秒間に刻む回数をサンプリング周波数とい
い、この数値が大きいほど原音に近い音を再
現できます。
ゾーン 2
本機は、本機が設置されている部屋（メインゾー
ン）以外の 1	つの部屋でも本機の再生をおこな
うことができます（ゾーン2再生）。ゾーン2再
生をおこなう部屋をゾーン 2と呼びます。
ゾーン３
本機は、本機が設置されている部屋（メインゾー
ン）以外のひとつの部屋でも本機の再生をおこ
なうことができます（ゾーン 3再生）。ゾーン 3
再生をおこなう部屋をゾーン 3と呼びます。
ゾーン 4
本機は、本機が設置されている部屋（メインゾー
ン）以外のひとつの部屋でも本機の再生をおこ
なうことができます（ゾーン 4再生）。ゾーン 4
再生をおこなう部屋をゾーン 4と呼びます。

た行

ダイナミックレンジ
機器が出すノイズに埋もれてしまわない最小
音と、音割れしない最大音との音量差のこと
です。
ダウンミックス
サラウンド音声のチャンネル数を、より少な
いチャンネル数に変換して再生する機能です。

用語の解説

低音の位相補正
ブルーレイディスクやDVDなど音楽ソースが
もともと持っているサテライトチャンネルの
低域成分に対する LFE チャンネルとの時間遅
れを調整し、再生時の低音をより豊かに再現
（再生）する機能です。お買い上げ時は“0ms”
に設定していますが、タイトル毎に値が異な
りますので、音楽ソースを再生して、一番効
果の高い値に合わせたうえで試聴してくださ
い。再生する音楽ソースによっては効果がわ
かりにくい場合があります。

は行

プログレッシブ（順次走査）
映像の 1フレームを 1つの画像として表示す
る映像信号の走査方式です。インターレース
方式に比べ画像のちらつきやにじみが少ない
映像を再生できます。
ペアリング
ペアリングとは、2台の Bluetooth	デバイス
の接続設定に必要な操作です。ペアリングを
おこなうことによって、Bluetooth機器同士が
互いにアクセスできるようになります。

ま行

メインゾーン
本機が設置されている部屋をメインゾーンと
呼びます。
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故障かな？と思ったら
 n 各接続は正しいですか
 n 取扱説明書に従って正しく操作していますか
 n スピーカーやプレーヤーは正しく動作していますか

本機が正しく動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。
なお、この表の各項にも該当しない場合は本機の故障とも考えられますので、お買い上げの販
売店にご相談ください。もし、お買い上げの販売店でおわかりにならない場合は、当社のお客
様相談センターまたはお近くの修理相談窓口にご連絡ください。

G 共通 H
症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

電源が入らない。
または、入れてもす
ぐに切れる。

•	コンセントへの電源プラグの差し込みを点検してください。 37

電源が自動的にスタ
ンバイに切り替わる。

•	スリープタイマーが設定されています。再度電源を入れるか、ス
リープタイマーの設定を変更してください。

•	操作がない状態で一定時間が経過すると、“オートスタンバイ”が
動作します。“オートスタンバイ”を無効にするには、メニューの
“オートスタンバイ”を“オフ”に設定してください。

101、109

143

ディスプレイの表示
が消える。

•	メニューの“表示”を“オフ”以外の設定にしてください。 143

本機が正しく動作し
ない。

•	マイコンを初期化してください。 182

GHDMIH
症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

HDMI で接続したと
きに、音声が出力さ
れない。

•	HDMI 端子の接続を確認してください。
•	HDMI の音声信号をスピーカーから出力するときは、メニューの
“HDMI オーディオ出力”の設定を“AVP”に設定してください。
•	HDMI の音声信号をテレビから出力するときは、メニューの
“HDMI オーディオ出力”の設定を“TV”に設定してください。

14、15
123

123

HDMI で接続したと
きに、映像が映らな
い。

•	HDMI 端子の接続を確認してください。
•	接続したHDMI 端子に合わせて、入力ソースを設定してください。
•	テレビが著作権保護(HDCP)に対応しているか確認してください。
HDCPに対応していない機器を接続した場合、映像が正しく出力
されません。

14、15
14、 15、 47

16

症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

HDMI コントロール
対応機器に次の操作
をすると、本機も同
じ動作をする。
•	電源のオン /オフ
•	音声を出力する機
器の切り替え

•	音量の調節
•	入力ソースの切り替
え

•	メニューの“HDMI コントロール”を“オフ”に設定してください。
また、本機の電源オフをHDMI コントロール対応機器と連動させ
ない場合は、メニューの“パワーオフコントロール”を“オフ”に設
定してください。

98、 124、
125

HDMI	ZONE4 機能
を使用中にメイン
ゾーンを操作した場
合、次の動作をする。
•	プレーヤーの電源
がオフ、または再
生が一時停止する。

•	本機の入力ソース
が自動で切り替わ
る。

•	“HDMI コントロール”の設定が“オン”、および“コントロールモニ
ター”の設定が“モニター1”または“モニター2”になっている。
メインゾーンでHDMI コントロール機能を設定していると、ゾー
ン 4の再生に影響を与えることがあります。HDMI	ZONE4 機能
を使用する場合は、メニューの“HDMI コントロール”の設定を“オ
フ”または“コントロールモニター”の設定を“ZONE4”にしてくだ
さい。

•	ゾーン 4の入力ソースが“SOURCE”の場合は、メインゾーンとは
別の入力ソースを選択してください。

98、124

–

HDMI	ZONE4 機
能を使用中、メイ
ンゾーンでDolby	
TrueHD/DTS	HD	
Master	Audio/
Dolby	Digital/DTS
を再生できない。

•	メニューの“HDMI オーディオ出力”設定が“AVP”になっているか
確認してください。
メインゾーンとゾーン 4で同じ入力ソースを選択している場合は、
ZONE4 ON/OFF ボタンでゾーン 4をオフにするか、ゾーン 4の
入力ソースをメインゾーンとは別の入力ソースに変更してくださ
い。

123

HDMI	ZONE4 機能
を使用中、映像や音
声がゾーン 4のテ
レビから出力されな
い。

•	ゾーン 4の電源がオンになっているか確認してください。
•	ゾーン 4の入力ソースを確認してください。
•	入力機器の出力設定（解像度 /音声フォーマット）を確認してくだ
さい。

•	フロントパネルのHDMI	7/MHL端子は、HDMI	ZONE4 機能に対
応していません。

•	ゾーン 4では入力信号がHDMI 信号のときのみ再生できます。

109
109
–

–

–

HDMI	ZONE4	機
能のみ使用するとき
に、入力機器を再生
すると、メインゾー
ンで使用しているテ
レビの電源がオンに
なる。

•	メニューの“HDMI コントロール”設定が“オン”になっています。
HDMI	ZONE4 機能を使用する場合は、メニューの“HDMI	コント
ロール”設定を“オフ”にしてください。

98、124
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G 映像 H
症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

映像が映らない。 •	本機の映像出力端子とテレビの入力端子の接続を確認してくださ
い。

•	本機に接続したテレビの入力端子と入力設定を合わせてください。

14、20

–

メニュー画面が表示
されない｡

•	メニュー画面は本機とHDMI 接続しているテレビのみに表示しま
す。本機とテレビを他の映像出力端子で接続している場合は、本
体のディスプレイを見ながら操作してください。

–

G 音声 H
症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

音が出ない。 •	すべての機器の接続を確認してください。

•	スピーカーの接続とスピーカー構成の設定を確認してください。

•	プリアウト端子の接続を確認してください。

•	音声の接続をしている機器の電源が入っているか確認してくださ
い。

•	主音量を適切な大きさに調節してください。
•	ミューティング（消音）モードを解除してください。
•	再生機器との接続を確認し、適切な入力ソースを選んでください。
•	デジタル入力端子を割り当てた端子と入力モードを合わせてくだ
さい。

•	本機のPHONES端子からヘッドホンのプラグを取り外してくださ
い。ヘッドホンのプラグを挿入していると、プリアウト端子から
音が出なくなります。

14、 15、 20、
21、 22、 23、
24、 25、 26、
27、 29、 30、
31、 32、 33、
34、 97
34、 91、	
92、 93
34、 91、	
92、 93

–

48、 109
48、 109
47、 109
132

158

音量が上がらない。 •	音量の上限値が低く設定されています。メニューの“音量の上限”
で上限値を設定してください。

•	本機の出力端子に接続している外部機器の電源が切れている可能
性があります。接続している外部機器の電源を確認してください。

119

–

サラウンドスピー
カーから音が出ない。

•	パワーアンプの SURROUND端子にサラウンドスピーカーを接続
しているか確認してください。

–

サラウンドバックス
ピーカーから音が出
ない。

•	メニューの“スピーカー構成”⇨“S. バック”設定が“無し”以外に
なっているか確認してください。

•	サウンドモードが“STEREO”および“VIRTUAL”以外になってい
るか確認してください。

134

81

フロントハイトス
ピーカーから音が出
ない。

•	メニューの“スピーカー構成”⇨“フロントハイト”設定が“無し”以
外になっているか確認してください。

134

症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

フロントワイドス
ピーカーから音が出
ない。

•	メニューの“スピーカー構成”⇨“フロントワイド”設定が“無し”以
外になっているか確認してください。

134

サブウーハーから音
が出ない。

•	サブウーハーの接続を確認してください。
•	サブウーハーの電源を入れてください。
•	メニューの“スピーカー構成”⇨“サブウーハー”を“2台”または“1
台”に設定してください。

•	メニューの“スピーカー構成”⇨“フロント”と“センター”の設定が
“大”で、なおかつ“サブウーハーモード”の設定が“LFE”の場合は、
入力信号やサウンドモードによってサブウーハーから音声が出力
されない場合があります。

91、 92、 93
–

134

134、136

DTS音声が出力され
ない。

•	メニューの“デコードモード”を“オート”または“DTS”にしてくだ
さい。

132

Dolby	TrueHD、
DTS-HD、Dolby	
Digital	Plus の音声
が出力されない。

•	HDMI で接続してください。 14、15

Dolby	PLgモード
やDTS	NEO:X モー
ドが選択できない。

•	メニューの“スピーカー構成”⇨“センター”または“サラウンド”を
“無し”以外に設定しているか確認してください。スピーカーシス
テムが 2.0/2.1 チャンネルの場合は選択できません。

•	ヘッドホン使用時は、Dolby	PLgまたはDTS	NEO:X を選択でき
ません。

134

–

Audyssey	
MultEQ®	XT	32、
Audyssey	Dynamic	
EQ®	
およびAudyssey	
Dynamic	Volume®
が選択できない。

•	サラウンドモードを“DIRECT”、“PURE	DIRECT”以外に切り替え
てください。

•	ヘッドホン使用時は、Audyssey	MultEQ®	XT	32、Audyssey	
Dynamic	EQ®およびAudyssey	Dynamic	Volume®を選択で
きません。	

81

－

Audyssey	DSX®
が選択できない。

•	メニューの“スピーカー構成”⇨“フロントハイト”または“フロント
ワイド”を“無し”以外に設定しているか確認してください。

•	メニューの“スピーカー構成”⇨“センター”を“無し”以外に設定し
ているか確認してください。

•	サラウンドモードをドルビーリスニングモードまたはDTSリスニ
ングモードに切り替えてください。

•	ヘッドホン使用時は、Audyssey	DSX®を選択できません。

134

134

81

－

Audyssey	
Dynamic	EQ®お
よびAudyssey	
Dynamic	Volume®
が選択できない。

•	Audyssey®セットアップを実行してください。 38、 94



180

症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

“M-DAX”が選択で
きない。

•	アナログ信号またはPCM信号（サンプリング周波数=44.1/48kHz）
が入力されているか確認してください。Dolby	Digital や DTS サラ
ウンドなどのマルチチャンネル信号の再生は“M-DAX”を使用するこ
とができません。

•	サウンドモードを“DIRECT”または“PURE	DIRECT”以外に切り
替えてください。

118

81

GFM チューナー H
症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

受信できない。また
は、雑音や歪みが多
い。

•	アンテナの向きや位置を変えてください。
•	FM屋外アンテナを使用してください。
•	アンテナと他の接続ケーブルを離してください。

31
31
31

GiPod/USB メモリー/ インターネットラジオ / メディアサーバー/FlickrH
症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

iPod が再生できな
い。

•	iPod/USB 端子に iPod を直接接続して使用する場合、対応して
いない iPod があります。

27

ファイル名が“．．．”
など、正しく表示さ
れない。

•	本機で表示できない文字は、“．（ピリオド）”に置き換えて表示しま
す。

•	本機に接続しているUSBメモリーを接続しているUSBメモリー
ケーブルのタグが不適切です。本機が対応しているタグのUSBメ
モリーを使用してください。

–

53

USBメモリーを接
続したとき、“接続さ
れていません”が表
示される。

•	接続不良などで、本機がUSBメモリーを認識できない場合があり
ます。接続を確認してください。

•	本機は、マスストレージクラスまたはMTP対応のUSBメモリー
に対応しています。それ以外のUSBメモリーは認識できません。

•	本機が認識できないデバイスを接続しています。すべてのUSBメ
モリーに対して、動作や電源の供給を保証するものではありませ
ん。

•	USB ハブを経由した接続はできません。USB メモリーは iPod/
USB端子に直接接続してください。

•	本機が認識できるファイル構成は最大 8階層、1フォルダあたりの
サブフォルダとファイルの合計は最大 5000 個です。必要に応じ
てUSBメモリーのフォルダ構成を変更してください。

27

–

–

–

53

USBメモリーのファ
イルを再生できな
い。

•	USBメモリーのフォーマットを FAT16 または FAT32 に設定し
てください。詳しくは、USBメモリーの取扱説明書をご覧くださ
い。

•	USBデバイス内が複数のパーティションに別れている場合は、第
1パーティション以外は再生できません。

•	ファイルが対応しているフォーマット以外で記録されています。対
応しているフォーマットで記録してください。

•	本機では、著作権保護のかかったファイルを再生することはでき
ません。

–

–

53

53

症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

インターネットラジ
オが再生できない。

•	イーサネットケーブルが正しく接続されていないか、ネットワーク
が切断されています。接続状態を確認してください。

•	対応していないフォーマットで放送されています。本機で再生で
きるインターネットラジオのフォーマットはMP3 とWMAのみ
です。

•	パソコンまたはルータのファイアウォールがはたらいています。接
続しているパソコンまたはルータのファイアウォールの設定を確認
してください。

•	ラジオステーションが放送を停止しています。放送中のラジオス
テーションを選んでください。

•	IPアドレスが違っています。本機のIPアドレスを確認してください。
•	時間帯により無音放送になっているラジオ局があります。この場合、
受信していても音声は出力しません。しばらく経ってから再生する
か、別のラジオ局を受信してください。

36

64

–

64

138
–

パソコンに保存して
ある音楽ファイルが
再生できない。

•	ファイルが対応しているフォーマット以外で記録されています。対
応しているフォーマットで記録してください。

•	本機では、著作権保護のかかったファイルを再生することはでき
ません。

•	本機の iPod/USB端子は、パソコンと接続することはできません。
•	メディアの共有設定が正しくありません。本機がパソコンのフォ
ルダにアクセスできるようにメディアの共有設定を変更してくださ
い。

67

67

–
68

NASに保存した曲
が再生できない。

•	DLNA準拠のNASをご使用の場合は、NASの設定でDLNAサー
バー機能を有効にしてください。

•	DLNA に準拠していない NAS をご使用の場合は、パソコンを経
由して再生してください。Windows	Media	Player のメディア共
有機能設定をおこない、再生対象フォルダにNAS を追加してく
ださい。

•	接続を制限している場合は、オーディオ機器を接続対象にしてく
ださい。

–

68

–

サーバーが見つから
ないか、サーバーに
接続できない。

•	パソコンまたはルータのファイアウォールがはたらいています。接
続しているパソコンまたはルータのファイアウォールの設定を確認
してください。

•	パソコンの電源が入っていません。電源を入れてください。
•	サーバーが起動していません。サーバーを起動してください。
•	本機の IP アドレスが正しくありません。本機の IP アドレスを確
認してください。

–

–
–

138

プリセットまたはお
気に入りに登録した
ラジオステーション
に接続できない。

•	ラジオステーションが放送を休止しています。しばらく時間をおい
てやり直してください。

•	ラジオステーションがサービスを停止しています。放送中のラジオ
ステーションを選んでください。

–

–

放送局のリストが表
示されない。

•	ネットワークへの接続が不安定です。ネットワークへ接続し直す
か、メニューの“ネットワーク”の設定を再度おこなってください。

36、139
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症　状 原　因 / 対　策 関連ページ
“ラジオステーショ
ンサーバーが混雑し
ています”または“接
続が途切れました”
と表示され、接続で
きないラジオステー
ションがある。

•	放送局が混雑しているか、現在放送を休止しています。しばらく
時間をおいてやり直してください。

–

再生中に、音が途切
れることがある。

•	ネットワークまたはUSBメモリーの通信速度が遅いか、通信回線
またはラジオステーションが混雑しています。ビットレートの高い
放送データを再生している場合や、通信の状況によっては、音が
途切れることがあります。

–

音質が良くない。
または再生中にノイ
ズが入る。

•	再生しているファイルのビットレートが低いです。 –

GAirPlayH
症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

iTunes また
は iPhone/iPod	
touch/iPad 上に
AirPlay のアイコン	

	が表示されない。

•	本機とパソコンまたは iPhone/iPod	touch/iPad が同一のネッ
トワーク（LAN）に接続されていません。パソコンまたは iPhone/
iPod	touch/iPad を本機と同一の LANに接続してください。

•	iTunes または iPhone/iPod	touch/iPad が AirPlay 対 応の
ファームウェアではありません。最新のファームウェアにアップ
デートしてください。

36

–

音が出ない。 •	iTunes または iPhone/iPod	touch/iPad の音量が最小になって
います。音量を適切な値に設定してください。

•	iTunes または iPhone/iPod	touch/iPad を起動したあとに表示
される画面で本機を選択していません。iTunes または iPhone/
iPod	touch/iPad を起動し、表示された画面でAirPlay アイコン	

	をクリックして、本機を選択してください。
•	AirPlay の再生をしていません。iTunes の1ボタンをクリック
するか、iPhone/iPod	touch/iPad の1ボタンを押して再生して
ください。

–

79

–

iPhone/iPod	
touch/iPad で
AirPlay 再生時に音
が途切れる。または
AirPlay 再生ができ
ない。

•	iPhone/iPod	touch/iPad のバックグラウンドで起動しているア
プリケーションを終了してからAirPlay 再生をしてください。

•	無線接続で再生している場合は、外部の影響を受けている可能性
があります。無線 LANのアクセスポイントからの距離を短くする
などネットワーク環境を変更してください。

•	iPhone/iPod	touch/iPad のアプリケーションまたは iTunes を
最新のバージョンにアップデートしてください。

–

–

–

GM
エム・

-X
エックスポート

PortH
症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

ワイヤレスレシー
バー(RX101) を接続
時、音声が出力され
ない。

•	B
ブ ル ー ト ゥ ー ス

luetooth 機器とワイヤレスレシーバー(RX101) の間で、正し
くペアリングされているか確認してください。

32、 174、	
177

G リモコン H
症　状 原　因 / 対　策 関連ページ

リモコンを操作して
も、正しく動作しな
い。

•	乾電池が消耗しています。新しい乾電池と交換してください。
•	リモコンは、本機から約 7mおよび 30°以内の範囲で操作してく
ださい。

•	本機とリモコンの間の障害物を取り除いてください。
•	乾電池のqとwを正しくセットしてください。
•	本機のリモコン受光部に強い光（直射日光、インバーター式蛍光灯
の光など）があたっています。受光部に強い光があたらない場所に
設置してください。

•	リモコンを操作するゾーンの設定が合っていません。ZONE 
SELECT ボタンを押して、操作するゾーンを選んでくださ
い。

163
163

163
163
163

39、 94、	
109
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マイコンの初期化
表示が正しくない場合や操作ができない場合などにおこないます。
マイコンを初期化すると、各種設定内容がすべてお買い上げ時の設定になります。

GAME SLEEP

X ON/STANDBY

1 X ON/STANDBY を押して、電源を切る。

2 GAME と SLEEP を同時に押しながら、X ON/STANDBY を押す。

3 ディスプレイの表示が約 1 秒間隔で点滅したら、2 つのボタンから指を離す。

手順 3でディスプレイの表示が約 1秒間隔で点滅しない場合は、手順 1からやり直してくださ
い。

保証と修理について

 n保証書について
この製品には保証書が添付されております。
保証書は、必ず「販売店名・購入日」などの
記入を確かめて販売店から受け取っていた
だき、内容をよくお読みの上、大切に保管
してください。

保証期間はご購入日から 1 年間です。

保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていた
だきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

ご注意
保証書が添付されない場合は、有料修理にな
りますので、ご注意ください。

保証期間経過後の修理
修理によって機能が維持できる場合は、お客
様のご要望により、有料修理致します。
有料修理の料金については、「製品のご相談と
修理・サービス窓口のご案内」に記載の、お近
くの修理相談窓口へお問い合わせください。

 n修理を依頼されるとき
修理を依頼される前に
•	取扱説明書の「故障かな？と思ったら」の項
目をご確認ください。

•	正しい操作をしていただけずに修理を依頼さ
れる場合がありますので、この取扱説明書を
お読みいただき、お調べください。

修理を依頼されるとき
•	添付の「製品のご相談と修理・サービス窓口
のご案内」に記載の、お近くの修理相談窓口
へご相談ください。

•	修理を依頼されるときのために、梱包材は保
存しておくことをおすすめします。

 n依頼の際に 
連絡していただきたい内容

•	お名前、ご住所、お電話番号
•	製品名 ·······	取扱説明書の表紙に表示して

います。
•	製造番号 ···	保証書と製品背面に表示して

います。
•	できるだけ詳しい故障または異常の内容

 n補修部品の保有期間
本機の補修用性能部品の保有期間は、製造
打ち切り後 8年です。

 nお客様の個人情報の保護について
•	お客様にご記入いただいた保証書の控え
は、保証期間内のサービス活動およびその
後の安全点検活動のために記載内容を利用
させていただく場合がございますので、あ
らかじめご了承ください。

•	この商品に添付されている保証書によっ
て、保証書を発行している者（保証責任者）
およびそれ以外の事業者に対するお客様の
法律上の権利を制限するものではありませ
ん。
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主な仕様
 n オーディオ部
•	アナログ部

入力感度 / 入力インピーダンス： アンバランス入力 :	200mV/47k Ω
バランス入力 :	400mV/94k Ω

周波数特性： 10Hz～100kHz：+1、–3dB（DIRECTモード時）
S/N 比： 105dB（IHF-A、DIRECTモード時）
ひずみ率： 0.005%（20Hz～20kHz）（DIRECTモード時）
定格出力： アンバランス	プリアウト出力 :	1.2V

バランス	プリアウト出力 :	2.4V
•	デジタル部

D/A 出力： 定格出力	—	2V(0dB再生時 )
全高調波ひずみ率	—	0.008%(1kHz、0dB)
S/N 比	—	102dB
ダイナミックレンジ	—	100dB

デジタル入力： フォーマット	—	デジタルオーディオインターフェース
•	フォノ・イコライザー部
（PHONO 入力 — MEDIA PLAYER OUT)
入力感度 : 2.5mV
RIAA 偏差 : ± 1dB(20Hz～20kHz)
S/N 比 : 74dB（IHF-A)
定格出力： 150mV
ひずみ率： 0.03%(1kHz、3V出力時）

 n ビデオ部
•	標準ビデオ端子

入出力レベル / インピーダンス： 1Vp-p、75Ω
周波数特性： 5Hz～10MHz：0、–3dB

（メニューの“ビデオコンバージョン”設定が“オフ”のとき）
•	コンポーネントビデオ端子

入出力レベル / インピーダンス： Y（輝度）信号：1Vp-p/75 Ω
PB/CB（青色）信号：0.7Vp-p/75 Ω
PR/CR（赤色）信号：0.7Vp-p/75 Ω

周波数特性： 5Hz～60MHz：0、–3dB
（メニューの“ビデオコンバージョン”設定が“オフ”のとき）

 n チューナー部
（アンテナ入力 — MEDIA PLAYER OUT)
•	FM 部

受信周波数範囲： 76.0MHz～90.0MHz
実用感度： 1.2 μ V（12.8dBf）
S/N 比： モ　　ノ：70dB（IHF-A、DIRECTモード時）

ステレオ：67dB（IHF-A、DIRECTモード時）
ひずみ率 モ　　ノ：0.7%（1kHz、100%変調時）

ステレオ：1.0%（1kHz、90%変調時）

 n スイッチングハブ
規格： IEEE	802.3	(10	Base-T) 準拠

IEEE	802.3u	(100	Base-TX) 準拠
ポート数： 4 ポート

 n 総合
電源： AC	100V、50/60Hz
消費電力： 90W（電気用品安全法による）
スタンバイ時の消費電力： 0.2W
CEC スタンバイ時の消費電力： 0.5W
ネットワークスタンバイ時の消費電力： 5.1W

•	仕様および外観は改良のため、予告なく変更す
ることがあります。

•	本機を使用できるのは日本国内のみで、外国で
は使用できません。

•	本機は国内仕様です。
必ず AC	100V のコンセントに電
源プラグを差し込んでご使用くださ
い。AC	100V 以外の電源には絶対
に接続しないでください。
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nv数字
2.1 チャンネル	······················································· 93
3D	··········································································· 16
4K	··········································································· 16
5.1 チャンネル	······················································· 92
6.1 チャンネル	······················································· 92

nvA
A2DP	····························································32、174
Adobe	RGB	color/Adobe	YCC601	color	···174
AirPlay	··························································79、174
ALAC	···································································174
All	Zone	Stereo オフ	·········································· 78
All	Zone	Stereo オン	·········································· 78
App	Store	···························································174
ARC	······································································· 13
Audyssey	····························································119
Audyssey	DSX®	········································89、121
Audyssey	Dynamic	EQ®	·······················120、174
Audyssey	Dynamic	Surround		
Expansion	··························································174
Audyssey	Dynamic	Volume®	··············120、174
Audyssey	LFC™	······································120、174
Audyssey	MultEQ®	XT	32	···················119、174
Audyssey®セットアップ	···························· 38、94

nvB
Bluetooth·····················································32、174

nvC
Content	Type	······················································ 16

nvD
Deep	Color	··················································16、174
DLNA	···································································174
Dolby
Dolby	Digital	············································ 86、174
Dolby	Digital	EX	······································ 86、174
Dolby	Digital	Plus	·································· 86、174
Dolby	Pro	Logic	II	··································· 86、175
Dolby	Pro	Logic	IIx································· 86、175
Dolby	Pro	Logic	IIz	···························86、89、175
Dolby	TrueHD	·········································· 86、175

DTS	······································································175
DTS	96/24	··············································· 86、175
DTS	Digital	Surround	···································175
DTS-ES	Discrete	6.1	······························ 86、175
DTS-ES	Matrix	6.1	································· 86、175
DTS	Express	············································ 86、175
DTS-HD	····················································· 86、175
DTS-HD	High	Resolution	Audio	···············175
DTS-HD	Master	Audio	·································175
DTS	Neo:X	··········································86、89、175

Dynamic	EQ	·······················································120
Dynamic	Volume	···············································120

nvE
EQ調節	································································121

nv F
FLAC	···································································175
Flickr	······································································ 71
FM	·········································································· 56
FM室内アンテナ	··················································· 31

nvH
HDCP	····························································16、176
HDMI	······················································ 12、16、176
HDMI	ZONE4 機能	············································107
HDMI 音声出力	···················································123
HDMI コントロール	·····································98、124
HDMI 設定	···························································123
HDMI パススルー	················································124
Height ゲイン	······················································117

nv I
InstaPrevue	························································100
iPod ブラウズモード	············································· 51
i/p スケーラー	·····················································125
iTunes	·································································176

nv L
LFE	······························································117、176

nvM
M-DAX	································································118
MP3	·····································································176
MPEG	··································································176
MPEG-2	AAC	····················································176
MultEQ®	XT	32	················································119

nvS
sYCC601	color··················································176
S.	バック	······························································134

nvT
TVフォーマット	·················································127

nvU
USB端子の選択	···················································· 73

nvV
vTuner	··························································66、176

nvW
Windows	Media	DRM	·····································176
Windows	Media	Player	···································176
WMA	····································································176

nvX
x.v.Color	······························································176

nvあ
アスペクト比	························································126
アップデート	························································145
アナログ入力	························································131
アナログビデオ出力	············································126

nvい
一般	······································································141
イルミネーションライト	·····································106
色合い	···································································123
色の濃さ	·······························································123
インターネットアクセス	·····································140

nvう
ウェブコントロール	·············································102

nvえ
映像の選択	···························································132
エラーメッセージ	
(Audyssey®セットアップ )······························· 44
エンハンサー	···············································116、123

nvお
オーディオ	···························································115
オーディオディレイ	·············································118
オーディオ入力の選択	·········································132
オートスタンバイ	················································143
オートプリセットメモリー	··································· 59
オートリップシンク	····································123、176
お気に入りから削除	·············································· 76
お気に入りに登録	·················································· 75
お知らせ POPUP	················································145
オンスクリーンディスプレイ	······························127
音量	·····························································119、127
音量の上限	··················································119、142
音量レベル	···························································142

nvか
カーブコピー	························································121
解像度	···································································126
画質調整	·······························································123

nvき
距離	······································································135

nvく
グラフィック EQ	·················································121
クロスオーバー周波数	········································136

索引
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nvけ
ケーブル
HDMI ケーブル	··············································14、15
XLRケーブル	······················································ 18
イーサネットケーブル	············································ 18
オーディオケーブル	·································· 18、34、35
コンポーネントビデオケーブル	······························ 18
スピーカーケーブル	········································34、35
同軸ケーブル	························································ 18
光伝送ケーブル	···················································· 18
ビデオケーブル	····················································· 18
ケーブル接続	························································140
結露	···········································································5
言語	······································································142

nvこ
高音	·····························································118、142
故障かな？と思ったら	········································178
コントラスト	························································123
コントロールモニター	·········································124

nvさ
再生
ALAC	····························································53、67
CDプレーヤー	····················································· 49
DSDダイレクト	··············································81、87
DVDプレーヤー	··················································· 48
FLAC	·····························································53、67
Flickr	··································································· 71
FM	······································································· 56
iPod	(USB)	························································ 50
JPEG	·····························································53、67
MP3	························································ 53、64、67
MPEG-4	AAC	·············································53、67
NAS	····································································· 67
Super	Audio	CD	··············································· 48
USBメモリー	························································ 53
WAV	······························································53、67
WMA	······················································ 53、64、67
インターネットラジオ	············································· 64
オートサラウンド	···················································· 82
オリジナルリスニングモード	··································· 87
ステレオ	································································ 87
ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4	····························109
ダイレクト	························································81、87
パソコン	································································ 67
ピュアダイレクト	··············································82、87
ブルーレイディスクプレーヤー	······························· 48

再生画面	·······························································127
サウンドモード	·············································81、165
サブウーハー	························································116
サブウーハー1レベル	·········································116
サブウーハー2レベル	·········································116
サブウーハーの設定	·············································· 39
サブウーハーレベル	·············································116
サブウーハーレベルの調節	··································· 45
サラウンドバックスピーカー	························· 90、91
サラウンドパラメーター	·····································116
サンプリング周波数	············································177

nvし
主音量を調節する	·················································· 48
使用ソースの選択	················································131
情報	··················································· 127、138、144
オーディオ	···························································144
ゾーン	·································································144
ビデオ	·································································144
ファームウェア	·····················································144
新機能の追加	·······················································146
診断	······································································140

nvす
ステージウィドス	················································121
ステージハイト	····················································121
スピーカー	···························································133
接続	······································································ 91
設置	······································································ 89
設定	································································38、94

スピーカーの構成	················································134
スピーカーの選択方法	········································121
スライドショー	······················································ 76
スライドショーの再生間隔	··································· 76
スリープタイマー	·······································101、109

nvせ
接続
7.1CH	IN····························································· 33
CDプレーヤー	····················································· 29
DC	OUT端子	····················································· 97
DVDプレーヤー	·············································15、22
FM	······································································· 31
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3076

SCOTT 3014

SEARS 3012, 3014, 3020, 3028, 
3042

SHARP 3028, 3042, 3077

SHERWOOD 3042, 3056, 3070, 3078, 
3024

SHURE 3025

プリセットコード表



188

SONY
3039, 3079, 3080, 3081, 
3082, 3097, 3098, 3099, 
3100, 3101

SYLVANIA 3010
SYMPHONIC 3083

T TEAC 3016, 3042, 3057, 3083, 
3084, 3085, 3086
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Express Vu 4017

F Foxtel 4051
Freesat 4056
Fujitsu 4025

G GE 4002, 4008, 4009
General Instruments 4036, 4037
Gradiente 4044, 4057

H Hitachi 4001, 4015
Hughes Network 4001, 4016

Humax 4049, 4050, 4051, 4052, 
4053

J Janeil 4025
JVC 4017

L LG Smart TV 4069

M marantz 4000
Mitsubishi 4001

N NETGEAR Neo TV 4072
Nokia 4058, 4059, 4060, 4061

O Optima 4048

P Panasonic 4004, 4010
Philips 4031, 4044, 4057, 4035
Proscan 4002, 4008, 4009, 4011

R Radio Shack 4036, 4037
RCA 4002, 4008, 4009, 4029
Realistic 4040

Roku XDS 4073
Rural Cable 4036

S Samsung 4022, 4027, 4042, 4043, 
4054, 4055, 4050

Schneider 4041, 4043
SKY 4044, 4045, 4057
Skyplus 4048
Skysat 4041, 4047, 4056

Sony 4003, 4012, 4014, 4065, 
4066, 4067, 4070

Star Choice 4032
Star Trak 4024
STS 4038
SuperDish 4028

T Teac 4049
Thomson 4046, 4056
Toshiba 4001, 4034

U Universum 4056
Uniden 4005, 4006, 4013

V Video Pall 4025

W Western Digital 
WD TV 4071

Z Zenith 4033, 4025, 4023

BDグループn(5zzz)
D Denon 5034, 5035, 5036

H Hitachi 5031, 5032, 5033

I Integra 5013

J JVC 5014, 5015, 5017, 5018, 
5019, 5020

L LG 5010, 5011

M marantz 5000, 5026, 5027
Mitsubishi 5024, 5025

O Onkyo 5013

P Panasonic 5001, 5002, 5003
Philips 5004
Pioneer 5005

R RCA 5012

S Samsung 5005
Sharp 5028, 5029, 5030
Sony 5007, 5008, 5009, 5016

T Toshiba 5012

Y Yamaha 5021, 5022, 5023
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寸法

単位：mm
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お 客 様 ご 相 談 セ ン タ ー

　0 5 7 0 （ 6 6 6 ） 1 1 2
【電話番号はお間違えのないようにおかけください。】

IP 電話をご利用の場合など、プロバイダーのサービスによってはつな
がらない場合があります。その場合は	03（3570）5138	におかけくだ
さい。
	 受付時間　9：30～ 17：30

	 （当社休日および祝日を除く、月～金曜日）

〒 210-8569　神奈川県川崎市川崎区日進町 2番地 1　D&M	ビル

修理に関するお問い合わせは、
添付の「製品のご相談と修理・サービス窓口のご案内」をご覧ください。

当社の最新情報をインターネット上でご覧ください。

http://www.marantz.jp
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